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　ケイトリン・レヴェットは、開幕戦の後、一軍帯同への辞退を発表した。

　彼女は、シルバーハンズで不動のリーダー機をつとめたチームの柱だ。だから、その知らせは太陽系全域のファンと競技関係者、それに留まらずスポンサーや関連企業にすら、大きな衝しよう撃げきをもって受け止められた。宇宙でもっとも人気のあるスポーツ、ストライクフォールの最高の舞台である太陽系一部リーグで、ケイトリンは三シーズンもの間、チームリーダーをつとめた。超一流選手が離脱したことは大きなニュースになった。

　ホライズンズとの開幕戦は、今季に手応えを感じさせる惜敗だった。だから、ファンたちは、ことさらに惜おしんだ。これほど期待された立ち上がりは、フォックス・アルバ現監かん督とくの引退シーズンだった十年前以来だった。

　競技関係者と関連企業は、彼女の決断後の動向に注目していた。

　ケイトリンは、開幕戦翌日のインタビューで言った。

「新しい時代を告げるシーズンが来た。人類が経験したことがない激動のときだ。昨日までのセオリーは、もう通用しない。すべてが変わるのだ。昨日まで自分が何者か知らなかったプレイヤーが、今日ヒーローになる。潮流に乗るということが、これほど重視される一年は、人類の歴史に、もうきっとこない」

　彼女は、二軍である太陽系二部リーグの『シルバーハンズ・コンフィダンツ』でプレイしながら、コーチを兼任する。

　二軍コーチ就任会見になったその日、彼女は誇ほこらしげに宣言した。

「今日、私は、失意によって去るのではなく、大きな勝利のために必要なコストを支払いに行く。今シーズンは、激動をもって歴史に残る。何が正解かも二転三転するだろう。だから、私は、新しい力を徹底的に鍛きたえて、チームに送りこむ。それが、シルバーハンズのために最良の選択だと確信している」

　ケイトリンの言葉は、驚きよう愕がくをもって受け取られた。ストライクフォールは、人間型兵器に乗り込んで戦うという、機材の比重が大きいスポーツだ。そのため、シーズン前の準備で差が付けば、開幕以後に取り戻すことはできない。

　その常識を、トップリーグのチームリーダーが、みずからの進退──実質的に選手生命を懸けて否定した。

　開幕二日目にして、太陽系じゅうのファンは、思い知ったのだ。

　ストライクフォール第二十四シーズンは、とてつもないシーズンになる。




　鷹たか森もり雄ゆう星せいは、ホライズンズ戦が終わると泥のように眠った。起きたときは昼だった。そして、自分がヒーローになっていると知った。

　都市宇宙船エンディミオン号の選手宿舎から出て、日課のランニングに出ると、沿道にシルバーハンズのファンが出待ちしていた。

　雄星は、チームのファンを避けて、歩道の端はしを走り抜けようとした。今でも緊張で身構えてしまうからだ。彼はデビューのとき、プロ資格を持たないまま、弟になりすまして試合に紛まぎれ込んだ。このせいでチームは二週間もの没収試合の憂き目に遭い、一部リーグ陥落の危機に追いやられた。その頃、彼は、練習中にファンたちにからまれそうになって、ボディガードに守られることすらあったのだ。

　だが、走り抜けようとした雄星を、チームのＴシャツを着た男たちは並走して追いかけてきた。なにごとかと立ち止まった雄星に、彼らは興奮で赤くなった顔で言ったのだ。「Ｔシャツにサインしてくれ」と。

　世界が色を変えたようだった。エンディミオン号の市街区の、見慣れつつあった風景が、輝かがやいて見えた。

　エンディミオン号は、ちいさな宇宙コロニーでは停泊すらできない超大型の、都市宇宙船だ。それでも、人工重力のある市街区画は全長一キロメートルにも満たない。せまい空間に生きる処世術で、雄星が走っていても無視されることが多かった。だが、今日は違う。

　クラブハウスにつくまでに、十人以上にサインや写真を求められた。リーダー機を守り続けたことと、《王の御手ハンズ・オブ・ア・モナーク》のことを賞賛されていた。チームの新シーズンと雄星に期待してくれているのだ。

　いつまでも途切れないから、しまいには練習時間に遅れるからと走り抜けた。

　ハウスのセキュリティゲートを通って、選手用ロッカールームに入った。ロッカーを開けると、チーム内のメッセージサービスで連絡事項がきていた。

　機体名を変更したという通知だった。雄ゆう星せいが乗るストライクシェルの登録名が、《コントラクター・ブラックナイト》になっていた。

「マジかよ。言い間違えじゃねえか」

　昨夜の試合で、中継のアナウンサーが、熱狂して《コントラクター・アサルト》を、《ブラックナイト》と言い間違えていたのだ。「《アサルト》じゃマズいのか」と、ロッカーに備そなえ付けのメッセージエージェントに、音声入力で尋ねた。

〈宇宙じゅうで《コントラクター・ブラックナイト》として覚えられたため、訂正するのは商業的にマイナスの影響があります〉

　返答がロッカーのドアに表示されるとともに、空中に数枚のホログラム画面が展開した。そこには、昨夜の試合の動画が表示されていた。すべて、早くもネットワークで一千万回以上再生されていた。

　どこか世界が現実感を失って、ふわふわしていた。

　これまで雄星になど見向きもしなかったものが、いっせいにこちらへ目を向けていた。背中がむずむずした。

　クラブハウスから、トランスポーターに乗ってスタジアムに入る。スタジアム地下のシミュレーターは十分な台数がある。ただ、コーチの指導を受けられる時間は決まっている。

　シミュレータールームには、訓練を終えて休憩インターバル中の男が、ボトルを片手に水分補給していた。身長一九十センチほどで、髪は金髪のくせっ毛で、手足が長い男だ。

「ヒーロー。昼から出勤たぁ、いいご身分だねぇ。昨日の今日で、早くも天てん狗ぐになってんじゃねえぞ」

　チンピラのようにからんでくるこいつはカール・リンネ。雄星と同時期に二軍からあがってきたオールラウンダーだ。

「自分が下へ手たなことくらい、俺が一番よく知ってる。昨日と、変わっちゃいねえよ」

「オレより下手なやつが、ヒーロー面してシルバーハンズの顔とか、ありえねえ。金が入ったら、当然、世話になってる先輩には誠意を見せるんだよな」

　まわりが変わっても揺らがない、安心の小物っぷりである。

「おまえ、マウントをとりにきているのか、たかりに来ているのか、どっちなんだよ」

「ばっか。両方に決まってんだよ。後輩ってのはいびられるし、成功すりゃたかられる。どっちもやるのが義務ってもんだよなあ！」

　カールが、雄星を引き寄せるように肩を組んできた。いつもよりもテンションが高い。カールも、昨日の試合のことは認めてくれているようだった。

「早くシミュレーター使いてえんだよな」

　カールとじゃれていても、うまくはならない。雄ゆう星せいは、射撃も機動も、チームで一番下へ手たなままなのだ。

　大柄な壮年の黒人男性が、シミュレータールームに入ってきた。一軍のヘッドコーチ、オリバー・カークマンだ。

　何人かの選手の後に、雄星の番がきた。カークマンが、雄星のシミュレーターをチェックして、言った。

「そうだな。今日から、機動を中心にした重点強化メニューに変える。昨日の試合からカリキュラムを更新しておいた」

　シルバーハンズは一軍にふさわしいチームだ。選手だけではなく、練習機材も成長のための支援も一流だ。

　雄星は、両手で自分の頰ほおを強く叩たたいて気合いを入れると、シミュレーターに乗り込む。

「お願いします！」

　カークマンヘッドコーチが、サドルにまたがった雄星に忠告した。

「『何発撃うたれても墜ちない不死身の《黒騎士ブラツクナイト》』。そんなものは、まったく褒め言葉ではない。ムダに撃たれず相手の背後や横をとれる速度とコースを選ぶことが、ストライクフォールの機動だ」

「その機動を改善するための、重点強化メニューっすか」

「今シーズンは、おそろしく物事の移り変わりが速くなる。つまり、昨日のヒーローも、次の試合では、未熟な一年目のルーキーだということだ。気を引き締め直せ」

　言う通りだった。一軍のレギュラーと比べたとき、雄星の強みはともかく、弱点だらけでその質もリーグ標準レベルに到達していない。尖りすぎていて隙すきだらけなのだ。

　だが、全力で努力すれば追いつけるという、雄星の希望は、甘すぎるものだった。

　この第二十四シーズンの過酷さを、雄星は、一か月と経たずに思い知ることになる。
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　巨大な人間型の兵器が、ハンガーに入ってきた。身の丈は約六メートル。二足歩行で、装甲は純白で、鋭角で構築されている。

　その装甲は、いくつも焼け焦こげができて、変色した部分がある。レーザーの跡は泡立ち、粒りゆう子し砲ほうを受けた箇所は熱とともに受けた圧力で歪ゆがんでいる。

　それでも稼か働どうしているのは、その兵器──ストライクシェルが、チル・ウエポンと呼ばれる超常の機能を持つ装置に守られているからだ。

　チル・ウエポンは搭とう乗じよう者の体熱と引き換えに、人類技術では達成し得ない奇蹟をもたらす。その宇宙からきた装置は、世界をすっかり変えてしまった。

「クレーンにつけろ！　ダメージ状態チェック！　次の試合まで三日しかないよ」

　ハンガーの主である整備主任ロクサーヌ・ミャオが、檄げきを飛ばしている。小学生くらいの背丈にあどけない顔、まとめたプラチナブロンドの長い髪と、チョコレート色の肌のうなじの対比が鮮あざやかだ。そのロクサーヌが、黄金色の瞳を輝かがやかせて振り返った。

「ユウセー、お嬢を回収してロッカールーム行ってな。ハンガーにらんでたって、負け試合は負け試合だよ！」

　今晩の試合で、シルバーハンズはシーズンの三敗目を喫した。

　五勝三敗で、まだ勝ち越してはいる。だが、負け方がよくなかった。そのせいで雄ゆう星せいは、不完全燃焼でハンガーに残っていた。

　さっき入ってきた巨人、リーダー機であるアデーレ・コンテは、相手チームを一機も落とせず撃げき破はされた。ストライクフォールの試合は、十五機編成のチーム同士が戦い、リーダー機を落としたほうがセットを獲得する。そして、二セットを奪ったチームが勝つ。だが、一セット目を落として、逆転を期すべき二セット目に出場したアデーレが、消極的な戦術をとってあっさり撃破された。

　アデーレ機は、この試合で最後に撃げき墜ついされた機体だった。そのハンガーに繫けい留りゆうされた《ホーリーグレイル・アサルト》は、損そん傷しようが装甲のみに留まっていた。整備クルーが、簡単なチェックをした後、機体に黄緑色のスプレーを噴ふいて去っていった。

　損傷が軽い機体は、黄緑色もしくは黄色のスプレーを帯状に噴き付けられて、エンディミオン号内の整備工場に送られる。この程度の損傷の機体なら、次の試合までに修復して出場が可能だ。

「リーダー機なのに、一番軽い黄緑イエローグリーンか。うまい墜ち方だったんだな」

　雄星の感想に、ロクサーヌ・ミャオが嫌な顔をした。

「あんなのが、うまい墜ち方なもんか。ムチャしくさって。セーフティシェルが発動するように、コックピットで攻撃を受けやがった」

　試合の最後を思い出して、思わず拳こぶしを強く握っていた。ストライクシェルは、パイロットを守る安全機構であるセーフティシェルが発動すると撃げき破は判定となる。このチル・ウエポンは、決して破れることはないが、六十秒で消滅するのだ。

《ホーリーグレイル・アサルト》の白いコックピットの蓋ふたが開いて、サドルにまたがった赤いパイロットスーツの少女がリフトアップしてきた。シルバーハンズ一軍の第二リーダー機をつとめる、アデーレ・コンテだ。

　アデーレが、頑丈なヘルメットを脱ぐ。ヘルメット内にしまい込まれていた長い金髪が、ふわりと広がった。疲労を肺から押し出すような、深い息をひとつつき、長いリボン型の布製ロボットが、その髪をポニーテールにまとめるのにまかせていた。

「アデーレ！」

　雄ゆう星せいが呼ぶと、うつむいていたアデーレが顔を上げた。緑の瞳を輝かがやかせて、サドルから飛び降りるように、コックピットからタラップ搭乗足場に移動する。タラップの昇降機能で、するりと地面に降りてきた。

「ユウセー、負けちゃったね」

　アデーレは、快活で、野蛮で、いつも活力に満ちている。敗戦にすら手応えをつかんでいる様子だった。アデーレは、心の底から競い合うことが好きな、勝負ごとの申し子だ。

「ほら、電気毛布ケープ」

　雄星は、体に巻き付けられる毛布を渡してやった。機体に搭とう載さいされた超常の装置、チル・ウエポンは、起動すると搭とう乗じよう者の体から熱を奪う。チル・ウエポン耐性が高ければ奪われる体熱は少なくて済むが、試合後の選手は低体温症になっていることもすくなくないのだ。

「ありがと。防御用のをけっこう起動させたから、ちょっと寒気してた」

　彼女が、すこし頰ほおを赤らめる。そして、自分の巨人を見上げた。そして、何か言いたいことがあって言葉にならないのか、白い手で拳を握って元気よくぐるぐる右腕を回し始めた。

「なにしてんだよ」

「なんかもう、うーって感じなんだよね」

「わかんねえよ」

　雄星にも、言葉にならない彼女の気持ちだけは伝わった。本当に悔くやしそうに、拳を握っていたからだ。

　ハンガーでは、クラッシュした機体がどんどん仕分けられてゆく。雄星の《コントラクター・ブラックナイト》も、損そん傷しよう軽微を示す緑のスプレーを噴ふきつけられて整備工場へ送られてゆく。防御用チル・ウエポンでガチガチに守られているおかげで、装甲にすらほとんどダメージはなかった。

「《コントラクター》は頑丈だよね。防御用チル・ウエポンが、常に展開状態でも、雄星はイケちゃうもんね。稼か働どう率も最高。──でも、《ホーリーグレイル・アサルト》は、そうじゃない」

　今日の試合でも、第一セットだけで三機撃げき墜ついされた。目下のシルバーハンズが抱えている最大の問題は損そん傷しよう機体の数だ。開幕からわずか一か月──たったの八節で、見込みを大幅に上回る損害を受けているため、機体の都合がつかなくなりつつある。ストライクフォールは、ストライクシェルという人型アーマーに乗って行うスポーツだ。だから、機体が十五機揃そろわなければ、試合にならない。

「修理ラインが完全に《ホーリーグレイル・アサルト》に固定されちゃったせいで、《レッド・ソーン》はずっと修理待ち。それどころか、このままじゃ二軍の《クエスター・アサルト》を引っ張り出してでも、試合を成立させなくちゃいけない。もう全チームが慣かん性せい制御機の新型を出しまくってるのに、型落ちの《クエスター》じゃ、勝負にならないよ」

「一位のホライズンズが、開幕から七勝一敗だからな。今シーズンの勝率、七割に届くかもな」

　雄ゆう星せいたちが勝たねばならないライバルは、まさに絶好調だ。彼女が軽くストレッチする。

「まずは上位四チームに残って、グランドチャンピオンシップに出ないとね。それから、一番高いステージで、ホライズンズにリベンジする。今日の負けは、そこに届かせるための一手だよ」

　アデーレの仕草はしなやかで、高度な訓練を受けたバレエダンサーのように優雅だ。だが、彼女の瞳どう孔こうは、興奮した肉食獣のように開いていた。




　そして、ロッカールームに二人で向かう。戻ってきたシルバーハンズのチームメイトと合流する。みんなが荒れていた。

　黒い肌の大男が、ロッカーを思い切り蹴けった。スキンヘッドの彼は、第一リーダー機をつとめる、アンドリュー・ペインだ。

「くそっ！　スクレイパーズだぞ、あのガチガチ頭の軍チームまで、散兵スカーミツシヤーだ？」

　シルバーハンズは、対戦相手のスクレイパーズに完敗した。しかも、スクレイパーズがこの試合で初披露した、チームの戦術に合った散兵戦術に、なす術すべがなかった。

　ペインが、ロッカールームに遅れて入室した雄星たちを怒鳴りつけた。

「おまえら、ナメてんのか！　デブリーフィングに最後にご到着かよ」

　雄星につかみかかろうとしたペインを、二メートルを超える長身の、髪をドレッドにした黒色人種の選手が止める。チームの中軸となるオールラウンドプレイヤー、エイジェイ・ロジャースだ。

「荒れるな。おまえはリーダーだぞ」

「チームの統率がむちゃくちゃだ。うらむぜ、ケイトリン」

　ペインがぼやきながら、空いていたパイプ椅い子すに腰掛ける。

　今シーズンの台風の目は、開幕戦でシルバーハンズを破ったホライゾンズだった。ホライゾンズは、前シーズンまでの絶対のセオリーであるフォーメーション戦術を徹底的に破壊する、散兵スカーミツシヤー戦術を開発した。それによって、フォーメーションを容易に削って殲せん滅めつできる散兵にどう対抗するかが、争点になった。

　いつの間にか空き席を見つけていたアデーレが、背筋を伸ばして優雅に、椅い子すに腰を下ろす。

「やっぱり軍は散兵に適応するの早かったね。トッド・クロンの《ヘッジホッグ》を慣かん性せい制御機に改修して、リンカーやらせるって、思い切ったよね。あの重装なのに一番速いんだから、初見では対応むずかしいよ」

　スクレイパーズは、昨年、雄ゆう星せいが初めて試合に飛び込んだときの対戦相手だ。トッド・クロンは、このとき雄星に撃げき破はされた選手なのだ。

「さすがだよ。『慣性制御機に最初に撃げき墜ついされたリーダー機』って、前のシーズンの終盤はむちゃくちゃ叩たたかれてたのに。それで、シーズンオフの間に慣性制御に適応して、手がつけられなくなってるんだから」

　アデーレは、自分たちを打ち負かした敵のことを、とても楽しそうに話した。

「なにヘラヘラしてんだ。てめぇ、負けたんだぞ！」

　グラビアから抜け出たような金髪をオレンジ色に染めた美女から、怒声をぶつけられた。メリッタ・イズメイリは気性が荒い。敵を褒めたことがかんに障ったようだった。親友であるケイトリンが二軍に行ってから、いっそう機嫌が悪い。

「後に繫つながる負けと、繫がらない負けすら区別がつかないの？」

「ハッ！　今日の負けが、後に繫がるって？　あんたの出た第二セット、まったくいいとこなかったのに？　さっさと二軍のケイトリンと交替してくれないかね」

　メリッタが煽あおる。アデーレも、自分をケイトリンと比べたがるメリッタとは、折り合いが悪い。

「バカなの？　食い下がって、いい試合にしたら、次の試合に勝てるの？　今日獲れるだけ獲ったら、次の狩りに必要な準備をするんだよ」

　不穏だった。アデーレの瞳に宿る得体の知れない熱が、チームメイトを戸惑わせていた。

　敗戦で迷うチームの中で、アデーレだけは確信に突き動かされていた。

「どんな犠牲を払っても、自分たち流の散兵戦術を作るんだ。それができたほうが、圧倒的に優位にたつ。負けた理由ははっきりしてるんだから、落ち込んでるヒマがあったら、さっさとそこを潰つぶすだけでしょ」

　そして、アデーレがこの先を言うべきか迷うように、言葉を一度切った。おのれに視線が集まっていることを知ると、パイプ椅子の背もたれに体を預けて、乱暴に足を組む。

「フォーメーションに戻るとかは、論外だよ。《ヘッジホッグ》の性能でゴリ押しの、急ごしらえの散兵にすら負けてんじゃん。今日は試合開始のブザーの前に、散兵を仕上げてきた敵にゲームプランで完敗してたよ」

　そのとき、カッとアンドリュー・ペインがその顔を紅こう潮ちようさせた。

「てめえ！　まさか、消耗を減らす気で、やりやがったな」

　チームの皆が立ち上がった。皆、勝つために厳しい訓練を積んで、真剣に勝負した。だが、リーダー機のアデーレが、二セットを連取できないとみて、試合を終わらせた。

　殺気立った二十人以上のチームメイトに囲まれたアデーレが、逆にペインを殴りつけんばかりに歯を剝むいて立ち上がる。

「第一セットで四機もヘヴィクラッシュもらって、セット落としたんじゃん。試合をぶっ壊したのは、ペインだよ」

「たかが二年目が！　セットを捨てて、勝ち目がある試合をドブに捨てるだと？」

「もっと勝ちにこだわりなよ。勝ち点がとれない試合で、悪い負け方してるから、どんどん首がしまってんじゃん。いい勝負することに、マシンを無駄遣いすんなって言ってんの」

　ペインとアデーレのにらみ合いを、一軍選手たちが注視していた。

　だが、アデーレの主張は、チームにとって劇薬だった。彼女が指摘した補給計画の危うさを、機材に命を預けている選手たちなら、肌感覚で知っている。だが、それは選手フイールドプレイヤーの領分ではない範囲に踏み込む。

　そのとき、まさにこの話を終わらせられる人がやってきた。

「シルバーハンズの戦略に、不満があるようだな」

　煮えたぎったロッカールームの空気が、さっと冷えた。選手たちと遜そん色しよくなく筋肉を鍛きたえ上げた、茶色の髪をオールバックにまとめた男が、皆の前に立つ。フォックス・アルバ一軍監かん督とく、数多くの名選手を育て上げた名将である。アルバ監督の後ろには、カークマンヘッドコーチもいる。

　ばつの悪いチームメイトのなかで、ペインとアデーレは監督から目を離さない。

　アルバ監督が、座ったアデーレを見下ろしていた。発言を促されても、彼女は恐れなかった。

「シルバーハンズは弱くない。でも、毎年、シーズン中盤から失速する。なんでかってことだよ」

　アルバ監督体制のチームを批判していた。チーム全員が息を呑のんだ。軍事演習をルーツに持つ競技であるストライクフォールでは、統率のために、指揮官に異を唱えることに厳しい風土がある。この場でポジションを外されてもおかしくなかった。

「問題提起を認めよう。フロントからも、これ以上の機体の消耗を抑制するように言われている。一月前の開幕戦で延べ十九機がクラッシュした影響は、大きかった」

　開幕戦からの二週間で宇宙は思い知らされた。ホライズンズの散兵スカーミツシヤー戦術は、慣かん性せい制御技術によって実現した、あたらしいスタンダードだ。従来のフォーメーションに対して七割を超える勝率を弾き出したのだ。勝率七割は、例年の優勝チームの最終勝率でも六割台だから、絶対優位に等しい。

「それでも開幕から一か月、犠牲が増えてもラッシュをしかける選択をした。それが、気に入らなかったか」

「違う。監かん督とくの選択は絶対に正しいよ。でも、ラッシュは必ず止まるんだから、タイミングを見て被害をちいさく止めないと、差し引きで悪くなっちゃうよ」

　アデーレは、同じことを試合の前にも雄ゆう星せいには打ち明けていた。

　シルバーハンズは、ホライズンズと戦っていち早く散兵戦術の威力を体験したアドバンテージを、最大限に活いかした。これを、昨年シルバーハンズが慣かん性せい制御技術を太陽系一部リーグの二十九チームに提供した対価の、巨大な資金プールが支えた。おかげで、機体をいくら壊しても資金難に陥ることはない。

　だが、このキャッシュで殴るようなラッシュにも限界はあった。修理経費に耐えられることと、二倍壊しても試合日程に合わせられる整備補給体制が存在するかは、話がまた別だからだ。つまり、修理費は払えても、修理工場から機体が戻ってこないのだ。

「今日でシルバーハンズの成績は、五勝三敗。うち二敗は、昨日と今日での二連敗。ここが、ラッシュを止めなきゃいけないチームの攻勢限界だよ。……と、えー、思います」

　興奮していたアデーレが、我に返って言葉を整える。彼女は、一試合ごとではなくシーズン全体での勝利を意識するようになった。たぶん、それはリーダー機に選ばれてから、彼女が摑つかんだものだ。

　アルバ監督の口調は静かだった。

「戦略アナリストも似たようなことを言っている。だが、俺が退けた。負けを許容するチームに、名選手は育たん」

　その言葉には、チームに聞き入らせる信念があった。かつての選手時代にシルバーハンズに黄金時代をもたらし、シーズン二位というチーム歴代最高の成績を残したフォックス・アルバの言葉は重い。

「一シーズン五十八節。そのうち本当に負けられない勝負というのは、実は十試合もない。だが、その正念場で、魂たましいのこもった試合を積み重ねたチームは、勝つために試合を捨ててきたチームの上を行く」

　監督の見解は、実質的にチームの決定だ。これに口を挟むことは、選手には許されない。だが、アデーレは覚悟を決めるようにぐっと息を呑のんだ。彼女にだけは見えている何かが、大きなリスクをとらせたのだ。

「わかってる。監督の言うとおりだよ。でも、ストライクシェルの消耗が限度を超えると、戦線崩壊するもん。魂がこもってたって、補給が限界に達したら優勝はムリじゃん」

　アデーレにまとまりかけた話をかき回すリスクを選ばせたのは、きっと直感だ。だが、これはもはや抗命だった。

　それを受け入れたアルバ監かん督とくは名将だった。

「おまえの今日の二セット目は、自己判断でラッシュを止めたということだな。現場指揮官がもう攻勢を打ち切るべきと判断して、引いた。そのおまえを任命したのは俺だ。現場の判断を責せめはしない」

　アルバ監督は、アデーレだけではなく、集まった選手たちに言い聞かせる。

「だが、おまえは、ロッカールームで喧けん嘩かをするのではなく、俺に報告するべきだった。おまえの役目は、チームを一体にまとめ、敵にあたることだ。自分の正しさで味方を叩たたいて、バラバラに引き裂くことではない」

　チームの誰が聞いても、まったくその通りだった。アデーレも、ペインと煽あおり合ったことに意味がなかったから、ぐうの音も出ない様子だった。

「次の試合、おまえをリーダー機から下ろす」

　監督の後ろに控ひかえていたカークマンヘッドコーチが、あうんの呼吸で前に出た。

「どうやら、チーム全体の話はあらかた終わったようだな。ラッシュは今日の試合で終了する。次の試合からは、極端な前掛かりのシフトはなしだ。──タカモリ！」

　突然、ヘッドコーチに呼ばれて、雄ゆう星せいは「はい！」と、慌てて返す。

「タカモリ。今日みたいな突進をやらかすな。前に出て落ちなければ仕事になるラッシュよりも、攻防の切り替えが速いオーソドックスな散兵スカーミツシヤーのほうが、リンカーの難度は高い。次からの試合は、おまえの出来次第だからな！」

　雄星は、にわかに汗ばんだ拳こぶしを強く握る。開幕以来、ホライゾンズの戦術を参考に、リンカーの役割は一節ごとに複雑に進歩しているのだ。

　チームの何人かに指導をして、カークマンヘッドコーチはミーティングの終わりを告げた。

　皆が立ち上がる、パイプ椅い子すが床をこする音が聞こえた。足音が、遠ざかってゆく。

　エイジェイ・ロジャースが、立ち上がることも忘れていた雄星の肩を叩いた。新人である雄星の面倒を、ケイトリンが残した指示で、エイジェイが見てくれている。

「おまえはリンカーとしちゃ、まるで通用してねえな。けど、おまえも進歩している」

「チームを勝たせられてないってのが、ぜんぶだろ。ペインやアデーレに指示されて、最低限の役目をやれてるだけだ」

　努力はしている。だが、結果に結びついていないことが、歯がゆかった。

「俺には難しいんだよ。ゲームメイクをするポジションじゃねえか。他のチームのリンカーに、結局そこで差をつけられてる」

　リンカーは、散兵戦術の要だ。慣かん性せい制御を駆使して、接触した味方を自分の慣性系──速度と軌き道どうに同調させるポジションだからだ。広大な宇宙空間を飛び回る、速度と軌道のスポーツの革命は、リンカーの存在を前提としている。エイジェイも、それを雄星ができていないという認識は同じだ。

「今年一軍に入ってきたばっかのぺーぺーには、荷が重いポジションだな。しかも、古いノウハウが全部吹っ飛んで、どのチームも総出で新しい戦術を組み立ててる。基本的なゲームメイクすらできないぺーぺーが入れる隙すき間まなんざ、そうそうは見つからない」

　リンカーの重要性は、今やサッカーの中盤の要にたとえられることもある。つまり、リンカーの出来が悪いと、チームの攻防が機能しない。

　この一か月、雄ゆう星せいは、自分がうまくはなく、他にもっとやれる選手がいると、思い知らされてきた。

「一部リーグで一番下へ手たなリンカーなんて、いつまでも言われたくねえよ。でも、どこまでうまくなれば役に立てるかも、見当もつかねえんだ」

「おまえは、チームで断トツにチル・ウエポン耐性が高い。そこは、自信を持て。それでも勝ててねえのは、超一流どころが一試合ごとに進化を重ねてるからだ。おまえが慣かん性せい制御の産みの親だろうが、追い抜かれて当然だ。おまえは前に進んでる」

　エイジェイは、自分を奮い立たせようとしてくれている。だが、試合のたびに、自分がスカスカだと思い知らされている。昨年の秋までは、プロを夢見るただのユースチームの選手だったのだ。足りないものが多すぎて、誰が見たって無む謀ぼうなチャレンジだ。別人の話なら、無責任に楽しみすらできたかもしれない。だが、自分が鷹たか森もり雄星で、これが現実なのだ。

「わかってるさ。……あきらめねえよ。ここは、ずっと夢見てた場所なんだ」

　言葉にして、胸の奥から熱がこみあげた。あこがれの場所で、雄星はまったく満足いく結果が出せない。それでも、夢は、捨てられないし消えもしない。

「俺は、ここで、ヒーローになりたい」

　ほっと息を吐いたエイジェイが、立ち去り際に励ましの言葉を残した。

「おまえの立っている場所が、世界で一番成長できるところだ。踏ん張れよ」




　鷹森雄星にとって、他のチームからこれほど厳しく分析されるなんて、初めてだった。

　トッププロの洗礼が、経験に乏しい雄星のプレイを、まさに丸裸にしていた。

　次の試合となった第九節、雄星は試合の中で、存在感をほとんど消されていた。チームの軌き道どうと速度を制御するリンカーなのに、決定的なプレイに何もからめなかったのだ。

　シルバーハンズは敗北した。セットカウント二対ゼロの完敗である。

　試合後のブリーフィングが終わった後、雄星はチームのアナリストに呼び出された。監かん督とくやヘッドコーチたち首脳陣を、データ的に支援する担当者だ。

　貝かい塚づか悠はる樹きと名乗った日本人のアナリストは、さわやかな印象の若い黒髪の男だ。貝塚が、雄星の前で立体映像ホログラムの画面を開いた。

「鷹森くん、これが、今季の全試合での君のスタッツ成績統計だ。試合を録画するカメラ映像をＡＩ分析して、試合中の全行動を基礎データにしている。……つまり、〈試合での全選手のプレイを数値にしたもの〉だと思ってくれていい」

　よくわからずに眉まゆ根を寄せた雄ゆう星せいに、貝かい塚づかが言い直してくれた。

「俺だってプレイヤーなんだから、基本的なスタッツくらいわかるよ。撃げき墜つい率とか被撃墜率とか、平均飛行距離とかだろ」

　出来が悪かったと知っているテストを目の前で採点されるような、落ち着かない気分だった。

　貝塚が、緊張をほぐすように軽く笑う。

「一軍で使うスタッツはもっと細分化されているよ。特に、リンカーを評価するためのスタッツは、各チームが今、開発競争の真っ最中さ」

「はぁ……。スタッツって開発するんすか？」

「そりゃそうさ。評価指標の開発に勝ったチームは、リンカーの運用で先んじることができるし、移籍市場の取引でも絶対的有利をとれる」

　貝塚が、雄星に見せたいグラフを拡大した。

「実は、どんなリンカーがもっともいいリンカーなのかという評価は、統計的にはまだ定まっていない」

「この赤いヤツが、見せたい数字なんだな。なんだこれ」

「ＰＡＬPlay After Link30──リンカーと接触してから後の三十秒間の選手の成績だね。つまり、決定的なプレイにどうリンカーが絡んだかを表してる」

　雄星のＰＡＬ30は、今日の試合ではわずか２点しかない。他のチームのリンカーは、平均で７・２点だ。最高はホライズンズで《ヘルメス》を駆るリオン・マクスウェルで、10・５点もある。

「やばいな」

「やばいね。鷹たか森もり君の軌き道どうと速度に合わせた選手が、勝敗に貢こう献けんできていないということだ」

　特に第二セットが低く、〇点だ。雄星はほとんどの時間リンカーとしてではなく、リーダー機を守る防御的キラーとしてプレイした。あまりにも出来が悪くて、雄星をゲームの起点にすることをやめたということだ。

　雄星の背中に、鳥肌が立った。これは、ポジション失格の烙らく印いんだ。

「このポイントは、どうやったら上がるんだ？」

「シンプルに言うと、勝負どころの座標に居合わせることだ。相手の戦略要所へ向かう中継点で居続ければ上がる。他のスポーツにたとえるなら、サッカーでいうアシストの評価ポイントだからね」

　悔くやしいが、雄星の問題をはっきりと見せつけていた。試合の中で感じていた、うまく歯車が回っていない感触の正体だ。

「もっともだけど、具体的にどこ直せばいいかわからないと、どうにもなんねえよ」

「うーん。やっぱり、対策を取られたことが大きいね。ＰＡＬ30以外の、鷹森君の弱点になってるスタッツを見ると、多面的に見えてくる。たとえば、被弾数だ」

　そして、貝かい塚づかが画面に今日の試合動画を表示させた。広大な宇宙空間で、雄ゆう星せいの《コントラクター・ブラックナイト》が、チームメイトに向かって手を伸ばしていた。そのタイミングで、動画を止められた。

「ここが問題なのか？　普通に生き残ったぞ」

　敵チームのストライクシェルに横合いから粒りゆう子し砲ほうを撃うたれるが、それに被弾しつつも突破した。だが、合流するはずだったチームメイトは、すでに接触コンタクト軌き道どうから離脱していた。

　あのとき、味方が雄星の軌道と同調してくれれば、敵チームを一機落とせた。敵側の散兵に数の優位をとれて、じわじわ削ってゆくことができた、勝負どころだった。

「君は、他のチームのリンカーと比べて、二倍以上の被弾をしている。鷹たか森もり君はチル・ウエポン耐性が高くて防御用チル・ウエポンを使い放題だから、君だけは、そうそう撃げき墜ついされない。けど、リンカーがこんなに被弾する位置取りをしてたら、他の選手じゃ危なくて接触できない。みんながわかってる勝負どころで、リンカーが機能してない。ＰＡＬ30が極端に低いのは、まずこれだ」

　すとんと腑ふに落ちた。チームメイトとの連れん携けいの悪さは感じていたのだ。

「あんた、きっついな」

「データは噓うそをつかないよ。鷹森君は自分が墜ちないせいで、他の選手とリスク感覚が違いすぎるんだね」

　さわやかな笑顔だった。

「ボッコボコじゃねえか」

　つまるところ、リンカーとして最低だということだ。まったくその通りだ。だが、そうなった原因が具体的に示された。

「そうか。対策とられてんのを跳ね返すには、ここをなんとかするのか」
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　シルバーハンズの二軍、シルバーハンズ・コンフィダンツの練習場、老朽コロニー《ヨセミテ》の展望室で、二人の女性が宇宙を見ていた。

　ひとりは一軍リーダーを電撃的に退任し、二軍に合流したケイトリン・レヴェット。

　もうひとりは眼鏡めがねをかけてキャップを目深にかぶった、二軍監かん督とく、ユウキ・ブラバッキー。右頰ほおの大きな傷跡のせいで、ジェンダーの印象はなく、彼女はただ精せい悍かんで鋭するどい。

　その視線の先で繰り広げられるのは、太陽系二部リーグの第九節。戦うストライクシェルは、慣かん性せい制御改修機《クエスター・アサルト》だ。

　ブラバッキー監督が、選手たちが描くスラスターの光を、じっと見ていた。ペン型デバイスを、引き締まった唇くちびるに押し当てる。

「そう……時計回りに位置を移動。基本は二機編隊ペア。ペアの動きはよどみなく。リンカーの位置取りは、常に十秒後の自機の位置を想像しろ。慣かん性せい同調のタイミングで、フォーメーションの意味を一変させる……」

　コツン、コツンと、展望室の硬い床を叩たたく音がする。ブラバッキー監かん督とくが、リズムを足で取っているのだ。

「二軍で散兵スカーミツシヤーか。ここまでできるものなんだな」

　彼女たちの前で繰り広げられているのは、見事な散兵戦術だった。慣性制御を多用するため、チル・ウエポン耐性が高くなければ適応できない最新戦術を、二軍の選手たちが見事に使いこなしていた。

「できるさ。散兵は、確かに新しい戦術だが、まるっきり新しいものではない」

　ユウキ・ブラバッキーが言いきった。

「言うね。一部リーグのチームでも、散兵への適応は四苦八苦してるってのに」

　ケイトリンは、その試合風景をまぶしそうに見ている。今年の二軍では、高いモティべーションで密度の高い訓練を積めている。この一か月、一軍が勝ち点を稼いでくれたことが、二軍を盛り上げていた。

「新しいといっても、戦争の歴史を参照すれば、似たものは発掘できる。それに、戦術がまだ原始的な現段階では、大番狂わせが発生しやすい」

　ブラバッキー監督が展望室の大きな窓から宇宙をにらむ。ストライクフォールは、戦争との関係が深い競技だ。

　ケイトリンは知っている。ユウキ・ブラバッキーという監督のキャリアは、戦争と軍に翻ほん弄ろうされた。名門でもなく予算も乏しい木星圏けんの大学チームを、監督就任からわずか三年で大学太陽系王者に押し上げた。そして、大学王者になったことで、軍に入ることを主力選手が強要され、彼女はチームがズタズタにされたことへの不満から大学を去った。

「イオの奇蹟……か」

　ケイトリンが漏もらしたその言葉に、ブラバッキー監督が帽子のつばをより深く下げた。

「奇蹟なんて簡単に片付けてくれるな」

「すまない。ただ、戦術にくわしいと言いたかった」

「戦術でできることなど、限られている。二軍で散兵戦術が成立するようになったのは、去年のあの試合を見た連中が、うちのトライアウトを受けてくれたからだ」

　二軍選手たちのスタッツが、空中に投影された画面上で、リアルタイムで更新されてゆく。数秒ごとにその順位が変わってゆく。優秀なグループのスタッツは、ケイトリンから見てもたいしたものだ。

「空前の大豊作だ。これなら、間に合うかもしれない」

　次の時代への芽は、ここにもある。

「コーチとして来てくれて、本当に助かった。経験豊富なコーチや首脳はすくない。慣かん性せい制御を肌で知っている指導者は、今シーズンに限っては選手よりも貴重だ」

　監かん督とくが、ケイトリンのことを手放しで褒めた。

「たいしたことはできていない。チームメイトへの試合後のケアと、戦術を理解できていない者へのフォロー、あとは気がついたとき一言かける程度だ。一軍リーダー機を任されていた頃は、当たり前にやっていたことだ」

「それだけで十分すぎる。二軍コーチ陣にも、学びが多いと評判だよ」

　ブラバッキー監督が苦笑する。

　レオ・レイノルズ二軍ヘッドコーチをはじめとする二軍コーチ陣とは、いい関係を築いている。練習後にコミュニケーションをとる機会は、二軍選手たちよりも多いくらいだ。

「ところで、君から見て、フォックス・アルバ監督とは、どんな人物だ？」

　ブラバッキー監督の問いは、なにげないタイミングで発せられた。だが、かすかな緊張がこもっていた。

　ケイトリンが、笑みでこたえる。

「そうか。ついに、このときが来たか！」




　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊




　このシーズン、ファンにとってもっとも露出が増えた選手は、開幕戦で大活躍した鷹たか森もり雄ゆう星せいである。

　そして、有名になったことで、もっともファンに叩たたかれている選手もまた雄星である。

　ストライクフォール第十節、シルバーハンズは第一セットを落として、第二セットもピンチに追いやられていた。

〈雄星！　また釣られてる〉

　アデーレから悲鳴のような通信が入る。アデーレは予告通りリーダー機を外されたから、第二セットのリーダー機は、今年の補強で入ったムバラク・シャフィークだ。

　そのアデーレが、急に慣性制御で逆方向に向かった。リーダー機の護衛についていたピエル＝ルイス機が、粒りゆう子し砲ほうの直撃を腹部に受けて火花をあげたのだ。ピエル＝ルイスがクラッシュしたら、リーダー機が孤立してしまう。

〈リーダー機カバーして！　四機に囲まれる〉

　雄星は慌ててレーダーを確認する。

「俺が味方を送り込む。……くそ、遠いぞ！」

　リンカーである雄星自身の周辺に仲間がいない。三十秒前、攻撃に出る前衛の編隊とコンタクトしようとして、失敗したばかりなのだ。火線を《コントラクター・ブラックナイト》に集められたことで、仲間はみんなコンタクト軌き道どうから追い払われていた。

「もう一回、コンタクトだ！」

〈バカ、釣られてるって言ってるじゃん！　雄ゆう星せいの位置取り安直だから、コンタクト座標を読まれてるの〉

　アデーレにまで制止された。

　雄星のコックピットに、試合中継が流れている。今現在の彼のプレイを見ている観客たちが、ため息をついているそのうねりが聞こえていた。

　攻撃編隊にいたエイジェイ・ロジャースが[image: ]咤する。

〈タカモリ。おまえは牽けん制せいで敵リーダー機へ突っ込め！　引っ搔かき回したらシャフィークを守りに行け。おれが臨時でリンカーをやる。シャフィークがもうもたん！〉

「わかった！　カウントくれ。突入を繰り返して、カウントゼロでシャフィークんとこに行く！」

　エイジェイが出したカウントダウンが、ヘルメット内ディスプレイに映し出される。

　──五フアイブ。

　敵編隊へ向けて、スラスターを全開にして突っ込む。敵リーダー機編隊は四機編隊だ。

　──四フオー。

　雄星の突入イントルードに対して、敵リーダー編隊が連続して稲妻を描くように慣かん性せい制御で軌道を曲げる。四機で完かん璧ぺきに同調した見事なサンダーウィーブだ。

　──三スリー。

　雄星はスラスターを全開にしたままだから、速度では敵を上回っている。敵編隊を捕らえるとそのまま突っ切って、慣性制御でブーメランのように折り返す。

　──二ツー。

　雄星はチル・ウエポンのシールドからプラズマソードを引き抜いて、敵リーダー機に突撃する。カバーに入った敵機に会心の一刀をくれて、右腕を裁ち落とした。

　──一ワン。

　囲まれた《コントラクター・ブラックナイト》に、レーザーと粒りゆう子し砲ほうが浴びせられる。被弾しつつも、防御用チル・ウエポンで耐えきって、慣性制御で軌道をねじ曲げて離脱。

　──〇ゼロ。

　再突入。このタイミングで裏側のスペースに味方が入ってくれれば、敵に大きな圧力をかけてからシャフィークへの合流軌道に最短で乗れる。

　──一秒経過。

　だが、味方はこない。四機の敵編隊は、すべて雄星のほうを向いている。裏のスペースがガラ空きになっている。

　──二秒経過。

　何かを間違えたのかと、レーダーを確認する。裏側のスペースどころか、エイジェイたちの座標が大きく離れている。

「俺は、どこへ飛んだらいい？　合流したい。正面からじゃ硬すぎる」

　だが、レーダーに映るエイジェイたちはなおも離れてゆく。いや、そうではない。雄ゆう星せいたちが速すぎるのだ。

　──三秒経過。

　追いついてくれることをあきらめて、敵編隊の速度を落とすため、もう一度進路を遮ろうとする。

「エイジェイ！　速度を上げてくれ」

〈わかっている！　再コンタクトのタイムカウントはおまえが出せ。おまえのタイミングにこっちが合わせに行く〉

　エイジェイに続いて、メリッタ・イズメイリが叫んだ。

〈バカ野郎！　もう二セット目なんだよ。みんな限界なんだ！　あんたみたいな体力バカばっかじゃない〉

　怒鳴りつけられて、雄星の興奮が冷めた。そもそも慣かん性せい制御で消耗が激しいチームメイトに、体熱を失わずに速度調整させるのもリンカーの役目だ。雄星の位置取りが悪すぎてリンカーとして助けられなかったせいで、皆が体力を余分に失っているのだ。

　そして、試合終了のブザーが響いた。まだ余力があった敵チームに猛攻を受けて、ムバラク・シャフィークのリーダー機が撃げき墜つい判定を受けたのだ。




　シルバーハンズの敗戦は、ここのところお決まりのパターンだった。雄星がリンカーとして機能しないシルバーハンズと、きちんと機能する敵チームとで、終盤に差が出て競り負けるのだ。

　雄星が他のチームのリンカーくらい仕事ができていれば、三連敗はしなかった。フィールドの内でも外でも注目されるようになったが、それに見合った仕事はできていなかった。

　そんな試合後のブリーフィングのため、集まったシルバーハンズのメンバーの空気は悪い。

「おまえさ。合わせようって気になんないの？　なんのためのカウントダウン？」

　オレンジの髪に青い瞳をした、メリッタ・イズメイリは美人選手で有名だ。だが、ファンには絶対お見せできない表情で、雄星にきつくあたる。

　雄星は、何も言い返せなかった。彼に合わせてチャレンジしてくれた最後のエイジェイとのコンビネーションは、無む惨ざんな失敗だ。

　そして、彼が言葉を返さなかったせいで、ブリーフィングルームは静かになった。ついに五勝五敗と、開幕からのラッシュの貯金が尽きた。その現実は重いが、選手間では打開策が見つからなかった。

　監かん督とくを待つしかない。

　今年の補強の目玉だったムバラク・シャフィークは、あっけない敗北に、顔にかいた汗を両手でぬぐっている。三十五歳のベテランの彼は、慣かん性せい制御に合わせて元いたチームが戦術を切り替えたため、移籍を希望した。その新しい舞台でリーダー機として出場した初戦で、結果を残せなかったのだ。雄ゆう星せいがもうすこしリンカーとして仕事ができていたら、彼を見ていられないほど緊張させてしまうことはなかった。

　今、チームは、「リンカーがポンコツなせいで散兵戦術の質で負けている」。だが、雄星ひとりだけが責せめられるわけではない。リンカーとは、運用のハードルが高い戦術を円滑に回すためのサポーターだ。雄星はチル・ウエポン耐性が高く、縦じゆう横おう無む尽じんに慣性制御を使いまくっているが、極論、チーム全員にこれができるならば、リンカーは必要ないのである。

　誰もがそれぞれに力不足を痛感しているその場に、フォックス・アルバ監督が入ってきた。その後ろにいたのは、いつものカークマンヘッドコーチではない。

「あーっ！　なんで？」

　アデーレが、大声をあげて立ち上がった。

　肩と頰ほおに大きな傷跡がある、帽子キヤツプを目深にかぶった女性、ユウキ・ブラバッキー二軍監督だ。

　ブラバッキー二軍監督が、怪け訝げんな顔を向ける一軍選手たちに、不敵に笑いかける。

「諸君に、改めて自己紹介をしておこう。ユウキ・ブラバッキーだ。昨日までは二軍監督だったが、今日付で一軍副監督とチーフアナリストを兼任することになった」

　そして、アルバ監督の一歩前に出た彼女が、敗戦でよどんだ空気に強烈な一撃をくれた。

「私の自己紹介がわりに、さっきの試合の感想を伝えよう。本当に酷ひどいチームだな」

　第一リーダー機のペインが、短気なメリッタ・イズメイリが、誇ほこり高き最強キラーのウェイロン・ヤンが、ブラバッキー副監督をにらんだ。チームのスタープレイヤー、ジェシー・アインシュタインだけは、本当の感情を見せずに笑っている。

　ブラバッキー副監督が、チームの一人ひとりの顔を見て、言い含めるように強く声をあげる。

「まず、このチームが勝てない最大の理由は、リンカーがポンコツだからではない。リンカーを信じていないからだ」

　雄星は、自分が悪いと思っていたから、驚いた。

「おまえたちは、ユウセイ・タカモリを舐めてるんだ。太陽系一部リーグで、リンカーを信じていないのは、おまえたちだけだ。最悪だ」

　だが、次にブラバッキー副監督は、強い視線を雄星に向けた。

「そして、タカモリ。おまえはプロになって半年にもならないルーキーだ。だが、おまえはリンカーだ。考えろ。学べ。ただし、われわれ首脳陣も、今のハードルは高すぎて、おまえが成長するまでチームが敗北を重ねることは許容できないと判断した。アルバ監督から、改めて話がある。おまえはブリーフィング後に残れ」

　あっさりと決まった。これが雄ゆう星せいをリンカーという重要ポジションから下ろすものだと、雰囲気でわかった。

　次にばっさりやられたのは、第二リーダー機をつとめたシャフィークだ。

「ムバラク・シャフィーク。チーム移籍後の初試合で、めざましい成果までは期待していない。だが、ベテランとして安定した仕事は期待している。今日から、シルバーハンズのチームメイトとは、前の二倍はコミュニケーションをとれ」

　シャフィークが承諾する。

　次はアデーレの番だった。

「アデーレ・コンテ。おまえは、今回、リーダー機を外されたがスタメン入りは許された。シャフィークのサポートをすることを期待してのことだ。そう指示もしていたはずだ」

「やったけどさ。初めて組むリーダー機の補助って、今年始めたばっかの新米リーダー機がやる仕事じゃなくない？　ベテランみたいな引き出しはまだないし、経験値が必要な役目もらったって、なにが正解かわかんないよ」

　減らず口を副監かん督とくが一刀両断した。

「シャフィークとおまえとペインで、ミーティングの時間をたっぷり与えた。それでこのザマなことに、言い訳の余地はない。アデーレ・コンテ、おまえが第一リーダー機になれないのは、おまえが思いつきでチームメイトを振り回すクソリーダーで、先発させたら試合がムチャクチャになるからだ。第二リーダー機も下ろされたくなければ、チームを指揮するってことをもっと考えろ」

「それじゃ、シャフィークが第二やんの？」

　口の減らないアデーレも、ブラバッキー副監督の答えには目を剝むいた。

「今日の試合の出来なら、第二リーダー機はタカモリにやらせる。チームをまとめられないやつが、リーダー機ヅラをするな。リーダー機の第一の仕事は墜ちないことで、タカモリは、戦術では案山子かかしだがこれだけはこなせるからな」

　アデーレ、シャフィークだけでなく、第一リーダー機のペインも渋い顔をした。素人しろうとにリーダー機を奪われるのは、スタメンリーダーにとって最低の恥だ。野球選手に例えるなら、専業のピッチャーが、肩が強いだけの野手にマウンドを奪われるようなものだからだ。

　選手たちは、自分たちの至らなさが負けに繫つながっていると、直面させられていた。ブラバッキー副監督は、わずかな時間で、一軍登録選手全員をのしてしまったのだ。

　アルバ監督が、鍛きたえた分厚い両手で、パンと乾いた音を鳴らす。

「目が覚めたな。今期のスタートダッシュがよくてのぼせていたか？　おまえたちはチャレンジャーだ。今日よりも明日進歩していなければ、勝利には届かん」

　その後を、カークマンヘッドコーチが見事に受け継いだ。

「ブラバッキー副監かん督とくが指摘した、まとまりとリンカーへの信頼の薄さを、練習で常に意識しろ。チームの今の問題点だ。これを潰つぶしてゆくことが、われわれの短期目標だ。四節以内にかたちにする。練習の密度は濃くなるぞ。わかったな！」

　雄ゆう星せいを含めた選手全員が、即座に応じた。気持ちの入った、大きな声がぴたりと合わさった、よい返事だ。

　そして、カークマンヘッドコーチから、各選手へのおおまかな指導が伝えられ、ミーティングは終わった。

　足音や椅い子すが床をこする音、そして、前向きな選手たちの声が、部屋に満ちる。

　エネルギーが戻っていた。強いショックを与えて頭を切り替えさせて、チームに新しい目標を与えた。首脳陣がやってくる前の迷いは払ふつ拭しよくされていた。雄星は、リンカー失格を宣告されたばかりだというのに、興奮で体が熱くなってどうしようもない。超一流の舞台に立つ、最高のスタッフの中に、今、雄星はいるのだ。

　この人たちに、自分を認めさせてやりたかった。

「練習してえ！」

　気持ちが抑えきれず、勢いよく立ち上がる。

「さっき言ったのを、もう忘れたか。タカモリ、おまえは残れ」

　アルバ監督に呼び止められた。

　そして、ブラバッキー副監督がほのめかした通り、雄星をリンカーから外すことが告げられた。

　新しいポジションは教えてもらえなかった。つまり、雄星は、本来のポジションである接近戦の専門家──キラーとしての起用も予定されていない。もう一度、イチから居場所を勝ち取らなければならないのだ。




　そして、試合後の自主練習を切り上げた雄星は、仕事でエンディミオン号のスタジオにいた。だだっ広い空間の、撮影の邪魔にならないよう薄暗い場所に立っていると、落ち着かなくて筋トレでも始めたくなる。

「なんだか、たいへんそうなのに、うれしいんだね」

　幼なじみに笑われていた。その少女は、笑顔のきれいな人だった。そらおそろしいほど顔立ちが整った彼女が、純粋な親しみを向けてくれている。

　白しら咲さき環たまきは、十歳で両親を失った雄星たち兄弟を引き取ってくれた白咲家の一人娘だ。そして、兄弟にとって本当に大事な人だ。彼女に自分を知ってもらえることが、うれしい。

「ストライクフォールのことだけ考えてればいいのが、楽しいんだ。いや、ストライクフォールのことでやってくる悩みは、みんな楽しいんだ」

　そんな雄星を見て、長くつややかな髪を揺らして、環が笑う。

「好調だね」

「そういうことなのか？」

「そういうことだよ」

　環たまきが、雄ゆう星せいを見上げて、顔をほころばせる。

　距離が近くて、心臓が高鳴った。女性らしい彼女のことを、意識すると、体が勝手にしあわせになってしまう。

「鷹たか森もり選手！　撮影再開していいですか？」

　明るい撮影スペースから、赤いキャップをかぶったＣＭ監かん督とくが大きな声をあげてきた。雄星は、スタジオに組まれたセットの外で、撮影の合間の休憩をとっていたのだ。

　環が、応援してくれた。彼女は、昨年に起業した《タカモリ・エージェンシー》の社長として、代理人エージエント契約した雄星の付き添いで来てくれているのだ。

「がんばって、雄星」

　おうとか、気の利かない返事をして、雄星は撮影に戻った。

　雄星は、シルバーハンズのスポンサー企業を中心に、さまざまなＣＭ露出が増えた。チームが、散兵戦術のはじまりとなった開幕戦で活躍した雄星を、売り出しているからだ。

　雄星が、白い床に白い箱が置かれただけのセットに戻ると、そこに立体映像が現れた。彼の座った箱が《コントラクター・ブラックナイト》の手に変化する。周囲は宇宙空間へと転じ、立体映像の試合映像ダイジェストが展開する。眼球にスプレーで吹きつけたディスプレイ画像と合成した、拡張現実オーギユメントリアリテイで組まれたセットだ。

　合成の試合映像は、雄星が活躍しているシーンばかりだ。そして、現実の風景に立体映像が混じった拡張現実の宇宙に、スラスターの光がひらめいた。

　雄星は、よどみのないその機動をよく知っていた。慣かん性せい制御ではない、今ではオールドスタイルになった、スラスター噴ふん射しやのタイミングで理想的なラインを追求する、精せい密みつな軌き道どう制御だ。

「……ヒデ」

　思わず漏もらした言葉に応えるように、スラスターの輝かがやきが近づき、雄星の眼前に《ホーリーグレイル》の白い巨体が現れた。鋭角で構成された身長六メートルの白騎士と、目が合った。

　立体映像のそれは、弟の鷹森英ひで俊としの機体だ。

　世間的に、鷹森雄星は、夭よう逝せいの天才である鷹森英俊の兄と記憶されている。だから、ＣＭで弟の映像と共演することは、初めてではない。それでも、心の中でまったく色あせることのない思い出を掘り返されることが、痛くないわけはない。

　ふと、環のほうを見た。英俊の思い人でもあった彼女は、目を閉じて待っていた。彼女は、心のうちの想いを、見せてはくれない。

　やるせなさに立ち尽くした雄星をたっぷり録画して、撮影は終わった。

　細く、雄星は息を吐く。

「練習してえな」

　二人で見た夢を、今はヒデのぶんも追いかけている。

　環たまきと話がしたくなって、彼女のところに向かうと、ＣＭ監かん督とくがいた。彼女は、雄ゆう星せいの撮影に付き添うたびに、芸能関係者に声をかけられるのだ。

「タマキちゃんは、こういう仕事興味ない？　ぜったいイケるよ」

　軽い口調だが目は熱を帯びている中年男に、環がきっぱりと返す。

「うちの雄星のプロデュースのほうが楽しいし、やりがいもありますから」

《タカモリ・エージェンシー》は、今年の収益がすでに八百億を超えたらしい。ストライクフォールの人気は太陽系規模だから、会社もそのすべてを商圏けんとする、エンディミオン号きっての急成長企業なのだ。

　雄星と同い年の環が、ＣＭ制作会社をぽんと買えてしまう大金持ちだと気づいたか、監督が目を丸くした。

「……そっかー。会社、すごい収益だってホントだったかー。うらやましいわー」

　環が、困ったような顔をした。そして、雄星のほうをちらりと見た。

　監督が、色とは別の欲に目を細めて、食い下がる。

「太陽系に通用するアイドルグループを、立ち上げる話があるんだけど？」

「すみません。今年が本業の正念場なので、事業を広げている余力はないですね」

　視線で彼女に求められた気がして、雄星は守ってやるように割って入った。

「環は、これから俺と話があるんで。悪いけど、今日は上がりでいいっスか」

　彼女が、自然に営業用の笑顔をつくる。

「ほんとだ。今日はどうもありがとうございました」

　だが、二人で逃げてしまおうとした雄星たちは、巨人を見た。美しく、大きな人間だ。黒い肌はつややかで、黒髪はちぢれているがとても長い。手足は長く、その体は女性的な見事なカーブを描いている。

　雄星は、その人物を知っていた。

「マジか。カレン・フェニックスだ……」

　身長二メートル三十二センチもある、リーグでもっとも背が高い女性選手だった。火星重力下で暮らした火星人種は、人工重力に極力たよらずに低重力下で過ごすため長身だ。だが、その中でもカレンは特別だ。神に愛された肉体を持つと評され、専念すればあらゆる競技で金メダルをとれたと言われる彼女は、おそらく全選手中で最高の身体能力フイジカルを誇ほこる。所属するガーディアンズは、火星の衛星ダイモスの軍Mars2 Defence Forceが母体だ。軍チームは、統制の取れた集団戦を武器とすることが大多数だが、ここは違う。海賊討とう伐ばつなどの実戦で、すでに五十機以上の撃げき墜つい記録をもつ、カレンという実戦の撃墜王が絶対の中心として君臨しているのだ。

　その名選手レジエンドが、こちらに大股で歩いてきた。身長百八十センチを超える雄星も、カレンの前では、まるでおとなと子どもだ。

「へぇ。あんたがユウセイ・タカモリかい？」

　そして、カレンが雄ゆう星せいを見下ろして、声をかけてきた。

　雄星は自己紹介すると、慌てて右手を出した。

　カレンが、力強く握手してくれた。だが、彼女は雄星を品定めするようにねめつけた。

「ケイトリンのやつを二軍に下ろしたと思ったら、こんな下へ手たくそなガキを売り出すのか。シルバーハンズは、よくよく客寄せのショウをやりたいんだね」

　雄星の頭がカッと熱くなった。

「チームにケチつけるってことは、試合で恥かかされる準備はできてんだよな」

　カレンが、雄星の啖たん呵かを笑って受け止めた。

「おまえが？　無理だ」

　雄星が、何度もそのプレイを試合中継で見た名手が、敵意を剝むき出しにしていた。

「おまえは、本当にクソなリンカーだ。仲間が見えてないし、仲間の信用も勝ち取れない。仲間を守ることも、意味のある犠牲にしてやることもできない。仲間を犬死にさせる、軍チームなら絶対一軍に入れない、自分が死なないだけのクソだ」

　カレンが、さして力を入れた様子もなく、雄星の肩を上から叩たたいた。車に撥はねられたような圧力で、よろめきそうになる。

「試合映像でも研究したのか？　ファンなのか？」

「自分が見えてない、ガキのうぬぼれだ。リンカーでなきゃ、おまえ程度、視界にも入らないよ」

　獅し子しのように力強く、女王のように傲ごう然ぜんと、カレンは言い放つ。

　そして、カレンが、環たまきの顎あごを、指でくいと持ち上げた。

「男が好きそうな、きれいなお人形さんだ。けど、クソリンカーに、お人形さん遊びなんかしてる余裕があるのかね」

　環の表情は、雄星からは陰かげになって見えなかった。カレンが、つまらなそうに目から力を抜く。

　そして、彼らに興味をなくしたように、カレンが鼻で笑った。巨大な鯨くじらがゆうゆうと通り過ぎるように、大きく強く美しい女が、きびすを返す。

　雄星を奮い立たせたのは、焦りだった。

「待てよ！」

「お人形さんに、いいところでも見せたいか？　リーグ一のクソリンカーと喧けん嘩かして、撮影前にスタイリストの手を煩わせるのは悪いと思ってたんだけどね」

　雄星は売り出し用のＣＭで、カレンは世界じゅうどこに行ってもニュースバリューがある大物ゲストだ。差があることなんてわかっている。

「ガーディアンズ戦で、おまえを絶対に叩たたき落とす」

「フィールドの外で吠ほえられてもね。自分が試合に出られるかを、心配したほうがいいだろうさ」

　鼻で笑って、カレンは去った。

　雄ゆう星せいは、怒りと悔くやしさで熱くなった。憧あこがれたスターのひとりが、本気で敵意を剝むき出しにしてきた。しかも、雄星だけでなく、環たまきにもだ。

「悪い。あんなことを言わせた」

　雄星が舐なめられていなければ、いっしょにいた環が人形呼ばわりされることはなかった。

　侮辱された環が、雄星を見上げていた。はっとするほどの強いまなざしだった。

「雄星は、甘く見られていたんじゃないよ。きっと、そのくらい研究されていた」

　体がわれ知らず、震えた。

　彼とカレンを比べれば、チル・ウエポン耐性以外はなにひとつ勝っていない。勝てるビジョンも浮かばない相手だ。

　そんな絶望的な敵がさらに雄星を油断なく分析して、とっくに丸裸にしているのだ。

「……世界で一番のリーグは、厳しいな」

　夢の舞台は、どう立ち向かえばいいかわからないほどにレベルが高い。

　雄星を勇気づけるように、環が問いかけた。

「怖い？」

　彼女は、そう聞かれたら、雄星が頑張るのだと知っていた。そのくらいお互いを深く知っている、幼なじみなのだ。

　雄星は拳こぶしを握る。腹の底が、興奮で燃えるようだ。

「俺は、今、ここにいるぞ！」

　その気持ちのままに、吠えた。まだスタジオの中だから、ＣＭ監かん督とくを含めてみんなの目がいっせいにこちらを向いた。

　環が、うらみがましく見上げてくる。けれど、雄星は開き直っていた。

「どうせ試合は何億人にも見られてるんだ。今さら、恥はずかしいとかねえよ」

「そういうことじゃないよ」

　けれど、環もまんざらでもなさそうだった。彼女が、まるでかわいいものを見るように、やさしく微ほほ笑えむ。

「でも、雄星がいいなら、それでいいや」




　今、雄星たちが乗る都市宇宙船エンディミオン号は、火星の周回軌き道どうを飛んでいる。現在、シルバーハンズは火星のチームのホームゲームを戦っているのだ。

　火星はストライクフォールの盛んな地域だ。軍事教練から生まれたこの競技は、地球から最初に独立した惑星である火星でまず発展したからだ。かつて《宇宙の王》が現れてチル・ウエポンがもたらされた時期、貧しかった火星は、それを全力で軍事と民間インフラに取り入れた。

　そうして技術にリープフロッグ一足跳びの変化が起こり、大戦により軍事的に存在感を大きく高め、今は急激な発展の途上にある。今シーズン、太陽系一部リーグ三十チームのうち、十チームが火星圏けんのチームだ。火星マーズラウンドと呼ばれる火星の戦いは、各チームにとって大きな山場なのだ。

　火星ラウンドで、シルバーハンズはカレン・フェニックスのガーディアンズと、第十三節と第十四節に衝しよう突とつする。ガーディアンズは、昨年のリーグ八位に入った強豪だ。今シーズンは現時点で、五勝五敗とシルバーハンズに並んでいる。

　雄ゆう星せいは、カレンに勝つと言った。

　そのために、シミュレーターにこもりきりで基礎練習に明け暮れていた。一朝一夕で効果が出ない練習を地道に続けることが、雄星がヘッドコーチから課されたメニューだったからだ。雄星は、決定的に基礎力が足りていない。昨年の二軍時代からずっとついて回っていた弱点が、ついにカバーしきれなくなってきている。リンカーとしての立ち回りの悪さも、元をただせばすべてそこだ。

　特別練習で命じられたのは、散兵戦術が始まってから十節までの全チームの試合から各チームのリンカーがとった機動をすべてなぞることだ。

「なんだって、こっちに行くんだよ！」

　シミュレーターの中の宇宙空間に、ガイドの輝線が曳ひかれる。そのように現実の試合ではリンカーが行動した。そして、雄星よりも大きな結果を残した。

〈漫まん然ぜんと行動をなぞるな！　リンカーがどこを見て、何を狙ねらって判断したかを考えろ！〉

　副監かん督とくになったユウキ・ブラバッキーの声が、シミュレーター内部に響いた。雄星は、慣かん性せい制御を発動させて、他のチームのリンカーの軌き跡せきを追う。

「そうは言っても、この速度だぞ」

〈おまえが鍛きたえるべきは、体よりも脳みそだ。三十秒後にどんな局面にフィールドを持っていきたい？　そうするためには何が必要だ？　おまえが、チームメイトに三十秒後の世界をイメージさせるんだ〉

　シミュレーターのサドルにまたがって、雄星は荒い息をつく。シミュレーターはコックピット内の負荷も再現している。

　数十分乗っているだけでも、心身は削れる。インターバルなしで一時間を超える訓練ともなれば、それは極限への挑戦だ。

　雄星はレーダーを確認する。シミュレーターがＡＩでチームのメンバーの行動を予測して、行動させているのだ。

「味方が……ついてきている？　俺のと何が違うんだ」

　雄星が思うベストとはかけ離れたコースなのに、いい位置に味方が入ってくれていた。

〈意思表示だ。自分が何をしたいのか、ビジョンが伝わってないのさ。チームメイトにもっとアピールしろ〉

　そうブラバッキー副監かん督とくが通信している間にも、めまぐるしく戦況は変わってゆく。散兵がもたらしたのは、秒速二十キロメートルという、四倍速になった機体の平均速度だ。そして、攻防が一瞬で切り替わる、展開の高速化だ。もはや、言葉で複雑な情報を伝える暇などない。シミュレーターの中の戦況でも、この十五秒ほどの間に一度、敵の二機編隊への連続攻撃が行われている。

〈見ろ。敵リーダー機を攻撃する直前にリンカーに接触するのは、成功すれば決定機になるが、たいていは接触を妨害されて追い払われる。防御側が警戒しているからだ。だから、その決定的なタッチを生むための、状況を作るんだ〉

　雄ゆう星せいは、目の奥の痛みをこらえてレーダー表示をにらむ。展開が速すぎるうえに、味方だけで十四人もいるのだ。敵の動きもあいまって、三十秒も先に何が起こっているのか、まるでわからない。

「敵も味方も多すぎだ！」

〈局面を予測して、数の優位を重要なところに作れ。散兵では、慣かん性せい制御がもつ三つの強みを、編隊数を増やすことで押し付けやすくなる。ひとつ目の強みは、軌き道どうが異なるまま一瞬だけ交こう叉さする突入イントルードと、軌道を近づけて機体も長時間互いの射程に入る接近ランデブーの、二種類の接触コンタクトのいいところ取りができることだ。どちらが有利か、常に考えろ。二つ目は、このおかげで、磨すり潰つぶし合いながら接近アプローチしなくても、敵リーダー機のそばでランデブーに変えて、決定率の高い攻撃を仕掛けられること。三つ目は、危険から素早く離脱できることだ。どれも、リンカーのアシスト次第で、安全になるし決定率も上がる。考えろ。チームメイトは、何をしてもらいたがっている？〉

「そいつを秒で判断しろってのかよ！」

　無理があるのは、監督たちもみんなわかっている。サッカーでいえば、点取り屋しか経験したことがないフォワードを、いきなり中盤の司令塔にコンバートしたようなものだ。だが、無む謀ぼうでも、圧倒的なチル・ウエポン耐性という強みだけならば、雄星はもっともリンカーに向いていた。

〈カレン・フェニックスに喧けん嘩かを売ったそうじゃないか。そんなザマでは、フィールドでさらし者にされるだろうな〉

　副監督に煽あおられて、心臓に煮えたぎる血が流れ込んだようだ。あのとき、カレンは、雄星だけではなく環たまきのことも見下していた。それもこれも、リンカーとしての雄星が宇宙じゅうで舐なめられているからなのだ。

「もう言わせねえよ！」

　雄星は、シミュレーターに記された軌き跡せきをなぞって飛ぶ。うまくなる手がかりを求めて、必死でレーダーで仲間の位置を把握しようとする。

　気合いを入れても、頭がよくなるわけではない。それでも、集中して練習する一秒一秒が、次の試合で勝てる自分を作ってくれると信じた。

「あいつを下になんか見させねえ！」

　見る。考える。マシンを動かす。

〈だったら、ひとりよがりになるな。そして、フィールドの仲間に意思を強く伝えろ〉

　考えるより速く飛び去ってゆく戦況を、必死で摑つかまえようとする。

「もっとだ！　もっと厳しくしてくれ。俺をもっと強くしてくれ」

　今日この一日で、劇的に成長するほど都合がよいとは思わない。それでも、進んでたどり着くのだ。

　だが、その雄ゆう星せいの懇願に応えたのは、ブラバッキー副監かん督とくではなかった。

〈厳しいのがほしいなら、好きなだけあげよう〉

　聞いたことのない、若い女の声だ。すくなくともチームメイトの誰でもない。

　そして、注意喚起の警報音が鳴った。

　レーダー画面に、〈New Player Contact〉の表示が現れる。シミュレーターが複数プレイヤーでの訓練モードに入ったのだ。シミュレーションでの相手のポジションは、〈Aggressorアグレッサー：Linker〉──雄星と対戦する敵側チームのリンカーだ。

〈君にリンカーの仕事を見せるくらいなら、たやすい〉

　彼女がそう言うと同時に、敵チームのレーダー反応が活発に動き始める。レーダー表示での敵リンカーの表示は、〈Unknown Player〉、つまり未知の選手だ。

「いったい何様だ！」

　雄星は視線入力とジェスチャーで、敵編隊に対して、三方向から連続攻撃することを提案する。一部リーグでリンカーのトレードが行われたなんて、聞いたことがない。ということは、順当に考えれば二軍から昇格してきた選手だ。

〈格付け争いでもしたい？　一番下へ手たくそなリンカーがそんなことしたら、出会ってすぐに格下が確定するけど、いいのかい？〉

「ハッ。たった今、一番下から脱出したんじゃねえかな」

〈……驚くほどポジティブ。そして、頭が悪い〉

　アンノウンが、彼を揶や揄ゆすると、迎え撃うつように加速する。

　雄星の、他のチームのリンカーがたどった軌き道どうをなぞる訓練は、まだ終わっていない。だが、舌打ちすると、さっき出した指示とガイドされた軌き跡せきを見比べて、自分のセンスを信じた。ＡＩによって行動判断したシミュレーター内のチームメイトが、カウントダウンに従ってくれる。

「いいぜ。やってみろよ！」

　ゼロカウントと同時に、三機しかいない敵編隊に突入する。別チームのリンカーの動きをなぞる訓練だから、チル・ウエポン耐性もその選手に合わされている。雄ゆう星せいの機体は《コントラクター・ブラックナイト》ではないし、桁けた外れの耐久力を頼れもしない。

　速度で振り回そうにも、他人の耐性の低さで条件設定されているから慣かん性せい制御の回数も限られている。それでも、慣性制御にもっとも慣れているのは、おそらく雄星だ。きっちり制限回数の慣性制御で、囲みを完成させる。

「行くぞ！」

　雄星が先に立って突撃する。後ろに二機、ついてくれている。だが、慣性制御を使わず待ち構えていたアンノウンが、中距離に侵入したタイミングで、雄星にぴたりと速度と軌き道どうが合うように反転した。相対速度がゼロになり、距離が一定のまま近づけなくなる。

「またこれか」

　試合でもやられる展開だった。つまり、射撃が下へ手たくそで接近戦しかないと見切って、突撃するとベクトルを同一にされてしまう。近づけなくなるから、殴りようがない。《コントラクター・ブラックナイト》の防御力が桁外れだと知られてからは、重要ターゲットが勝負してくれなくなったのだ。

〈さんざん苦しめられて、これの対策がまだ固まっていないとか。無能なのかな？〉

　距離を一定に保った状態で、雄星が加速すればアンノウンも同じだけ速度を上げる。相手は射撃がうまく、精度のいい牽けん制せい射撃がこちらを襲う。雄星は勘だけの緊急回避機動で、それをかわしながら速度を保つ。

「壁にたたきつけてやるよ！」

　試合場は、接触した物体から速度を奪うチル・ウエポン、《キャッチャー》の力場の外壁で覆われている。この試合のフィールドは、一辺が五千キロメートルと巨大だ。それでも、秒速四十キロなら二分で横断できる。

「フィールド外壁まで追い込む。反転するところを狙ねらうぞ」

　外壁に触れれば、速度はゼロになる。慣性制御があっても、ゼロになった速度を戦闘速度まで再加速するのは時間がかかりすぎる。外壁に触れたのろい相手は、雄星にすら当てられるただの射的の的だ。

　壁面周辺で、第二波の攻撃を行う。

　アンノウンの牽制射撃がわずかに粗あらくなる。慣性制御の兆候を感じ取って、雄星は加速する。

　射撃しながら突っ込む。後方から来るはずの援護射撃がない。突入タイミングがズレているのだ。

〈キミには安定感がない。安定していない起点から、攻撃を組み立てるなんて、無理でしょ〉

　通信で、アンノウンの声が聞こえた。

　次の瞬間、アンノウンの二機編隊が反転して突っ込んできた。慣性制御が可能にした、百八十度の切り返しだ。これ幸いと、雄星は肉薄して殴りかかる。彼の背後に、いつの間にか二機目の敵機が回り込んでいた。反射的に、慣かん性せい制御で挟撃から逃れる。

「離脱した。立て直して再攻撃の準備をする。援護してくれ」

　レーダーを見るまでもなく、もう一秒待てれば後続のチームメイトが追いついていた。だが、この一秒の空白が発生すると見切っていたように、アンノウンは完かん璧ぺきなタイミングで逆襲してきた。援護のため突っ込んでくれたチームメイトが、雄ゆう星せいの緊急離脱に反応しきれず孤立した。それを狙ねらって、すでに敵チームが押し寄せていた。編隊が乱れてしまうタイミングを、読み切られていたのだ。

　これは、勝敗が決した配置だった。

　──敵チームのリンカーとして、アンノウンのほうが戦場の中心にいる。そして、雄星は、一番重要な場所から追い出されてしまった。

　そこからたった十五秒で三機の撃げき墜ついを受け、ブラバッキー副監かん督とくから訓練中止が言い渡された。試合なら、ここで趨すう勢せいが決まっていた。リンカーとして、雄星の惨敗である。




　シミュレーターから這はうように出て、ようやく自分が衝しよう撃げきを受けているのだと気づいた。

　これまでは、憧あこがれてきた一流選手たちが相手だから、負けてもどこかで「しかたない」と思えた。今回はそうではない。あのアンノウンが二軍から上がってきたのなら、雄星は這い上がるどころか追い抜かれたのだ。

「なんだよ。厳しすぎんだろ」

　汗だくの頭からヘルメットをむしり取る。雄星は、荒い息をつきながら、稼か働どう中のシミュレーターをにらんだ。

　シミュレーターの稼働ランプが消灯する。搭とう乗じよう口の内部の気密が破れた、シュッという空気音がして、ドアが開く。

　そこから現れたのは、白と黄色のパイロットスーツを着た身長百五十五センチほどの女性だった。彼女が、ヘルメットを脱ぐ。灰色がかった白金色の髪が、こぼれ落ちた。髪を肩のあたりで切りそろえた、怜れい悧りな美貌の少女だ。

　彼女の冷たい瞳が、雄星を見上げていた。視線が鉄でできているように鋭するどい。

「格付けは済んだってことでいいのかな。正直、キミはリーグで一番下へ手たなリンカーだと思うよ。プロ選手と初めて戦ったボクに、完敗するんだから」

「……どういうことだ？」

　心臓が止まったような思いがした。瞬間的にかかったストレスで、気持ちが悪くなって頭もぐらぐらする。

「シルヴィア・ファラデー。キミがヘボだから、呼ばれた新しいリンカー」

　感情の平板な目で、雄星を見上げていた。命のない人形のような瞳に、問いかけられている気がした。

　雄ゆう星せいは、今、気持ちで負けたら何かが失われるようで、歯を食いしばった。

「だったら、俺が上達すっから、すぐ用済みだな」

　負けたが何も奪わせてなどやらないと、にらみつけて胸を張る。

「ボクは、負けることを許されていないんだ。キミみたいな、チル・ウエポン耐性は優秀でも選手の才能がないやつのかわりに、リンカーとして調整されたスタッフだから」

　マシンのように淡々と、彼女は自分のことをそう言った。

「紹介のとき、監かん督とくからも説明があるだろう。ボクはルナチャイルド──人工的にチル・ウエポン耐性を増強する処置を受けて、ファラデー研究所から出荷された」

「出荷？　トライアウト入団試験じゃなくてか。なんだよ、それ」

　どうしようもない現実が、雄星を打ちのめすようだ。彼の知らない理屈で登場した選手に、ただ能力の差で彼は蹴け落おとされたのだ。プロとして言い訳のきかない状況だった。

　そして、シルヴィアと名乗った少女から、明確な敵意を感じる。彼女にとって雄星は、食い殺すべき敵なのだ。

「聞いてわからないのか？　キミがお粗末だが、チームは勝たなきゃいけない。だったら、粗悪品より使えるパーツを買うに決まってる」

　雄星は、それが本当のことなのか、練習場にいたブラバッキー副監督に問いただす。

「……マジなのか？」

　彼女が、キャップのつばをつまんで軽く引き下ろす。

「チームには勝利が必要だ。おまえの成長が間に合わなければ、それでも勝てる陣容を整える。当たり前のことだ」

　ここは太陽系最高の舞台だ。その厳しさは、雄星の想像を超えていた。

　気がつけば居場所を奪い合う生存競争で、すでに崖っぷちにいた。
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　白しら咲さき環たまきは、会議前に渡された機密資料に顔をしかめた。わざわざ会議場についてから配布された機密保持端末に、予測以上に厳しい資料が入っていたからだ。

　今シーズンが始まって十節にして五度目となる、シルバーハンズのチームスポンサー会議である。エンディミオン号にあるチーム本拠の、クラブハウス最上階の大会議室に、議決権を持つ参加資格者のうち三十五名が集まった。スポンサー会議は、権力闘争の場でもある。議場は熱気に包まれていた。

　オーナーであるアントニオ・コンテの開会の言葉も、チームをめぐる状況の苛烈さに負けないためか、激しかった。

「あらゆるチームが今シーズン、なり振り構わず走っている！　立ち止まれば一瞬で最下位まで引きずり下ろされる。総力戦は継続されなければならない！　五十八節まで、われわれも一丸となって走りきるのだ」

　ただ、会議内容は、第一議案からシルバーハンズの厳しい状況を表していた。《ストライクシェルの損失状況とその対策について》──つまり、前シーズン比六十パーセント増しというむちゃくちゃな要オーバーホール分解修理機体の増加と、それにともなう修理費と修理工場の負担だ。

　アントニオ・コンテが、「孫娘がオモチャ感覚で機体を壊している」と揶や揄ゆされて、顔を真っ赤にして怒鳴り返した。あわや摑つかみあいかという激しい議論のすえ、今シーズンはチームにとって勝負の年であるという認識は共有され、次の十一節の状況を監視することになった。

　続く議案は《今シーズンの収益状況》だ。チームの資金状況は、慣かん性せい制御技術の売却益でうるおっている。チームの歴史でも桁けた違いの最高額に達した。膨らんだ資金で巨額の投資を行ったことで、慣性制御の登場で沸く宇宙経済の波に乗り、早くも大きな利益をあげはじめている。

　収益の新しいトピックとして、鷹たか森もり雄ゆう星せいと英ひで俊としの兄弟に関係したものが増えていることが発表された。

　この議案の報告者は、鷹森兄弟のマネジメントをしている環たまき自身だ。起立して、持ち込んだ資料をスクリーンに投影する。そして、年配の男性が多いシルバーハンズのスポンサーたちが、環のほうへと視線を向ける。だが、腕を組む者、咳払いをする者、端末をにらむ者、歓迎している顔はほぼない。

「今回から、栄えあるスポンサー会議の一員として加えていただきました、《タカモリ・エージェンシー》の白しら咲さき環です」

　そして、環が雄星のあげたＣＭ収益について報告する。英俊のメモリアル商品や肖像権が好調なことを話すのは、癒えない痛みがあった。

　だが、それはタカモリ・エージェンシーがスポンサー会議の席を獲得するにあたって、コンテ一族からつけられた条件だった。他のスポンサーたちを納得させる収益をあげるため、英俊の広告宣伝を利用するし、雄星もその兄としてＣＭなどに出させる。

　遠慮の無い声が、彼女に投げつけられる。

「兄のほうは、ひどい成績じゃないか。スポーツメディアでもネタにされている、リーグで一番下へ手たなリンカーだ」

　慣性制御で急速に業績を伸ばしている運輸会社《ブレイクボーダー》社のＣＥＯである、マルティン・ホッドだ。

「成績があがっていないから、これから先の収益には期待ができないということですか？」

　ホッドが、白髪交じりの長いもみあげを神経質そうに親指でなでる。

「あたりまえだ。犠牲を払った最初のラッシュの貯金が、タカモリのせいでゼロだぞ。ストライクフォールは、ぽっと出が活躍を続けられるような、甘い競技ではない！」

　環は、ホッドたち他のオーナーが言いたいのだろうことを先回りした。

「それで、シルバーハンズに新しいリンカー、シルヴィア・ファラデーを送り込んだわけですね」

「その通りだとも！　去年までユースにいた頭のおかしいやつよりは、よっぽど信用がおける。なにしろ、そうなるように製造されたプレイヤーだからな！」

　それが第三の議題だった。環たまきの口から、ついさっき機密端末の資料で知った衝しよう撃げき的な言葉が漏もれた。

「ルナチャイルド──」

「そうだ！　月面のファラデー研究所が、チル・ウエポン耐性を人工的に付与することに、とうとう成功した。そこで優秀な選手を発注できるなら、この高耐性選手の空前の売り手市場にあっては、コスト的に安いものだろう」

　環が参加できるようになった直前の前回会議で、雇用することを理事会に提議することが決まった、人工の高耐性者だ。このルナチャイルドが一人チーム入りしたが、さらに数人を追加採用することが議題として上がったのだ。

「前回採用された新しいリンカーは、ストライクフォールの競技経験がシミュレーターしかない選手ですが」

「なにがいけない！　もともと軍の研究所であるファラデー研究所が、選手の養成をしていないのは当然だ。だが、競技で扱あつかわれている技術は、軍のものとほぼ同じ。高耐性者を軍人として養成するためのプログラムで代用できる」

　今のスポンサー会議は、《コントラクター》をめぐってスポンサー間の思惑がまちまちで、政治的なパワーバランスが混乱している。そのせいで、新参の環と十年近くスポンサーに参加しているホッドで、対等な衝しよう突とつが成り立つ。だが、彼女が言おうとしていることは、スポンサー会議という場では、それでも滑こつ稽けいな発言なのかもしれない。

「シルバーハンズは、《誇りある白プラウドホワイト》を纏まとう、軍事ではなくスポーツを選んだチームであるはずです。選手を兵器のように〝買う〟ことが常態化するのは、ファンの士気を考えれば一線を踏み越えてはいませんか」

　だが、彼女の正論への反論が噴出した。ホッドだけではなく、そこかしこの議席からだ。

「一線を踏み越えるというなら、スポンサー会議に、たかが一選手の利益の代理をするエージェンシーが入ってくることのほうが、よほど分を踏み越えている」

「作られた選手とは言っても、その雇用費は、装備費ではなく人件費の予算枠から出されている。この枠から、金銭トレードとしてチームはずっと選手を買ってきたのだから、筋道は立つ。そもそもシルバーハンズが契約しなければ、他のチームが囲い込んで、いっそう不利になっていた」

　環は、議場の参加者たちの表情をチェックする。彼女のことを、他のスポンサーたちが試すように見ていた。スポンサー会議が権力闘争の場になるのは、ここで妥当とされた議案が、チームの最高意思決定機関である理事会に提出されるためだ。そして、理事会は、監かん督とくほか中枢スタッフの人事を承認する権利を持つ。つまり、環たまきは一選手の代理人でありながら、レギュラー争いに圧力をかけられるのだ。

「エージェンシーが圧力をかけて、鷹たか森もり雄ゆう星せいを試合に出し続けるのではないかと、疑っているんですね。わたしが、実力も実績もない選手を贔屓ひいきして、チームを台無しにするのではないかと疑っている」

　彼女は、それがおかしくて微ほほ笑えむ。そんな手回しをしたら、雄星が激怒するに決まっているからだ。

「うちの雄星を、甘く見ないでいただけますか。わたしはそんなことはしないし、彼は自力で結果を出します」

　彼女は雄星を信じている。

　そして、雄星もきっと、彼女が理解者であると信じてくれている。

　だから、堂々と胸を張っていることができる。

「お言葉だが、白しら咲さき氏のほうこそ、製造されたルナチャイルドを甘く見るべきではない。数々の無理を通した辣らつ腕わんを誇ほこる白咲氏ご自身も、このエンディミオン号の播は種しゆ船せん時代の士官の第二世代だそうじゃないか」

　スポンサーの何人かが、まるで見世物を見るように、彼女に視線を這はわせた。派手なスーツを着た広告会社の役員が、彼女に当てつけた。

「白咲氏ご自身が、ルナチャイルドの優秀さの証明でもある。外宇宙播種船では、百年以上の長い航海に耐える船内社会を作るよう、士官の一族が指導層になるシステムだった。あなたも士官の第二世代だ。船内社会のリーダーになれるよう、豊かな才能をもって生まれるように調整された。生まれついての遺伝子増強人種ブーステツドというわけだ」

「わたしの出生についてはおっしゃる通りです。ですが、播種船士官の第二世代は、大戦で播種計画が中断したせいで、世界には何十万人もいます。おかげでこの三十年間の統計で、社会的成功と遺伝子増強には有意な相関がほとんどないとわかっています。実感としても、自分は普通の人間です。比較的、学習の遅れでドロップアウトしにくい程度ですよ」

　つまり、彼女の有能さも無能さも、環が積み上げた努力とたまたまあった適性のたまものだ。親世代に財産がある場合、播種船第二世代は財産維持に有能だという説はあるが、その実証にすらあと数十年必要だ。

「製造された道具のように選手を入れ続けることには反対です。ですが、モラルハザードは、鷹森雄星の入団で行った横紙破りもそうだといわれるなら、弊社としては受け入れましょう」

「それでは、ルナチャイルドを追加雇用することを、明日の理事会に議案として提出する。そういうことでよろしいかね、コンテオーナー」

　オーナーのアントニオ・コンテが、ゆだんなくホッドの表情をうかがう。

「チーム入りして数日の運用状況を見ているが、ルナチャイルドは、ずいぶんランニングコストがかかる。ファラデー研が売り込んできた資料は、いささか楽観的な見通しだ。高価な薬剤を十種以上も毎日服用しなければ生きられず、食事制限を厳密にしなければすぐに体調を崩くずす。健康診断は徹底したものを一か月ごと。専門の医療スタッフを常に同行。まるで病人だ」

「そのかわり、耐性B+相当のチル・ウエポン耐性を持つ者を、オーダー通りに生産できる。技術が進めば安定するようになるし、コストもノウハウが積まれれば下がるだろう」

　そのホッドの説明が、どうしても環たまきには納得できなかった。雄ゆう星せいが、なりたい自分を目指して日々苦闘しているのを見ているからだ。

「鷹たか森もりの代理人をする弊社から見ると、そこが疑問です。オーダーできるのがチル・ウエポン耐性だけなら、その先は個人の資質です。そこまでして入団させたシルヴィア・ファラデーにしたところで、果たして鷹森雄星よりも結果を出せるのでしょうか。ポジションは、よりによってもっとも複雑なリンカーですよ」

　スポンサー陣がざわついた。

　会議が荒れている理由であるひとりの選手の処遇に、直結する問いだからだ。この一年で雄星の商業的価値は一兆倍以上に跳ね上がった。そして、一年後は、その一万分の一以下まで下落しているかもしれない。雄星本人のプロモート企業でなければ、環が今のシルバーハンズのスポンサー会議に迎えられることはありえなかっただろう。結局のところ、チームにルナチャイルドが必ず欲しいのではない。雄星という、財布に飛び込んできた当たりくじの居場所を奪って、扱あつかいやすくしたい人々がいるのだ。

　ホッドが、環の疑問を鼻で笑った。

「プレイヤーの活躍がコストに見合うかは、どこまで行っても水物だ。完全にコスト計算が外れないプレイヤーがいるなら、オーナーにとっては宝石だな」

　そう言う彼の目は、油断なく細められている。まさに鷹森雄星は、オーナーたちが幸運にも摑つかんでしまった〝計算しやすいビジネス〟だった。《コントラクター》の《王の御手ハンズ・オブ・ア・モナーク》は、チル・ウエポンを自在に創り出すチル・ウエポンだ。これを、宇宙で雄星にしか起動できない以上、価値は天井知らずだ。試合で失われるリスクを冒すなどもってのほかで、一秒でも早くフィールドから遠ざけたいという意見には一理以上のものがある。

　新しい時代を拓ひらいた鷹森雄星と《コントラクター》は、宇宙に嵐あらしを呼んだ。この会議はその余波なのだ。

「ポジションを奪うためにルナチャイルドを送り込むのは、コストとして安いと。皆さんは、うちの雄星がこれ以上フィールドにいても、価値が上がらないと思っているんですね。鷹森雄星という選手に可能性を見ているのは、《タカモリ・エージェンシー》だけだということでしょうか？」

　議長席で、コンテオーナーが拳こぶしを握って立ち上がる。

「私も居るぞ！」

　温度差がある会議の場に、コンテオーナーが両腕を芝居がかったしぐさで振り上げ、アピールする。

「われわれは、今、時代を左右している場所にいる！　これが、どれほどの奇蹟かわからんかね。歴史に名を刻みたいとは思わんのか」

　スクリーンに、灰色がかったプラチナブロンドの少女が映っている。

　このシルヴィアという選手は、雄ゆう星せいの居場所を奪うために差し向けられた刺客だ。環たまきがスポンサー会議で価値を主張しても、鷹たか森もり雄星という選手はチームにいらないと誰もが思うようになれば、先行きはまったく見えなくなる。
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　シルヴィア・ファラデーは、チーム経営陣の相克とは関係なく、あっという間にチームで存在感を増した。

　彼女がルナチャイルド──人工的にチル・ウエポン耐性を増強した人材であることは、個々の葛藤はあれ受け入れたうえでのことだ。

　アンドリュー・ペインが、試合デビュー前の今から、シルヴィアをお気に入りにしていた。

「ようやくまともなリンカーがやってきた。これがリンカーってやつなんだな！」

　練習が終わって、コックピットから降りてきたペインが、笑顔でシルヴィアの肩を叩たたいていた。

　エンディミオン号の、シルバーハンズ専用宇宙港に付属したチーム専用ハンガースペースに、歓声が響く。チームメイトたちが、新参のシルヴィアに親愛を示すように、細い彼女の背中を叩く。

　第一リーダー機であるペインが認めたことで、彼女はチームに迎え入れられていた。

　シルヴィアは無表情だ。

「きちんと訓練して、リンカーの基本的な動きは習得済みだ。そのために、ボクは来た」

　灰色がかった白金色の髪の彼女が、ほんのすこしうれしそうに頰ほおをほころばせる。

　メリッタ・イズメイリやユエン・コーたちは、新しいリンカーが二軍を経ずに直接チームに送り込まれたことを、問題視しなかった。火星ラウンドで、雄星が敵に完かん璧ぺきに対策されている今、それどころではなかったのだ。

　カール・リンネが、シルヴィアと雄星のどちらにつこうか迷うように、二人を見比べていた。チーム内の力関係で生き残ろうとしている小物なので、これはカウントしなくていい。

　射撃の名手のピエル＝ルイスや、くせ者のクリクリは、プレイを組み立てやすいテクニカルな選手を好む。だから、ペインとともにシルヴィアと機動の打ち合わせをしている。

　雄ゆう星せいは、ハンガーに降り立った。彼を迎える者はいない。

　彼はリンカーを下ろされたばかりなのだ。役割を失った。だから、また挑戦しなければいけない。

「こんなに練習って、つらかったか」

　頭の芯しんが重くて、考えることが続けられない。後半は、注意力が虫食いになって、まるで穴の開いた器に水を注いだように、あらゆるものが漏もれていた。

　雄星は大きな息を吐く。

　ハンガーに駐機した一機の《ホーリーグレイル・アサルト》の前に、金髪をポニーテールに結んだ、かわいい蛮族がいた。アデーレ・コンテが荒れていた。箱のような自動運行の椅い子すを蹴けろうとして、思い直して尻を落とすように腰掛ける。

「もう、練習でこんな頭つかうのやだ！　もっと気持ちよく、ばーんってやりたい！」

　座ったまま、足をじたばたさせていた。

　雄星が近づくと、見られていたことに気づいて、彼女がすこし先輩選手の顔をとりつくろった。

「ユウキ・ブラバッキーは、いいリーダーね。ほんと、腹立つ」

「今も、ウェイロン・ヤンの居残り練習だろ。毎日誰かの居残りに付き合ってる。よくやってくれてるよ」

　ブラバッキー副監かん督とくは、上達したい選手にはよく付き合ってくれる。今日のウェイロン・ヤンもそうだ。接近戦の専門家であるキラーは、今シーズン、決定的な役割を持てなくなった。ヤンだけでなく、リーグのキラー全員の成績が悪い。昨シーズンまでは、敵編隊に切り込んで接近戦で重要ターゲットを墜とす戦術は、大きな役割を持てていた。何が変わったかを、副監督が数値で明らかにしてくれた。慣かん性せい制御以前は、リーダー機編隊が現在より平均二倍も大きかった。他の編隊からの救援は間に合わないという前提で、リスクに対応するため、一編隊の機数を増やす必要があったからだ。このため、第一目標を外しても、キラーは直ちよく掩えんの機体を墜として貢こう献けんできた。これが、散兵で重要ターゲットが散らばったため、狙ねらいを絞しぼりにくくなった。しかも、雄星がさんざんやられている、慣性制御で軌き道どうを同調させて相対速度をゼロに近づけるマヌーバが開発されて、接近戦の間合いに入れなくなった。

「キラーには厳しいシーズンだね。キラーってポジション、もうストライクフォールの競技から消えるかも」

「マジかよ。俺、元々がキラーなのに、リンカーで結局がんばるしかねえのかよ」

　ブラバッキー副監督も、チーム最強のキラーであるヤンを、オールラウンダーへ転向させるための訓練をしている。彼女の分析は非情だが、選手の肌感覚としても正しい。副監督は、シルバーハンズにデータに基づいた戦術という、確固とした方向性をもたらした。チーフアナリストを兼任する彼女は、今の混こん沌とんを、データの活用で切り拓ひらこうとしている。

　慣かん性せい制御をもたらした雄ゆう星せいも、一試合ごとに新しい戦術が現れる激動で、もうもみくちゃだった。

「監かん督とくのやりたいことは、わかんないでもねえよ。でも、俺が今やってることは、どこにつながってんだ？」

　ブラバッキー副監督の要求することは難しい。宇宙で誰ひとり感覚に落とし切れていない新しい定石を、開発しているようなものだからだ。

　今日、副監督から雄星が指導されたことは、二つだ。「誰か他の選手と三秒以内で合流できる位置を維持しろ」、そして、「最低三人のキーになる選手の速度と軌き道どうを常に把握しろ」。それが、データ上、リンカーに必要なことだとは教えてもらったが、雄星にとってそれを実現できるかもわからない。

「二軍のときはやった先に何があるか教えてくれたけど、今はハードルを置いて『跳べ』の連続だからな」

　ブラバッキー副監督が来てからの練習は、体や神経だけではなく、頭を使い続けるせいで消耗が激しい。

　野性で戦うアデーレが、しなやかなその体を支えるように、椅い子すに両手をついた。

「適切なんだと思う。正直、チーム戦略ってハナシなら、アルバ監督より頼りになる」

「やっぱ、そうなんだな」

　チームメイトたちの、練習への取り組みが違っている。練習時間が、目に見えて濃密になった。

「アルバ監督は、選手を気持ちよくプレーさせてくれるし、選手を育てるけど、決断は遅かったから。ほんとは、勝つためなら、雄星をもっと早くリンカーから下ろさなきゃいけなかった」

　アデーレが、雄星に、痛みを抱えてほほえみかける。雄星も抱えているつらさに響いて、笑うよりなくなった。

「きっついな」

「わたしだって、いつリーダー機を完全に下ろされるかわからないんだから、お互いサマだよ。もうさー、ユウセー、監督が、最初にわたしをリーダー機から下ろしたときの、おぼえてる？　あのとき言ったことに試合で回答出せないと、シャフィークにポジション奪われるんだろうねー」

　アデーレがリーダー機を下ろされたのは、勝手に試合を切り上げたせいだ。だから、アルバ監督の、「一試合ごとの積み重ねが大事な勝負で踏ん張れるかを決める」という信念に対して、彼女は従うなり別の答えで納得させるなりしなければならない。

　ブラバッキー副監督のアタリが強いツートップが、雄星とアデーレだ。

「俺たちは、なんで課題をひたすら出されてんだろうな」

　アデーレが椅子に座る場所を空けてくれた。雄星は、そこに腰を下ろす。

「楽しいか？」

　そんなことを、聞いてしまっていた。

「楽しいにきまってる。ユウセーは？」

「そうだな。やりがいは最高だ」

　アデーレが、無邪気に体重を預けてくる。

　同じものが好きな、距離の近さと体温に心が休まった。




　雄ゆう星せいは、午後の全体練習が終わった後、かならずシミュレーターで自主練習を行う。物覚えがよくない彼が、トップリーグのプロたちと渡り合うためには、それ以上の努力が不可欠だからだ。

　シミュレーターに詰めているのは、そういう事情がある者だ。つまり、彼女とは、いつもそこで出くわす。

　シルヴィア・ファラデーは、環たまきやアデーレよりもすこし小柄だ。肌は白く、銀色にも見えるその髪の印象もあって、まるで作り物のようだ。スポーツ選手にしては、シルヴィアは生命力を感じなさすぎた。

「自分の訓練メニューがあるから、今日は、突っかかってこないでくれるかな」

　そう言い置いて、彼女はシミュレーターのドアロックを開ける。そして、後ろにいつも控ひかえている人間型のロボットに声をかけた。

「バイタルが下がる兆候が出たら、ドアを外から開いて」

　金属のボディを持ったロボットが、うなずいて了解の判断を伝える。シルヴィアは、体が強いわけではないため、常にロボット看護師を近くに侍はべらせているのだ。

「ぶっ倒れそうになったら、人を呼んでやるよ」

　そして、彼女は雄星には塩対応だ。

「けっこうだ。自分の心配をしたほうがいいよ」

「自分がうまくなる方法なら、頭がおかしくなるくらいずっと考えてるよ」

　雄星は、毎日ずっとストライクフォールのことを考え続けている。ネガティブなことで頭がいっぱいになることもあるが、そんなときはチームのカウンセラーやアデーレに相談するし、環だっている。雄星は、ストライクフォール馬鹿だが、ここはそんなバカ野郎にとっては天国なのだ。

「ここじゃ、楽しいことも、苦しいことも、ストライクフォールなんだ。そうじゃなきゃいけない。体調崩くずすなんて、バカバカしいだろ」

　ポジションを奪われて、つらいし、悔くやしい。だが、奪い返せるつもりだし、そのための努力をいくらでもできる。

　そんな雄星のことを、シルヴィアが馬鹿を見る目で見据すえていた。

「現実が見えていなくて、危機感が足りてないんだな。忘れていないか？　ボクは研究所からチームに来たけど、キミは試合で結果が出ないと研究所に送られる」

　反射的に奥歯を嚙かんで、言葉が詰まった。そのことを考えると、思考力がなくなるまで運動で汗を流したくなる。だが、雄ゆう星せいが今、フィールドに立ち続けるために求められているのは、そういう方向の努力ではないのだ。

「たまったもんじゃねえな。けど、それでも、おまえはチームメイトだ」

　まっすぐにシルヴィアの瞳を見る。彼女が、鋼のような強い視線で、にらみ返してくる。

　人によって、何を思って競技をするかはさまざまだ。だが、弟を、いまだに原因がわからない事件で殺された彼は、ストライクフォールの軍事の部分を忌き避ひしている。

「ストライクフォールは、スポーツだ。俺は、おまえが何者だろうが、チームメイトにはスポーツマンシップで向き合う」

「キミにとっては、そうなんだろう。ボクには、単なる仕事で、手段だ」

　シルヴィアが、切り捨てるような強い口調で言い切った。力と意志を感じさせる鋭するどい身のこなしで、シミュレーターに入る。

「そうかよ」

　雄星の口角が、闘争心に煽あおられてつり上がる。

　たぶん、ライバルだと思っていた。

　だからこそ、勝つしかない。ここでは、誰がどんな理由で戦っているかなど関係ない。フィールドは、結果を出した者が認められる舞台なのだ。




　そして、第十一節。リンカーとして出場したのは、シルヴィア・ファラデーだった。雄星は控ひかえ選手だ。

　雄星の対策として、リーダー機編隊を薄くして逃げ回らせる戦術だった相手チームは、リンカーとしてオーソドックスな動きをするシルヴィアに対応できなかった。つまるところ、シルバーハンズがまっとうな散兵戦術を行ったのは、この試合が初だったのだ。

「結局、起用は守備固めのガーディアンか」

　雄星は二セット目に、守備での事故を防ぐために、リーダー機を守る直ちよく掩えんキラー──ガーディアンとして十五分だけ出場した。セットカウント二対〇で、シルバーハンズの勝利。今日のヒロインは、シルヴィアだった。

「おまえは、チームの救世主だよ！　本当に、よくチームに来てくれた」

　アンドリュー・ペインが、感情表現の希薄な彼女を、全力で勝利に沸くチームメイトの集まりに押し込んでいた。ペインは、ケイトリンが一軍にいたときからずっと、基本に忠実な動きができるプレイヤーを好んでいた。

　ムバラク・シャフィークは、リーダー機を担当しないときは、オールラウンダーとして防御的な編隊を担当している。オーソドックスな散兵戦術に適応するよう重点訓練していて、シルヴィアを高く評価していた。

　射撃の名手ピエル＝ルイスが、雄ゆう星せいが見たこともないほど心の底から安あん堵どした顔をしていた。

「今日は遊兵にならずに済んでほっとした」

　試合後のハンガーは、よろこびに包まれていた。チームメイトの輪に、雄星はたぶん入るべきだった。だが、できなかった。

　今日は、雄星やアデーレのようなクセが強い異端のプレイヤーに頼ってきたチームが、リーグの標準に近い試合展開で勝った。今後の方向性を占う快勝だったからだ。

「俺がうまくなるまで、チームは待ってくれるのか？　いや、そんなわけねえよな……」

　ぽつりと、胸の奥にわだかまっていた想いが漏もれた。それが、弱音であるようで、不安を否定しようとする。だが、無理だった。

　雄星はリーグで一番下へ手たなリンカーだ。チームメイトの前では強がってポジティブな姿を見せても、現実はよくわかっている。

　入ってきたばかりで活躍したシルヴィアへのねたみが、頭がいっぱいになるほどわき上がる。それをチームメイトの前で言葉にすることだけは絶対にしたくなくて、ハンガーから静かに立ち去った。




　不完全燃焼のまま試合が終わって有り余る体力のまま、エンディミオン号の市街区外周を二周した。十キロメートル近く走って、ようやく何も考えずに眠れそうなくらい疲れを溜められた。

　次の日、冷たいシャワーを浴びて強制的に頭をすっきりさせて、練習の前にハンガーに寄った。

「試合に勝ったのに、しょぼくれた顔をしておるな」

　金色の瞳をして、銀髪を長く伸ばした、子どものようなシルエットの女がいた。チームの整備主任ロクサーヌ・ミャオだ。

「リンカーを替えた途端、大勝利だぞ。おもしろいわけあるかよ」

「あっはっは。たしかに、シルバーハンズなのに普通の勝ち方をしてたねえ」

《コントラクター・ブラックナイト》の武装テストのため、雄星はハンガーに呼ばれてきた。ロクサーヌが、彼の射撃が下手なことを、搭とう載さい武器の性能で補おうと試作品を作ったのだ。彼は、訪れるなり、機体の前に置かれた座席に座らされていた。

「普通の勝ち方をした試合じゃ、俺はポジションがねえらしい」

「あんたがヘボなのさ。試合を荒らしてようやく活いきるようじゃねえ。どんな試合でも存在感を出すのが、いい選手ってもんさね」

　雄星は、渡されていたゴーグルをはめる。外界が見えなくなり、かわりに内側に宇宙空間が投影された。その視界に、照準が現れる。

「反応いいな。思ったところに照準が行く」

「そうだろう。あんたの思考を先回りするように、ＡＩで照準を動かしてるからね。ついでに、あんたの感情と戦況を読み取って、最適なタイミングでトリガーを引くようにした」

　ロクサーヌの説明だと、射撃技術を必要としない全自動射撃システムであるように聞こえた。

　ゴーグルの内側のディスプレイに、ストライクシェルが投影される。試合で実際に見る敵のように、超高速で飛び回っている。雄ゆう星せいがそれを認識すると自動で照準し、「撃うてばいいのか」と考えた瞬間に射撃していた。レーザーが標的をかすめた。

「なんか便利だな。これなら俺でもできる」

　レーザーは光速だから見てからかわすことができない。一番当たりやすい武器だ。思考照準だから、引き金のタイムラグすらなく、さらに避けにくい。

　そりゃあよかったと、うれしそうなロクサーヌの声が返ってくる。

「俺は楽だけど、全自動がオーケーなら、射撃の技術なんていらねえだろ」

「連盟は許可してるよ。ストライクフォールは、軍のチームにとっちゃ軍事演習だからね。射撃管制を競技で禁止した結果、ノウハウが積めなくて戦争に負けることだってありえる。それじゃあ本末転倒だからねえ」

　ストライクフォールの技術は、軍事にフィードバックされている。

　雄星は、優秀すぎる自動射撃管制を、継続して試す。高速の標的にはなかなか当たらないが、自分でやるよりは命中した。

「そのわりに、あんまり使ってるって聞かねえな」

「問題だらけだからね。射撃以外にスラスターを使えない棒立ちの時間が、一発撃つたびに何秒も発生するのさ」

　雄星にも、使えない理由がわかった。

「おいおい、機動が一番大事なスポーツだぞ」

　試合中に自動システムが機体を勝手に操作するところを想像してみた。試合中のストライクシェルは、姿勢や軌き道どうを制御するため、ひっきりなしにスラスターを使っている。この同じスラスターが、射撃制御のためにロックされて、機動が止まる。撃ち合いでは相手も自分を照準しているのだ。射撃が当たらなくたって、撃つたびに致命的な隙すきをさらすのよりは、まだマシだ。

「それに、自動制御じゃ反動軽減用のチル・ウエポンが使えない。チル・ウエポンは、人間の意思に反応して発動するからね。だったら、相そう殺さいにスラスターを使うしかなくなるが、低威力のレーザーより強い武器じゃ、一発撃つたび振り回されてまともに動けやしないよ。今ある武装をスラスターだけで反動制御して使えるようにするなら、ストライクシェルは最低三十メートルサイズまでスケールアップして重くしなきゃならない」

　ストライクシェルの抗衝しよう撃げきシステムに使われてるチル・ウエポンと、コンピュータ制御が連動しない。つまるところ、ストライクフォールで選手が技術を磨いているのも、そのせいだ。

「そこまでやっても、命中させたきゃ、射撃姿勢だって全自動で作らなきゃならない。今のところ、射撃前の姿勢制御に最小〇・二秒、デカい武器なら一・二秒、射撃後の姿勢制御は最短でも一から二秒で、威力を上げりゃ硬直時間は十秒を超えてくる。太陽系じゅうで開発してるから、もっといいやつがあるかもしれないが、こっちはまだこのレベルさ」

「それでも、俺の下へ手たくそさと当たっても墜ちない防御力を比べりゃ、開発を本格的にやる価値がある……ってことか」

「嫌な顔をするんじゃないよ。スクレイパーズの《ヘッジホッグ》みたいな、全身に十本以上も砲身がついてるストライクシェルじゃ、反動制御を設計に組み込んで射撃管制を前から自動化してた。軍じゃ開発がずっと進められてたから、イチからの開発じゃない」

　ロクサーヌが、雄ゆう星せいのゴーグルの内側に、機体じゅうから砲身を突き出した《ヘッジホッグ》の画像を映しだした。砲ほう撃げきの反動までも補助スラスターとして使う《ヘッジホッグ》なら、姿勢制御と射撃管制が一体化していて、バランスが崩くずれることはなさそうだった。

「慣かん性せい制御のおかげで機体デザインも選択肢が増えたんだ。技術のハードルが下がって誰でも使うようになる。開発速度は速いだろうさ」

　雄星は、シルヴィアに奪われたポジションを取り戻すために、苦手の射撃を克服したい。だが、その課題のために、努力ではなくマシンの開発を待つというのは、心にひっかかった。

「言ってることはわかる。けど、スポーツ選手として、やばくねえか」

　ロクサーヌが、ふふんと得意げに鼻を鳴らすのが聞こえた。

「マシンに頼りたくないのかい？　そんなの、ストライクシェルに乗ってる時点で、なにもかも今さらじゃないか」

　ぐうの音も出ない正論だった。鷹たか森もり雄星という選手の実力は、《コントラクター・ブラックナイト》という特別な機体マシンとワンセットのものだ。《コントラクター》から降りたら、今の雄星の実力では、一軍に居場所はない。

「マシンの性能は、選手の実力のひとつだろうに。あんたに才能ギフトがあるとしたら、《コントラクター》の力を、今のところ宇宙でひとり完全に引き出せることさ」

　雄星は、ゴーグルを外して、黄金の手を持つ巨人を見上げる。

　優勝チームが、他と比べて低性能の機体で勝ち抜いた例は、二十三シーズンで一度も無い。他のスポーツに例えれば、モータースポーツがドライバーの能力だけでは勝てないのと同じだ。だが、努力とは関係のない場所に自分の価値があると言われるのは、正直、複雑だった。

「あんたからリンカーの座を奪ったルナチャイルドだって、機械的な補助を受けてる。チル・ウエポン耐性を上げるために、体内に機械を仕込むやり方だからね」

「マジでサイボーグかよ。いや、そもそもルナチャイルドって何なんだ？」

「そうさね。あんた、チル・ウエポン耐性ってのは、なんだと思うかい？」

　チル・ウエポンとは、かつて《宇宙の王》と呼ばれる何者かがもたらした、人類の科学技術では達成できない現象を起こす道具のことだ。一度作られると変形や改良すらできない、どこまでも人類科学を拒絶する性質があるため、人類はその仕組みをろくに解析すらできていない。世界を支える基盤だが、性質は謎だらけだ。ただ、発動するとき、装置によって差はあれ使用者の熱を奪うことは、共通している。

「同じチル・ウエポンを発動させたとき、体温低下がすくないやつが、耐性が高いってことだろ。慣かん性せい制御は、耐性がB-以上ないと低体温になるって、選手の足切りラインになったよな」

「そういうこった。いまでも正確なところはわかっていないが、太陽系大戦より前から、チル・ウエポン耐性の正体は研究されてた。で、ひとつの有力な説がある」

　彼女が、秘密をささやくように言った。

「チル・ウエポンは、使用者と体熱を媒介にして、情報をやりとりしている。だから、人間がいないとチル・ウエポンが発動しない。チル・ウエポンを全自動装置にすることもできない。起動のために『スイッチを入れる』っていうクソ単純な情報すら、《宇宙の王》に由来する装置に伝える媒介は、人間の体熱しかない」

「──人間の熱だけが、チル・ウエポンに、何かを伝えられる……のか。そりゃいいな。チル・ウエポンが、人間を死なせる戦争じゃなくて、人間を活いかすためにあるってことになる」

　それが正しいかはわからないが、雄ゆう星せいはすこし気持ちが楽になった。

「何のためかは知ったこっちゃないがね。体熱媒介説は、チル・ウエポンの種類によって奪われる体熱量に差があることを、『装置の起動に必要な情報量が違う』って説明できるメリットがあるのさ。たとえば、慣性制御チル・ウエポンなら、起動するたびに、《今現在の慣性系が持っているエネルギーの値》と、《変化させた後の慣性系が持ってるエネルギーの値》を入力しないと、制御はできんだろう。明らかに、必要な情報量が多い。だから、情報を載せる媒介である体熱も、大きく奪われてしまう」

　そして、気づくとロクサーヌが、その黄金の瞳で雄星を見ていた。目をそらさず、いつまでも合わせたままだった。

「体熱媒介説では、人によって媒介に純度があると考える。高純度だと情報を少ない媒介の量で伝えられるから、体温を少ししか奪われず、低純度だと大量に必要になる。この純度の高いやつが、チル・ウエポン耐性の高いやつだっていう説さ」

「そういうことか。ルナチャイルドは、純度ってやつを機械で上げてるのか」

「翻訳機を体内に仕込んでいるのさ。詳細な技術は公開されてないから、正確なところはわからないがね」

　一通り聞いて、素そ朴ぼくな疑問がわいた。

「みんなそれで耐性あげりゃいいんじゃないのか？」

「翻訳機の精度に限界がある。正確な翻訳ライブラリなんてないから、ちょっとでも効果があったら体に悪かろうが採用してるのさ。今のバージョンのルナチャイルドは、ほとんど人体実験だ。あんたがオフシーズンに協力させられた研究のひとつは、翻訳プロトコルの解明だぞ。ルナチャイルドにも流用された。知らなかったのかい？」

「あー、そんなこと言ってたかな。そうだったかなあ」

　雄ゆう星せいは、契約で、何回かスポンサー企業が指定する研究所に協力したことを思い出そうとした。だが、センサーを体につけられたり、計測器に乗せられたりしたことしか記憶になかった。その中で、翻訳がどうとか言っていたところがあったかもしれない。

「アメリカのバカでかい研究所で、体熱消費の重たいチル・ウエポンの起動データを山ほどとっただろう？　宇宙じゅうの体熱媒介派が、既知のモノより一万倍以上の情報量が必要な《王の御手ハンズ・オブ・ア・モナーク》が発動して、テンションやばかったよ。連中、太陽が爆発したって、あそこまでは騒ぎはせなんだだろうよ」

「想像できねえ……」

「あんたが《王の御手》で慣かん性せい制御ユニットを最初に作ったときに、総額にすりゃ一〇〇京けいは予算をとってる宇宙じゅうのチル・ウエポン研究が、見直しになった。既存のどんな理論でも、設計情報のやりとりで絶対零度近くまで体熱が奪われて、使用者はかならず死ぬはずだったからな」

「おい。そんなあぶねえもん積んでたのか！」

　抗議したはずが、本気のトーンで怒鳴り返された。

「だまれ理り不ふ尽じん！　《王の御手》は本来、あらかじめ登録したチル・ウエポンを出力するだけだった。そっちなら、情報量は制御されとったわ！　まさか、宇宙にまだない完全オリジナルのチル・ウエポンが誕生するなんて、誰が想像するものかよ」

　ロクサーヌが、たまった恨みを晴らすかのように指を突きつけてきた。

「時間が経ったから言うが、あのアクシデントで、むっちゃ非難されたんだぞ！　確かにあたしもテンション上がったが、毎日同業者からメッセージが何百通も入るわ、大物になった連中が断りにくいアポを山のように申し込んでくるわ、義務みたいなレポート何十本も書かされるわ。それなのに、《王の御手》に何か仕込んだと疑われて、仕事に関係ない喚問を食らい続けたんだ！　ひとつ間違ったら、《コントラクター》を奪いたい連中に嵌はめられて、今頃刑務所だったぞ」

　ロクサーヌが微妙に涙目になっていた。雄星が、弟の機体だった《コントラクター》に勝手に乗って試合に出なければ、彼女はこんな目に遭わなかった。

「おう。……悪い。世話になったな」

　彼女が、ハンガーが閑散としていることを確認してから、白衣の袖に目元の滴しずくを吸わせる。

「あんたをフィールドから下ろしたいやつは宇宙に何億人もいるってことだ。なにせ、媒介情報論にとって理論モデルの存在でしかなかった、完全純度に一番近い人間だ。チル・ウエポンが体熱を奪う謎の、その根源に一番近いのはあんたなんだ」

「それで、シルヴィアが送り込まれたってことか……。考えてみりゃ、スポンサーは、まっとうにスポーツで立ち向かってくれてるんだな」

　英ひで俊としは謎の事故に遭った。同じように、雄ゆう星せいを暴力や陰いん謀ぼうで排除する方法はあっただろう。だが、ありがたいことに、シルヴィアとのポジション争いで選手として戦うことを選んでくれた。

　ぐっと、力強く拳こぶしを握る。

　耐性を人工的に強化したシルヴィアのことを思った。彼女も、科学技術で耐性を上げることができたから、チームにいる。その彼女と、生き残りを懸けて競争するのに、射撃管制システムによる機械補助を拒むことは、失礼だ。

　選手は、誰もが技術によって補助されている。だから、今はそれを受ける。時間は雄星がうまくなるまで待ってくれはしない。

　そのうえで、雄星は、練習を止やめない。射撃管制の補助なしで、高度な機動と射撃を両立できるところまでたどりつくのだ。

　正々堂々と向かってきてくれた巨大な力に恥はじないように、腹を決めた。なのに、目のあたりが熱くなった。

「くそっ。つれえな。……けど、やるぞ」

　雄星は、もやもやするものが吹き飛べばいいと、大声で吠ほえた。

「俺は絶対うまくなるぞ!!」

　くっくっと、笑い声が聞こえた。ロクサーヌが大笑いしていた。

「アハハ。この話を聞いて、感想が『うまくなりたい』か。あんたは大物だよ」

　雄星には他にどんな感想があるのかわからず、首をかしげる。

「世界が、あんたみたいなバカばっかりだったらよかったのにねぇ。きっと、人類はとっくに太陽系なんざ飛び出してたさ」

　ついに、ロクサーヌが体を折って爆笑しはじめた。
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　シルヴィア・ファラデーは、鷹たか森もり雄星という男を、救いのない阿あ呆ほうだと思っている。

　今の人類文明は、チル・ウエポンに支えられている。そして、これを作り出すのは《コーデック》と呼ばれる設計データを蓄えるチル・ウエポンと、これを出力する特殊なチル・ウエポンだ。設計は人間が行っているが、これは遅々として進まないうえに、ほとんどが既存品の編集と調整だ。だが、《王の御手ハンズ・オブ・ア・モナーク》だけは、設計過程を跳び越えて、既存の技術体系を振り切った現物を創造してしまう。

　まさに、人類の至宝だ。そして、使えるのは現在宇宙でたったひとりだ。しかも、すでに慣かん性せい制御を生み出した実績まである。だから、ストライクフォールのような危険な競技を続けさせて、失われることを、多くの人々が恐れている。

　なのに、その本人は、ストライクフォールにしか興味がない。自みずからの特性をうまく使えば、あらゆるものを手に入れられるほどの影響力を持てるだろう。なのに、実力で摑つかみ取るしかないスポーツという場に、しがみついている。

「キミにだけは、負けたくない。宇宙で、キミにだけは、負けたくない」

　シルヴィアは、トレーニングルームで、心肺機能強化のためにランニングマシーンに乗って走る。その横で、コンパニオンロボットが、彼女の生体データを監視していた。

　ファラデー研究所のルナチャイルドは、血中に微弱な電気信号を流すことで、チル・ウエポン耐性を上げている。この暗号記述機スクリプターが内臓に影響を及ぼすため、激しい運動を推奨されていない。

　シルヴィアは、立体映像のモニタで三千メートルを超えた走行距離を見て、奥歯を嚙かむ。普通のアスリートなら軽い運動程度の距離が、ルナチャイルドには限界への挑戦だ。
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　荒れそうな息を整えて、足を動かし続ける。シルヴィアの体は、アスリートの頑強さを持っていない。本格的な運動で内臓を壊して、彼女を納品できなくなるリスクを、研究所はとらなかったからだ。だから、今、フィジカルエリートたちに帯同しながら、シーズンを通して戦えるよう鍛きたえなければならない。

「バイタル、しっかりチェックして」

　肉体をいじめ続ける。繊せん細さいな試作品である自分の体を自滅させないように、気の狂いそうなストレスの中で限界に挑む。明日、内臓が決定的に壊れて、すべてがムダになってしまうかもしれないとしてもだ。

　コンパニオンロボットが、五分後と十五分後、三十分後の自分の生体情報を予測する。今、シルヴィアが積み重ねているデータは、研究所に残った仲間にフィードバックされる。それによって、皆に施される処置は進歩する。

　ひとり黙々と、苦しみの中で、体の限界と向き合い続ける。

　誰のためかと問われれば、同じ研究所で暮らしたルナチャイルドたちのためだ。さまざまな理由で、治験の名目で集められた皆は、誰も戦争に行きたくなどない。だが、戦争が本当に始まったら、彼らの出荷先は軍になる。

〈シルヴィアさま。これ以上の運動は、腎機能への負担が大きすぎます〉

　コンパニオンロボットが、運動の中止を進言する。もっと練習したいと、気持ちは逸はやる。

「わかった。これから、神経反射訓練を中心にメニューを組み直してくれ」

　シルヴィアは、ここで確かな実績をあげる。そして、安全で条件のよいストライクフォールで、二人目三人目と追加人員の導入を勝ち取るのだ。

〈シルヴィアさま。反射訓練は、心臓に負担があり、内臓を休めることにはなりません〉

　歯がゆい思いを嚙かみしめる。勝手な夢のためにストライクフォールを続けている男に勝つ。そして、居場所を奪う。そのために、今日よりも明日強くならなければならない。

　勝つために、今、生きている。必要な代価を自分が支払えるというのなら、どんなものでも厭いとわない。
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　シルバーハンズの火星ラウンドのスケジュールでは、ラウンド最終の十六節まで、エンディミオン号は火星の衛星ダイモスに停泊する。

　ラウンドで二連戦を行うカレン・フェニックスのガーディアンズは、ダイモスが本拠地だ。つまり、アウェイに都市宇宙船ごと乗り込んだかたちになる。

　シルバーハンズの中でも、ジェシー・アインシュタインたちスター選手は現地メディアの取材を受けている。雄ゆう星せいはというと、火星でのボディガードなしでの外出は禁じられていた。

「火星観光って空気じゃないな」

　雄星は、隣を歩く環たまきに話しかける。彼らの周囲には、四人ものサイボーグのボディガードがいる。ダイモスの街は、エンディミオン号の都市区画の風景に似ていた。違うのは、食べ物を売る店がすくなくて、歩いているのも軍服姿の軍人ばかりだということだ。

　そのせいで、ただでもよく目立つ環たまきは、通り過ぎる皆から振り返られていた。

「ダイモスって、観光地じゃないもんね」

　建物は金属製で、背が低い。町並みは灰色と白で、色彩がなかった。火星の衛星ダイモスは、ちいさく軽い天体だ。重力がほとんどないから、人工重力がないと生活にも困るが、しっかりと手は入っている。ダイモスは直径一三キロにも満たない手頃さで公転周期も短いため、内部をくりぬいて改造されて、火星を守る軍事施設と中継港に利用されているのだ。

「店はないのに、にぎやかだよな」

　見える看板は、工場やビジネスオフィスばかりだ。ダイモスは民間層が三十層、軍事層が二十層もの積層をなし、ここはもっとも栄えている赤道にあるフロア・ゼロだ。幅十メートルほどの通りは自動運転車であふれ、歩道も歩行者でいっぱいだ。繁華街のような活気があった。

「ダイモスは、今年から、経済特区になったからね」

　環が、あそこは慣かん性せい制御ユニットを作っていて、あそこは運送会社でと、大きなホロ看板を指さす。

「慣性制御のおかげで、火星って宇宙の交通要所として注目されてるんだよ。今年に入ってからすごい勢いで地球と月の会社が火星進出してるんだよね」

「これから栄える港になるって、盛り上がってんのか」

「そういうこと。わが《タカモリ・エージェンシー》も、ダイモスで取引の予定があるよ。雄ゆう星せいも取締役だから、またサインだけお願いすると思う」

　雄星は、会社の難しいことはわからない。けれど、巨大な変動が起こっている最中らしかった。

「火星は得したのか？」

「得したね。……雄星、慣性制御でしあわせになった人がいるって知ったら、うれしい？」

「そりゃあな」

　言い当てられて、雄星の顔が熱くなった。環が、からかうように肩をぶつけてきた。

「慣性制御のおかげで、ダイモスって、今年から三年間で十三個に増えるんだよ。……あ、わかんないって顔した。火星と木星の間にあるアステロイドベルトが海賊の根ね城じろになってるから、ここから拠点になりそうな大きい小惑星を十二個持ってくるんだ。で、今のダイモスの軌き道どうに、衛星として投入するの。これも、ストライクフォールでリンカーがやる技術の産業利用なんだよね」

　ストライクフォールの技術だから、慣性制御がどうはたらいたか、雄星にもわかった。

　リンカーがチームメイトの速度と軌道を変えられるのは、慣性制御が、接触していたものを発動者の慣性系に同調させる性質があるからだ。この同調は、正確な限界は知られていないが、直径五十キロメートルくらいまでの物体には起こる。これを応用すれば、《小惑星のような巨大な物体の軌き道どうと速度だって変化させる》ことができる。

「ストライクフォールが、世界を変えてるって、本当だったんだな」

　雄ゆう星せいも、火星の衛星がフォボスとダイモスの二個から十四個に増えると聞けば、スケールの大きさに感嘆するばかりだ。

「実は、タカモリ・エージェンシーも、この事業を受注する会社に全力でベンチャー投資してたりするのです。ダイモス軌道にやってくる八番目のダイモス８エイトは、三十パーセントはうちが権利をおさえてるよ」

「おお、すげえな」

「雄星から、慣かん性せい同調を初めて使った試合の話を聞いて、これなら小惑星を軌道に投入できそうって思いついたんだよね」

　幼なじみは、星を造る女だった。発想のスケールが違った。

「それってすげえんじゃないか」

「スポーツの技は特許がないけど、ビジネスは特許をとれるもんね。だから、太陽系ぜんぶで技術とビジネスモデルの特許おさえちゃった」

　全自動白しら咲さき環たまきを賞賛するマシーンになっていた雄星も、さすがに真顔になった。

「かわいく言っても、さすがに内容はかわいくねえぞ」

　白咲環は天才だと思う。

　かわいくないと言われて、握り拳こぶしで雄星の胸を小突いてくる姿はかわいい。だが、すでに彼女は、たぶんストライクフォールの史上最高年俸のプレイヤーより稼いでいる。

「器が違ちげえよな」

　雄星の育ての親でもある白咲護まもるさんが、娘の環を社長に据すえたのは、まったく正しい。

　環は、チャンスを完かん璧ぺきにものにした。雄星はといえば、自分が最初に使った慣性制御もリンカーの技術も、他の選手のほうがうまくやるせいで、ポジションを奪われかけている。

「そういうんじゃないよ。わたしは、雄星の一番近くにいるから、一番早く世界が変わったって知ってただけ。わたしの場所に別の人がいたら、その人がやってたよ」

　そして、彼女がまっすぐに雄星の瞳を見つめた。

「スポーツの世界って厳しいよね。自分が新しく作った技術なのに、独占できないし使用料だってとれない」

　そう言われて、はたと気づいた。スポーツの世界は驚くほど厳しかった。先行者の技術が容よう赦しやなく盗まれて、解析されて、対策される。これほど開発者のことを時代遅れにしようと、躊ちゆう躇ちよなく集中攻撃してくる世界はそうない。だが、そのせいで、とてつもなく自由だ。

「くやしいけど、俺も他の人の作った技とか使って、ここまで来てるからなあ」

「そう言うと思ったから、先行者利益をパテントで確保できる分野でおさえといたんだけど。……ダメだった？」

「俺は恵まれてるな。環たまきがいろいろやってくれたのに、嫉妬してる場合じゃねえ」

　環が、にっこり笑った。

「そのダイモス増設計画の、起工記念のレセプションに呼ばれてるけど、来る？」

　幼なじみは、ときどきしぐさで気持ちをにじませてくる。いつもはやらない上目遣いで、雄ゆう星せいに答えさせるのは、たぶん甘えたいモードだ。そういえば、エンディミオン号に乗っているのに、しばらく通信でしか話せていなかったのを思い出した。




　ダイモスにも当然ホテルはある。その地下に催事ホールがあって、ダイモス２ツーの起工記念レセプションがそこで行われていた。

「それで、パーティにめずらしく来てたんだ？　ユウセー、こういうの絶対興味ないと思ったけど」

　レセプションの広々した会場に入るや、入り口近くでジュースを飲んでいたアデーレにからまれた。招待されていたのだ。こういうパーティの本質は人類が宇宙に出る前から同じだ。ビュッフェ立食スタイルで、自由に移動して歓談する。つまり、全員が立ったままで挨あい拶さつ回りをするのが目的のパーティだ。

　チームオーナーであるアントニオ・コンテの孫であるアデーレは、お嬢様でパーティ慣れしている。今日も背中の大きく開いたドレス姿で、肉をぱくついていた。

「アデーレだって、挨拶する相手もいないのに来てるだろ。家から何か言われたのか」

「言われなかったらこないよ！　一番時間がほしいときなのに、練習時間が削れるじゃん」

　アデーレが、運動したくてたまらないとばかりに、両手を上げてのびをする。パーティのざわめきの中では、乾杯より高く手をやる者はいないから、不穏なほどよく目立った。

　雄星にも、その気持ちはよくわかった。

「練習してえな」

　けれど、スーツを着たおとなたちに囲まれた環の姿を見ると、そばにいてやりたいと思うのだ。シックな紫色のドレスを着た彼女は、スーツ姿のおとなたちと正面からやりあっている。

「タマキは、よくあんなめんどくさいことやってるなって思う。シルバーハンズみたいな軍隊のしがらみがないチームは、アウェイでパーティによく呼ばれるんだよね。でも、一軍でも好きで出る選手すくないよ。……ファンだから呼んでるってわけでもないしね」

　雄星は、《コントラクター》のことで、スポーツ外の事情に翻ほん弄ろうされ続けた。今なら、この小学校の体育館ほどの会場に、巨大な権力が渦巻いていることも理解できた。

「ここでも勝負してて、ここで戦ってる皆に、世話になってるってことだな。フィールドの外に味方を作れるんなら、まあいいだろ」

　環は、雄星のために戦ってくれている。十七歳には背伸びした色を選んだのも、たぶん侮あなどられるつもりはないという意思表示だ。

　雄ゆう星せいは、窮屈なスーツの、環たまきが結んでくれたネクタイを直す。雄星も、《タカモリ・エージェンシー》の顔として挨あい拶さつをして、きっと彼女を助けることができる。

　だが、環のところに向かおうとする雄星の前に、大きくて美しいものが立ちはだかった。

　銀色に輝かがやく金属製のドレスを着た、身長二メートル三十二センチの女性だった。めりはりのきいた、流れるような黒い肌のシルエットを、磨いた金属の質感の布が飾っている。まるで女王かヒーローだ。百万人に見せても、その全員が、彼女はただものではないと答えるだろう。

「シルバーハンズからは、バカと野蛮人か。地元なのだから、ジェシーを出せばいいものを」

　カレン・フェニックスだ。

　だが、雄星よりも早く反撃した者がいた。アデーレは、名選手レジエンドにためらいなく喧けん嘩かを売る。

「うっわ。女なら誰とでも話を合わせられるジェシーとしか、パーティで会話できないんだ？　かっわいそ。ガーディアンズも、ダイモスの教導隊枠の代表なのに、なんでコミュ力のないゴリラ送っちゃったかな」

　ガラスの割れる音がした。カレンの手の中で、手の大きさのせいでショットグラスのように見えるウイスキーグラスが割れていた。最強フィジカルのカレンにとって、一般人向けの什じゆう器きは脆もろすぎる。

「調子に乗るな。子ザル」

「自分を仰あおぎ見てくれる人としかお話しできないって、恥はずかしいと思わない？　そのグラスを握りつぶすのをよろこぶ連中って、動物園の動物扱あつかいしてるってわかる？　会話してくれる人間の仲間に入れてもらえて、感謝するところでしょ。あなたのトーク力、最下層だけど」

　カレンが、生意気な小娘をぶん殴ろうかトーク力とやらを見せつけてやろうか、思案するようにアデーレを見下ろす。

「どこが最下層なのか、教えてもらいたいな。これでも、エンディミオン号でも何十回もゲストに呼ばれたかわからない身だ」





[image: ]






　カレンは、宇宙の誰もが知るスーパースターで、ガーディアンズの顔だ。ダイモス軍がこの件に力を入れているとアピールするには、カレンの出席が最善だということでもある。

「どこのメディアでも、自分語りと、ストライクフォールの話しかしないじゃん。だから、本拠地のレセプションなのに、ろくな顔見知りがいなくて、流れてきたんでしょ。普通、本拠地のパーティなんて、知り合いに挨拶してるだけで終わるのに。もっさもっさ食べてる余裕があるって、一軍でプレイして何年目よ？」

　まさかの正論だった。食べているだけの雄星にも痛い。

「俺も流れ弾だまが来た」

「ユウセーは、タマキが持ってきたスポーツ用具のポジだから。『さすがタマキはいいバット振ってるね』みたいなやつ。タマキのコミュ力は、太陽系一部リーグでしょ」

「ひでえ」

　アデーレの戦場勘は冴え渡る。それが、社交の戦場でも変わらない。

　だが、そのおかげか、カレンが苦笑した。

「バット扱あつかいよりは、ゴリラ扱いのほうが誇ほこりがある。そう言うおまえ自身は、サル枠か、それとも射撃訓練の的なのか」

「箔付け用の花でしょ。コンテは地球圏けんのメディアグループなのに、名指しで会社の役職持ってないわたし招待するんだし」

　カレンが、手に持った破片をコンパニオンロボットに手渡し、新しいグラスを受け取った。そのまま、豪快に一息に飲み干す。

「利益か……。ダイモスが十三個に増える。おまえたち金満の豚どもが引っかき回したせいで、軍は大混乱だ」

「火星の景気がよくなるって聞いたぞ」

　カレンが、再びコンパニオンを呼んで、ウイスキーをストレートで持ってこさせた。

「海賊が増えた」

　くいっと軽くあおって飲み干し、そっとテーブルに置く。大きくて強い女のその姿には、ただ酒を飲んでいるだけなのに、なにか厳粛なものがあった。

「去年の今頃に比べて、司法機関と軍の哨しよう戒かい部隊の殉職者は、三倍を超えた。景気がよくなれば、必要な犠牲だとでも言うのか」

　カレンが、グラスをさっきの空きグラスの隣に置いた。そっと、その縁を、しなやかで太い指でなぞる。

「豚どもののぼせた頭に、試合で冷や水をぶっかけてやる」

　カレンは雄ゆう星せいたちを嫌っている。それには、軍チームであるガーディアンズにも、海賊や反政府勢力との戦闘でエース撃墜王と呼ばれた彼女自身にも、たぶん正当な理由がある。

　雄星には、それをたたき伏せる理由があった。仲間と厳しい訓練を積んでいるからだ。そして、環たまきたちの、フィールドの外の努力に支えられているからだ。

「俺たちが豚かどうか、フィールドでわかることだ。それだけのものは、積んできた」

　強い横顔で、カレンが言った。

「誰だって、何かを支払って生きている」

　彼女はまるで巨大な巌いわおのようだ。すべての者にその身を見上げさせ、信じさせ、そうしないものには挑ませずにはおかない、巨岩の山だ。

「戦いが増えて、兵士は死ぬ。だが、ガーディアンズが勝ち続ける限り、兵士たちの誇ほこりは揺らがない。宇宙最高の教官たちに鍛きたえられたおのれは、絶対に強いのだと」

　おまえごときでは及ぶ要素すらないのだと、その目が語っていた。彼女が支払ってフィールドに積み上げてきたものは、血と命の重みに釣り合うほどに、すさまじいのだ。

　カレン・フェニックスが背負うものは、重い。何のために競技をするかという選手文化の土台から、彼女と雄星たちは、すべてが違う。

　それでも、萎い縮しゆくしそうになるおのれを、ハッと笑い飛ばす。

「そいつを、正面からぶっつぶしてやるって言ってるんだよ」




　パーティの二日後、シルバーハンズは火星の衛星フォボスのチーム、《ハルモニアース》との試合だった。

　火星シリーズの後半戦、ダイモスラウンドの第一戦だ。

《ハルモニアーズ》は、昨シーズンは九位と、十位圏けん内のティア１最上位層に入っていた。だが、今のチーム順位は十九位と、シルバーハンズよりも下位に低迷していた。散兵戦術への対応に遅れたせいだ。

　だから、ここで勝ち星をひとつは確保できる予定だったのだ。

　だが、試合開始直後から、シルバーハンズは予想外の強烈な抵抗に遭っていた。

　火星上空十四万キロメートル。衛星ダイモスの公転軌き道どうよりも遙はるかに遠い軌道に、四千キロメートルの立方体のフィールドは区切られた。

〈なにこれ、前の試合と別のチームじゃん！〉

　アデーレが、突っ込む隙すき間まもない猛射によって追い払われた。ハルモニアーズの機体が、重装甲のものに一新されていたのだ。編隊は、統制された射撃を浴びせてくる。しかも、前節までとはうって変わって、三機編隊の散兵による機動戦だ。

　新しいリンカーを含めて、前節から選手が三人入れ替わっていた。この全員が一軍登録されたのすら今週だ。なのに、射撃は正確で連れん携けいも万全だ。普通のスポーツではありえないことが、軍事教練から発達したストライクフォールでは起こる。

〈ユウセー、こいつらの機動、付け焼き刃じゃない。実戦で磨いたヤツだ〉

　ホーリーグレイル・アサルトに乗るアデーレから通信が入った。彼女は第一セットのリーダー機をまかされた。今日の発表で、ハルモニアーズ全機が装甲の厚い新型機に換装されていることが判明したためだ。

　敵が何をやってくるか読めないから、首脳陣は揉もみ合いに強いアデーレを第一セットに使った。

　前節までは散兵を使い切れていなかったハルモニアーズが、三機編隊五個による高度な連携をとっている。しかも、その防御的な連携にマッチした重装甲機で、相手の被害がずいぶん軽い。

「俺が前に出る。その間に、様子を見て対策を立てろ」

　だが、かつて戦ったホライズンズほどは、脅威だと感じなかった。防御的に距離をとって機をうかがうぶん、敵の火力の集中するタイミングが、今の雄ゆう星せいの感覚では遅いのだ。

　押されていても、こちらの戦線が崩壊するほどではない今のうちに、手を打ちたかった。

　だが、ジェシー・アインシュタインが、戦闘の機微を見てそれを止めた。

〈やめとけ。釣り出されてんだ。おまえに後ろで予備選力としてデンと構えられるほうが、連中はやりにくい〉

〈ジェシーの言うとおりだよ。向こうはユウセーを絶対狙ねらってこないよ。攻勢の先頭で、盾たて役をやって〉

　よほど火力を集中できない限り、雄星には撃うつだけ無駄だから、放置されてしまう。ホライズンズとの開幕戦で、トッププレイヤー六人に滅多うちにされて撃げき墜ついされなかったことは、伝説になった。だが、相手チームに《コントラクター・ブラックナイト》を相手にしないという、最適解を与えてしまった。射撃でも機動でもリンカーでも雄星は一軍の働きができないから、接近戦の間合いに入らなければたいした脅威ではないのだ。

　雄星は、僚りよう機きとして飛ぶアデーレ機を振り返る。アデーレは、彼にリンカーとしては動かないよう指示した。ネガティブになりかけて、頭を振る。アデーレは、相手の出方がわからないから第一セットから起用されたのだ。戦術判断の助けにはならない雄星に、チーム戦術の核である戦闘速度のコントロールを、この局面で任せるはずがない。

　エイジェイ・ロジャースから、チーム全体に通信が入った。

〈アデーレ、まだ動くな。連中の狙いが、読めた。装甲の優秀なマシンでフォーメーション並みの固さの守りを作って、隙すき間まを見せることで、そこを突破した敵戦力を包囲破砕したいんだ。機動防御だ〉

　それだけでは意味がわからなかった。ストライクフォールでは聞かない話だったからだ。エイジェイは、大学の名門チーム出身のエリートで、インテリなのだ。

　アデーレが交戦を止めて、各編隊に相互カバーを指示した。知る必要があると判断したのだ。

〈もうちょっと説明して〉

〈大昔の陸上戦のアイデアに似てるな。相手に見せかけの主導権を与えて、陣地を使って敷いた戦線よりも突出させて深く引き込んで、そいつを機動打撃力でモグラ叩たたきするのさ。慣かん性せい制御で、宇宙でも距離の調整がしやすくなったから、散兵式の機動防御が成立するってプランだ。重装甲の機体なら、防御陣地の役も、機動打撃力役もできるしな〉

　ハルモニアーズの運動は、互いをカバーしていて防御的だ。新型機《スパルトイ》の重装甲に、たぶんチル・ウエポンで衝しよう撃げき吸収能力が与えられている。今もシルバーハンズのレールガンが命中しているのに、目立ったダメージがない。

　雄ゆう星せいは、ぞくりと背中に鳥肌が立った気がした。ハルモニアーズの緊密な連れん携けいの中に、リスクをとってねじこめば囲んで叩ける編隊がある。エイジェイの説明通りなら、そこにシルバーハンズを突っ込ませることが、見せかけの主導権を獲らせるということだ。

　ぞっとした雄星が息を呑のんだ気配を察したか、エイジェイが言った。

〈ユウセイも見つけたか。あの、殴れると思った隙すきが、おれたちを攻撃させる誘いだ〉

「あえて乗って食い破るのは？」

〈そうできると思わせる戦術だ。リスクを取ると決断した後の、引き際の計算は間違えやすい。そうなったら、こっちが対応できないタイミングで打撃がくる〉

　シルバーハンズが攻め手を止めたせいで、試合が一転、隙をうかがうにらみ合いになった。

　アデーレの直ちよく掩えんに雄星とともにつくメリッタ・イズメイリが、話に加わってきた。

〈そんなにうまく行くもんかい？〉

　初めて見る戦況だけに、決断するための手がかりが必要だった。そして、それを戦場の機微から見つけられるのが、強いチームだ。

　ジェシーが、たぶん勘で言った。

〈何秒がリスクタイムだ？　機動防御ってのが決まったとして、絶対有利の時間は、慣性制御がある今じゃ作れて十秒だろ〉

　そして、鼻歌を歌いながら聴いていたアデーレが、ぽつりと言った。

〈そっか。あっちは、そのチャンスタイムが十秒成立したら勝てる準備があるんだ。ばーんって、こっちをいっぺんに三機くらい小破させちゃえば、フィールド内の戦力を回復する前に、勝負を決められるもんね〉

　ストライクフォールの選手交代ルールは、撤退と立て直しこそが難しいという、戦争に似せられている。試合中に損そん傷しようした機体は交換できないし、「交代選手がベンチに帰るまで、新しい選手は出場できない」。もちろん、試合はずっと止まらない。このシンプルなルールは、片方のチームが一度に一方的な大被害を受けると、試合を立て直せないほどの絶望的劣勢を招く。

　ハルモニアーズ散兵は、編隊同士で移動しながら、かならず遊軍編隊にカバーを受けられるよう機動している。幾何学的なそのコース取りを維持したまま前進することは難しい、完全なカウンター狙ねらいだ。

　シルバーハンズの散兵は、二機編隊を六つ、三機を一つ作る。散兵で一般に使われる最大の編隊数で、狙った編隊をすばやく囲んで殲せん滅めつできる。だが、編隊が二機と少ないため、逆撃が決まると大被害を受ける。そこからの挽ばん回かいに成功した試合はない。

「俺はどうしたらいい？」

　雄ゆう星せいの問いに、アデーレが一秒ほど沈黙した。そして、決意のこもった口調で言った。

〈ごめん、ユウセーじゃ無理。リンカーにシルヴィア出して。ハルモニアーズが逆撃に使う速度変化の限界をあぶり出すから〉

　そして、彼女が監かん督とくに選手交代を要よう請せいする。

〈みんな、しんどいと思うけど、常にハルモニアーズに優速とって！　速度域が上回る相手に、向こうの狙いは成立しないよ〉

　エイジェイが、慌てたように問い返す。

〈正気か？　低体温で足が止まるぞ〉

〈ストライクフォールは地上戦じゃない。フィールドでの空間の価値は、速度が決めるんだから。包囲を暴発させたら、敵の包囲時間も半分くらいまで減らせるよね〉

　雄星には、アデーレが言っていることがわからない。だから、歯がみした。それは、リンカーとしてこの試合を決定づけられるゲームメイカーは、彼ではないという意味なのだ。

　アデーレが、ここまでの話をかみ砕いてくれた。

〈えーとね。ハルモニアーズは、ストライクフォールのフィールドが広いことを利用して、シルバーハンズに踏み込ませた場所が孤立した死地キルゾーンになるように誘導してる。敵にクソ立地を摑つかませたいんだよ。だから、敵側の編隊が包囲を完成させたって、こちら側がキルゾーンをさっさと抜けられる速度を維持していれば、包囲がすぐ終わるわけ。そこまでうまくいかなくても、危険な時間を短くしちゃって、敵に戦果を渡さないことができる〉

　なんとか一軍に残っている一部リーグ有数の小物、カール・リンネが、通信で泣きを入れてきた。

〈だからって、本当にやんのか!?　タイミングはあっちまかせだぞ！　マジでこっちが全員へばっちまうぞ〉

　アデーレは、一度方針を決めると、思い切りがよかった。

〈全員へばるほど速度差を作らなくていいんだよ。速度差があるだけで、決定的なリスクタイムなんて短くなるじゃん。十秒から五秒に減れば、勝負できるっしょ〉

　十秒間で勝負をかける仕掛けで、蓋ふたを開けてみると五秒しか時間を作れない。そういう不利なギャンブルに誘い込むのだ。

「チキンレースだな」

　雄ゆう星せいがつぶやくと、アデーレが通信の向こうで得意げに笑った。

〈向こうは連れん携けいが成功する速度しか出せないけど、こっちはただ逃げるだけだよ。勝てるじゃん〉

　長いにらみ合いを終えて勝負をかける直前、チームから、軽い笑いが漏もれた。速度を上げるほど、連携のタイミングはシビアになる。訓練で、みんなが思い知っている。

　ジェシー・アインシュタインが、アデーレ編隊から大きく離れたポジションに入る。スーパースターであるジェシーが、最大のリスクを取ると決めたのだ。ジェシーは、ピンチのときほど楽しそうに笑う男だ。

〈やれよ！　ギャンブルがワリに合わなくなったら、引き取ってやる〉

　ベンチシップから射出された物体が、青白いスラスター光を伸ばした。シルヴィア・ファラデーがベンチ・シップから重力カタパルトで撃うち出されたのだ。

　白をイメージカラーとするシルバーハンズにあって、白みがかったスミレ色のシルヴィア機はよく目立った。リンカーは、他の機体と区別をつけるために、協議連盟からパーソナルカラーを推奨されるようになったのだ。

　交代でフィールドを去ったのは、小破していた正キラーのウェイロン・ヤンだ。

　シルヴィアが、静かな口調で指示を求めた。

〈アウトラインはベンチシップで聞いてきた。なんなりと指示しろ〉

〈なんでもしてくれるんだ？　だったら、あいつらの速度を抑えたまま、こっちの速度を上げられるだけ上げて〉

　アデーレが、軽く言った。雄星には、どうやったら達成できるのか、さっぱりわからない指示だ。

　だが、シルヴィアは、強い意志のこもった声でこたえた。

〈やってみせる。まかせてくれ〉

　それに応じられる実力を、ライバルは持っている。きっとそれだけのものを積み重ねている。

〈じゃあ、やって〉

　アデーレが、弾んだ声で言った。雄星は、奥歯がきしむほど歯を食いしばっていたことを知った。彼は期待を失ったのに、シルヴィアはリンカーとして認められていた。

　そして、シルヴィアが、フィールドに登場した。

　スポーツ実況が、シルヴィアの異色の経歴を紹介する。観客席でどよめきが起こる。スポーツを見に来た観客たちは、トライアウト入団試験ではなく研究所からやってきた選手をどう見ればよいのか、二試合めの登板になっても迷っている。そして、ポジションがリンカーであることが告げられて、どよめきが強烈な緊張に転じてゆく。

　ファンたちの祈りの中、シルヴィアのスミレ色のホーリーグレイル・アサルトが、最初のアクションを見せる。ハルモニアーズのリーダー機へと軌き道どうをとったのだ。

　クリクリ・リビエルとピエル＝ルイスの編隊が、シルヴィア機へと接近する。

〈焦らずに。君ならできるさ〉

　クリクリが、今日デビューのシルヴィアに声をかける。

　シルヴィアの決断は速かった。

〈リンカー機をおとりにする。連続攻撃をかけているように見せかけて、チームの半数を連続して加速しよう〉

　アデーレが、シルヴィアのプランを拾った。

〈わかった。その半数と、残りが接触して、慣かん性せい同調で一気に速度域を上昇だね。オーソドックスだけど、悪くないよ！〉

　アデーレが、雄ゆう星せいには即座にはわからないプランを出し、それを実行役のシルヴィアが微調整する。凄すさまじい速度感で、勝負どころが始まっていた。

　ハルモニアーズにしてみれば、編隊間の連れん携けいのど真ん中に、リンカーという大きな餌えさが入った。だが、警戒したか、すぐには食いつかない。強固な防御力を頼りに、しっかりと余裕をもって待ちの構えをとる。シルヴィア機は、エサに深く食いつかない。リーダー機に何の打撃も与えられないまま通り過ぎる。

　きれいなスラスターの軌き跡せきを曳ひいて、次々に、リンカーが加速した編隊がキルゾーンに飛び込んでは通過する。つまり、いつ閉じるかが、試合の勝負どころだ。

　雄星は、なにか貢こう献けんできることはないか、シルヴィアに対抗心を燃やしていた。だが、与えられた指示は、シルヴィアが加速したチームメイトに接触して、雄星も速度を揃そろえてもらうことだ。

　祈るような気持ちを抱えて、狭いコックピットの中で待機する。祈っているのは、事態の急変だ。それはつまりシルヴィアがトラブルに見舞われることだ。

「くそっ。しょうもないやつになってんなよ……。チャンスは、そういう摑つかみ方するもんじゃないだろ」

　雄星は、上半身を預けたダンパーを強く握りしめる。チームメイトから、雄星はこんな露骨に失敗を望まれたことなどないはずだ。

　役目を果たしたい。そう願うほど、自分の役目をしっかり理解できていないことが、嚙かみ締めた奥歯から血が滲にじむほど悔くやしかった。

　メリッタ・イズメイリとユエン・コーが、アンドリュー・ペインとファーデナント・ウッドが、続けてシルヴィアに接触して、速度を受け取る。

　雄ゆう星せいは、ハルモニアーズが仕掛けるタイミングは、ペインを狙ねらうときだとばかり思っていた。アデーレが飛び込むはずがないから、次のセットのリーダー機候補は望みうる最高のターゲットだ。だから、ペインまでが、攻撃を偽装してまんまと加速できてしまったことに驚いた。

「マジか!?　誰を待ってんだ？」

　思わず驚きの声を漏もらしたとき、ハルモニアーズが急速に動いた。

　四編隊目──エースのジェシー・アインシュタインがコンタクトした瞬間だった。そこが、ハルモニアーズの勝負どころだった。

〈なんでジェシー!?〉

　リーダー機のアデーレまで、驚きの声をあげていた。

　ジェシー・アインシュタインは手て強ごわい。ときどき素すっ頓とん狂きような失敗をしてファンにため息をつかせるが、叩たたき合いにもつれこめば、どのチームのスーパーエースだろうが撃げき墜ついする可能性がある。撃墜も被撃墜も多いシルバーハンズを代表する名選手レジエンドなのだ。

〈カーッ！　モテる男はつれえなあ。おかたい連中だと思ったら、勝負の華はなってもんをわかってる〉

　いつもは第一リーダー機をつとめるペインが、冷静に分析した。

〈サカるな、ジェシー！　やつら、シルヴィアの力量を測りかねて、加速のタイミングを失っただけだ〉

　アデーレが、天性のカンで勝負どころをかぎわけた。

〈あ、そっか。勝負のあやって、わかんないとこにあるね〉

　そう言うアデーレ機は、すでに加速した編隊と交差するコースにある。彼女は、チームでもっとも鋭するどい矛ほこであるジェシーに、狩りの時だと告げた。

〈ジェシー、包囲を脱出しないで十秒持たせられる？　この戦術、未完成だ〉

　ふたつの速度帯にわかれていたハルモニアーズの編隊群のうち、高速の編隊が、ジェシーの進路を巧みに阻んで低速の編隊へと押し付けた。それは、肉食動物の群れの狩りのような、奇妙に生物的な光景だった。

　だが、編隊の分離は、続く猛攻へのさきがけだった。

〈これが未完成だあ!?〉

　ジェシーが慣かん性せい制御で何度も軌き道どうを変える。

　それに同調したように、ハルモニアーズの編隊も同じ方向へ向かう。その速度と軌道は、ジェシーとほぼ同じだ。そして、ジェシーの退路を遮断した高速の編隊までもが、突然、相対速度をほぼゼロにした。編隊の一機が、即席のリンカー役を果たしたのだ。

　ジェシーが、生なま唾つばを飲み込む音がした。

〈ちょーっとばっかり、まずいかもな〉

　散兵戦術では、選手たちの軌道はバラバラになりがちだ。だから、救援がやってくるまで防ぎきるのは、ごく短時間で火力を集中された場合は、極めて難しい。

　散兵時代になってから、〝包囲〟という用語は、囲まれることではなく「速度域が近い集団によるランデブー接触での一斉攻撃や波状攻撃」という意味で使われるようになった。速度がまちまちの機体に位置的に囲まれても、囲まれた側も慣かん性せい制御で逃げやすくなり、かつてほど危険ではなくなったせいだ。逆に、リンカーの慣性同調による速度制御のせいで、近い速度帯での叩たたき合いが増えた。等速の機体に方向まで合わされてしまうと、相対速度がゼロになるので、お互いに宇宙で棒立ちの状態になる。この状態で複数相手に攻撃され、多勢に無勢になると撃げき墜つい必至だから、こちらを〝包囲〟と呼ぶようになったのだ。

　ハルモニアーズの〝包囲〟攻撃が始まった。ジェシーが、複雑な回避軌き道どうをとってそれを振り切ろうとする。

　救援は、容易には届かない。

　宇宙戦闘での〝距離感の遠さ〟とは、距離だけではなく、方向と速度の差だ。散兵戦術では、速度と方向が自由であるためばらけやすく、各機が〝狙ねらった軌道に入るまでの時間はかかる〟のだ。

　一秒、二秒と狙いはジェシーをとらえはじめ、三秒目からは立て続けに命中弾を喰くらった。光速のレーザーが、防御用チル・ウエポンの作動で、ジェシーの体から急速に熱を奪う。そして、防御手段を二種は積んでいない機体の、左腕を吹っ飛ばした。

　ジェシーを救援しようとした雄ゆう星せいのヘッドマウントディスプレイに、《行動禁止》の表示が大きく現れる。

　かわりに援護に入ったのは、相対速度を寄せてきたシルヴィアだった。

〈ジェシー・アインシュタインの軌道同調をもって任務完了とする。援護を開始する〉

　そして、包囲の口をこじ開けるため、シルヴィアの編隊が突っ込んだ。

　慣性制御の登場以前から、相対速度に差がないランデブー接触で数的優位をとられると、撃墜は必至だった。ジェシーがいるそういう必敗の構図に、シルヴィアが突入する。彼女が、慣性同調で速度と軌道を大きく変化させれば、相対速度が揃そろってしまっている敵が追いすがることも不可能だ。

　観客たちは、シルヴィアが、雄星がやるように強引に突っ込んでジェシーをかっさらうのだと想像した。

　だが、違った。

　シルヴィア機は、正確な射撃で、ジェシーを包囲するハルモニアーズ機を背中から撃うったのだ。スラスターを全速力で噴ふかしたストライクシェルの体当たりよりも、レーザーのほうがずっと速い。当たり前のことだ。

〈いいタイミングだ！〉

　近い〝距離感〟の叩き合いだから、ハルモニアーズ側にもリスクがある。隙すきを見み出いだしたジェシーが、逆襲する。シルヴィアに撃うたれた敵機にすかさず追撃を与えて、撃げき墜ついしてしまったのだ。さらに、わずかに薄くなった包囲に機体をこじ入れる。

　そして、アデーレが要求した十秒が訪れた。

　これが未完成だと見抜いたアデーレの慧けい眼がんこそ、見事だった。次の展開がわかっていたから、ハルモニアーズは急加速を始めた。離脱のために異なる速度と方向を維持していた自軍リンカーに接触しようとしたのだ。

　だが、間に合わない──。

　──だから、観客の目線でもきれいに決まる。

　花火のように宇宙に散った輝かがやきが、接近していた。

　シルヴィアのプランは、第一段階でチームの半数を加速し、第二段階で加速した機体と残りを慣かん性せい同調させて、一気に上の速度域にのせることだ。

　今、同じ速度域──〝距離感〟をもったシルバーハンズの面々が、ハルモニアーズに逆襲する。つまり、攻撃側の速度域がぴたりと揃そろった、完かん璧ぺきに統制されたカウンター攻撃だ。

　ムバラク・シャフィークが、感嘆した。

〈なるほど。散兵戦術というのは、こう勝てばいいのか〉

〈こりゃ気持ちいい勝ち方だ。ひさしぶりじゃない？〉

　クリクリ・リビエルが、楽しそうに、逃げ遅れたハルモニアーズを叩たたき落とした。

　窮地を脱したどころか、大逆転だった。

　実況アナウンサーが、茫ぼう然ぜんと声を漏もらしていた。

〈マジか……。ついに、シルバーハンズにまともなリンカーが入ってきた〉

　急速に発展しつつある散兵戦術で、リンカーの仕事とは、チームの速度と方向を制御することだ。撃墜されないだけの脳筋ではない、チームの司令塔としてはたらけるリンカーが、ついにシルバーハンズに加入したのだ。

　観客が熱狂していた。

　チームに、新しいスターが生まれたのだ。

　雄ゆう星せいは、勝利を前にして、身を裂かれそうな嫉妬に叫び出しそうになった。シルヴィアには、雄星にはどうしても届かなかった三十秒後のフィールドが、きっと見えている。視野の広さ、頭の回転の速さ、戦術判断の正しさ、雄星が練習しても手に入らないものを、ライバルは持っていた。




　ハルモニアーズ戦は、セットカウント二対〇で、シルバーハンズが勝利した。二セット目の途中でシルヴィアが交代したものの、押し切ったかたちだ。

　連敗を止めたシルヴィアは、チームにその実力で居場所を獲得した。ハルモニアーズ戦後のデブリーフィングで、シルヴィアの席がペインの隣に用意されていた。

　フォックス・アルバ監かん督とくが、最初にシルヴィアに触れた。

「まずは、シルヴィア・ファラデー。期待通りの仕事だった」

　シルヴィアが、無表情なその頰ほおを紅こう潮ちようさせ、わずかに口元をほころばせる。

「ありがとうございます」

　アルバ監督が、続けて、最初の攻撃を行った二人を賞した。

「ファラデーに合わせたクリクリ、ピエル＝ルイス。いいパフォーマンスだった」

　そして、今回の殊しゆ勲くん者を褒め称えた。

「ジェシー、よくやった」

　監督は褒める役、ブラバッキー副監督が戦術についての総括と、分担ができている。

「リンカー戦術の威力を、よく体感できただろう。今年発展しつつあるリンカー戦術に、ようやくわがチームも追いつく条件が整ったわけだ」

　ブラバッキー副監督が、ペンライト型の端末のスイッチを入れる。ブリーフィングルームの照明が落ちて、暗くなった室内に試合風景が立体投影された。

　ジェシーが耐えているあいだに、シルバーハンズが十二機で一気に速度を同調させた、この試合を象徴する光景だった。

「このカウンターで、勝負は決まった。ジェシーがハルモニアーズの大半を拘こう束そくしている間に、わがチームの八十パーセントの機体が同じ速度帯に入った。その後、ハルモニアーズが逃げるも追いつかず、三十秒で四機のクラッシュを獲得。試合を決めた」

　選手交代で試合が止まらないストライクフォールでは、四分の一の機体を一度に失ったら、勝負はほぼ終わりだ。

　ブラバッキー副監督が、勝利を嚙かみ締めている選手たちに質問した。

「観客は、会心の勝利だとよろこべばいいが、おまえたちは違う。答えを用意しておけということだ。なぜこんな一方的な状況が現出して、おまえたちがもしもハルモニアーズの立場なら、どうすればこれを避けられた？」

　浮かれていたムードが一変する。散兵戦術が今シーズン、驚異的な勝率をあげているのは、まさにこういう挽回不能の一撃を与える能力があるからなのだ。つまり、シルバーハンズもこういう負け方を数回経験している。

　ペインが、苦い敗北から戦訓を口にした。

「包囲を始めた段階で、リンカーに、逃走準備のために加速させとくべきだった。包囲は、標的を落としきれないと判断した時点で、早めに見切りをつけて仕切り直ししたほうがいい」

　第二リーダー機をまかされたアデーレの意見は、真逆だった。

「違うよ。包囲したのに十秒もかけて落としきれなかったから、シルバーハンズのカウンターに捕まったんだ。散兵は、最高のリターンを得るために、リスクをとる戦術だよ。リスキーな攻撃で失敗したらカウンターで大ピンチになるのなんて、どんなスポーツでも一緒なのに、決定力下げる運用してどうすんの？」

　アデーレは、チームの殺意系ヒロインだ。

「リスクを支払う以上は、必ずリターンをとりきれるようにやるんだよ。安全を求めるなら、散兵で包囲なんか、最初からやるべきじゃない」

　彼女は、誰よりも狩りに熱心だ。堅実にリカバーを考えるペインと、大きくリターンをとろうとするアデーレは、まっこうから方針がぶつかる。

　今日は、ブラバッキー副監かん督とくは、もうひとりに意見を聞いた。

「ファラデー。おまえはどう考える？　どう考えて、あの試合で十二人によるカウンター戦術を提案した？」

　シルヴィアが、よどみなく答えた。

「今日の試合での、ボクの最大の武器は、相手に知られてないことだった。それをもっとも有効に使う方法は、最初の一発で最大のリターンをとることだった」

「あれは、決まりこそしたが、失敗すれば敗北する、きわどいプレイだった。アデーレのような、勘で動くリーダー機でなければ、提案を却下したことだろう」

「勝算はありました」

　シルヴィアは、それが何かを聞かれても、総合的な判断としか答えなかった。そして、頑として譲らなかった。

　微妙な空気になりかけたところを、先に進めたのは、ブラバッキー副監督だった。

「ハルモニアーズは、攻防に関わる選手の速度を組織的に揃そろえた。これは、散兵の機動力で状況を整えて、従来型フォーメーション戦術の固い守りと攻撃力による包囲攻撃で勝負を決める、ハイブリッド戦術を開発中だと見るべきだろう。だが、先の試合では、この新しい散兵型の包囲戦術の欠点が出た」

　雄ゆう星せいは、ブリーフィングでわからない言葉があると手を挙げて質問するようにしていた。

「欠点ってのは？」

　副監督が、立体映像の上で、ハルモニアーズのカバー範囲とその外を塗り分けた。

「包囲の外にいる敵機が、何の脅威も受けずフリーになるということだ。同じ速度帯で大きな戦力を集中運用すれば、当然、その外が薄くなる」

　ハルモニアーズの包囲範囲には、ジェシーだけがいて、他の十四機はすべてその外だ。今日の試合で、決定的な動きは、すべてこの〝外〟のエリアで行われた。

「今回は、ハルモニアーズが、こんなにも広大なフリーのエリアを十秒間も作った。このせいで、シルバーハンズは相手より高速の状態で連れん携けい攻撃するという、セオリー通りの攻撃ができた。普通の試合では、そうならないように速度を互いに上げ合う。だが、ハルモニアーズは機動打撃力を温存しすぎた結果、包囲の外をフリーにして、われわれが速度を好き勝手に上げることを許してしまった」

　ブラバッキー副監かん督とくの言う「相手より高速の状態での連れん携けい攻撃」は、雄ゆう星せいにもよくわかる。自分たちより速い速度域の相手に囲まれると、主導権をとられ続けて連続攻撃を受けるうえに、逃げることもできない。宇宙機は、慣かん性せい方向と足し算になる方向に推進ベクトルをとらなければ速度が上がらないため、逃げる方向すら読まれてしまう。できることがなくなるのだ。

「ハルモニアーズのほうが、われわれにセオリー通りの連携を喰くらうことになった。総崩くずれになるというものだ」

「シルヴィアとの出会い頭にハルモニアーズがミスをした、敵失で勝ったって言いたいんだろうけどよぉ」

　ジェシーが肩をすくめる。

　ブラバッキー副監督が、帽子のつばを指でわずかに下げる。

「ハルモニアーズは独自戦術の戦訓を積んで、シーズン中により洗練させるプランだったのだろう。今回は失敗だったが、この戦術は打撃戦力をいつ投入するかの見極めが難しい。だが、ノウハウが蓄積されれば話は変わってくる。次はこううまくは行かないと思え。われわれも、リンカー戦術を、完成度が中途半端な状態で持ち込めば、ひとつの想定外がきっかけで敗北する。今日の敵のミスを笑うな。次節でのわれわれの姿だぞ」

　そして、戦術検討を締めくくった。

「自分たちがハルモニアーズならどうするべきだったか、おまえたちの中で答えは出たな？　対抗して、チーム全体で機体速度を上げるべきだったというのが、ひとつの解答だ。こちらの包囲が成立しない可能性があっても、隙すきを狙ねらう敵に、攻撃はリスキーだと伝える駆け引きができた。シルバーハンズは自由を制限され、フリーとは到底言えなかっただろう。おまえたちは、日頃から、常に頭を使ってプレイしろ」

　そして、カークマンヘッドコーチが、明日からの練習メニューを発表した。

「これから、シルバーハンズは、一般的なリンカー戦術の開発競争に参加する。シーズン途中ではあるが、新しい戦術を叩たたき込むために、シミュレーターでの合同練習時間を増やす。わかったな！」

　選手たちが、力強く、了解の声をあげる。

　今日、シルヴィアは、幸運に助けられたとはいえ、チームの方向性を変えた。シルバーハンズは、正統派のリンカー戦術で勝てるチームになる。

　雄星は、今の試合後の空気で、チーム戦略の中で立場を失ったことを知ったのだ。







第二章







　雄ゆう星せいは、鮮あざやかな勝利がひとりの少女を一晩でスターにするさまを見た。

　火星にもシルバーハンズのファンはいる。この星にいくつもある強豪チームではなく、スポーツの誇ほこりを背負って戦う白騎士たちのファンは、熱狂的だった。シルバーハンズが逗とう留りゆうしているダイモスに、翌日から三千人以上もの人々が渡航してきたのだ。

　安全のため渡航を制限しつつも、ダイモス政府は滞在券を発行した。火星との交流を深めたいエンディミオン号の行政セクションも、それを許容した。

　雄星は、シルヴィアを一眼見ようと、練習用に貸与された宇宙港まで集まっているファンから、そっと遠ざかる。

　ダイモスは歴史ある衛星だから、宇宙港は複数ある。だが、なにせダイモス自体がちいさい。街路が狭いうえに目当ての場所はすくないから、局地的に人の密度が明らかに上がってしまう。

「こりゃダメだ。今日はクラブハウスに、もう近づけねえ」

　選手入り口では、チームの午後練習組の自動バスが、入るのに苦労している。今日は半日練習で、雄星たち午前練習の組はまだマシだったが、シルヴィアたち午後練習のメンバーはたいへんなことになっていた。

「こりゃ、自主練に戻るのは厳しいかなあ」

　サングラスで美貌を隠したアデーレが、呆あきれた声をあげていた。彼女も午前練習だったのだ。チーム練習が終わって昼食をとり、シミュレーターを使おうとしたら、このありさまだ。

「エンディミオン号に戻ったほうが、まだマシだろうな」

　選手の特別パスを使えば、二時間もあれば都市宇宙船に戻れる。

「ユウセー、がんばってリンカーに復帰してよ。わたし、ファラデーって子と、たぶんセンスあわない」

　恨めしそうにアデーレに要求された。アデーレも、ここ数日はカークマンヘッドコーチに怒られ通しだ。というのも、アデーレと雄星はどちらも超好戦的で、センスで試合をしていた。だが、シルヴィアは経験のなさを理屈に忠実であることで補っているから、アドリブの多い戦術や機動についてきてくれない。

「俺はシルヴィアに勝つけど、それまでリンカーはあいつだぞ。火星シリーズは、次はガーディアンズだ。話し合っとかないと、無理だろ」

「やったよ！　でも、自分はスタミナバカじゃないから、ついてけないって。まあ、そうなんだよね。そこは認める。わかるけどさー。理屈通りにやって勝てるなら、みんなそうするっての」

　めずらしいアデーレの愚ぐ痴ちだった。

　気分転換するように、彼女が軽くのびをして、言った。

「もういいや。体、うごかそ。ここの三番宇宙港だね」

　車を探そうとしていると、サングラスをかけた、二メートルを超える長身でドレッドヘアの黒色人種の選手が、こちらに近づいてきた。チームの攻守の要、エイジェイ・ロジャースだ。

　磨いた鋼のような体を、しゃれたスラックスとジャケットに包んだエイジェイの、足取りは軽い。

　後ろに、細身で手足の長い白人の男が、ついてきていた。金髪の癖っ毛に太い鼻び梁りようの、男っぽい二枚目であるはずなのに、卑屈な面構えのおかげで小物に見える、カール・リンネだ。有名選手であるエイジェイが騒がれていないのは、一軍選手のオーラがないカールがそばにいるせいだ。

「チンピラくせえな」

　雄ゆう星せいは思わず本音を漏もらした。

「先輩に、ずいぶんな言い草じゃねえか」

　カールが、シルバーをじゃらじゃらさせた右手で、これ見よがしに拳こぶしを握る。だが、殴りかかってはこない。いろんな意味で有名選手になった雄星と、長いものに巻かれる達人であるカールの間で、格付けがもう済んでいた。

「おめえだってシルヴィアのやつに目にもの見せてやりてえよな。だいたい、みんなトライアウトやらドラフトやらで、苦労してチーム入りしてんのに、研究所から買われてきた？　不公平ってやつは、たださなきゃなんねえ」

　カールに言われて、はっとした。自分もどこかで、シルヴィアに嫉妬していたのだ。

「俺は──」

　アデーレは、カールがそこにいることすら無視していた。第二リーダー機に抜ばつ擢てきされた彼女におこぼれをもらおうと、カールが一時期親友アピールをしたのを怒っていたのだ。

「エイジェイ。午後練習はいいの？」

「おいおい。まだ無視すんのかよ？　もう謝っただろ──」

「うっさい」

　エイジェイには、荒ぶるアデーレに触らない賢明さがあった。

「午後は、シルヴィアを中心にリンカー戦術の研究だそうだ。副監かん督とくが考えてた戦術を、中軸といっしょに検討するそうだ。シルヴィアに戦術をフィットさせるための時間だから、おれたちは、こなれてからだな」

　雄星にとっては、聞き捨てならないところがあった。

「エイジェイ。あんたは、中軸だろ」

「いや、わたしも中軸だから」

　アデーレが、雄星の背中をぶったたいた。バンと、通りに音が響く。彼女は、ふざけるときも全力なので、世界一かわいいゴリラにじゃれつかれるのと、あまり変わりはない。

　シルヴィア目当ての見物客が、こちらに気づいた。最初に見つかったのは、もちろんエイジェイだ。

　シルバーハンズのキャップをかぶったファンの女性が、エイジェイを指差して悲鳴をあげた。そのとき、宇宙では珍しいスポーツカーが、雄ゆう星せいたちのすぐそばに滑すべり込んできた。

　助手席のドアが開いた。運転席には、垂れ目のスタープレイヤーがいた。荒々しく、激しく、要所では繊せん細さいな不動のエース、ジェシー・アインシュタインだ。

「乗れよ」

　雄星は、助け船に、一も二もなく乗り込んだ。後部座席に、ほっとした顔のエイジェイと楽しそうなアデーレが飛び込んでくる。カールが置いていかれそうになって、慌てて転がり込む。

　前輪四輪、後輪四輪の、八輪駆動の車輪はその場で三百六十度の旋せん回かいすら可能だ。加速性能は、衛星内で許可される限界ぴったりである、時速百キロまで二秒だ。タイヤは磁力で強固に車体を設置させ、条件次第では宇宙コロニーの外壁を踏破する。

　まったく無意味な性能だ。だが、限界まで力強く、無意味に格好いい。ジェシー・アインシュタインという選手にぴったりの車だった。

　ダイモスのフロアは民間層が三十層ある。そのうち、車で移動できるのは十五層だ。モーター音で大気を痺しびれさせ、タイヤの摩擦痕を道路に残しながら、五つ階層を降りた。

　停車したのは、こんなところがあったのかと、目を剝むくほどさびれたエリアだ。街路には中小企業の工場が立ち並び、多くの人がホコリと土で汚れた服を着ている。現場の労働者の区画だと、容易に想像できた。

「降りろ。面白いものを見せてやる」

　ジェシーが車のドアを開ける。そこには、広大な廃物置きに隣接したガレージショップがあった。ダイモスで使っていた重機や、さまざまな廃品、あるいは周辺の宇宙空間を漂ただよっていたジャンクが、廃物置きにうずたかく積まれている。

　ダイモスの第一印象が、環たまきと行った中枢フロアだったから、大きな機械音の響くそこが新鮮だった。

　雄星は、ジェシーがプロフィールではダイモス出身になっていたことを思い出した。

　エイジェイが、床に転がっていた金属の塊かたまりを手に取った。

「衛星のリサイクル区画に入ったのは初めてだな」

　ストライクシェルの指先パーツだった。エイジェイが、それを手近な台の上に置く。ストライクシェルは、太陽系大戦で普及して、今では民間でも工事などに用いられている。火星の衛星でなら、普通の重機よりもありふれていたのかもしれない。

「《ナイツ・オブ・ラウンド》じゃん！　こんなのどうしたの!?」

　アデーレが、ジャンクの山にもたれかかる、錆さびた白の巨人に駆け寄る。雄星も子供の頃カタログで見た、二十四年前のシルバーハンズのチーム発足当時の主力機だった。

「誰の機体かなー。これ、操縦槽コツクピツト開けていい？」

　雄ゆう星せいも、アデーレに続いて、我慢できずに見物に向かった。防御用チル・ウエポンが機体すべてを覆っていなかった時代、機体は金属製だった。溶接がきかないチル・ウエポンを、接着剤で留めていたため、主要部には白く跡が残っている。

「肩にナンバー入ってんな。九番ってこたぁ、アルバ監かん督とくの現役時代のやつかな」

「フォックス・アルバは《ナイツ・オブ・ラウンド》乗ってないでしょ。《ヴィヴィアン》になってからだよ」

　アデーレは、さすがにオーナーのコンテ一族なだけに、シルバーハンズのことにくわしい。

《ナイツ・オブ・ラウンド》は歴史的名機だった。ストライクフォールが始まった当時、地球の宇宙作業従事者は、宇宙生活者から技量で劣るとバカにされがちだった。それを、シルバーハンズのファーストシーズンの奮闘が、ひっくり返した。

　このシーズンでは、リーグの選手たちは軍用機を流用していた。そこにシルバーハンズは、スポーツの時代の旗を掲げて、独自開発の《ナイツ・オブ・ラウンド》で殴り込んだ。誇りある白プラウド・ホワイトを背負った十五機の騎士たち。チームの伝説とともにあった機体だ。

　ゆっくり歩いてきたジェシーが、懐なつかしむように垂れぎみの目を細めた。

「ジャンクを拾ってきたのさ。俺が、五年かけて組み立てた」

　驚いて後ろを見る。ジェシーがいた。隣には、エイジェイも、顎あごをこすって笑顔で見ていた。

「《ナイツ・オブ・ラウンド》は、実物を目にすると、かなり違うな。技術が若いから、どこもかしこも補修だらけだ」

　古い破損したマシンの腕の前で、ジェシーが子どものように目を輝かがやかせている。

「このジャンクは、第五シーズンのダイモスの悲劇んときのデブリだ。試合後にごみあさりスカベンジヤーが一万人以上で船外活動して奪い合ってたから、死ぬかと思った。何十人か死んだんじゃねえかな」

「初期の火星ラウンドは、今の感覚だと考えられないくらい、ひどかったな」

「火星圏けんでも、中継むちゃくちゃ盛り上がったけどな」

　ジェシーとエイジェイの話に花が咲いている。二十代後半の彼らは、ストライクフォールがまたたく間に宇宙最高のスポーツになった、黎れい明めいの時代を体験している。

　雄星にとっては、憧あこがれたスターが、ストライクフォールの与太話をしているのが、楽しかった。

　ジェシーが、戦いきった《ナイツ・オブ・ラウンド》に手を触れる。

「あの頃は、軍や警察に、下層フロアは不法居留区扱あつかいされてた。で、あの制服連中が頭っから小便かぶったみてえなしけたツラしているなと思ったら、シルバーハンズが勝った日だ。いつか、おれもこいつに乗って、軍チームを叩たたき潰つぶしてやるってな」

　大スターにとって、この白い騎士が、ヒーローだったのだ。

　雄ゆう星せいも、記憶の中の救い主の面影がないか、機体をじっと見る。

「俺は十年前に、ストライクフォールの選手に助けられた。白い機体だから、シルバーハンズだと思うけど、この機種じゃねえな」

「マジかよ」

　雄星の鉄板ネタに、ジェシーが乗ってきた。かつて雄星たち兄弟は、宇宙船の大事故に巻き込まれて、脱出艇で宇宙を漂ただよった。そのとき、救助してくれたのは、練習中の選手だったのだ。

　ジェシーが、ふと思い出したように言った。

「……いや、ヒデにも聞いたな。月・地球航路の《ファラオズ・ドーター》号だろ。あのへんなら、シルバーハンズかもな。《ヨセミテ》に救助要よう請せいが入って、一軍の選手が足をのばすことも、あっからな」

　出てきたのは、懐なつかしい二軍練習場がある宇宙コロニーの名前だ。

「初耳だ。ヒデは、なんで教えてくんなかったんだ」

　三年かけてシルバーハンズの一軍へ上り詰めた弟は、いろんなことを知っていたはずだ。不穏な気配を感じたとき、後ろから首に腕を巻きつけられた。そのまま、ヘッドロックをかけて、アデーレが雄星の頭を引き摺り下ろそうとする。

「なんの話？　ユウセーは、わたしに秘密にすることがあるの？」

「いだっ、マジいてぇ！　なんで深い仲みてえな空気出してんだよ」

　痛かった。それ以上に、同い年の美少女に、頭を脇に抱え込まれていることが、気恥はずかしかった。

　過剰なスキンシップを、ジェシーに呆あきれられていた。

「おまえな。そんな愛情表現じゃ、あのタマキと勝負んなんねえぞ」

「じゃないって!!　仲良くなって一年近くになるのに、知らないのって、こう、イラッてくるんだよ！」

　アデーレが弁明しながら、雄星の頭ず蓋がい骨こつを締め付けてくる。環たまきの名前を聞いたから、あの幼なじみならしない濃密なボディコンタクトに、アデーレの体温を意識してしまった。

　雄星につられてアデーレまで微妙な空気になっていると、工場から怒鳴りつけられた。

「うるさいぞ！　ここは観光地じゃねえ」

　両手足を銀色の義ぎ肢しにした、片目が多目的義眼の老人が、奥から大股で歩いてきたのだ。油染みだらけのシャツはボタンを三つも開け、いかにも頑丈そうなオーバーオールのデニムを着ていた。

　その老人を見て、ジェシーがにやりと口角を吊り上げる。

「じじい。生きてるか」

「放ほう蕩とう息子！　里帰りか!!　シーズン中にめずらしい」

　老人が、ジェシーの肩をやさしく叩たたいた。




　老人は、ウィリアム・アインシュタインといい、アインシュタイン・ラボというちいさな会社を経営していた。倉庫に工作機械を持ち込み、修理したものらしい売り物を並べた、廃物屋だ。店の前に積まれていたものは、材料の山であり展示品だった。衛星内部の環境では、外置きしても紫外線や雨での劣化はしない。

「親父さんっすか」

　雄ゆう星せいのつぶやきに、ウィリアム老人が笑って返した。

「養い子だがな。誰が見ても似とらんから、隠すことでもない」

　ジェシーが連れてきた雄星たちのことを歓迎してくれていた。

「ほぅか、ほぅか。シミュレーターな」

　老人が倉庫の奥へと、金属義ぎ肢しの作動音をあげながら歩いてゆく。表の作業スペースの奥の扉を開けると、雄星たちを招いた。

「こっちこい。うちに、こいつがあることは、ないしょだぞ」

　雄星は、宝物の山にわけいるようで、わくわくしながら一歩踏み出す。

　アデーレがまったく同じタイミングで前に出ようとしたものだから、肩がぶつかった。その距離感が、心地よかった。

　ドアの奥には、同じくらい広い作業スペースがあった。こちらは、加工された品が中心だった。奥の壁に、ストライクシェル用のハンガースペースがあり、組み立てられたストライクシェルがそこに鎮座していた。

「なんだ、あれ」

　見たこともない機体だった。アデーレは、気づいたことがあるようだった。目が爛らん々らんと輝かがやいている。

「上半身はたぶん《ワイバーン》で、腰の部分だけ《ヴィヴィアン》？　脚はわかんないや」

　言われてみれば、腰の部分は《クエスター》より一つ前のシルバーハンズの制せい式しき機だった《ヴィヴィアン》だ。

「ジャンク組み上げて、オリジナルのストライクシェルとか、作っていいものなのか？」

　雄星が思わず漏もらした疑問に、ジェシーが返した。

「いいわけねえだろ」

　エイジェイも、さすがに驚いていた。

「まさか、動くとか言わねえよな」

　ウィリアム老人が、ジェシーそっくりに、にやりと笑う。

「さあ、どうだかな」

「……マジかよ。くそヤバイやつじゃねえかよ」

　カールが、もっともな怯おびえ方をしていた。戦場跡から戦車のパーツを盗んできて、動く戦車を作るやつがいたら、そいつは趣味人というより狂人だ。軍のチームでは軍用機を使っているから、ストライクシェルでもそこは同じだ。

「ヤバイに決まっとろう。……おっと。守秘義務が守れんなら、返さんぞ」

　自動ドアをウィリアム老人が閉める。小心者のカールが、助けを求める顔になる。

「やめてやれ、じじい」

　ジェシーが、手製ストライクシェルの足元にあったものに近づくと、不織布の覆いを剝はぎ取った。それに、この場の全員見覚えがあった。

「シミュレーター!?　おいおい、さすがにバレると逮捕されるやつだろ」

　エイジェイも、お手上げだと両手をあげていた。

「じじい、今シーズンの火星ラウンドで、脱落した機体の横流しが、そろそろ出てきてんだろ」

「阿あ呆ほうが。あるわけなかろう！　いくら今シーズンのクラッシュが多いと言うても、慣かん性せい制御機の機密レベルを考えい。全チームどこも防諜祭りじゃ」

　ジェシーとウィリアムの言い合いをよそに、雄ゆう星せいはうずうずがもう止まらなくなっていた。

「このシミュレーター、ひょっとして、使えるのか？」

　そう、ここには、これと同じサイズで覆いのかかった装置が、もうひとつある。

　エイジェイが天を仰あおいだ。

「おまえら。ここの話、絶対外で話すな。不祥事でいろいろ吹っ飛ぶぞ」

　チーム用物資の扱あつかいは、どのチームでも気を遣っている。火星や木星ではゆるいという話はあるが、これは間違いなく重要機密レベルだ。

「おれが連れてきたんだ。そんなつまんねえことしねえよな」

　ジェシーが、腰の引けていたカールの首をつかまえる。

「もちろんじゃないっスか」

　カールが、卑屈に笑って返す。

　雄星はといえば、ただ素直に驚いていた。

「火星圏けんじゃ、軍人でなくても軍用のシミュレーターを使える場所があんのか。火星の選手が強いはずだ」

　彼がユースチーム時代に通っていた民間の練習場は地上にあり、宇宙空間にすら出られなかった。火星圏の充実ぶりは、比較にならないと思った。そして、ジェシーは、ここで実力を養ってスター選手になった。

　ジェシーが、雄星の目をまっすぐに見た。

「これが火星ってことだ」

「ここが特別じゃないの？　コンテ家でだって、軍用品は手に入らなかったよ」

　疑うアデーレに、ジェシーが返す。

「マシンの性能に左右されるスポーツで、カネ持っている地球圏けんのチームが火星や木星に負けるのはな。インフラそのものが負けてんだよ」

　雄ゆう星せいは、そう聞くと、もう居てもたってもいられなかった。

「使っていいスか？」

　答えを聞かずに、シミュレーターのドアを操作する。空気が抜ける音がして、卵形のシミュレーターが開いた。

　めでたく一番乗りを果たした雄星に、カールが感心していた。

「おめえのそういうとこ、尊敬するわ」

　もうひとつのシミュレーターには、アデーレが歓声を上げて飛び込んでいた。

　雄星は、シートに備そなえ付けられていたグローブとヘルメットを装着する。ヘルメット内側のディスプレイに、起動方法がガイドされた。

　音声キーで、シミュレーターを起動する。ドアが閉ざされ、気圧が下がる。

「軍用は、起動手順めんどくさいな」

　初めて使う軍用シミュレーターが、未知の世界に触れるようでたまらなかった。本当は、軍用品をいじって楽しむのは、不謹慎なのかもしれない。だが、雄星も、アデーレもテンションの目盛りゲージが振り切れていた。

〈慣かん性せい制御機だー！　どこのだろ。うわ。スクレイパーズじゃん！〉

　通信機から、もう一台を起動した彼女の歓声が聞こえた。ヘルメットに浮かんだのは、火星のチーム、スクレイパーズのエンブレムだ。

　つまり、このシミュレーターで、スクレイパーズの選手がどんな仮想敵と戦っているかを、体験できるのだ。雄星のデビュー戦で戦った火星の軍チームが、どんな敵を想定しているかには、大いに興味があった。

「戦闘モードの変更は、こいつか。……なんだこれ。宇宙海賊？」

　通信で、もう一基のシミュレーターにいるアデーレが話しかけてきた。

〈それでいこっ！　宇宙海賊との戦闘シミュレーションなんて、軍用だけだよ。そんなの〉

　雄星は、シミュレーターを視線で操作する。

「それもそうか。……えーと。スクレイパーズの機体は、……今年のモデルだ。ちゃんと慣性制御機になってるな」

〈小隊長機はわたしやる！　ユウセーはリンカーやる？〉

　海賊掃そう討とうモードを起動した。カウントダウンが始まる。

　ミッションスタートすると、すぐにオペレーターから指示が来た。火星から木星への航路に横たわる小惑星帯メインベルト、もっとも海賊が多い難所で、輸送船が襲われているのだ。パトロール中の外惑星巡航艦で輸送された一個飛行中隊、十五機でそれを救援するのが、雄星たちのミッションだ。

「さすが本格的だな」

〈重力カタパルトの初速は最大にしちゃうよ。海賊に逃げられちゃう〉

「五〇〇Ｇで四十秒って、人間死なないか？」

〈ベンチシップの射出方式で、仮想レールが長くなるだけだし、緩衝あるからイケるでしょ〉

　現場に最も近かった大型巡航艦の重力カタパルトから、ミッションチームは全員撃うち出される。巡航艦の速度にさらに秒速二百キロを足した秒速八百キロもの超高速で、九百秒かけて現着する予定だ。わずか八分弱で地球から月に着いてしまうむちゃくちゃな速度だが、火星圏けんではこの速度ですら十分ではない。火星から小惑星帯まで行くなら、一番近い入り口の端でも七千万キロメートル近くも離れているからだ。同じ宇宙でも、地球圏とは距離感覚が百倍ほども違うのだ。

〈マジかー。百万キロ以内なら、火星感覚じゃご近所なんだね。二十分以内で着いたらＯＫかって考えたけど、これより遅かったら海賊に絶対逃げられるよね〉

「輸送船がＳＯＳ出してから十五分って、長くね？　これが最高速じゃねえのか」

〈艦の航行考えなきゃ今の三倍速でもイケるっぽいけど、海賊が沈める気なら三分で着いてもアウトだよ。接舷して略奪できる時間与えなきゃいいと思うんだよね。……基本、襲われたら、輸送船って絶対たすかんないお祈りモードじゃん。火星の治安やばすぎ？〉

　アデーレの途方に暮れた声が、雄ゆう星せいにも実感できた。地球でなら、惑星外周は四万キロだし、地球からたった三十八万キロで、隣の行政圏である月に入ってしまう。射出から現着までの時間を、短縮するモードがないか、ディスプレイ内の視線インタフェースで調べてみる。

「むちゃくちゃだな。もう十万キロ以上進んだぞ。ああ、慣かん性せい制御で、この速度を出しても、手に収まるようになったからか」

〈移動時間のショートカットモード、隊長機にあったよ。五千キロの戦闘距離までスキップできるね〉

　五千キロメートル──ストライクフォールの戦闘フィールドとほぼ同じサイズだ。実戦での機動範囲がこの距離感であることが、ストライクフォールがもともと軍事訓練であることを強く意識させる。

　雄星の手に、汗がにじんでいた。緊張していた。深呼吸を繰り返す。

　海賊機の反応が、レーダーに映っていた。敵は二十機もいる。すべてストライクシェルだ。火星の海賊は、つまりストライクフォールの一チームぶん以上もの機体を揃そろえられるほど、裕福だということだ。

「火星やべえ」

　さっきまでのワクワクが、一瞬で消し飛んだ。これが、火星圏の軍が直面している現実だ。

　だが、アデーレは、ほれぼれするほど切り替えが早い。

〈やることはいっしょだよ〉

「動き出したぞ。やっぱ接近見て備そなえてやがったな」

〈冷静に。向こうは数がいたって、速度域は獲物の輸送船に合わせちゃってるカモだよ。こっちが圧倒的に速いんだから、相手がカモなうちに、初撃で数を減らそ〉

　相手がストライクフォールのチームと海賊ではどう違うのか、彼女が、本能に狩りを教わったように、導き出していた。つまり、海賊側リーダーが船で待っていてストライクシェルで出陣していない可能性があるから、リーダー機を特に探す必要はない。勝利のためには迅速に一機でも数を減らすのが最良だ。

　アデーレの指示で、雄ゆう星せいも超高速で接近しつつ一斉射を浴びせる。

　同時に、敵側のスラスターの噴ふん射しや炎が示す軌き道どうが、いきなり直角に折れ曲がった。スラスターの軌き跡せきに、見覚えがあった。

「慣かん性せい制御か!?」

〈それどころか、散兵スカーミツシヤーだよ！〉

　見れば、敵の編隊はすべて二機ずつで、十のちいさな編隊にわかれている。

「はぁ!?　ホライズンズが初めて散兵をやってから、まだ二か月だぞ！」

　雄星は、言いつつ、めいっぱいに加速する。もしも海賊たちが散兵戦術をとっているなら、これからリンカーと接触して速度をあげるはずだからだ。

　海賊機の向かう先に、本当に一機だけ、他より秒速百キロほど速い、突出した高速の機体があった。リンカーだ。

「ほんとに散兵じゃねえか。早すぎるだろ……」

　雄星たちストライクフォールの選手は、今、宇宙でもっとも散兵戦術の経験が豊富だ。だから、海賊の動きに粗あらが見える。そして、戦術が爆発的に進歩した海賊に襲われた被害者が、どれほど恐ろしかったかは、想像にかたくない。

「リンカーは、絶対に、自分より優速の敵につかまっちゃいけない。……その通りだよ。クソ」

　リンカーは接触することで相手を自分の慣性系に同調させる。そのため、動きを読まれやすく、密な射撃を浴びせられたリンカーには、危険すぎて仲間が近づけない。

　自分より下へ手たなリンカーを見るのは複雑だった。リンカーさえ封じてしまえば、速度をジャンプアップさせる手段を失った集団は、常に敵に対して劣速になり、著いちじるしい不利を追い続けることになる。シルバーハンズがやられてきた負けパターンだ。

「五機も初期配置数に差があったって、リンカーさえ封じちまえばイケちまうのか」

　命がけで襲しゆう撃げきしている海賊が、この程度の練度でも散兵をやるのかと、ふと疑問を覚えた。その迷いを、アデーレに読まれた。

〈従来型のフォーメーションと散兵だと、散兵が勝率七十五パーセント以上だもん。海賊だって飛びつくに決まってる。向こうだって必死だから、やるんだよ〉

　アデーレは、敵がしょぼいと見て、完全に余裕を取り戻していた。

〈ひょっとしたら、今、宇宙で一番、一部リーグの試合必死で見てるのは、海賊かもね〉

　ストライクフォールは、宇宙の戦術の最先端だ。ということは、すでに宇宙で行われている多くの戦闘が、慣かん性せい制御と散兵へと、舵かじを切ったということなのだ。

　天性の狩かり人うどであるアデーレの強さのひとつは、勝ち筋に入ったあと、詰め手を誤らないことだ。常に優速を維持し、リンカーを完封したまま、海賊を殲せん滅めつした。あざやかな勝利だ。

　雄ゆう星せいはというと、順当に勝ったのに、冷たいものが胃のあたりにおさまって去ってくれなかった。

　いつも試合でやられていることを、海賊相手にやったら、なんの波乱もなく勝てた。つまり、雄星がリンカーをしているシルバーハンズ戦は、相手チームにとって楽勝だったということだ。

「なるほどな……。俺がリンカーの試合で、急に勝率が悪くなったわけだ。素人しろうとくさいリンカーの処理を、こんなふうに軍のシミュレーターで繰り返してたら、負ける要素ねえよな」

　つまり、それは、リンカーとして一流の戦術眼や感覚を身につけないと、リンカーとしてはもう出番がないということだ。

　シミュレーターが、おのおののプレイヤーの行動を採点する。雄星へついた評価は、「十分な役割を果たしたが、もっと上はいくらでもある」だった。いかにも雄星らしい、微妙な評価だ。つまり、火星の軍に、彼よりうまくリンカーをやれる軍人はいくらでもいるということだからだ。

　衝しよう撃げきを受けたまま、シミュレーターを出た雄星を、いたずらが成功したようににやついたジェシーが迎えてくれた。

「どうだ。ユウセイ。世界は広くて複雑だろ」

「広すぎて、自信がへし折れるぜ。……しばらく、防御型キラーに専念したほうがいいのかもな」

　汗だくになったＴシャツの袖で、目に入りそうな汗を拭く。そのとき、ジェシーが憤ふん懣まんやるかたないといった表情で、雄星をにらんでいるのを見た。

　あっけにとられていると、胸ぐらをつかまれた。エースを激怒させたのだ。

「がっかりさせんなよ。そんな答えで満足かよ。おまえ負けゲームを引き延ばすポジションの専門家になりたいのか？」

　だが、それは、雄星にとって、開幕のホライズンズ戦で戦い抜いたことを、コケにされたようなものだ。

「好き勝手言うな。足りないものが多すぎんだよ！　リンカーで俺がうまくなるのは、シーズン後半か、一年後か？　今、やれることでポジション探して、なにがいけねえ」

　だが、普段は指導などしないエースが、守りに入った雄星をたくましい手で揺さぶった。

「戦い方を探すなって言ってんじゃねえ。ただな、そんなスカスカで、努力をコスト計算しようとか、十年早いんだよ。おまえの何倍もストライクフォールをよく知っているケイトリンが、成長を読める程度のやつにチームを託すとでも思うか？」

「知るかよ！　俺がマッチアップするリンカーは、どのチームでも一流のスタープレイヤーばっかりだ。それで、クオリティが低けりゃ、チームの勝ち負けに直結する。その差は、すぐに埋まるほど甘いのか？　目の前にあるもん、まず片付けさせろよ！」

　雄ゆう星せいも思い知らされた。リンカーとしては、シルヴィアのほうが結果を出せる。

　それでも、[image: ]咤されていた。

「本当に上に行くのは敵を震え上がらせるやつだ。うまいだけのやつじゃ、届かない場所がある。おまえを信じたケイトリンの想いを、無駄にするな」

　憧あこがれたスターが、雄星にはっぱをかけてくれていた。

「自分が、チームに勝利を摑つかませるんだと胸を張れ。たとえムチャでも今日負けても、前に進むやつだけが、本物になる。おまえが本物になれるのはいつだ？　五年後か、十年後か？　今やるんだよ」

　雄星の目が、こんなときなのに、涙で熱くなる。何の根拠もないのに、馬鹿馬鹿しい目標に、手が届く気がした。

「クソ！　軽く言うなよ。そんなこと言われたら、本当に信じちまうだろ！」

　雄星の胸に、今にも爆発しそうな熱が宿っていた。立ち止まりたくなかった。止まったら、また世界のスピードに置いていかれてしまう気がしたのだ。

「現実も見ねえと、コケるだけだってのによ……。俺はバカだからよ、信じて、こんだけ思い知らされてんのに、目指しちまうぞ」

　アデーレが、エイジェイが、見守ってくれていた。ついでにカールが、言ってみろよと挑発するように、顎あごをしゃくる。

　ジェシーがうながす。

「言ってみろ」

　雄星は、親指で自分の胸をつく。

「今年、ＭＶＰをとる」

「雰囲気で大それたこと言いやがって、てめえ」

　カールが、あまり深く考えない雄星の足元をすくってきた。

「雰囲気じゃねえ。今度こそ本気だ」

　散兵戦術の進歩の早さに、いつのまにか取り残された気持ちになっていた。だが、それは弱気な考えだった。

　雄星は、研究所で実験に参加していれば莫ばく大だいな収益が出る選手だ。それにもかかわらず、選手を続けさせてもらっている。そう支援してくれた人たちに報いるには、たぶん野望を抱いてどこまでも前に進むことだ。

「今の俺が、本当に時代に取り残されてるなら、主役になれる時代を、もう一度摑めばいい」

　宇宙を摑む機体──《コントラクター・ブラックナイト》に乗る男が、フィールドに立つのは、そういうことだ。

　できるかもしれないと、途方もない夢を、たぶん皆が見た。

　アデーレが、頰ほおを紅こう潮ちようさせていた。

　エイジェイが、肩を竦める。

「まだ足りねえのか。慣かん性せい制御で、たいがい、宇宙はもうぶっ壊れてんだぞ」

　ジェシーが面白そうに笑った。

「世界なんて、どうせ変わり続けてる。みんなが寄ってたかって変えちまったんだ。いっそ過去の世界なんか全部塗り替えちまえよ」
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　シルバーハンズの練習は、火星シリーズでは逗とう留りゆう先であるダイモスに近い宙域で行われている。

　だが、一機だけ、特別厳重な管理と警備を受ける機体があった。白騎士が並ぶハンガースペースの最奥に封印された、黒と黄金に彩られたその名は、《コントラクター・ブラックナイト》。人類の歴史を変えた名機である。

　その開発者であるロクサーヌ・ミャオもまた、昨年とは立場が大きく変わった。チル・ウエポン研究の最先端に躍り出たのだ。メディアのインタビューは殺到し、大学や企業への誘いは引きも切らず、講演依頼は一日に必ず十件以上くる。

　その多忙を極めるロクサーヌが、ダイモスで一件だけ、アポイントを受けた。それほどの相手だったのだ。

「ひさしいの」

　金色の瞳をした子どものような外見のロクサーヌが、老婆の声で挨あい拶さつする。相手は、オーバーオールを着た、ごわついた白髪を伸び放題にした老人。ウィリアム・アインシュタインだ。

「変わらんな。こちらは、二十年前とはちがって身体からだが言うことを利かんというのに」

　ウィリアム老人が金属製の義手の人差し指から、電子タバコを出して、くわえる。両手足を義ぎ肢しにした彼は、昔なじみだ。二人ともかつての太陽系大戦では研究者として軍に協力し、実年齢は七十歳を超えている。

　愚ぐ痴ちを聞くロクサーヌは、童女の容貌だが、目の表情にだけは年齢が表れていた。

「抗老化処置を受けておけばよかったのだ。あの頃なら、無料ロハでよろこんでやってくれたろうに」

　ともに働いた研究所が解体された後、ウィリアムは火星におもむいた。地球から最初に独立した惑星であり、チル・ウエポンを最初に大量導入した地域だからだ。その歴史から、火星がストライクフォールの強豪になることは明白だった。だが、養い子のジェシーが選手になったおかげで再会することになるとは、道を分かったときは想像もしなかった。

　ウィリアム老人は、二十四年ぶりの再会だというのに、辛しん辣らつだ。

「抗老化なんぞしたいものか。──人類の滅亡を見なきゃならんじゃないか」

「そうならないように、必死でやってるんだよ」

「こんなものを作っておいてか？」

　ウィリアム老人が、《コントラクター・ブラックナイト》を見上げる。ロクサーヌは、自みずからの作品を前に、傲ごう然ぜんと胸を張る。

「あたしが最初にたどり着いたから、この程度の騒ぎで済んだんだ。この〝神の手〟が、木星あたりの研究所で生まれてたらどうだい？　とっくに第二次太陽系大戦さ」





[image: ]






　太陽系の人類圏けんは、燃え上がるときを待っている。第一次太陽系大戦は、地球圏、火星圏、木星圏の経済問題から起こったからだ。そして、これは終戦後も解決していない。

　ストライクフォールというスポーツ化した軍事演習が、二十五年も莫ばく大だいな予算をかけて行われていることが、そもそも異常だ。トップリーグのチームの半分は、軍隊が運営している。開戦を身近に感じ続けたからこそだった。

「そうかもしれん……いや、開戦していただろうな」

　ウィリアム老人が深いため息をついた。ロクサーヌも業の深さを振り返る。

「知識欲というのは、おそろしいものだ。隠いん遁とんしたあんたが、門前の小僧を育て、ジャンクを拾って、果てはストライクシェルだ……」

「あのときこの欲も捨てられてりゃあ、おまえさんに会う気にもならなかったろうよ。ロクサーヌ・ミャオ、あれほどの罪に関わりながらまだ懲こりないのかって、遠くで言ってりゃよかった」

　ロクサーヌは、《コントラクター・ブラックナイト》を一瞬だけ見た。そして、悔いるように目を伏せる。

「こいつは、《コーデックス》と《手》の接続による、機能の再現──。第一段階の検証のための機体だった。噓うそじゃあない」

　かつて、人類の未来を切り拓ひらくために、優秀な科学者が太陽系じゅうから集められた。ロクサーヌは、〝研究対象〟が持つチル・ウエポンを創造する能力を、再現する計画を立ち上げた。目的の遠大さから、ゴールは三段階で設定した。

「《宇宙の王》の人類による再現を目指した、《プロジェクト・ロゴス》の中で、おまえさんの研究がいっとう危険だった。王の《手》を再現した《救世メサイアの手》と王の記憶媒体を模した《コーデックス》をリンクして運用する。あんな何が起こるかわからん計画が、よく認可されたものだ。わしは、おまえさんを気がふれた科学信者だと思っておったよ」

「《救世の手》じゃない、こいつのは、機能を絞しぼった《王の御手ハンズ・オブ・ア・モナーク》さ。……それに、狂気たぁ心外だね。《宇宙の王》の解析から、チル・ウエポンの開発を切り離さなきゃ、遠からず人類は滅びていたさ。あれを解析して、武装が簡単に手に入った理由を、太陽系大戦なんてバカをやる前に、あたしたちはもっとよく考えるべきだったんだよ」

　ウィリアム老人も、その《救世の手》のチームに加わっていた。研究者間では活発なディスカッションが行われ、他のチームの研究に関わることも多かった。《プロジェクト・ロゴス》の落とし子は、《コントラクター》だけではない。

　ウィリアム老人が、口から電子タバコの水蒸気を吐く。

「こいつが《救世の手》だと、プロジェクトを知ってりゃ、みんなわかったろ。……第一段階で、設計図たる《コーデックス》のデータに従ってチル・ウエポンを作る。第二段階で、使用する人間が望んだチル・ウエポンを、《コーデックス》をアレンジして創り出す」

　そして、ロクサーヌが奥歯を嚙かんだ。

「その先の最終目的地点──第三段階で、人類のまだ知らないチル・ウエポンを創造する。あたしにとっても、第二段階より先は、手がかりすらない百年計画だった。その第一段階をようやく実用化した〝こいつ〟が、いきなり第三第階を達成するなんて、どうやって予想するんだい」

「わかっている。第三段階の《手》なんぞ、計算通りなら、起動した瞬間に体熱を奪われ切って即死だ。おまえさんは、あんな若いもんを生いけ贄にえにするには甘すぎたさ」

　ウィリアム老人が、ロクサーヌを訪れた真意は知れた。

「……鷹たか森もり雄ゆう星せいに会ったんだね」

「ああ。うちの小僧が、火星の軍用シミュレーター目当てに、勝手に連れてきおった」

　ジェシー・アインシュタインのプロフィールは、公開されている。子ども時代に、ウィリアム老人に火星の貧民街で拾われた養子で、血縁はない。太陽系大戦はあらゆる資源を戦争に投入して、人類の貧富の差を大きくした。貧民街は、宇宙のいたるところにあったのだ。

「ユウセイは、どうだったかの？」

「普通すぎる。なんだ、あれは」

　ウィリアムが疲れた顔を両手でぬぐう。目元のしわが深くなった。

「わしらが知るチル・ウエポン耐性が最高レベルの被験者は、どいつも人格がおかしかった。なのに、そいつらすら足下にも及ばんユウセイ・タカモリが、ただのスポーツ小僧だ？」

「そういう時代になった。と、考えればいいだろうさ。あの頃軍がかき集められた数とは、ストライクフォールのファンと選手層は桁けた外れだ。母数と育成環境がこれだけ違えば、質は比べ物にならんよ」

　ロクサーヌに言わせれば、今は、チル・ウエポン研究者にとって我が世の春だ。なにせ、ストライクフォールのおかげで、高耐性者の上澄み層が、みずから厳しい訓練までしてやってくる。

　大戦当時、ストライクシェルのパイロットをひとり養成するのに、五億はかかった。今は、それよりずっとレベルの高い連中が、入団試験トライアウトに押し寄せてくる。

　だが、ウィリアム老人は、その未来を悲観したから、野に降くだったのだ。

「めでたいこった。ストライクフォールが発展するってのは、あのクソみたいな大戦の後で、軍拡が二十五年続いたってことだ。おれに言わせりゃ十分クソだね」

「そういうあんただって、拾ったガキを選手にしたじゃないかい」

　ロクサーヌもやり返す。

　ジェシーのことは、チル・ウエポンを使わせるため拾ったと考えるのが妥当だった。天然の高耐性者は、在野の研究者には、きっと宝物に見えただろう。

「ジェシーは、勝手に始めて、いつの間にかうまくなった。おれは、息子を実験に使っちゃいない」

「天然の耐性Ａなんか、そう転がっちゃあいないと思うがね。……情が移ったかい」

　ウィリアムは、苦しんだ表情に沿ってしわだらけになった顔を、笑顔に歪ゆがめた。

「ジェシーは、まともだった。……好きなことを、やらせてやりたかったのさ」

　ロクサーヌもウィリアムも、チル・ウエポンの戦争利用を切り拓ひらく最先端にいた。人の業の救えなさを知った。それでも、ロクサーヌは、この人類には過ぎた力を、幸福を摑つかむためにもう適切に使えるのだと信じる。

「そいつのスタートが何だったとしても、あのスポーツ小僧どもには、楽しんで今を生きさせてやりたい。そういう気持ちを、希望って言うんだろうさ」

　ストライクフォールは、軍事演習から生まれた。戦争の歴史は克服されていない。危ういバランスを保ち続ける努力がなくなれば、再び戦禍の渦がすべてを飲み込む。

「笑うんじゃないよ、じじい。ストライクフォールには、価値がある。本気でそう思っているやつらがいる限り、そうなっていくのさ」

　ロクサーヌが、あどけない童女の顔を、老ろう獪かいににやりと笑わせる。

　ウィリアムが、彼女を指差して、言葉を迷うように上下に動かす。そして、答えを定めてぴたりと指先を止めた。

「それでだ。おまえの試作品の自動化兵装のデータを見せてもらったがな。おまえのユウセイと比べて、ジェシーはうまかった。自動化チル・ウエポンなんざ必要なかった」

　ロクサーヌが決まりの悪い顔になる。頼み事が、彼女はずっと苦手だった。

「ふむ。その希望であるユウセイが、あんまりにも射撃がド下へ手たくそで、フィールドで価値を示せるか心配になったわけだ。それで、おれの自動化チル・ウエポンに目をつけたと。ババア、心配しすぎだ」

　ずばずば言い当てられて、ロクサーヌの顔がこわばる。

　ウィリアムが笑って悪態をつく。

「孫が可愛いおばあちゃんかよ。ご多忙なところ、ご苦労なこった」

「なんだい。協力するかしないのか、さっさと言いな」

「まあ、いいだろうさ。ケツを蹴けって帰るつもりだったが、おまえの顔を見て、気が変わった」

　老人が、唇くちびるを大きく歪ゆがめてわらう。老化できない老婆が、「なぜ」と問う。その答えは、人類の未来を変えるかもしれない選択だからこそ、ひどく人間的なものだった。

「頭のてっぺんからつま先まで人類の罪と傲ごう慢まんでできたマシンを、スポーツバカが乗り回している。こんな馬鹿馬鹿しい未来を、あの戦争のとき、誰が想像したよ？」




　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊




　チル・ウエポンの発動は、コンピューターで自動化できないとされている。

　だが、そのルールには、抜け穴がある。

　雄ゆう星せいは、ロクサーヌが《コントラクター・ブラックナイト》に新たにつけた装備のテストに駆り出されていた。機体の腰部に設置された大型武装である、自動迎げい撃げきユニット《アンサラー》である。

　操縦槽コツクピツトの雄星のヘルメット内部ディスプレイに、周囲のレーダー像が映し出される。五十キロメートル離れた地点を、ストライクシェルが秒速五十キロで飛行していた。

「速えぇよ、くそ」

　一部リーグの選手でも、そうそう当たる速度でも距離でもない。自力では二キロメートルは狙ねらいを外すから、まったく牽けん制せいにもならない。

　慣かん性せい制御時代の射撃は、以前よりも難しくなっている。機動を予測して偏差射撃する難度が上がったからだ。スラスターの噴ふん射しや炎しか見えない相手が、いつ慣性制御で予測不能のコースをとるかわからないのに、そう当たるはずがない。

　ロクサーヌの声が、通信機越しに届く。

〈マシにはなったが、一流にはほど遠いね。さあ、おとなしく《アンサラー》を起動させな〉

「前に思考照準のレーザーを試したばっかだろ。あんなもん、試合で使えんのかよ」

　雄ゆう星せいはしかたなく装置を起動させる。

　同時に、《コントラクター・ブラックナイト》が、雄星の意図しない動作で体をひねった。ストライクシェルの挙動は、ヘルメットを通して共感覚マルチモーダルで操縦者にフィードバックされる。三さん半はん規き管かんが振り回されるような感覚に、慌てて体勢を立て直そうとする。だが、機体が雄星の操縦を拒否した。

「なっ！」

　だが、驚いたその瞬間、左右の腰に軽い反動を感じた。

〈標的撃げき墜つい〉

　ヘルメットに表示が灯ともった。レーダー画面では、さきほど雄星が撃うちもらした標的が、撃墜されたことが示されていた。

「マジか。くそデカい粒りゆう子し砲ほうなのに、前のしょぼいレーザーより当たるじゃねえか。なんでこんな精度出るんだ」

　雄星が練習しても届かなかったことが、マシンの力であっさり達成されてしまった。

〈まずは、砲が腰についてて、手持ちのレーザーみたいに構えるタイムラグがないことだね。あとは、こいつの射撃管制ＡＩは、あんたが撃とうと考えた脳の反応を読み取るから、無意識のうちから射撃ルーチンを開始する〉

　腰部二連装自動照準型汎はん用よう粒子加速砲。ＡＨＢ[image: ]７──《アンサラー》。雄星のために調整された、今日が初試験の新型だ。

「こんなあっさり……か。ストライクフォール始めて十年の練習が、こんな道具に超えられちまうのか……」

　愚ぐ痴ちをいうのは筋違いだとわかっていた。だが、シルバーハンズに入団してから基礎練習にかけてきた時間を思うと、拍子抜けした気分だった。

〈ストライクフォールは、もとは軍事演習だからね。スポーツマンが大事にする過程なんざ、事と次第じゃ捨てちまう、ロマンの欠片かけらもない現実主義が本質さ。けどね──〉

　ロクサーヌが、おかしそうにのどで笑った。

〈──宇宙時代に、鍛きたえた人間がマシンに勝つ狂ったスポーツだから、ストライクフォールは、こんだけの地位を得た。そうじゃないかい？〉

「結局、こいつに頼りたくなきゃ、うまくなれってことか」

〈それか、《アンサラー》に適応するんだね。こいつは、普通の自動化兵器とはわけがちがう。チル・ウエポン制御ループを組めるから、威力も精度も拡張余地がデカい。三年は最新鋭で通じる代物だよ〉

「ん？　チル・ウエポンは自動化できねえだろ……いや、セーフティシェルは不意打ちや狙撃にも、自動で反応してたか」

　ストライクフォールは、操縦者の意識できない突然のクラッシュから選手を守るセーフティシェルなしでは成り立たない。自動化チル・ウエポンは思ったより身近なものなのだ。

〈セーフティシェルと同じ、発動済みのチル・ウエポンを展開準備状態でホールドする技術さ。装そう塡てん済みの銃弾を発射するみたいに、必要なときに、自動の引き金でバンと展開する。そういう疑似自動化で、こいつは粒りゆう子し砲ほうの射撃の反動を軽減してるのさ〉

「それで、こいつか」

　雄ゆう星せいにとっては、複雑な気分だった。

　ふたたび、訓練用の標的機がフィールドに超高速で入ってくる。雄星の背後から二機だ。振り返ろうとしたとき、一テンポはやく《コントラクター・ブラックナイト》が自動で左旋せん回かいした。急旋回でぶれた視界で、視線照準をつけようと食らいつく。雄星が標的を認識するより前に、腰の《アンサラー》が展開して砲身を伸ばし、光速の五パーセントまで超加速した荷電粒子を射出する。

　そのすっ飛んでゆきそうな反動を相そう殺さいするため、自動で《アンサラー》機関部後部と全身のスラスターが爆発するように噴ふん射しやする。雄星がほとんど何もしないのに、最高の結果が出てしまっていた。

「俺は、いる意味あんのかよ」

〈必要さ。なにしろ、そいつは本来なら欠陥品だからね〉

「ンなもんに乗せるなよ」

　ロクサーヌが喉の奥で笑う。

〈あんたじゃなきゃ欠陥品なのさ。言ったろ。自動化するために、いったん発動させたチル・ウエポンを、展開準備状態で止めてあるって〉

　雄星が、それがどういうことか考えているうちに、ロクサーヌが答えを教えてくれた。

〈《アンサラー》は、一発撃うつたびに射撃系で四個、姿勢と軌き道どうの制御で四個、シールド連れん携けいのために三個のチル・ウエポンを発動させるのさ〉

「いくつだ。えぇと──」

〈十一個だよ。それも、遅延発動ってのは不便なもんで、一発撃つたびに再装塡して展開しなおしだ。セーフティシェルよりも再発動までのクールタイムは短いっていっても、連射できないし、耐性Ｂでも三発も撃ちゃあ低体温まで熱を奪われる。なのに、これよりチル・ウエポンの数を減らすと、当たらなくなるときた〉

　チル・ウエポンには、セーフティシェルのように連続発動できないものがある。効果時間が切れた後で即座に連続発動できるものなら、弟の英ひで俊としは潰つぶされて死なずにすんだ。

〈そいつをまともに運用できるやつなんて、太陽系に何人もいないよ。あんただけの力ってわけだ〉

　雄ゆう星せいは、ヒデのことを思い出して、細く長く息を吐く。

「チル・ウエポンの電池あつかいじゃねえか」

〈アスリートが、恵まれたフィジカルをあてにされるのを嫌がるかね。フィジカルなしでプロでやってけるほど、うまくないのが悪いんじゃないかい〉

「違いねえな」

　雄星にとっては、それは前から示されていた道だ。

「パワー型プレイヤー……か」

　彼のことを、二軍監かん督とく時代のユウキ・ブラバッキーは、パワー型プレイヤーと表現した。強力なチル・ウエポンを使いまくって相手をねじ伏せる、新しいスタイルだ。リンカーがポジションとして確立して慣かん性せい制御の多用が当たり前になっていたから、忘れかけていた。耐性の高さを武器にするパワー型プレイヤーにとって、勝利を手繰り寄せる強いチル・ウエポンは、そのまま自分の力になるのだ。

〈ブラバッキーとかいうのも、うまいこと言うもんだね。パワーの時代の最先端を、あんたが走る。慣性制御を生み出したあんたが、また新しい世界を開くのさ〉

　おだてられていた。だが、乗せられるのは、悪くない気分だった。なにせ、出口がわからなかった雄星に、勝つために何をすればいいか教えてくれるのだ。

「ハッ！　そこまでいうならやってやるさ。けど、射撃練習はやめねえぞ。使った感想を言わせてもらえりゃ、こいつはチル・ウエポンの負荷だけじゃねえ欠陥があるからな」

《アンサラー》が、自動照準のために機体の操作権限を雄星から奪うことは、使ってみるとかなり危ない。連射がきかない弱点を威力で補う大砲なせいで、反動でボディバランスが必ず崩くずれる。これを《アンサラー》が自動制御で立て直すせいで、射撃のたびに〇・五秒近くも雄星が操作できなくなる。

「衝しよう撃げき緩和チル・ウエポンが使えなかったときの、何秒ものバカ硬直に比べりゃ、短けえよ。けど、必ず止まるって敵に見切られたら、〇・五秒でもやべえぞ。一撃で《コントラクター》を墜とせる攻撃を、そのタイミングでぶちかますだけでいいんだからな」

〈《アンサラー》は、制御ＡＩが判断して機体スラスターを操作する。だから、噴ふん射しや時間を縮めたいなら、射撃をもっとうまくなるんだね。射撃に修正するとこがなきゃ、ＡＩもスラスターを噴ふかす必要がないんだ〉

「練習してきたのが無駄じゃなくて、ほっとしたぜ」

〈アンタの射撃がうまきゃ、《アンサラー》は手直ししない。逆に手直しが多けりゃ、スラスターでの補正も増える。《コントラクター・ブラックナイト》には、アンタと《アンサラー》、二つの脳がついてるのさ。だから、ＡＩ側がはたらく量を落とせば、機動のトラブルは減る〉

《アンサラー》は、投げれば自みずから敵を倒し、手元に戻ってくる神話の魔剣の名だという。自動化チル・ウエポンの癖の強さは、栄光と同時に破滅も呼び込む、まさに魔剣だ。

「それでもよぉ。もうちっとは、俺の自由に動くようにできなかったのかよ」

〈《アンサラー》は、近距離から遠距離まで、シチュエーションに合わせて荷電粒りゆう子しの速度を変える〝汎はん用よう〟粒子加速砲だ。もともと扱あつかいが難しい武器だから制御ＡＩを積んでたのを、下へ手たくそでも使えるようにＡＩのカバー範囲を広げてある。補助のためのＡＩなんだから、うまくなりゃ補助輪は外れる。まあ、アンタがダメでも、使い続けりゃ制御ＡＩが勝手に賢くなるしうまくなるさ〉

　雄ゆう星せいにも、この技術がたいしたものであることはわかる。だが、上達を待てないと言われたようで焦燥がつのった。

　ヘルメット内ディスプレイで、カウントダウンが進む。カウントゼロと同時に、機体の左右から標的が射出された。

　訓練の積み重ねで、一瞬で状況を把握できた。左からの標的は遠く、右からのは近い。

　雄星は近い標的から撃うつつもりで、《コントラクター》に右を向かせる。だが、《アンサラー》の制御ＡＩの決定は左だった。ストライクシェルは《アンサラー》に従って左を撃ち、雄星の視界は逆方向に振り回される。

〈《アンサラー》は、遠くを撃つときはタイムラグなく当たるように、粒子を高速にする仕様だ。近いときは、逆に反動と射撃間隔を重視して、よっぽど重装甲の相手じゃなきゃ低速のまま撃つ。覚えとくんだね。今のは、第一射のほうが粒子を加速する時間を確保できるから、《アンサラー》がまず遠くを優先したのさ〉

　乗り物酔いのような不快感をこらえて、吐き捨てる。

「クソ！　今、わかった。運がよきゃ試合でＡＩがポカをやらねえって話じゃねえか。試合で、こんなもん使えんのか？」

〈あんたなら使いこなせるさ。《コントラクター》に残ったヒデのデータに、アシストしてもらって機動してること、あるだろ？　データといっしょにマシン動かすのに、あんたにはもう経験の土台がある〉

　意外な指摘に、はっとした。ホライズンズとの開幕戦以来、雄星は何度も機体に残ったヒデの機動データに難しい局面で頼っている。思い入れがあるお手本だから、自分の力だけでもできるように訓練も地道に続けている。

「……ズルしてたわけじゃねえぞ。追い越すために、目標が近くに要ったんだ」

　ただ、それだけではない。頂点を兄弟で争うことを約束した、その弟の名な残ごりとともにプレイすることに、救われていた。

《コントラクター》の操縦槽コツクピツトは、夢を受け継いだ特別な場所で、ここで雄ゆう星せいは格好悪い男にはなれない。

〈いっそ……いや、そこまでお節介する筋合いはない。あたしは、孫が可愛いおばあちゃんじゃあない〉

　ロクサーヌが、うなる。

〈なんもかんも、あんたがヘタクソなのが悪いんだよ！〉




　そして、チームと別メニューの練習で《アンサラー》の挙動に慣れさせられ、ようやく解放されたのは三日後だった。

　明後日、次節の試合がある。試合の二日前にトレーナーの指導のもとで最終調整の自主練習を行い、前日は体を休める。火星ラウンドはそういうスケジュールだから、雄星の意思をくまない挙動をするようになった《コントラクター》で、チームと合わせる練習は、今日しかできない。

　雄星は、プランを自分で考えながら、ロッカールームに足を踏み入れた。同時に、集まっていたチームメイトが彼へと視線を向けた。

「みんな、早いな」

　雄星は、空いているパイプ椅い子すに腰掛けようとした。だが、ブラバッキー副監かん督とくが、鋭するどい視線でそれを止めた。

「なぜ、おまえがここに来ている？」

「今日は自主練だろ」

　だが、ブラバッキー副監督が告げた。

「連絡が届いていなかったか。こちらの不手際だな。次の試合に、おまえは使わない。ロクサーヌ主席メカニックの装備慣熟訓練がないなら、今日は休養日だ」

「いきなりすぎんだろ。チームから外すってのか!?」

　雄星にとっては、突然すぎた。チームの首脳に裏切られた思いだった。

「次節の試合に、おまえが出場する意味はない」

「リンカーがダメでも、防御型キラーでもやれるだろ。ベンチスタートでだって見せ場を作ってみせる。俺は、チームに貢こう献けんできる」

　首脳の決定に口をはさむのにはリスクがある。チームのみんなも、ベンチすら逃した男の悪あがきに、貴重な時間をさきたくないはずだ。だが、雄星は、黙って引き下がるプレイヤーではなかった。

　そんな諦めが悪い男を、ジェシー・アインシュタインが鼻で笑った。

「かぁっ！　こないだ、喝を入れてやったのに、まだたんねえか。ＭＶＰとるなんてデカいこと言ったやつがショボいねえ。防御型キラーがチームを勝たせた試合なんて、いくつあるよ？」

「新しい勝ち方が思いつかねえなら、今できることもやっとかなきゃだろ。完かん璧ぺきにリーダー機を守りきれりゃ、試合に負けねえんだ」

「理屈じゃそうだな。けど、おまえよ。そのポジが活躍するの、ギリギリまで押し込まれまくった負けゲームだけじゃねえか」

　ジェシーの言うことはもっともだ。開幕戦から、防御型キラーの運用を試みたチームはある。だが、安定した戦術になった例はない。雄ゆう星せいも、試合後のミーティングで指摘を受けたことがある。

「守ってる間に大逆転してくれりゃいいだろうよ」

　今度は、第一リーダー機のアンドリュー・ペインが、ため息をついた。

「アホか。プロ二年目にもなって、選手交代のルール把握してねえのかよ。防御型キラーが活躍するときぁ、何機も落ちてフィールドプレイヤー減ってんだ。新しいプレイヤーと交代して被害回復しねえと、数で負けて敵リーダーなんか詰めようがねえよ。自分が耐えてる間に、まず回復して次に劣勢押し返してさらに敵リーダーを仕留めろって？　そんな早業できりゃ全勝してんだよ」

　雄星は、反論する言葉を失った。今や開幕戦で栄光を摑つかんだポジションは、負け試合で粘って奇蹟を待つ、時間稼ぎ要員だとみられているのだ。

「タカモリ、おまえは万全の仕事をできるように準備しろ。それがチームのためだ」

　最後にはアルバ監かん督とくに命じられた。指揮者である監督が言ったなら、シルバーハンズではそれが正解なのだ。

　シルヴィアと目が合った。雄星からポジションを奪った少女が、強烈な意思のこもった視線を返す。彼女が、自分の勝利で終わったのだとばかりに、薄桃色の唇くちびるをかすかに歪ゆがめた。

　奥歯を嚙かんで、立ち上がる。

「くそッ……。いや、俺が悪い。呼ばれてもねえのに、ミーティングの邪魔したな」

　雄星の居場所はない。すくなくとも今日はそうだ。結局のところ、雄星はチームに欠くことができない選手になれなかったということなのだ。

　ロッカールームから出て、人目がなくなると、自然と早足になっていた。今、ひどい面をしているに違いなかったからだ。

　もしもリンカーとして必要な視野や戦術眼を持っていたら、次の試合でも起用されていた。

　必死で練習した。だが、もっと厳しく自分を鍛きたえることができていたら、ベンチ入りできたはずだった。

　ダイモスの臨時クラブハウスから出ると、我慢できなくなって、ついに全力で走り出していた。

　酸欠で何も考えずに済むようになるまで、走りたかった。腹の底にたまった悪い熱を吐き出したかった。




　休養日になったからと、頭を切り替えて簡単にストライクフォール以外のことができるほど、雄ゆう星せいは器用ではない。

　だが、ロクサーヌのところも含めて、チームの関連施設には、すべて伝わっているかもしれない。練習を断られたらと思うと、面倒だった。

　運動場になっている層へ向かうため、衛星をくりぬいた市街を貫つらぬくリフトで移動する。ダイモス市街には、三十層の全民間層をつらぬく巨大な支柱が五本ある。人工重力がカットされたこの支柱縦坑シヤフトには、その背骨を這はい上がる路線と、這い降りる路線として、レールが何本も回転している。レールには、人が摑つかむためのバーや座席が接続されていて、簡便な層間移動手段になっているのだ。

　雄星は、ほぼ無重量空間になっているシャフトを、バーをつかんで一気に上がる。雄星が民間のスポーツ施設を探していることは、携帯端末を通して衛星の行政サービスＡＩに知られている。無重量の巨大な縦坑を、他の通行者とともに運ばれる。プラス六層に着く直前、バーが光る。

　バーを離して、運動場のある層へ降り立つ。シャフトから離れるにつれて人工重力が強くなってゆき、二十メートルほど歩くと一Ｇ標準重力加速度に達した。

　ダイモス内で運動をする人々は、限られた運動用の層に集まる。まわりはみんなトレーニングウェアだ。雄星は、ランニング用のトラックへと走る。道ゆく人々から見られている気がした。落ち着かなかった。

　近場で一番すいているトラックは、陸上競技が行われている競技場だった。環たまきと雑談していたときに聞いた話だが、火星では、陸上競技に人気がない。生活している重力条件が居住地によってまちまちで、一Ｇ環境に慣れた富裕層ばかりが有利だからだ。宇宙では空気も水も重力も、無料ではない。

　短距離走用のトラックの外には、長距離走用のレーンがある。雄星は、ストレッチで体をほぐすと、さっそく走り出す。

　まずは軽く流すつもりだった。いつの間にか、人がいなかったはずのレーンに、何人ものランナーが併走していた。

　人が増えてゆくせいで、まるで追いかけられているような気分になって、振り切るために速度をあげる。四百メートルレーンを二周もすると、振り切った者もいれば、すぐ後ろをついてくるランナーもいる。

　もっとピッチを上げようかとしたとき、すぐ隣を追いついてきたランナーがいた。

　最後まで併走していたのが、知った顔で、驚く。

「見たような顔だと思ったら。君は頭が悪いのか？」

　金髪で額を半分だけ覆うようにセットした、映画俳優のような優やさ男おとこだ。二軍時代にキラーの座を争った、ロバート・アッシュだ。高級ブランドのトレーニングウェアに身を包んだ、絵になる男だった。

「なんでダイモスにいるんだ？　二軍コンフイダンツは火星本星だろ」

「気づいたんだが、君は、察しが悪いうえに失礼なやつだな。僕がダイモスにいる理由なんて、わかりそうなものだろ」

　隣を走るロバートは、まったく息を乱していない。

「走りに来たのか？」

「一日十キロは走らないと、落ち着かない」

　ストライクフォールのプロ選手は、とにかくよく走る。心肺機能を鍛きたえることで、チル・ウエポンによる体温低下からの回復力は上がるからだ。特に慣かん性せい制御時代では、チル・ウエポンを頻繁に使い体温低下が深刻なため、試合中の回復がいっそう重視されている。

「走ってる理由を聞いてんじゃねえ。なんでここでって話だよ」

「なるほど。君がリンカーを下ろされた理由はわかった。もっと頭を使え」

　二軍時代によく向けられた、侮ぶ蔑べつの表情だ。それで、考えれば簡単な答えなのだと気づいた。

「……そうか。一軍に上がったのか。おめでとうだな」

「次は、まわりに目を配ることだ。……すこしペースを落とせ。ペース管理しないと適切な訓練にならないし、なによりボディガードがついて来れない」

　そして、後ろを振り返った。随伴するランナーのうち何人かは、体を鍛える必要がほとんどない全身義体だった。雄ゆう星せいは、ようやくジャージの下に武器を携行している人間がいることに気づいた。

「《コントラクター》に乗る君に、敵地でボディガードがついていないはずない。無用心にもほどがあるぞ」

　ロバートは、地球ユース選抜にも選ばれたエリートで、弟のチームメイトだった。昨シーズンにぽっと出た雄星とは違い、ストライクフォールの暗い部分にも長く触れている。

「せっかく一軍に来たのに、最初に小言かよ。もうちょっとあるんじゃねえのか」

　ロバートがため息をついて、拳こぶしを軽く突き出した。雄星は強めに拳を当てた。

「ケイトリンが人を育てに行って、こんな早く結果が出るとはな。心強いぜ」

「シルバーハンズは、強豪に比べればまだ選手層が薄い。シーズン後半で逆転を狙ねらうなら、やらなきゃいけない賭かけだった」

　その一人目がロバートだったことが、雄星にとっては驚きだった。

「今年は、キラーは地獄だぞ。ウェイロンですら苦戦してるのに、よく上がってこれたな」

　ロバートは、二軍の第一キラーで、雄ゆう星せいとはポジションを争う関係だった。つまり、散兵戦術の発展でリーダー機に切り込むのが難しくなったことの煽あおりを喰くらったはずだ。

「僕は、君と違って射撃も人並み以上にはやれる、オールラウンダー寄りのキラーだ。万能型の選手は、昨シーズンよりも需要が高い」

「マジか。オールラウンダーにコンバートかよ。今シーズンからでイケんのかよ」

　ロバートは射撃で間合いを管理するのがうまいキラーだった。接近戦に入る直前──ラストワンセカンドの駆け引きで優位をとって、突入の安全性をあげて標的を仕留めることを得意としていた。

「君だって、今シーズンからリンカー始めただろ。いや、下ろされたんだったね。お疲れ様」

「野郎──」

　雄星がにらみつける。ロバートが、拳こぶしを突き出していた。かんしゃくを鼻息で流して、拳を打ち合わせる。

「よくきたな。最前線は、クソ厳しいぞ」

　先輩風を吹かす雄星に、ロバートが不敵に口角を吊り上げて見せる。

「僕は、君よりずっと優秀だったヒデの僚機ウイングマンだぞ。君がやっていける場所で、僕が潰つぶされるわけないだろ」

「言いやがったな」

　ロバートの顔は、自信に満ちていた。

「二軍では、ケイトリンのおかげで、価値ある経験を積んできた。僕の一軍一年目を、つまらないシーズンにはしてくれるな」

　一軍でシーズン開幕から戦ってきた身として、負けたくないと思った。




　翌日、シルバーハンズ対ガーディアンズの試合を、雄星はエンディミオン号で見ることになった。

　試合に出ない選手は実質オフになり、観戦についてはなんの制約もないからだ。雄星は気分転換のために、いっそいちファンとしてシルバーハンズの試合を見るつもりだった。

　タカモリ・エージェンシーの自社ビルの最上階は、雄星のためのプライベートルームとして空けられている。こんな広い生活空間は必要ないと、幼なじみでこの会社の社長でもある白しら咲さき環たまきには伝えたのだ。それでも、雄星は多くの人間に狙ねらわれているので、保安上、もしものときに長期間立て籠こもれる場所が必要なのだそうだ。

　そのぶん、観戦ルームは、雄星には夢のような設備だ。スポーツ配信サービスとは一番充実したプランで契約していた。十メートル四方はある広い部屋の、壁面すべてで試合中継が流れている。ストライクフォールは、一チーム十五名すべてが同時進行で動いて見せ場があるので、誰を主人公として観戦するかでまったく別の筋書きのないドラマになるのだ。

「ストーリービューは切ってくれ。注視する選手フオーカス・プレイヤーは──」

　雄ゆう星せいが言うと、ＡＩが自動で補った、ドラマ仕立てで試合を物語のように観戦できるモードは閉鎖される。部屋に備そなえ付けのＡＩ観戦エージェントが、自動でおすすめの観戦設定を教えてくれる。

〈シルバーハンズの選手では、第一リーダー機アデーレ・コンテと第二リーダー機アンドリュー・ペイン、不動のエース、ジェシー・アインシュタインと、チームの主柱であるエイジェイ・ロジャース。あとは、新リンカーとして期待されるシルヴィア・ファラデーを注目選手にするのはいかがでしょう〉

　空中に次々にチームメイトを映したホロディスプレイが展開する。注目選手に設定していると、その選手がなにか特別なアクションをしたとき、カメラを向けてくれるのだ。

　スミレ色のパーソナルカラーで彩られたシルヴィア機が、ベンチシップから重力カタパルトで虚こ空くうへと射出される。今日の初速は秒速四十キロメートル。チームメイトの加速を大きな役目とするリンカーとはいえ、開始速度としてはかなり速い。

「ガーディアンズのほうは、カレン・フェニックスと、まわりで目立ってる選手を追いかけてくれ。戦術にくわしい解説者のコメント動画も、いいタイミングで入れてくれ」

　スポーツ配信サービスのエージェントが、雄星の要望を聞いて中継映像をリアルタイム編集してくれる。

　対するガーディアンズは、黄緑色に塗装された全機が、シンボルである蜂はちのマークを肩につけている。ガーディアンズの制せい式しき機《インドミタブル・アーミー》は、拡張性が高く〝不屈インドミタブル〟の名の通り継戦能力にすぐれた機体だ。火星圏けんの軍隊は、任務でカバーする範囲が広いため母船から遠くで戦うことが多く、長時間戦闘や連続戦闘に耐えられるストライクシェルを好む。

　シルバーハンズも、《コントラクター》がいないから、出場する全機が制式機《ホーリーグレイル・アサルト》だ。シルヴィアのスミレ色の機体を見ていると、胸の奥でちりちりと嫉妬が燃える音が聞こえるようだ。プレイの向上につながらない感情を追い出そうと、両手で自分の顔を叩たたいた。

　試合開始のブザーが鳴る──。

　アデーレは、自分が第一リーダー機に起用された理由をよく理解していた。アデーレ機が、一気にカレンの敵リーダー機に軌き道どうを寄せたのだ。

　散兵戦術が主流になってから、おそらく初めての展開に、実況アナウンサーが悲鳴をあげた。

〈正気か、コンテ！　相手はカレン・フェニックスだ。単機の能力でカレンとぶつかることになるぞ〉

　ガーディアンズという戦闘集団にあって、カレンは、勝利の方程式を支える絶対的な柱なのだ。個人の能力よりもノウハウと連れん携けいを重視する軍チームにあって、カレンは特別だ。

　カレンの《インドミタブル・アーミー》が、蜂のような細い腰をひねり、特徴的な黄色い翼状のデバイス──イナーシアフラップを展開する。《インドミタブル・アーミー》が採用したこのチル・ウエポンの翼は、慣かん性せい制御デバイスの応用装置だ。宇宙を滑空するように、ちいさな変化量を比較的長い時間積み重ねることで、複雑な慣性制御機動を可能にする。

　虹色の軌き跡せきを曳ひいて、カレン機がアデーレ機へと襲い掛かる。スラスター機動と慣性制御を組み合わせて、まるで雷光が正面から突っ込んでくるようだ。狙ねらわれたアデーレからのコックピット視点の予想映像が、画面表示されて、臨場感を伝える。いや、正確には予想映像にカレン機が現れない。つまり、動きの変化が人類の動体視力を遥かに超えていて、肉眼で追いようがないのだ。

　アデーレは、捕食者から逃げることもなく、当たらない射撃を続けている。早くも一セット終了かと、覚悟を決めたとき、そのカレンにレーザーが突き刺さった。

〈──だが、クリクリ・リビエル、ピエル＝ルイス・シディ・モンテが待ち構えていた。アデーレ・コンテに迫せまるタイミング、さすがのカレン・フェニックスにも隙すきがあったか！〉

　雄ゆう星せいは観戦しながら、興奮して乾燥したのどをコーラでうるおし、口寂しくなってホットドッグをかじる。スポーツ観戦のよろこびは、宇宙時代になっても数百年前と変わっていない。

　アデーレは、地力で勝るガーディアンズ相手に長期戦は不利だと知っている。だから、とにかく第一セットをアドリブでかき回してもぎ取ろうとしている。

「やっぱ、やべえな。カレン・フェニックスの圧力……」

　フィールドにいるわけではないのに、二の腕に鳥肌が立っていた。おそらく、さっきのプレイで、クリクリとピエル＝ルイスにも、カレン・フェニックスはほとんど見えていなかった。シルバーハンズで反射速度が最速なのは、雄星だ。その彼が、状況を俯ふ瞰かんしやすい距離から、動きをとらえきれなかったのだ。

　被弾したカレンを守るため、赤黒い装甲をしたガーディアンズのリンカーが横からかっさらった。ガーディアンズはリンカー二人体制なうえ、チームの戦術がはっきりしている。だから、ピンチになりそうな展開では、窮地からカレンを運び去ってしまうのだ。

　だが、ガーディアンズのリンカーの軌き道どうに、狙い澄ましてジェシーが超高速の突入イントルードをしかけた。アデーレは、開かい戦せん劈へき頭とう、カレンを狙うことで、ガーディアンズの戦術に不可欠な二枚のリンカーを引き出して叩たたき潰つぶそうとしたのだ。

〈当たった!?　相対速度、実に秒速八十キロメートル！　しかも実弾兵器か。奇蹟のジャックポットだ。──機体は上半身が流星みたいにバラバラ、セーフティシェルは当然発動！　ガーディアンズの第二リンカー、ベティ・ホーデン、開始一分のクラッシュだ──ッ!!〉

　観戦する雄星も、思わず拳こぶしを握っていた。完かん璧ぺきな奇襲だった。

　ガーディアンズは、被害を回復するため、散兵の小編隊をカレンに向かって集結させる。

　アデーレはその救援をさらに狙うことで、出血を強いようとした。リンカーであるシルヴィアの速度は秒速四十キロメートルで、この速度帯にすでに五人。ガーディアンズにこの速度の選手は残った第一リンカーひとりしかいない。

〈シルバーハンズ、ガーディアンズともに、秒速四十キロメートルのリンカーはひとり！　秒速四十キロのステージに、多くのチームメイトを送り込んだほうが圧倒的アドバンテージだ。これは、シルバーハンズのアデーレ・コンテ、この奇襲に全賭けオールインか〉

　戦略がはまったシルバーハンズのほうが、先手をとられたガーディアンズよりもいい位置取りだ。シルヴィアが、次々に選手たちに接触して、秒速四十キロの慣かん性せい系に取り込む。

　狙ねらいは、ガーディアンズに残った第一リンカー、スリ・ソロッサだ。ガーディアンズの選手が今、秒速四十キロの世界に参戦するには、リンカーの力を借りるしかない。つまり、ガーディアンズのキープレイヤーたちは、ソロッサに集まらざるを得ない。逆に、これを妨害すれば、シルバーハンズが速度の優位をとり続けられる。

　すさまじいばかりの急戦だった。

　シルバーハンズの選手たちは、敵チームが連れん携けいして迎え撃うちにくい速度差で突入し、好きなタイミングで離脱できる。機動戦において、速度は神だ。主武装が互いに銃砲なら、常に先手を取れる側が、かならず勝つからだ。

　だが、それを根底からひっくり返す異常が、事態の中心で起こった。カレンを集中攻撃しつつ、救援のため自軍リンカーに接近する選手を墜とす。シルバーハンズの戦術の中心である、カレンを閉じ込める鳥かごが、歪ゆがんだ。

　──舐なめるなと、操縦槽コツクピツトの中でカレンが吠ほえる声が聞こえた気がした。

　いつの間にか、クリクリ機が、右腕と左脚を失っていた。直後、操縦槽に射撃を受けてセーフティシェルが発動し、クラッシュ判定を受ける。

〈ガーディアンズでもっとも警戒しなければならないプレイヤーは、カレン・フェニックスだった！　リビエルとシディ・モンテが、射撃で牽けん制せいして抑えることができていたのは、五分だけでしたよ。コンテのケアが遅れましたね〉

「カレンがやべえだけだ。ふたりがかりで五分も牽制と足止め目的で撃ちまくられてんのに、正面から撃げき破はしてんだぞ」

　射撃の名手ピエル＝ルイスが釘くぎ付けにし、逃げるコースはクリクリが銃撃で塞ぎ選択肢を制限する。これがどれほど絶望的な牢獄か、同じチームの雄ゆう星せいだからわかる。こんなものを正面からぶち破れるのが当たり前のチームがあったら、個人技の差でどんな相手だって必ず押しつぶせる。

　牢獄をこじ開けたカレンは、まずアデーレの前掛かりすぎる戦術のスキをついた。

〈脱出したカレン・フェニックス、ガーディアンズと合流──しない!?　単機で、そのまま、アデーレ機に向かっている？　これは、どうなんだ？〉

　実況アナウンサーは、なにが起こったか理解できずに絶叫している。だが、別の画面で淡々と戦術解説をしていた解説員は、雄星と同じことを考えていた。

〈──きわめて深刻な状況ですよ。コンテの陣形は、シルバーハンズの戦線を整理するために、極端な前掛かりにしてリーダー機をフェニックス機に近づけました。前掛かりにすることで、自軍リーダー機を守る戦力に、相手リーダー機を攻める戦力との二役をさせたわけです。ガーディアンズのリンカーを集中攻撃できる戦力を迅速に抽出できた、カラクリはこれです〉

　ざわりと、雄ゆう星せいには、フィールドがざわついた音が聞こえた気がした。戦場の趨すう勢せいが塗り変わる気配がした。

　それが現実になったのと、解説員の説明と、どちらが先だっただろうか。

〈──そのせいで、本陣の守りがないんですよ。さっきまでリビエルとシディ・モンテが担当していたのは、牽けん制せいと釘くぎ付けだけではなく、本陣を守る壁でもあったんです〉

　カレン・フェニックスを、勝負どころでフリーにしてしまった。慌ててシルヴィアが位置取りを変えて、アデーレを支援できる軌き道どうにチームメイトを送り出す。だが、それは、カバーのためにチーム全体が振り回されるということだ。

　だが、カレンは、もはや少人数で動きを釘付けにできる位置に入らせてくれない。慣かん性せい制御を駆使して要所で切り返し、巧みなスラスターワークで、二対一以上を成立させない。

　観戦客がヒートアップしていた。カレン・フェニックスが墜ちれば、勝負はつく。だが、そのシンプルなゴールに、三人の選手が追い回しているのにたどり着かない。シルバーハンズは、見事なショウの引き立て役になっていた。

　秒速四十キロの牢獄は、組み上げることにすら人類に極限の技ぎ倆りようを要求する。リンカーのシルヴィアが、それを必死で補う。戦術的に意味のない速度域にいた選手を拾って、厳しい戦線の急所を立て直す戦力を送り込むのだ。

〈いいですね。シルヴィア・ファラデー。素晴らしい献身ですよ。比較になりますが、ユウセイ・タカモリがリンカーのままだったら、すでに戦術は崩壊していたでしょう〉

　そして、ストライクフォール評論家でもある解説員が、シミュレーション映像を画面に表示した。つまり、雄星がリンカーだったらこの試合がどうなっているかという、データをもとにした予想映像だ。

〈確かにシルヴィア・ファラデーには、タカモリがもっていた圧倒的なフィジカルも、人類には過ぎたマシンである《コントラクター》もありません。けれど、それがいいのです。見てください。この映像は、タカモリのスタッツから作った予想ですが、シルバーハンズのファンの皆さんにとってはどこかで見た光景だと思いますよ〉

　雄星がこの試合のリンカーだった場合の失敗予測が、シミュレーション映像で描き出されていた。そこでは、雄星の《コントラクター・ブラックナイト》は健在だったが、カレン機は囲みを抜けてガーディアンズ編隊と合流していた。完かん璧ぺきに立て直されてしまっている。雄星がリンカーだったら、最初の奇襲は台無しだったのだ。

〈つまり、非効率的な機動を行っても、チル・ウエポン耐性が極めて高いタカモリは耐えられますし、ミスを強引にカバーできます。ですが、他のチームメイトはスタミナを削られて疲ひ弊へいしてしまう。そして、リソースをかけて達成しようとした戦術は、崩壊してしまう。このパターンから脱出しただけでも、リンカーとしてファラデーは貢こう献けんしています〉

　プロになる前は、解説で試合がわかりやすくなるとよろこんでいた。だが、わかりやすい分析が、きつかった。スポーツ番組の解説者にすら、雄ゆう星せいの欠点が知られている。他のチームも、当然わかっているのだ。

〈ストライクフォールは、スタミナ強者ひとりが走り回っても勝利に貢献できない競技です。はっきり言うとファンのかたに申し訳ないですが、タカモリは自分のことに手一杯で、チームプレイに意識が低すぎて、視野も狭すぎたんですよ。チームメイトとスタミナに差がありすぎるのも、リンカー戦術を育てるには不利でした。今、散兵戦術が爆発的に進歩しているのは、他のチームが、一節ごとにお互いを参考にしているせいです。この開発競争に乗るには、タカモリだけ、リンカーとして条件が特殊すぎました〉

　語られるシルバーハンズの足踏みの解説に、納得するしかなかった。チーム外の人間からただ言われるだけなら、今に見ていろと発奮する材料にできた。だが、内外で指摘される欠点が一致するのは、さすがにつらい。

　雄星は、リンカーとして自分よりすぐれているというシルヴィアのプレイを見る。なんとかカレン・フェニックスのガーディアンズとの合流を防いでいた。

　だが、試合展開は一進一退、ダメージは重なるものの新たなクラッシュは出ていない。異様な緊張感の中、シルバーハンズ編隊が包囲されそうになり、数秒後には味方が合流し、それと同時に逆包囲を仕掛ける。そして、速度と軌き道どうを揃そろえた途端、より速度で勝るガーディアンズ編隊に横合いから殴りつけられた。再び窮地に陥った味方を、秒速四十キロを維持し続けているシルヴィアが救い出す。

〈しかし、カレン・フェニックス、回避が尋常ではなくうまい。墜ちる気配すらない〉

〈当然です。戦争になれば何百機という、戦史に残る撃げき墜つい数をあげると呼び声高い、本物のトップ・エースですよ。軍チーム選手の非公式アンケートで、もっとも実戦でやりたくない選手に選ばれたのは、ダテではありません〉

　ストライクフォールの試合では、複数の局面が一度に進行する。そして、試合の有利不利はこの局面を総合したものとして現れ、リーダー機の撃げき破はでセットが決着するのだ。つまり、今、シルバーハンズ編隊とガーディアンズ編隊の激戦が互角であっても、勝負が傾いていることがある。

　雄星は、試合を重ねてきた感覚で気づいた。

　解説員が、うなるような低い声で語り出した。

〈いけませんね。シルバーハンズは、カレンと他の選手を分断することに成功しました。ここで、戦線が二つに分かれましたね。この二つの戦線で、シルバーハンズは互角に戦っているように見えます。けれど、どちらも足止めしかできてないんですよ〉

　雄ゆう星せいは、思わず両手を強く握っていた。競技を実際にやっていれば、今が、非常にまずい状況だと肌でわかる。

　ファン代表の立場のアナウンサーが、解説員にどういうことなのか聞いた。

〈戦線は二つですが、シルバーハンズ側のリンカーは、ひとりで両戦線のケアを行わなければなりません。ガーディアンズは、膠こう着ちやくの間にリンカーが交替補充されて、二人体制に戻って分担ができています。ファラデーは長くもちませんよ。ジリ貧です。この状況で拮きつ抗こうすると、リンカーが急速に消耗します。ファラデーとコンテは、戦術観がマッチしていませんね〉

　フィールドにいればと、雄星は歯がみする。二人が合っていないのは、他ならぬアデーレが言っていた。アデーレは、どんな状況からでも臨機応変に勝利を狙ねらって仕掛ける。だが、シルヴィアは、経験のなさを理屈で補うからセンスまかせのアドリブに合わせない。

　アナウンサーが、ふと思った雄星の疑問と同じことをたずねた。

〈タカモリとコンテは合っていたんでしょうか？〉

〈コンテの自由な発想を、タカモリはフィジカルで強引にかたちにできました。けれど、タカモリでは、チームメイトが到底一試合もたずに消耗しきってしまいます。リンカーとしてファラデーが入るとチームメイトは無事ですが、ファラデーはどう振り回しても潰つぶれないフィジカルモンスターではありません。要するに、コンテがファラデーに合わせるべきです〉

　雄星は、この解説員のコメントを優先して流すよう、観戦エージェントに頼んだ。

　その間にも、試合は進んでいる。

　ガーディアンズ側の観戦スタンドが揺れた。地元のファンたちが、歓声を上げているのだ。

　雄星の興味を感知して、観戦ＡＩが画面を切り替えた。週末にコーラ片手に盛り上がりたい観客が見る、エンタメ系のスポーツ中継番組だ。

〈ガーディアンズ、ベティ・ホーデンの交代で入った選手は、第三リンカーのキャサリン・アギレラだ。いや、もうひとり交代で入ってくるぞ。こっちは、先週一軍登録されたばかりのラインハルト・レーヴ。第五リンカーだ。ガーディアンズの台所事情は明るいぞ。登録リンカーが五人ですか!?〉

　試合開始一分で撃げき破はされ、ベンチシップまで曳えい航こうされたリンカーが、ついに選手交代を果たしたのだ。そして、ついにリンカーが三人になった。

　新しいリンカーの航行速度は、キャサリン・アギレラは秒速四十キロ、ラインハルト・レーヴが秒速五十キロだ。

　雄星は、フィールドに今いるかのように、思わず叫んでいた。

「やべえ！　決めに来たぞ」

　シルバーハンズ側の最高速度はシルヴィアが維持している秒速四十キロだ。敵には、シルヴィアの頭を抑えられる速度の優位がある。つまり、カレン・フェニックスと新リンカーと同調して秒速五十キロのガーディアンズ編隊がアデーレを挟撃すれば、逃げようがない。チーム最速のシルヴィアも、秒速十キロの速力差を埋める加速時間をそうそうとれないからだ。

　シルバーハンズ側には、ガーディアンズの仕掛けを止められない。大きな手を打つには、シルヴィアはすでに疲ひ弊へいしすぎている。

〈一機、二機──。ラインハルト・レーヴに接触したガーディアンズ編隊が、秒速五十キロの世界に入ってゆく！　難しい拾い上げピツクアツプだが──、完かん璧ぺきに決まる。ファラデーは、どうだ？　加速はしているが、これは間に合わない！　どうする、アデーレ・コンテ！〉

　ガーディアンズはカレンを中心にしたチームで、職業軍人ならではの高度な連れん携けいで有名だ。だが、すべての選手が、いずれ劣らぬ腕前の火星軍のトップガンである。スーパーエースのカレンだけではない。ぜいたくに軍の人材を投入した軍チームの層は厚い。

　カバーする余裕すらなかった。

　津波のように押し寄せたガーディアンズのプレイヤーたちが、アデーレを守るメリッタ・イズメイリとユエン・コーを攻撃する。防戦する二人の脇を、敵が二人抜けた。カレンが、成立しなくなった防御を抜けて、アデーレに迫せまる。

　もはや止めようもなかった。

　カレン・フェニックスの姿を、誰もが見失った。そして、次の瞬間には、ちいさな爆発が起こって、アデーレ機のセーフティシェルが作動していた。撃げき墜ついのしるしだ。一セット目をシルバーハンズが落としたのだ。

　雄ゆう星せいは、肩から力を抜いて、大きな息をついた。

　いちファンに戻ったつもりで、試合を見て、わかったことがあった。とてつもなく、試合に出たい。かつてプロが遠い目標だったときは、試合中継でまずいプレイがあればくさし、劣勢になれば自分がいればと妄想することができた。けれど、今、観戦してわきあがるのは、猛烈な焦りだ。失敗のひとつひとつにすら、ライバルに成長のチャンスがあったことが、妬ましくてしかたない。

〈ガーディアンズの新装備《イナーシア・フラップ》、大事な詰めで威力を発揮しましたね。この速度差で精せい密みつな連続慣かん性せい制御で攻撃されては、かわしようがありません。コンテは、何も認識できていなかったでしょう〉

　解説者が、冷静に最後の展開を解説する。

「くそ……。こんなの、どうすりゃよかったんだ……」

　弱音が自然と漏もれていた。監かん督とくたちへのアピールに繫つながるヒントを探せればと思ったが、見つかるのは自分の足りないところばかりだ。何を埋めれば試合に出られるのか？　必死さが足りなかった。いや、努力が適切ではなかったのだ。

　雄星は、観戦しているファンにすら欠点がバレているプレイヤーだ。チームに、負けるべくして負ける必然の敗北をもたらしている。そこを脱却する。だが、どうやって？

　第一セットが終わり、第二セットまでのハーフタイムだ。スポーツ中継では、第一セットの振り返りが行われている。

　どの中継サービスでも、シルヴィアが、雄ゆう星せいと比較されて褒められていた。

「つらい？」

　幼なじみの白しら咲さき環たまきが、手で摘めるサンドイッチを持ってきてくれた。皿が、雄星が座る床に置かれる。

　情けないところを見せてしまった恥はずかしさに、全身から汗が噴ふき出た。なにより、カレンに環の前であれだけの啖たん呵かを切っておきながら、雄星は、フィールドに立つことすらできていない。

「見てたのか」

「わたしは、ストライクフォールのこと、そこまではわからないから。でも、雄星が今悩んでるのが、大事なことだってことはわかるよ」

　彼女は、エンディミオン工科大学の学生をしながら、タカモリ・エージェンシーの社長もつとめる才女だ。彼女は、鷹たか森もり兄弟を栄光と破滅の道にいざなった競技のことが好きではない。

　それでも、めんどうを見てくれている。

　雄星は、環に言われて、改めて自分の姿をかえりみる。

「……そうか。これは、大事なのか」

　鷹森雄星は、選手としてシルヴィア・ファラデーに負けた。与えられたポジションで結果を出せなかったから、仕事を奪われた。

「俺は、負けたんだな。だから、しっかり足元を確かめてから、スタートしなきゃいけないのか」

　かたちのなかった焦りが、落ち着く場所を見つけたようだった。自分の現在位置がようやく把握できたと思うと、どこかほっとした。

「ちくしょう、負けたか！　必死でやったけど、ぜんぜん届いてなかったかー！」

　雄星は、床にごろりと大の字に寝転がった。

　大きく深呼吸して、天井をながめる。ここが底だと、ここから立ち上がれと、自分を心の中で[image: ]咤する。カレンのガーディアンズと戦うのも、ここから始めるのだ。レギュラーシーズンで、同じチームと戦う試合はもう一回だけある。

「もう一度、やり直しだな。知らねえうちに、どっか舐なめてた」

　思えば、《コントラクター》があるから自分はレギュラーでいられると、どこかで盲信していた。だが、宇宙で唯一の機体があろうと、勝利への貢こう献けんが不十分なら居場所はない。だから、また下から這はい上がるのだ。

　雄星のそばに座った環が、やさしく声をかけてくる。

「くやしいね」

「むちゃくちゃくやしい」

　まず寝そべった体を起こすことにした。チームの勝負を見届けるためだ。ここでしっかり見ることが、カレンを試合で打ち負かすことに繫つながるかもしれない。

　シルバーハンズの戦況はかなり悪い。アデーレ機の撃げき墜ついは、おそらく右腕とコックピットにしかダメージがない、損そん傷しよう状態としてはかなりマシな墜ち方だった。ハーフタイム中に突貫修理して、第二セットにも出場できそうだが、それ以外によい材料がまったくない。

「──だけど、フィールドにいて負けたやつも、みんなくやしいからな」

　ガーディアンズにリンカーが増えた後の攻撃を凌しのげなかったことが、今頃ブリーフィングで問題になっているはずだ。あれは、数節前から採用され始めている、複数リンカー戦術だ。リンカーがそれぞれ受け持ちの選手を決めてわけることで、ひとりあたりのケアを厚くする。つまり、これまでは短期決戦でしか不可能だった超高速機動戦を、気楽に仕掛けられる。

　複数リンカーをシルバーハンズがやるには、雄ゆう星せいとシルヴィアが高度に連れん携けいしなければならない。つまり、無理だ。だから、第一セットで、アデーレは、これが機能する前に奇襲で敵の片肺をもいだ。そこまでは完かん璧ぺきに対策がはまっていたのだ。

「途中までは、いい感じだったんだ。そっから負けて、くやしくないはずねえよな」

　おそるべきは、それを単機でひっくり返したカレン・フェニックスだ。スーパーエースと呼ぶにふさわしい、異次元の実力だった。

　自分なら何ができたかと考える。眉間に力が入りすぎて、指で揉もむ。そうしていると、彼女がお茶をいれてきてくれた。

「悪いな。環たまきも忙いそがしいのに」

「幼なじみのお節介だよ」

　環が、自分のぶんのマグカップをとって、口をつける。白しら咲さき家でよくいれていた、懐なつかしくもあたたかい麦茶だった。

　いろいろなことが、この一年で大きく変わった。環との関係もそうだ。だが、注意深く、見失わないように気をつけ、進みすぎないようためらい続けている。

「そっか、ありがとうな」

　けれど、距離がこれ以上近くなったら、きっと、二人の間にもう弟はいられない。雄星はこの危うく釣り合った三角形の関係と距離感を、自分では壊せないでいた。それでも、どこかほっとしていると、環がつぶやいた。

「宇宙を変えるより、難しいことってあるんだぜ──」

　気持ちを言い当てられたようで、雄星ははっとする。環が、弟の口調を真似ていた。

「──って、ヒデくんなら言いそうだよね」

　彼女が、スカートの裾を直して、立て膝を抱いた。

　たぶん、今、環から投げられたボールを雄星が持っている。どんなボールを投げ返すのか、彼女が待っている。

　画面からブザーの音がけたたましく鳴り、歓声が響いた。第二セットが始まるのだ。

「あ、アデーレさん」

　環たまきの白い咽のどから、声が漏もれた。

　見ると、第一セットで撃げき墜ついされたアデーレが、ハーフタイムで修理をして第二セットのリーダー機もつとめるようだった。

「第二セットも、アデーレさんがリーダーなの？」

「あ、あー。あれだ。スタッツを見ると、格上に対する勝率は、圧倒的にペインよりアデーレなんだ」

　いつの間にか、ふたりのあいだの微妙な空気は、消え去っていた。試合観戦の雰囲気になっていた。

〈第二セットも、リーダー機アデーレ・コンテと、リンカーはシルヴィア・ファラデーのコンビだ。──対するガーディアンズは、引き続きリーダー機はもちろんカレン・フェニックス。リンカーは、……スリ・ソロッサ、キャサリン・アギレラ、ラインハルト・レーヴの三人だ！〉

　シルバーハンズは、第一セットでは、相手チームのリンカー三人体制にほとんど何の抵抗もできなかった。第二セットは、その打開策があるかどうかにかかっている。

「向こうが三人リンカーでスタートだって、監かん督とくたちは読んでたんだ。ペインは堅実な指揮をするから、この状況ではもうワンチャンもない。だから、結局、アデーレに賭かけるしかない」

　雄ゆう星せいは、環に解説しながら観戦する。第二セット開始後のアデーレの最初の機動で、手に汗をかいて、ひざでぬぐう。

〈スタートから、アデーレは、積極的に仕掛ける！　おそれを知らないのか？　リンカーひとりのシルバーハンズが、リンカー三人のガーディアンズと正面衝しよう突とつ!?　二度も通じるはずがないぞ！〉

　突然、アデーレがスラスターを全開にして全力加速を始めた。そのギャンブルは、天性の狩かり人うどであるアデーレの殺意がゆえだ。細い勝ち目だが、急戦を誘って、カウンターでの一撃必殺を狙ねらったのだ。

　差し違えてでも殺すという覚悟のこもった、背筋の寒くなる鋭するどい機動だった。僚りよう機きをつとめるメリッタ・イズメイリとユエン・コーが、コンマ一秒遅れている。

　標的は、二セット目もリーダー機をつとめているカレン・フェニックスだ。二セット目は、二機の僚機を従え、しっかり二つのリンカー編隊に守られている。一軍二年目のルーキーが、大エースに七対三という数的劣勢を背負って突っ込む。自棄になったように見えるだろう。

　フィールドプレイヤー三十人の中でアデーレだけに見えていた、細い勝機だった。

　アデーレを叩たたき潰つぶして試合を終わらせるため、リンカー編隊がひとつ、離れる。他の選手を集めて、連れん携けい攻撃を開始するためだ。

〈これはあまりにも無む謀ぼうだった！　わずか十五キロの近距離を交こう錯さくする。──双方無傷。だが、牽けん制せい射撃でイズメイリとコーは飛び込めない。軌き道どうを変更して離脱！　コンテ、リーダー機がハダカになってしまったぞ!!〉

　宇宙を秒速四十キロメートル超の高速で飛ぶアデーレに、ガーディアンズから猛射が浴びせられる。圧倒的なセンス頼みで、ちいさな傷を負いながら、かろうじて致命傷を避けている。

　雄ゆう星せいの隣で、環たまきが短い悲鳴をあげるのが聞こえた。

　被弾して破片をまき散らすアデーレ機が、よりにもよって慣かん性せい制御で、ふたたびカレン・フェニックスに突撃を敢行したからだ。

　その壮絶な姿に、シルバーハンズのファンたちも息を呑のんだ。今、スラスターを全開にし続けているアデーレ機は、秒速四十二キロ近い。四十キロに対して秒速二キロぶんの速度のズレで、狙ねらいはつけにくい。だが、一部リーグのトッププロはそれを当てる。

〈カレン・フェニックス、強者としてショウダウン対決に応じる構えだ！　真正面に軌道を合わせて交錯する!!　新人に頂点の高さを教育するように、余裕をもって仕留めにかかる！　フェニックス、僚りよう機きを従えて加速！　終わるのか！　──待て。衝しよう突とつ予想軌道に、一機ふらふらしてる！〉

　実況アナウンサーも、まったく予期していなかった機体の存在に、今、気づいた。秒速二十キロの低速のシルバーハンズ機が、二機のリーダーがぶつかるそのポイント近くにさまよい出ている。カール・リンネだった。

「なにやってんだ、あいつ。いや、そうか!?」

　考えさせる暇も無く、アデーレ機が一瞬後にリンネ機をパスした。と、同時に、カールが、アデーレ機の速度を、秒速二十キロまで慣性同調で急減速させる。秒速二十キロの速度差が突然できた。そのせいで、処刑のための集中射が、一発も当たらない。だが、速度を落とせば逃げることすら絶対不可能になるのだから、戦術的に詰んでしまう。──なのに今、なぜ？　秒速四十キロのカレン・フェニックスが、コースを変えずに秒速二十キロのアデーレにとどめを刺しにかかる。そして、悪い予兆でも感じたか、最接近時でも五キロほども離れるコースに軌道変更した。

　アデーレ機とすれ違った瞬間、カレン機が不自然な急減速をした。

〈──カレン・フェニックス。謎の大減速！　いや、これは、ワイヤー!?　専用機《レッド・ソーン》で行っていたワイヤー戦術だ！〉

　アデーレが、神かみ業わざのような一点読みでワイヤーの網を仕掛けていて、カレンを強引に慣性同調させたのだ。秒速四十キロの世界から秒速二十キロの世界に引きずり落として、ガーディアンズの連れん携けいを破壊した。

　試合で一番熱い、勝負どころに放り込まれて、カールがやけくそのように乱射している。カレンが応射し、アデーレはワイヤーを巻き上げて、敵を引き裂こうとしている。雄星には、操縦槽コツクピツトで泣き言を言うカールと、興奮して瞳どう孔こうの開いたアデーレの姿が目に浮かぶようだ。

〈正面対決などするはずがなかった！　正々堂々の殴り合いに応じた相手を、道ばたに落ちていた石で殴るかのごとき所業だ。アデーレ・コンテに、殊勝さはなかった！　誇りある白プラウド・ホワイトを背負う宇宙の騎士、シルバーハンズのオーナー一族に、なぜこんな蛮族脳が育ってしまったのか！　だが、チャンスは作った！　勝てばいいのか？　勝てばいいのだ!!〉

　実況もあまりの展開に混乱していたが、勝ち目が出たのでよしとしていた。ガーディアンズの観客席からはブーイングの嵐あらしだ。

　シルバーハンズ観客席が、至近距離の殴り合いに熱狂して野蛮なヤジを飛ばしていた。その音声まで、やけにクリアに中継に入っていた。

〈びびってんのかカール！　逝け！　逃げるな！　気持ちよく肉の盾たてになれ!!　勝利の踏み台になれることが誇ほこらしくないの？〉

　蛮族時空に引きずり込まれたような頭の悪い展開になっていた。

　ストライクフォールはカウンター一発でゲームセットにはなりにくい競技だが、リーダー機同士が接触する場合だけは違う。泥臭い殴り合いを援護するため、両チームが衝しよう突とつした。リンカーの数はガーディアンズが多いが、シルバーハンズはこの展開を狙ねらっていた。

　生と死の狭はざ間まに、見る者すべてを引き込む凄すさまじい光景が、宇宙に現出していた。このスポーツが戦争の代替であるのは、まさにこの説得力のためだ。誰が強者で勝者かを、本能と知能の両方でわからせられる。

　光がまたたく。命が散るようにストライクシェルが破損する。何かに取り憑つかれたように、暴力が次なる衝突を呼ぶ。

　だが、雄ゆう星せいはわずかな違和感を覚えていた。

「アデーレの指揮にしては、勢いが弱くないか？　いや、洗練してるのか」

　後先考えない一撃必殺を狙うアデーレは、いつもはバケツをひっくり返したように戦力を叩たたきつけようとする。だが、この試合では、ホースで水をかけるように、必要なところへ絶え間なくチームメイトが送り込まれている。

　その違いが、雄星には見てとれた。

「シルヴィアだ。アデーレの指示を、他のチームメイトの体力を温存できるように翻訳してるんだ」

　シルヴィアは、ただチームメイトが集まりやすい位置取りをしているだけではない。慣かん性せい同調で仲間の軌き道どうを変えるとき、具体的に速度を決めてどの方向に送り出すかは、リンカーにまかされる。シルヴィアは、アデーレのイメージを、現実的な軌道に落とし込んで試合をつくっている。それは、リンカーにしかできない仕事だった。

　おまえはこういう仕事をするべきだったと、見せつけられているようだった。

　はらわたがねじ切れそうなほど悔くやしかった。

　だが、もっと苦しいのは、シルヴィアがよい仕事をしているのに、ガーディアンズに押されていることだ。

〈エイジェイ・ロジャースが満まん身しん創そう痍いですね。これまでの試合では、ここまでボロボロになる姿は見ない選手でした。……ええ、けれど、これはいい傾向なんですよ。これは、スタッツ成績表からも明らかです。今シーズンから慣かん性せい制御で試合が高速化したことで確実に決めなければならないプレイが増えて、プレイ成功率が重視されるようになりました。ロジャースはプレイ成功率が非常に高いんですね。つまり、本来は、もっと酷使しなければいけないプレイヤーだったのです〉

　シルヴィアのスタミナは限界にさしかかりつつある。そして、なにより、決め手がない。アデーレはチームの地力以上の結果を出すため奇策に頼るが、スカ当たり程度だとこうして押し負ける。

　雄ゆう星せいの焦燥を観戦ＡＩが読み取ったか、解説者がコメントしている画面が大写しになった。あろうことか、エイジェイが撃げき墜ついされた瞬間だった。

〈──ロジャース、クラッシュですね。これで試合は決まりました。……今のシルバーハンズは、リーグ八位とよい位置につけていますが、人材プールの差で順位は頭打ちでしょう。今年は軍チームが勝つ年ですよ。軍から人材を潤沢に引っ張ってこられる軍チームは、荒れるシーズンで強いんです〉

　現在のチーム順位上位は、一位を走るホライズンズ以外は、すべて軍の教導隊や試験開発部隊のチームだ。散兵戦術が急速に発達しているせいで、一か月後に必要とされる能力をどのチームも予測しきれない。だから、多様な選手や武装、そして充実した訓練機関を抱えているチームが、安定して勝率を稼いでいる。軍チームは、普通の二軍やサテライトとは桁けた違いの人材を抱え、武装や戦術の研究機関も充実しており、戦術の流行がどう変化しても対応力があるからだ。開幕戦の敗戦後、即座に二軍で後進を育てることを選んだケイトリンには、先見の明があった。

〈タカモリに頼ると戦術になりませんが、タカモリに頼らないとコンテの戦術に耐えられるスタッフが足りません。ファラデーがこの穴を埋められるかが、今後のシルバーハンズを左右することになるでしょう〉

　プレイの感想には口を出さなかった環たまきが、ぽつりと言った。

「やっぱりたいへんなんだね」

「ストライクフォールからは世界の動勢が見えるらしいな。環のほうが、そういうの、くわしいんじゃないか」

　雄星にとって、フィールドの外側を差配してくれているのは、彼女だ。彼女は好きでやっていることだと言うが、日に日に話が難しくなっていくから、頑張ってくれていることはよくわかる。

「世界情勢かぁ。そうだ。チル・ウエポン耐性が高い人って、慣かん性せい制御の影響で、平均年収が倍以上になって、今も上がり続けてるって知ってる？　耐性Ｂ以上の人は、いま時点で転職者数が去年全体の二倍を超えてる。政府機関では、今シーズンの頭くらいから、やめるのに特別な許可が必要になった国がいっぱいあるよ。そんなだから、選手確保はたいへんだね」

　彼女が、よく考えたり調べたりしてくれていると、短いコメントからはっきり見える。雄ゆう星せいは、素直に感謝を伝えた。いろんな情報の繫つながりで描かれた絵図を、彼には理解できない。ただ、今シーズンの軍チームの強さに裏付けがあるということだけは、納得できた。

〈シーズンの中盤以降は、選手プールの問題で、もう軍チームの独壇場になると思いますよ。唯一、散兵の隆盛を仕掛けたホライズンズだけが軍チームではありませんが、ここが独走のまま完走できる準備をできているかですね。そのあたりが優勝を占うことになるでしょう〉

　フィールドでは、地力の差で刻一刻と戦況が悪くなっていた。今、エイジェイの代わりのポジションに入ってくれたシャフィークが、クラッシュした。アデーレの独特なセンスで、致命的な戦線崩壊は起こっていない。シルヴィアも貢こう献けんしている。だが、足りない。あと一歩のところまで、押せる瞬間もある。だが、その一歩が、あまりに遠い。

「もうすこし……。もうすこしだろ……。行ってくれよ……」

　観戦しながら、心は焼け付きそうなほど焦っていた。だが、フィールドにいないから、祈ることしかできない。

　──あそこにいたい。あそこにいられたら、できることがあった。

　どんな人間も、脳もセンスも疲労する。ほころびは、味方の疲労からくる攻めあぐねによって現れた。選択肢を失って、攻撃が創造性を失って単調になるまで、およそ十分。その間、先手をとって攻め続けなければ死ぬとはいえ攻勢を続けたのだから、たいしたものだった。

　最後には、カレン・フェニックスに、突撃を正面から食い破られた。カレンが小刻みに慣性制御で軌き道どうを変えながら、アデーレ機へとジグザグに接近する。それは雷光織りサンダーウイーブ──雄星が宇宙で最初に行い今では基本となった機動技術だ。だが、純粋にレベルが高い。肉薄される側からは、ほとんど認識すらできないまま接近されているはずだ。

　そして、アデーレ機が二度目の撃げき墜ついを受けた。

　試合は二対〇で、シルバーハンズの敗北だった。

　これが、世界最高峰の舞台の厳しさだった。フィールドに立てなかったというのに、極度の緊張でのどがからからだった。解説が聞こえる。

〈残念な結果に終わりましたが、シルバーハンズは、シルヴィア・ファラデーがチームと連れん携けいを深めれば散兵戦術の開発競争に参戦できると、希望を残しましたね。チーム課題は、シーズン中に、どこまでチーム力を伸ばしてゆけるかですね。ただし、道はとても険けわしいものになるでしょう〉

　撃墜の瞬間、選手を守るために展開したセーフティシェルは、すでに六十秒の有効時間を超過して消失していた。横合いから撃うたれて胴部に穴の空いたアデーレ機が、宇宙を漂ただよっている。

　ストライクシェルは人間ではない。だが、スポーツであるストライクフォールを通して見るとき、機体には精神が宿っている。怒り、悲しみ、そして後悔──。戦争と紙一重のものであるからこそ、愚おろかな営みすらもが人間の性だと観戦者に体感させる。だからこそ、ストライクフォールは太陽系大戦を生き延びたこの時代、スポーツの王者なのだ。

　残ざん骸がいになったアデーレ機が、救難灯を発光させている。

　胸が締め付けられる思いがした。雄ゆう星せいが、もっとうまければ、こんな試合にならずに済んだ。アデーレの《ホーリーグレイル》は、こんな悲しい姿をさらさなくてよかった。

　雄星はアデーレを大切なチームメイトだと思っている。チームメイトの力になれなかった。

　引き裂かれそうな後悔と無力感を嚙かみしめる。環たまきは、何も言わずに見守ってくれていた。この想いを癒やすのは、きっと勝ち取った勝利なのだ。




　次の日、いつもよりも一時間早く、目覚ましのアラームで起きた。いてもたってもいられなかったのだ。

　朝食をとって、エンディミオン号の都市区画をランニングする。試合の翌日は、機密の塊かたまりであるストライクシェルを大量に修理しなければならないため、チームは都市宇宙船に戻る。

　走り慣れた道を、心肺機能強化のために疾走と緩い走りを繰り返す。前方に、金髪で背の高い男の後ろ姿を発見した。ロバート・アッシュだ。

　ロバートが、雄星に並走してきた。

　ふたりの男が、ひたむきに前だけを見て駆けていた。

　一キロほども走ってから、ロバートが言った。

「僕がいたら、昨日の試合をあんなふうにはさせなかった」

　ロバートも、試合には出られなかったのだ。

　悔くやしい思いをともに抱えているとわかった。だから、それ以上の言葉は、今は必要なかった。




　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊




　白しら咲さき環は、シルバーハンズのスポンサー会議では最年少の参加者だ。

　ことあるごとにはね除のけてきたが、今でも彼女のことをキャリアと年齢で押さえつけようとする者は多い。

「チームの快進撃は終わって、ついに貯金は残り一だ。次の展開を考えないとな。どうだね？　タカモリくんもリンカーを外されたことだし、もう引き時だろう？」

　環に声をかけたのは、シルバーハンズにスラスターなどの重工業部品を供給しているフランク重工のＣＥＯ、オマール・コーエンだ。キャリア四十年の経営者で、いつも環に、ビジネスを教えてやるというていで自分の欲望を押し付けようとする。

　環たまきは、慎重に人物の理屈と感情を見極め、フランク重工の財務状況と経営トピックを調査すると決めた。

「うちのタカモリは、チームの可能性を信じています。シーズンもまだ第一クォーター最初の四分の一も消化していませんから、どうとでもひっくり返る段階でしょう」

　軽く会釈して、アントニオ・コンテオーナーに挨あい拶さつをするため、環は場を離れた。そのまま、前列の空き席に移動する。

　エンディミオン号内のチーム本拠ビル最上階の大会議室は、満員になっていた。軍チームの躍進が決定的になったこの一か月ほど、保安上の理由からスポンサー会議はかならずここで行われるようになった。昨シーズンまで使われていた一般施設では、防諜設備がないためだ。

　アントニオ・コンテが、立ち上がって彼女を迎えてくれた。コンテ翁おうには、老いた名優の風格がある。

「よく来てくれた！　たった一戦負けたからと、舞台の畳み方しか考えないヘボの相手は、飽き飽きしていたところだ」

　コンテオーナーは、他の参加者と向き合う議長席にいる。目立つ場所だから、さまざまな人々が集まってきた。宇宙時代になっても、会議は、誰を味方につけられたかで決まる。

「会議場は、試合と同じだ。事前の積み上げで、あらかた勝負が決まっている！　会議場に来てから負け方を相談するくらいなら、納得のいく負け方を前もって提議しておけというのだ!!」

「そんな議題が出ていれば、全力で叩たたき潰つぶしていたのでしょう」

　環が尋ねると、コンテ翁が人の悪い笑みを浮かべる。そこに、ネクタイを端正に整えて締め、軍礼服の左胸に略綬を山ほどつけた白髪の男性がやってきた。今シーズンから議決権のないオブザーバーとしてスポンサー会議に参加している、地球近軌道統合軍Near-orbital Joint Force of the Earthのハーキュリーズ・モリシー中将だ。その風貌は繊せん細さいでいて、礼服は袖口にシャツが覗のぞき、ボタンがひとつ留めかけになっていたりと、雑さが見え隠れしている。

「ミス・シラサキ。タカモリ君の身辺警護はどうしているんだね。そろそろ彼の身辺に、本格的に危険は現れているだろう」

　モリシー中将が、頭の中で計算しているように人差し指を細かく動かしながら、問いかけてくる。

　環は、モリシー中将の問いに誠実に返した。

「そちらは我々も重視して、対処できる体制を整えました。エージェンシーの保安部門が、満足いく質で稼か働どうしはじめています」

　中将は、近軌道統合軍ＮＪＦＥの第五軍で、地球圏けん外への遠征を任務とする外洋機動艦隊を率いる司令官だ。スポーツ性を重視したこのチームのオブザーバーに近軌き道どう統合軍が加わったのは、昨シーズンにヒデの事故とレイカ・フランクリンのテロ事件があったためだ。どちらも第五軍の管轄宙域で発生したため、シルバーハンズの警備にアドバイスを行うことを名目に、アドバイザーではなく議決権のある席を求めた。地球圏けんの軍にとって、地球圏のチームが無事に戦い抜けることは、存在感プレゼンスを守る手立てなのだ。

「失礼だが、タカモリ・エージェンシーは去年作ったばかりのベンチャーだ。保安部門まで手を広げる人材とノウハウはないだろう。保安スタッフに工作員を潜りこませるのはこの道の常じよう套とう手段だが、だいじょうぶかね」

「現場のことは、プロにまかせることにしました。父の世代宇宙船時代のつてを頼って、相応の信用がある民間警備会社ＰＭＳＣを買収しましたので」

「急場で買収に応じるような業者を、そこまで信用できるものかね？」

　モリシー中将は、チームの警備状況に懸念を表明している。かつての大戦時は移動基地として徴発されたエンディミオン号に、近軌き道どう統合軍を駐留させたがっているのだ。

「起業当初から計画して、意思疎通と交渉を重ねた結果、信頼は置けると判断しています。当然の措そ置ちですが、コンテオーナーにも計画段階から話を通して、信用調査を進めていただいていました」

　環たまきの買収した《ロリカ・セキュリティ》は、木星の民間軍事会社だった。彼女の父、白しら咲さき護まもるの友人に、大戦終結後に地球の木星統治機関である統治府の、軍の立て直しに協力した軍人がいた。その人物は、統治府軍が一定まで規模を回復させると、退たい役えきして現地で民間警備会社を立ち上げた。木星の企業なので、モリシーにも深くまで動向が伝わっていないのだ。だから、質問がモリシーから出るのは、正当だった。

「火星の次に、シルバーハンズが向かうのは木星だ。太陽系大戦で木星統治府を陥落させた、太陽系でもっとも危険な地域だ。君たちはエンディミオン号に引きこもれるが、前面に立つＰＭＳＣは、任務を遂行するために相当の能力が求められる」

「わかっています。だから、木星に行ってくれる企業ではなく、木星の企業を買いました。そのアドバイスに従って、装備と人員を増強しています」

　アントニオ・コンテが、ゆっくりと立ち上がり、芝居がかったしぐさでネクタイの結び目を引いて直した。

「《ロリカ・セキュリティ》は、シロだと考えていい。二十三年間試合で太陽系を転戦しているうちの信用調査を全力で使って、できる限りの調査を入れた。これでダメなら、シルバーハンズの関連企業の信用は総崩くずれだとも」

　環も微ほほ笑えむ。彼女の父によれば、歴史的に非軍事の交流機関が多くの国外情報を持ったように、ストライクフォールのチームも、ともすれば軍すら知らない情報を摑つかんでいる。信用調査を信じて、すでに彼女自身と家族の身辺警護も、警備部門に任せていた。

　モリシー中将が、思考をまとめなおすように、視線をすこし上に向けた。

「民間警備会社は、一種の軍隊だ。報酬と準備につけた予算が、危機への対応力に直結する。ミス・シラサキが莫ばく大だいな利益を投資に回していることは承知しているが、軍事費を一企業が支払うのは重すぎはしないかね」

「新たな価値を生み出さない投資ですが、これに耐えられるよう大きくしました。タカモリに好きなことをやらせて、タカモリを守ることが企業目的ですから」

　環たまきは言い切った。身の安全というどうしようもない理由で、幼なじみと引き離されるのが嫌だった。

　なにより、どこに敵がいるのか、環にもまだわからない。実のところ、鷹森英俊の死亡事故は地球近軌道で発生しているのだ。

　中将が、ひとつ用件は終わったとばかりに、議場を見渡せる一番後ろの席についた。大戦でケレス総合参謀本部賞賛章ほか数々の叙じよ勲くんを受けたと軍の公式情報にある彼は、あまりにも他のスポンサーたちと空気が違った。

　そして、時間がきて、スポンサー会議が始まった。

　今日の最初の議題を提起したのは、さっき環に声をかけてきたフランク重工のＣＥＯだ。

「今の十一位みたいな、十位前後で順位が頭打ちなら、今の予算を吐き出し続けるのは反対だ。チーム予算を圧縮することで、チーム価値と支出のバランスをとるべきだ」

　議席から賛同の声と拍手があがる。

「一部リーグに無条件残留の二十六チーム中、昨年はなんとか入れ替え戦に滑すべり落ちない二十一位だった。それでも今のチーム価値だ。これと同じ順位なら、後半に必要な予算は、前半の半分で済む」

　さすがにこれには、スポンサー会議が真っ二つに割れた。

　スポーツ用品メーカーの役員キッド・オルモスが声を荒らげた。

「十位以内ティア１を争うチームと二十一位が同じだって？　頭がおかしくなったのか？」

　チームの成績によって売り上げが変わるスポーツ関連企業にとっては、ありえない話だ。普段温厚な元スポーツ選手のオルモス氏を激怒させるに十分な暴論だった。

　一気に会議の空気が緊迫した。

　近軌き道どう統合軍のモリシー中将も、異論をとなえた。

「チームを売る準備にしても、もうすこしやりようがあるのではないか？」

　会議では厳しい反論がよく飛ぶが、モリシーに強い語気で当たる者はなかった。シルバーハンズは、地球周回軌道にスペースコロニー《ヨセミテ》を、二軍練習場兼開発施設として持つ。このため、宙域の治安を守る近軌道統合軍の人間が来た影響は大きい。

　だが、オーナーのうち半分は、価値が高いうちにチームを売ってしまいたい。シーズン中に《コントラクター》と鷹たか森もり雄ゆう星せいを失う可能性こそが、彼らのリスクなのだ。不測の事態が起こる前に売却益を手にすれば、彼らの本業を飛躍させることができる。

「それでも、彼らは負けている！　負けているんだぞ」

　オマール・コーエンが、唾つばを飛ばして力説する。

　負けるというのは、こういうことだ。勝っている間は、期待から査定が甘いから、成果の計量は定期的な経過観察として行われる。だが、敗北すると、事業見直しの名目で価値を不本意なタイミングで数値化され、勝手に意味付られてしまう。

　話の中心は、雄ゆう星せいと《コントラクター》をどう扱あつかえば、スポンサーたちにとって最大の利益になるかだ。そういう流れが加速しないように、環たまきは、発言を聞いてもらうためのカードを、会議ごとに一つは準備している。

　彼女は、それを、シルバーハンズの敗北の価値を論じるために切ると決めた。

「今期二十一位に低迷することは、前期とはまったく違います。今、チーム価値が低下する意味を、皆さん、きちんと把握しておられますか？　今のシルバーハンズの安全は、優勝のチャンスを残しているというチーム価値があって、ようやく守られてるんですよ」

　環は、議場の半分に喧けん嘩かを売った。

　売却派のコーエン氏が不快そうに眉まゆを上げた。

「なぜそうなる？」

「競技運営の前提になっている宇宙の安全そのものが、今期は、かつてないほど不安定だからです。慣かん性せい制御機が行き渡ったことで、新時代の覇は権けん争いはすでに始まりました。一部リーグの半数以上を占める軍のチームは、戦闘技術開発で優位に立つために、優秀な人材を軍組織から全力でリーグ戦に回しています。軍のチームが例外なくチーム価値を高めているのは、投資するリソースがないと甘く見られることが、安全保障上のリスクだからですよ」

　環が昨日の観戦で考えていたのは、なぜ今期は軍のチームがあれほど強いかだった。

「最近、チームが勝ち星を伸ばせていない根本的な原因は、昨日の試合でよくわかったことと思います。ガーディアンズ側は今期入団のリンカーを何人も抱えていて、慣性制御機の新型がカレン・フェニックスの能力を十全に発揮できるほど高性能でした」

　コーエン氏が机を思い切りぶっ叩たたいた。

「かけたリソースがまったく違うから、負けた。そんなことは、今さら言ってもらわんでもわかる！　軍にリソースで勝利するなんぞ、我々には絶対に不可能だ。太陽系の軍事情勢に正面からあらがうなど、シルバーハンズでは荷が重い」

　民間のチームでは、試合ごとの敗戦がオーナーの進退に直結まではしない。だが、今の軍チームでは、そのキャリアと組織の存在意義がかかっている。環は、スポーツ選手である鷹たか森もり兄弟を見てきたから、力の論理をある程度理解できた。

「価値を創り出せない連中だと思われたら、舐なめられますよ。舐められたら、どんな不測の事態だって起こります。今期のシルバーハンズは、全力で走るか、食い物にされるかの二つにひとつしかありません」

「それこそ、さっさと手放すべきだろう。とても手に負えん」

　だが、そのコーエン氏の足下を、環たまきはすくった。

「手放すとは言いますが、太陽系じゅうが《コントラクター》に夢を見ている状況ですよ。取引して、取引成立するまで誰が守ってくれるんですか？　天井知らずに値が上がる取引を、安全にできる方法はありません。そのとき最初に狙ねらわれるのは、当然、チーム資産の決定に力をもつこのスポンサー会議に参加できるメンバーです。タカモリ・エージェンシーは軍の特殊部隊からでも安全確保できる予算を身辺警護にかけていますが、皆さんはどうですか？」

　きっと、スポンサー会議で軍事勢力から接触を受けている参加者たちは、各勢力によって身しん体たいと財産の安全を約束されているだろう。だが、今たぶんスポンサー会議の参加者全員が、近軌き道どう統合軍のモリシー中将を見た。彼が口を開き、全員が、中将がここにいる理由を知った。

「近軌道統合軍第五軍は、要よう請せいがあれば、防衛戦力を提供する用意がある。シルバーハンズのオーナーの一角に、軍が正式に入り、選手の人材交流を行うことも考えている。ファラデー研を紹介した身で言うのもなんだが、不安定なルナチャイルドより、我々軍人は、選手としても、より優秀だ」

　実質的なチームの乗っ取りである。

　環は、部外秘だから雄ゆう星せいにも伝えなかった情報を握っている。シルヴィアを金銭契約したファラデー研とシルバーハンズを繫つないだのは、近軌道統合軍だ。なのに、今、モリシー中将は、ルナチャイルドをお払い箱にする提案を口にした。軍にとって、通常の入団方法以外で人を押し込む実績にすればよかった。シルヴィアが命を削って出した結果は、中将にとって、自軍の軍人を売り込む踏み台でしかない。

　アントニオ・コンテオーナーが立ち上がる。彼が芝居がかった身振りをつけるのは、はっきり主張があるときだ。

「近軌道統合軍をエンディミオン号に乗せる？　正気とは思えん。火星シリーズの次は、木星圏けんに転戦するのにか！　まさか、木星圏が、ケレス決戦の遺い恨こんを忘れたとでも考えておられるか？」

　議場は、悲惨な歴史事件のことを思い出させられて、もはや普通の胆力では発言をためらう空気になっていた。ケレス決戦は、地獄の太陽系大戦にあって、最後にして最大の大規模戦闘だ。木星国際連合軍は、火星木星間に横たわる小惑星帯メインベルトの準惑星ケレスを要よう塞さい化し、地球を巡る衛星軌道に乗せることで、地球を攻略しようとした。地球側もまた統合軍──現在の近軌道総合軍ＮＪＦＥを組んであらゆる手段を用いて攻撃し、からくもこれを破壊した。直径九百四十五キロメートルもの天体は完全に粉砕され、その破片は今も地球と火星の間に大量に漂ただよっている。ケレス要塞軍の兵員は、実数は判明していないが、半数が死亡したと言われているのだ。

「このエンディミオン号は、太陽系大戦では統合軍に属していた。ケレス戦線でかつて隊伍を組んだわれわれが同行することは、自然な成り行きだと思われるが」

　モリシー中将の返事には、暴力に自信があるもの特有の、他人の意思を顧かえりみない傲ごう慢まんさが見え隠れしていた。だが、コンテオーナーは、そういう力にスポーツで挑戦した人だった。

「ありえん選択だ！　木星からは、地球統合軍がふたたびエンディミオン号を接収して、開戦の準備を始めたようにしか見えん！　木星情勢は、大戦終結から安定していたためしがないのだ。この船を使って、火薬庫に火をつけたいのか？」

　スポンサー会議は、今や三つの勢力の衝しよう突とつの場になっていた。シルバーハンズに《コントラクター》と雄ゆう星せいを留めたい、コンテオーナーや環たまき。コーエン氏のような、チームを売って利益を確定させたい企業群。そして、新たに現れた、隙すきあらばエンディミオン号ごと全部を組織に呑のみ込みたい、地球近軌き道どう統合軍だ。

　そして、モリシー中将が、環に視線を向けた。もちろん環は、続く木星ラウンドで雄星に不利な状況にならないラインを、すでに検討していた。

「近軌道統合軍が木星遠征について来る場合は、外交筋を正式に通して、許可の出た規模と編成にしていただければと思います。エンディミオン号とシルバーハンズに、フリーライドするのはやめてください」

「それは、君が雇った民間警備会社ＰＭＳＣは、タカモリ選手を守りきれるということか？　今の木星は、ひとたび不穏になれば、もはや民間の手に負えない現地の軍が動くことになるが」

「木星が戦国時代であることは、現地に駐在するスタッフからレクチャーを受けています。そのうえで、警備部門の責任者は、エンディミオン号が撃沈されても、わたしと鷹たか森もりだけなら地球圏けんまで連れ帰ってみせると言っていますね」

　モリシー中将が「我々もそのギャンブルに乗るのかね」と、ため息をつく。

　そして、会議の席で、最大の問題であるチームの売却の是非に、今はまだ手をつけられないという認識が共有された。だから、今の成績に対して、シーズン後半の予算計画が適切なのかに、議題は移っていった。

　売却派が《コントラクター》の取引を安全に行える方法を提示できなかったことは、そこでも響いた。具体的な筋道が立っていないことで、売却派が一枚岩ではないことが露見したせいだ。出口戦略がないまま予算計画を即座にカットするより、当面はチーム価値を維持する流れに自然と収まった。

　コンテオーナーが、議長として、今日時点での議決をまとめた。

「週末に、ガーディアンズとの再戦がある。その結果を見てから、次の会議でシーズン後半の予算計画を決める。また、ファラデー研究所との提携関係は、当面は継続するものとする。以上、賛成のかたには拍手をお願いしたい」

　ほっとした顔で、あるいは渋面を作って、さまざまな表情で参加者の大半が拍手した。環は、雄星にとって一試合の猶ゆう予よを作れたことにほっとする。

　次のガーディアンズ戦が歴史の分岐点なのだと、気づく者はすくないだろう。だが、一年後にはきっと宇宙じゅうに理解されている。遠からず、世界は大きく動く。そのとき、《コントラクター》と雄ゆう星せいを握っている勢力が、人類の命運を左右することになる。つまり、チームの方向が決まる次の試合が、第二次太陽系大戦の開戦時期を決めるのだ。

　そして、環たまきは、雄星を結果として追い詰めてしまうことに、心の中で謝罪する。次でシーズンにかけられる予算が決まることは、チーム首脳陣に伝わる。そして、チーム首脳陣は、勝算を最大にするために、きっと手段を選ばない。

　長い一週間が始まる。
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　その頃、雄星とロバートは、自主練習後オリバー・カークマンヘッドコーチに呼び出されていた。

　いつものブリーフィングルームではない。監かん督とくや首脳陣が使っている、情報漏ろう洩えい対策が厳重な作戦会議室だ。ソファと応接机が置かれたビジネスオフィスのような部屋で、居心地悪い思いをしていると、カークマンヘッドコーチが遅れてやってきた。

「昨日の試合は見ていたようだな。危機感がゆるんでいたなら、二軍に送らねばならなかった」

　雄星たちの顔を見て、コーチ陣のトップが満足げに腕を組んだ。

「へらへらしてられるかよ。俺は、一軍の自主練にまだ参加できねえんだぞ」

　一軍では、試合翌日は、体の疲れを考慮して午後からの自主練習だ。だが、雄星と新加入のロバートだけが、午後からの練習メニューが二人で筋トレなのだ。

　ロバートが無言で肩をすくめる。このプライドが高い男も不本意だったようだった。

　だが、カークマンヘッドコーチの告げた言葉は、雄星を心底驚かせるものだった。

「おまえたちは、今日から二機編隊ロツテを組め。練習も二人でやってもらう」

「ポジションを変えろって言っても、俺は、リンカーをあきらめてねえぞ。それとも、シルバーハンズもリンカー二人でやるのか？」

　ガーディアンズの三人リンカー体制は、試合で見ても強力だった。どのリンカーの速度が本命かわかりにくいため、リンカーが集中攻撃を受けにくい。しかも、二人のリンカーの速度帯を移動することで、高速と低速を素速く切り替えられて、戦術の柔軟性が目に見えて上がる。

　カークマンヘッドコーチが、感心したように言った。

「ほう、尻に火がついて勘がよくなったな。シルバーハンズは、今日から戦術を抜本的に組み直す」

　興奮でカッと体が熱くなった。勝利に飢えていた。

「それで、二人リンカーか？」

「違う。戦術概念の根底からの見直しだ。チーム全員が状況に応じてリンカーとなる」

　雄ゆう星せいにとっては、本当に初耳の話だった。

「わかんねえな。でも、まるでピンとこないってことは、やられた敵チームも意味わかんねえってことなんだろうな」

　頭が追いついていなかったが、きっとムチャなことが始まるのだ。かつてブラバッキー二軍監かん督とくが、パワープレイヤーの概念を叩たたき込んだときも、雄星には最初理解ができなかった。だから、きっと今回も勝算はある。

　ふつふつと、腹の底が沸騰したように、笑いがこみ上げてきた。カークマンヘッドコーチが、得たりとばかりに、にやりと笑う。

「次節の、ガーディアンズとの再戦から、我々は次の攻勢に入る。だが、ダイモスは敵チームにとって根拠地だ。当然、軍のチームは諜報セクションを持っているため、こちらも防諜を厳しくする必要がある。このため、編隊ごとに分割して練習を行い、全体練習は試合前日に一度だけフィッティングを行う」

　面白いことが始まる予感がした。

　ロバートが不満を表すように鼻を鳴らした。

「それで、僕の役目は、こいつのお守りですか」

「そうだ。タカモリの技術的に足りないところを、おまえが補え。《コントラクター》とタカモリには、突出した強みと明らかな欠陥がある。ロバート・アッシュ。おまえが僚りよう機きを徹底してカバーすることで、編隊として弱点のない、極めて脅威度の高い戦力にするんだ」

　カークマンヘッドコーチは、ロバートに言った。

「タカモリを、おまえが飛躍させろ。これからの戦術では、タカモリを中軸のひとつとする」

　ロバートが、ヘッドコーチが本気だと知って、表情を引き締めてうなずく。

　そして、雄星を、カークマンヘッドコーチがねぎらった。

「タカモリ。これまでチームは、おまえの弱点が短期間で解消できないものだと知りながら、チームの事情で向いていないリンカーを押し付けてきた。おまえは、これまでしてきた努力が結果に結びつかなかったことを、敗北だと思っているかもしれない。だが、シルバーハンズは、おまえが中継ぎとして必死で時間を稼いでくれたから、この順位にいる」

　雄星は、苦しかったシーズン序盤のことを思い返す。一部リーグでやっていくには、実力が足りていなかった。なのに、与えられたポジションは、リーグ有数の名選手たちと競わなければならない、チームの要だった。何度も失敗した。食らいつこうとした。向いていないとわかっていた。それでも、ストライクフォールのことだけを寝ても覚めても考えた。強くなることだけに全力だった。

「おまえよりリンカーの適性がある選手を補強できなかった、チームの責任だ。そして、補強の失敗を補うのが二年目の新人だというのは、選手層を厚く出来なかった監督とコーチ陣、そしてフロントの敗北だ。おまえがチーム戦略の大穴をふさぐため、慣れない役を与えられても身を粉にして貢こう献けんしてきたことは、首脳陣の全員が理解している」

　カークマンヘッドコーチが、評価してくれていた。雄ゆう星せいは、シーズン前半、リンカーとして思うような活躍に恵まれなかった。だが、それは無駄ではなかった。努力は認められていた。

　雄星は、わきあがる思いをどう言葉にすればよいかわからなくて、拳こぶしを強く握る。

「俺は、チームの役に立てたのか」

「おまえが奮闘して、時間を稼いでくれたおかげだ。いい順位を保ったまま、チーム戦術を組み立てられた。シーズン前半で、敗北しても数多くのチャレンジを積んでくれたことが、チームの大きな勝利への大きな貢献だったと、必ず言えるようになるはずだ」

　雄星は、シルバーハンズの誇ほこりある白に憧あこがれた。フィールドに立って、チームと一緒にプレイしたかった。勝ちたかった。認められたかった。

「おまえの存在を前提に、ブラバッキー副監かん督とくは、新しい戦術を組んだ。覚えることは多いが、モノにできれば勝てると、われわれ首脳陣は見ている。やるか、タカモリ？」

　カークマンヘッドコーチが、アルバ監督が、ブラバッキー副監督が、期待してくれている。そう思うと、体がバラバラになるまでだって、努力できる気がした。

　想いがわき上がって、言葉にならなかった。

　結局、言えたのは、これだけだった。

「勝つために、なんでもやりたいんだ。俺を、勝たせてくれ」




　カークマンヘッドコーチは、雄星とロバートをシミュレータールームに行かせた。

　新しい戦術に合わせて調整するため、技術者がシミュレーターに張り付いて作業してくれていた。選手たちだけではない、さまざまなスタッフが、チームを作っている。

　十基のシミュレーターのうち半分は、別プログラムですでに練習している他の選手が使用中だ。声をかけあって仕事を進める技術者たちには、試合中のハンガースペースにも似た活気があった。

「勝つぞ！」

　雄星が、握った拳こぶしを技術者たちに突き出す。皆が、歓声や口笛でこたえてくれた。

「君は頭が悪いな」

　ロバートが、苦笑しつつも激励の声に手を上げてこたえる。

　作業着姿の技術者に見送られて、シミュレーターに入る。サドル型のシートにまたがると、ヘッドマウントディスプレイのついたヘルメットをかぶる。視界に、仮想空間の宇宙が現れた。

　シミュレーター内の仮想体験の《コントラクター・ブラックナイト》を立ち上げる。通信がロバートから入った。視界の端はしにロバートの姿が投影される。

〈新しいシミュレーションプログラムが入っているな。けど、まずはブリーフィングか〉

　ロバートの様子は、まるでずっと前から一軍にいたかのように堂々としている。

　雄ゆう星せいは、体の熱に浮かされるようだった。早口になっていた。

「ブラバッキー副監かん督とくは、やっぱ、一軍に来たときから考えてたんだな。ったく、こういうの、用意してるんなら、早く言ってくれよ」

　ディスプレイに、シミュレータールームの演壇に立つトレーニングウェア姿のカークマンヘッドコーチの姿が現れた。

〈〝われわれの目指す勝利〟のイメージを共有するために、具体的な話の前に理屈の要点をつかんでおけ。まず、リンカーはまだ歴史の新しいポジションだ。そのシステムは未発達だ。タカモリは、リンカーについて持っている先入観を一度捨てて、まっさらな頭で勝ちのイメージを作り直せ〉

「なっ!?　どんだけ苦労してリンカー戦術勉強したと思ってんだ」

　思わず雄星が叫んだ。

〈シルバーハンズは、これまで、おまえにリンカーを頼る必要があった。この間、貴重な戦訓を積みあげたことで、我々は散兵戦術そのものが持つ欠陥に気づいた。第一節のホライズンズから前節までの全試合を分析した結果、そもそも安定して勝てる散兵システムがひとつもなかったことが判明したということだ〉

　雄星は器用に立ち回れなかった。ルーキーにとって荷が重い仕事だとわかっていたが、これまで必死で食らいついてきた。

「マジで待ってくれよ。今さらそんなこと言うなよ。一節ごとに進歩しているんだろ。そんなこと、散兵の欠陥だって言われてどうすんだよ……」

　雄星は、ちいさな達成を摑つかんでは挫ざ折せつしてきた。それでも前進していると信じていたから、耐えられたのだ。それを、システム自体に欠陥があったと言われては、必死で一段ずつ上がった階段を爆破されたようなものだ。

〈這はい上がろうとし続けたおまえにとっては不満だろう。だが、一節ごとに変化してしまうほど不安定だということに、シルバーハンズは他のチームより敏感になれた。失敗の積み上げが、チームをゴールに導いた。他のチームは、この根本的な穴を疑うより、リンカーに極めて優秀な選手を配置することでカバーし続けているからな〉

　非効率的な方法で走り回っていたと知ることは、結果に不満足だからこそ、いっそうつらい。これまで二か月もそれに苦しめられてきたと思えば、ヘルメットを投げつけたくなるほどだ。

「クソ！　なんだそれ。……いや、気づいたから、正しい方向に走ればいいのか。……編隊ごとに説明まで割ったのは、そういうことか。全員集まって聞いたら、必ずぶち切れるやつが出るからな！」

　あるいは、何日もかけて、仮説が正しいか試しながら少しずつ選手に伝えるという方法もあったかもしれない。だが、監督たちは、その間にひとつでも勝ち星を落とすことを惜おしんだ。

「わかった。続けてくれよ。それだけ、新システムに自信があるんだろ」

〈タカモリ。おまえに欠点は数あるが、勝利のために頭を切り替える、その早さは悪くない。慣かん性せい制御の同調役の仕事が、リンカーに集中しすぎていることが、今の散兵戦術の勝率が安定しない原因だ。新システムでは、これを改善する。リンカーが狙ねらわれるのはどのチームでも同じだが、ここから試合が崩くずれることを、われわれは克服する〉

　雄ゆう星せいは、自分がどんなふうに試合で存在感を消されてきたか、よく覚えている。まさに、集中攻撃を受けて、チームの速度管理の要になりきれず、試合に負けてきた。

「でもよ。ホライズンズは、七割とかバカみたいに勝ってるだろ」

〈ホライズンズのリンカーの、リオン・マクスウェルが乗る《ヘルメス》は、散兵戦術に特化した可変機だ。あの機体は、リーグ最速の加速性能と脚部の重力制御ユニットの力で、たいていのマークをかわせる。シーズン開始前から不安要素を潰つぶしていた、事前のアドバンテージで勝っているだけだ。その戦績が、リンカーが機能し続ければ試合に勝てるという、幻想を見せているんだ〉

《ヘルメス》を駆るマクスウェルは、今期のＭＶＰ候補とすでに呼び声高い。雄ゆう星せいにとっては、目標達成のために必ず超えなければならないライバルだ。

〈今の戦術では、リンカーに最重要な能力は機体性能に左右される機動力だ。そして、《ヘルメス》より速い新機体の開発は、シーズン中では間に合わない。ここが罠わなだ。《ヘルメス》を持たない他のチームにまで、リンカー偏重の偏った散兵戦術を採用させることが、ホライズンズの今シーズンの大戦略だ〉

　雄星は、いらだって頭を搔かこうとして、ヘルメットの表面を搔きむしった。カークマンヘッドコーチの話が、さすがに妄想だろうと思えた。今、宇宙じゅうがリンカー中心で散兵戦術を回していること自体が、ホライズンズの仕掛けた策だというのだ。

「さすがに冗談だろって感じだけどよ。それが本当ならよ。カラクリに気づいたから、最初に抜け出て勝ち星を荒稼ぎしようってことか。……今から、勝てるのか？」

　一位のホライズンズは、勝率七十六・九パーセント、十勝三敗という圧倒的戦績だ。七勝六敗のシルバーハンズが追撃するとしたら、残り四十三試合ある今から始めるしかない。

〈われわれが、環境を根本的に変える。次の試合で、ホライズンズ型の散兵戦術より進歩した戦術を見せつける。それに他チームが後乗りして環境が変われば、ホライズンズがシーズン前に準備していた戦略、投資、研究、すべてが根底から覆くつがえる〉

　今度はロバートが首をひねる。

〈今の散兵戦術に穴があるというのは、理屈としてはわかりました。質問ですが、その弱点を各チームの看板選手がカバーし続けているのに、狙えるほど大きい隙すきになるのですか？〉

〈なる。散兵戦術は、完成度が低いにもかかわらず従来のフォーメーション戦術を淘とう汰たした。だが、これは相性の有利が圧倒的なせいだ。散兵側はリンカーが機能している限り必ず先手をとれるうえに、逃げ回るリンカーをフォーメーションが追ってきたら逆に囲んで撃滅できるからな。シーズン前から最高の条件を整えて臨んだホライズンズですら、両軍が散兵同士でぶつかった九試合に限れば、六勝三敗しか獲れていない〉

　いい話に思えた。だが、雄ゆう星せいも、散兵の進歩に遅れないように、戦術をこれまで叩たたきこまれてきた。その強みは理解している。

「これしかねえのはわかった。けど、頭も使わなきゃ勝てねえのが散兵だ。理解できねえまま、スタートしたくねえ。散兵ってのは、デカい編隊よりちいさい編隊をたくさん作ったほうが、慣かん性せい制御の強みを出せるって道理だろ。そいつが不安定だってなら、なにがそれより強いんだ？」

　お膳立ては整ったとばかりに、カークマンヘッドコーチが切り出した。

〈高度に組織化された、次世代の散兵スカーミツシヤーだ。ひとつの思想のもとに、リーダー機を守り、敵を撃滅する。今日から王道になる、正統進化した次の一歩だ〉

　雄星は、大きく息をついた。頭の中がぐちゃぐちゃだった。これまで正しいと思って必死に追いかけてきたゴールが、幻想だった。だが、そんなふうにすべてをまっさらにして、新しいシステムを組み立てでもしなければ、このままでは十位以内ティア１に滑すべり込めるかどうかで限界だ。この危険な細い道だけが、上位四チームで戦うグランドチャンピオンシップ、そして、優勝というゴールにたどり着くのだ。

　再び、歯から息を押し出すように、息を吐く。体が震えていた。怖かったのだ。十位以内だって、十分とんでもない世界だ。だが、これから目指す新しいゴールが間違いなら、今いるリーグの上位からも滑り落ちる。

「その新しいやつを実現すれば、優勝できるんだな」

〈必ずとは言わん。だが、これから優勝を狙ねらうには、新しいスタンダードを作って、その先頭に立つしかない。これが、アルバ監かん督とく、ブラバッキー副監督、そしてわたしの総意だ〉

　カークマンヘッドコーチの声も、押し隠してはいたが緊張で震えていた。大きなリスクを前提に、首脳陣は頂点を狙うと決断した。昨日の試合中継で評論家が言ったような、「このあたりが限界」の順位などで、満足などしなかった。

〈前置きが長くなったな。これより、訓練を開始する〉

　シミュレーターの画面が、見慣れていたものと変わっていた。

「なんだ、これは？」

　ヘルメット内ディスプレイに、自機のものではない速度と進路方向と距離の表示が、追加されていたのだ。

　ロバートも困惑していた。

〈機体の表示レイアウトが、かなり変わってる。……なんですか、コーチ？　自機の速度表示のそばにある〝新しく追加された情報〟も、なにか意味が？〉

　カークマンヘッドコーチの説明は簡潔だ。

〈その新しい表示は、リーダー機の軌道データだ。これからは、常にリーダー機の速度、自機との相対位置と相対速度を、把握するようにしろ〉

　雄ゆう星せいは、苦いものを口に突っ込まれたような気分になった。目先のプレイをしながら、リーダー機の位置を常に把握することの、難度は高い。しかも、これまで雄星が複数のチームメイトの位置を認識して連れん携けいできていたのは、太陽を中心とする太陽系標準の座標の扱あつかいに慣れていたからだ。これに比べて相対関係を正しくイメージし続けるのは難しい。百キロ以上先で激しく軌き道どうを変える機体が、相対的に合流しやすいかなんて直感では判断できないうえ、数秒後の位置予測は更に複雑になってしまう。

「正気かよ？　そのデータだって、リーダー機よりもどんだけ速いか遅いかとか、どんだけ離れてるかだけだぞ。これで連携できんのかよ」

〈できる。連携の考え方を、抜本的に見直すからだ。常にリーダー機との相対値で位置関係を把握することには、そうするだけのメリットがある。リーダー機との距離と速度の相対値を、空間に価値を与える新しいモノサシとする〉

　雄星よりも頭がよいロバートが、信じられないとばかりに首を振った。

〈自分も、珍しくタカモリと同意見です。シミュレーターの今の設定変更もそうですが、とてつもないコストですよ。新システムで、この高いコストに見合う結果が出るものですか？〉

〈開幕からの全試合の統計をとって検討し、この大転換をモノにできれば頂点に届くと結論した。慣かん性せい制御が普及した今、もはや試合の勝負どころでは、選手全員が慣性制御を使用している。つまり、もっとも重要な瞬間、自然の力学は勝利に貢こう献けんしていなかった。そういう現実に、われわれはどのチームより早く適応する〉

　カークマンヘッドコーチは、ゴリラのように鍛きたえ上げた体格の頭脳派なのだ。

〈誰もルールに従っていない以上、慣性が物理の基礎だろうと、無条件の前提にすることは不適切だ。リーダー機との相対位置と速度が、宇宙戦闘を把握する新しい指標系の中心だ。だから、そういう空間把握を前提に、シルバーハンズの散兵戦術を設計した〉

　物理法則よりも、勝利を尊ぶ。彼らはあらゆるものを踏み越えて勝つのだ。理由のわからない笑いがこみあげてきた。このことに気づいたとき、戦術検討チームも、首脳陣も、きっと笑ったに違いなかった。

　ロバートも、鼻で笑った。

〈コロンブスの卵かもしれない……。だが、従来の宇宙航法の大前提をひっくり返した戦術を作るなんて、成功するものですか？〉

〈成功する。慣性制御戦術のデータが積み上がっている以上、遅くとも五年とかからずに誰かがやったことだ〉

　これが時計を早回しにする技術であるなら、戦争が迫せまる宇宙に最後の一押しをするかもしれない。本能的な恐怖すら覚えるからこそ、その向こう側には、とてつもない世界が広がっていると思えた。

「本当に優勝に届くかもしれねえ……」

〈すべての根本は、ストライクフォールの、リーダー機を墜とせというルールだ。フィールドプレイヤー全員がリーダー機を中心にして動くから、試合で起こるすべての現象は、リーダー機との関係で記述できる〉

　雄ゆう星せいは、ついてゆけていない。そして、コーチ陣の長ヘツドコーチは、わかっていない選手に同じビジョンや価値観を共有できるようにするのが仕事だ。

　雄星のヘルメット内ディスプレイに、ストライクフォールのチーム十五人を模式化した図が現れた。中心の赤いマーカーがリーダー機で、それを青い散兵集団が守っている。その散兵集団のマーカーの中に、雄星とロバートの画像を貼り付けたものがあった。

　カークマンヘッドコーチが、頭のよくない雄星向けのレクチャーを始めてくれた。

〈まずは、体験してみろ。シミュレーターの指示した課題のとおりに、機体を動かせ〉

　シミュレーターが《陣取り訓練プログラム》と表示し、訓練課題を示した。ヘルメット内ディスプレイに、シミュレートされた敵チームが現れた。そして、敵リーダー機の周囲一キロメートルが白く塗り潰つぶされた。《コントラクター》を、そこに移動させろという指示だった。

〈この白いところに君を移動させるのが、陣取りということなんだろう〉

「自陣のリーダー機は、放っておいていいのか？」

　自軍リーダー機の周囲は、濃淡のある黄色で塗り潰されている。リーダー機の至近距離ほど黄色は濃く、遠いほど薄かった。

〈無駄口をたたかず、自分の課題を果たせ。敵チームもリーダー機を固めている。気を抜いているとたどり着かないぞ〉

　ロバートに尻を叩たたかれて、雄星は敵リーダー機に接近する。白色でマークされたエリアを守る敵の抵抗は、強いところもあるが、白いエリアすべてをカバーできるほどではない。雄星は《コントラクター》でゴールになるエリアに到達した。

　来てみたら、敵側の防御がゆるくなっていたので、そのまま十秒ほどで敵リーダー機を撃げき墜ついしてしまう。

「終わったぞ。これでいいのか？」

　報告すると、カークマンヘッドコーチが解説した。

〈それでいい。今、おまえたちがやったのが、リーダー機という基準になる場所ポイントを中心にした、陣取りだ。つまり、白く塗り潰されている、〝敵リーダー機に決定的な打撃を与えられる有利な場所〟を獲得した。統計によって、試合を決める致命的リーサルな攻撃は、八十パーセント以上がこの圧倒的有利な位置から生まれているとわかっている。要するに、この致命的な場所──リーサルポイントを確保して攻撃に充分な時間だけ維持できたチーム、陣取りに勝ったほうが試合に勝つ〉

　雄ゆう星せいは、敵リーダー機と接近戦に入れば三十秒以内に撃げき破はするのが当たり前の接近戦の専門家──キラーだった。だから、さっきの訓練の意味がピンときた。ヘッドコーチの言う「リーサルポイントを確保して、充分な体制で攻撃するまで維持する」とは、さっき雄星が「白く塗り潰された〝場所〟を十秒維持した戦闘機動」と同じだ。そこは、敵リーダー機と一キロメートル以内という、普通は何発か撃うてば当たる至近距離だった。

「なるほどね。キラーがみんなやってることに似てんだな」

〈そうだ。これまで選手たちがやってきたことを、理論化した。ストライクフォールの、すべての機動と編隊連れん携けいの目的は、リーサルポイントを獲得することだと言ってもいいだろう〉

　今までやっていたことと同じなら、どこが差になって他のチームに勝てるのか不思議になった。

「前までと、何が変わるんだ？」

　雄星の疑問に、カークマンヘッドコーチが、彼のためにもう一度整理してくれた。

〈攻撃では、敵リーダー機と自機の相対距離を近づける。防御では、自軍リーダー機と敵の相対距離を広げる。問題がシンプルになっただろう？　そのおかげで、勝利のために必要な要素を絞しぼりやすく、機械補助がしやすい。具体的には、さっきシミュレーターに映った白の濃淡だ〉

　雄星のヘルメット内ディスプレイに、さっきの画像が表示された。

〈この白の点の集まりは、それぞれＡＩ処理で、敵リーダー機のスタッツから撃げき墜つい確率の高いリーサルポイントを予測して、濃い点を打ったものだ。問題がシンプルになったことで、一部リーグ基準でも有効な反応速度で、戦闘のガイドが可能になった〉

　ディスプレイには、どの選手に対して慣かん性せい制御で軌き道どう同調するかの候補も、指示されていた。

　状況を単純にして航法を自動化して、体温に余裕のある選手をそのつど臨時のリンカーに立てて、専業のリンカーを作らないことすら可能になる。つまり、リンカーに偏重したせいで、リンカーが狙ねらわれて戦闘機動が機能不全になる弱点が解消されていた。

　ロバートのほうはといえば、これが激変だと理解したようだった。

〈どれだけリソースを突っ込んだ？　慣性力があるから、宇宙航法では位置をここまで重視することはなかった。新しい航法ＡＩを作るだけで、とんでもない予算がかかったはずだ。こんなコストをかけて、役に立たなかったらどうするんだ？　二次元のフィールドを走り回るスポーツなら、自軍ゴールに敵を近づけず、敵陣ゴール前に長時間居座ったら普通は勝つ。〝リーサル〟の理屈とは、そういうことだろう。けど、三次元のしかも無重量の宇宙空間で、同じシンプルさで勝負が成り立つとは思えない〉

　宇宙では何も静止できない。それは、ストライクフォールの基本で、ひいては太陽系に人類を広げた宇宙航法の基本だった。だが、カークマンヘッドコーチは言い切った。

〈いいや、成り立つ。慣性制御後の全試合データを分析した。おまえの把握は大筋では間違っていない。だが、どのチームも、勝負どころで必ず慣かん性せい制御を使うことを忘れている。攻撃でも防御でも、勝負どころでプレイヤーは、平面を二本の脚で走るフィールドのように宇宙を扱あつかおうとする。もっとも重要な瞬間で軌き道どうが変わることを前提にして、どう有利な位置をとり続けるかで戦術を確率から組み立てるのが、〝リーサル〟という概念だ〉

　ロバートが、宇宙航法の破壊に確信が持てないのか、雄ゆう星せいに水を向けた。

〈君は、さっきその〝リーサル〟とやらを意識してみて、何か変わったか？〉

「わからねえ。けど、リーダー機をどう追い詰めるか全部イチから考えるより、このあたりの場所に行って攻撃すりゃいいってほうが、楽だ」

　キラーだったときも、敵の重要ターゲットにどう突入するかは、いつも難しかった。肉薄するまでの犠牲を考えると必ず撃げき墜ついしなければならないが、誰が見てもベストのチャンスなんてそう訪れない。にもかかわらず、迷ってコンマ数秒のタイミングを逃すと、すべてが台無しだ。リンカー時代も、味方との合流地点の設定は難題だった。軌道を線で考えるより、ある位置へ行くよう指示されたほうが、戦果は安定する。

〈楽？　君は、これがいいのは楽だからだと!?〉

「楽だってのは、すげえんだよ。頭いいから気づいてねえんだな。マジで、ストライクフォール始めてから、複雑なことをやれってのは聞いてきたけど、楽になったのは初めてかもしんねえ」

　うまく言葉にできなかった。アデーレみたいな天才や、ヒデみたいなセンスの塊かたまりでなくても、高度な試合の中で自分のやるべきことが十全にわかるのは、たいしたことなのだ。

「必ず誰かが慣性力を曲げる勝負どころで、いいポジションを確保してればいいんだろ。そしたら、どう慣性制御されても対応できる。シンプルでいい」

〈それが、戦術のキモだ。これからは、リーダー機との相対位置が、大きな価値を持つ〉

　新しいシミュレーション課題が、ヘルメット内ディスプレイに表示された。次は、《アンサラー》を使った遠距離攻撃のプログラムだ。カークマンヘッドコーチが、次の課題をくれた。

〈シミュレーター内のアグレッサー敵側ＡＩのレベルを、いつもの練習と同等まで上げた。リーサルを中心にして、航法ＡＩの指示を受けながらプレイしてみろ。チームと自分の役割が強く嚙かみ合うようになっているはずだ〉

　スタートと同時に、雄星にとってベストな射撃位置を、航法ＡＩが自動計算してくれる。ＡＩの精度が甘いところは、補助を受けて余裕ができた雄星に補えた。精せい密みつな軌道制御ではないが、慣性制御でリーサルポイントに入る。戦闘機動の中でも命中するか不安はあったが、《アンサラー》の可変速粒りゆう子し砲ほうはあっさり模擬標的をとらえた。

「当たるもんだな」

　名手になったわけではない。だが、チームメイトと同じくらいの距離で、同程度の射撃準備時間と精度の射撃を、行えていた。

〈ひたってるほどの成果じゃない。僕でも当てられる距離だぞ〉

「俺が、これクリアすんのに、どんだけかかったと思ってんだ。うまくなって当たったわけじゃねえけど、普通にやったら十年かかるとこが半年ちょっとだぞ」

《アンサラー》のテストのときは、慣れるだけで精一杯で実感が薄かった。だが、今、変化を確かめられた。スポーツ選手としては、自力ではない方法で難題を乗り越えたことを、手放しではよろこべない。それでも、勝利に貢こう献けんできる。数日前まで、射撃がまずすぎて、さっきの距離ほども離れていれば、雄ゆう星せいは脅威になれなかったのだ。

〈次は防御だ。防御は、今までの逆だ。敵がこちらのリーサルポイントに入るのを妨害することを、目的とする。敵側から見た自陣リーサルの攻防では、ギャンブルを決してしてはならず、確実性が重要だ。同じ感覚でプレイしないよう、〝バイタル〟と別名をつけた。リーダー機が墜ちると一発で勝負がついてしまうため、〝バイタル〟は堅実に防御する必要がある〉

　カークマンヘッドコーチが、苦いものを嚙かんだように渋い顔をした。おそらく、勝負どころで自陣の守りを直感で薄くしてしまうアデーレのことを思い出したのだ。

　そして、雄星たちのシミュレーターに、試合までの訓練課題リストが表示される。これまでの練習を、すべてリーサルとバイタルに置き換えて、新しい戦闘の文法を体に覚え込ませるのだ。

「俺は、チームの力になれるんだな」

　雄星は、全力で前へ進む。変化を、降って湧わいた幸運だと思うことにした。これが夢を摑つかむためのチャンスだと信じた。




　練習は、途中からカークマンヘッドコーチから別の編隊訓練コーチに交替して続いた。脳波をモニタして、疲労でこれ以上は成果が上がらないと警告が出たときには、六時間も経っていた。

　雄星は、汗だくでシミュレーターから這はい出した。脱水一歩手前だった彼のために、シミュレータールーム付属のロボットが、走行音をたててやってきた。取り出し口に排出されたドリンクを、蓋ふたを開けて一気に飲む。

　訓練が血肉になったことを実感する。

　充実していた。体から熱気が引かない。疲れ切った体を折って、膝に手をついて支える。息が荒い。

「一週間後に、これなら追いつけっかな」

　先にシミュレーターを出ていたロバートが、首から掛けたタオルで汗をぬぐいながら言った。

「自分に甘すぎるんじゃないか？　君は元のレベルのせいで、目標値が低い。もとの大学リーグの選手レベルは脱しても、せいぜい一軍でも最低限仕事ができるまで改善したくらいだ。ベースボールなら、今の君は、一軍で打率二十パーセントあるなしの微妙な選手だ」

「おまえは、一日でどんだけ俺がヤバいジャンプアップをしたか、わかってねえ！」

　疲労で全身の筋肉が濡れたタオルのように重かった。だけれど、飛び上がりたい気分だった。

「ジャンプしてその程度だと言っているんだ」

　雄ゆう星せいよりもずっと計画的で、一時間ごとにシミュレーターから出て小休止していたロバートは、まだ余裕がある。

「だいたい、ストライクシェルは脳波コントロールなのに、そんなに体が消耗してるのは、余計な力が入っている証拠だ」

　ロバートは、同じプログラムを僚りよう機きとしてこなしたのに、差は歴然だ。かつて、できすぎた弟の相棒だった男は、雄星よりひとまわり以上、総合力が高い。まさに、くるべくして一軍にきた選手だった。

　シミュレータールームは、もう夜になったせいか、がらんとしていた。技術者たちは撤収していた。まだ動いているシミュレーターは、ひとつだけだ。練習中、別プログラムで練習しているチームメイトと顔を合わせたが、皆、新しいシステムを習得することに没頭していた。たぶん、雄星が、一番物覚えが悪かったのだ。

　目を閉じて、肺に溜まった熱い空気を吐き出す。練習時間が延びたぶんだけ、チームメイトに追いついた。そういう実感があった。

　帰ろうとしたそのとき、最後まで稼か働どうしていたシミュレーターの扉が開いた。トレーニング用のスパッツとＴシャツを汗でぐっしょり濡らした、銀髪の少女が倒れ込むように這はい出した。コンパニオンロボットが、コンディションの悪化を感知して、黄色いアラートランプを回転させて警報を鳴らす。

「おい、だいじょうぶか！」

　雄星は慌てて、彼女のそばに駆け寄った。床に四つん這いになった女性は、シルヴィアだった。色の白かった肌を蒼白にして、ぜえぜえと肺を洗うように喘ぜん鳴めいしている。呼吸器に異常が出ているのだ。医療機能を持った白いロボットが急行してきて、シルヴィアの鼻と口を吸きゆう入にゆう薬やくのスプレーがついた酸素マスクで覆った。

　雄星が助け起こそうとするのを、首筋に汗で髪を貼り付けたシルヴィアが振り払う。

　ロバートが、鬼気迫せまる彼女を見下ろして、冷静に告げた。

「オーバーワークだ。練習はもう切り上げて、トレーニングコーチを呼ぶべきだ。メディカルスタッフに見せたほうがいい」

「……いらない。自分のことは、自分でわかってる」

　細いからだに力を入れて、シルヴィアがなんとか体を起こす。練習で疲れ切っても、ここまでの状態にはならない。発作を起こした病人の苦しみにあえいでいた。

　シルヴィアの言葉には、自分の意志を誰にも曲げさせない、凄みがあった。

「ルナチャイルドは、まだ技術としては発展途上だ……。監かん督とくたちも、ボクの体調が不安定なことは、よく知っている」

　雄ゆう星せいの背中に、ぞくりと寒気が走った。それほど、強い瞳をしていた。

「死んじまうぞ。なんで、そこまですんだよ」

　シルヴィアが、ロボットの差し出した錠剤を、十錠ほどまとめて口に入れて嚙かみ潰つぶす。ゴリゴリと骨を削るような咀そ嚼しやく音の後、彼女がそれを呑のむ。軽くむせた後、口元を拳こぶしでぬぐって、彼女が問い返す。

「どうして、そこまでしないんだ？」

　命を差し出すと、彼女は言っていた。その願いは、正気を逸脱している。

「ボクは、シルバーハンズに足りないところを埋めるように調整された。才能ではなく手術で、健康を代償にチル・ウエポン耐性を得て、出荷された製品プロダクトだ。だから、口を出すな、これは、ルナチャイルドであるボクが納得して、勝つために支払ったコストだ」

　雄星は、気け圧おされた。シルヴィアが怖かったからではない。彼女をここまで追い込んだ、世界の暗い淵を目まのあたりにしたせいだ。

「……スポーツだぞ。オーバーワークで体を壊したら、元も子もない。もしものことが起こったら、チームにだって迷惑をかける」

「スポーツといっても、ストライクフォールは戦争の狂気で半分はできている。勝利のために、人間が死ぬことだって、当たり前だろう？」

　その言葉が、雄星に、忘れられない死体袋の記憶をよみがえらせた。かつて不可解な事故で、弟の英ひで俊としが死んだ。それすらも当たり前だと言われたようで、目の前が赤みを帯びたと思うほど、頭に血が上った。

「わかったようなこと言ってんじゃねえぞ！」

「わかってるさ。ストライクフォールでは、人間の命は、勝利のために支払っていいコストだ」

　殴りつけなかったのは、シルヴィアが女性だったからだ。

「死んだ人間に、おまえの命はコストだったって言えんのか！　自分がなに言ってるか本当にわかってたら、言えるはずがねえ」

　拳を強く握りしめた。ここに誰もいなかったら、壁でもなんでも殴りつけていたかもしれない。

「キミこそ、甘すぎるんじゃないのか。慣かん性せい制御が現れたせいで投資が集まって、ルナチャイルドの生産が軌き道どうに乗った。今年、たまたま高く売れる場所がストライクフォールだっただけ。シルバーハンズが研究所の提示額を呑まなければ、ボクはどこかの軍に行っていたさ」

　彼女がコストと合理性の話しかしないことが、むかついてしかたなかった。

「ちがうだろ！　ストライクフォールが楽しくないのかよ？」

　雄星にとっては、知らない相手とでもわかりあうための、譲れない質問だった。だが、シルヴィアが同じ価値観だとは限らない。

「ボクには、このレールしかなかった。あ、そうだ……。企業でも軍でも、ここよりずっと不自由は多かったはずだから、それは感謝してるよ」

　そうかと、つぶやいた。ストライクフォールが好きですらない相手に、ポジションを奪われたことが、猛烈に情けなかった。

　彼女が、酸素マスクを放り出して、立ち上がる。

　今のシルヴィアには、チームメイトとコミュニケーションをとっていた最低限度の人当たりすらない。話しかけることを拒絶するような、彼女の去りゆく背中に、ロバートが声をかけた。

「よくわからないな。雄ゆう星せいを挑発して、君は一体、なにがしたいんだ？」

　シルヴィアが振り返った。だが、ロバートではなく雄星のことを、殺してやりたいとばかりの、暗い情念のこもった目でにらんだ。

「好きだからなんて、ふわふわした理由でここにいる人間にだけは、絶対に負けない」

　その理由を真っ向から否定されて、笑っていられる雄星ではなかった。

「おまえに言われる筋合いはねえ」

　彼女の眉間に力が入った。

「……誰よりも恵まれているうえに、察しも悪いなんて、死んでしまえばいい。キミは誰よりも恵まれていたのに、この程度の実力しか養ってこなかったんだ。そのスタミナ切れなんてしないチル・ウエポン耐性があれば、誰よりもたくさん訓練できたはずなのに！」

　初めて、シルヴィアの感情の爆発を見た。

「キミは何もかも持ってる。宇宙最高のストライクシェル、最高のチル・ウエポン耐性、手厚いバックアップ。それだけ揃そろえてもらっても本人が下へ手たくそなおかげで、キミを活いかすための新しい戦術システムが作られた。ボクを、オーバーワークするしかないところまで追い込んでおいて！　甘い言葉でもかければ、弱みを見せるとでも？」

　雄星は、新しく構築されたシステムで、ジャンプアップできた。だが、ライバルにとってみれば、せっかく勝ち取った優位をリセットする理り不ふ尽じんだ。

「キミが行きたくなくて選手にしがみついてる、その研究所から、ボクは来た。ボクの友だちだって、今でもみんな研究所だ！　ボクは、自分がコストに見合った有用な投資だったと証明して、研究所で出荷を待つ仲間を、安全なストライクフォールの現場に連れてくる」

　シルヴィアが、奥歯を強く嚙かみしめて、去った。

　シミュレータールームに、彼女の流した汗の滴しずくが点々と残っていた。

　ストライクフォールには、選手の情念も過去も持ち込まれる。すべてを持ち寄ってぶつけ合い、勝者と敗者が生まれるのだ。

　雄星は、命すら懸けているシルヴィアにあてられていた。

「もうすこし、練習させてくれ」

「ダメだ。僚りよう機きとして、君の明らかなオーバーワークを見過ごすことはできない」

「……僚りよう機きだとは、認めてくれるんだな」

　ロバートが、肩をすくめる。

「ストライクフォールを好きでないと言われるのは、僕も気に食わない。好きでもないのにチームにいるやつに、言いたいことは山ほどあるんだ」

　雄ゆう星せいも思い出した。ロバートも二軍で、選手でありテロリストだったレイカ・フランクリンと、長い付き合いがあったのだ。

「スポーツは、戦争に勝てるよな？」

　ロバートが、軽くため息を吐いた。

「そんなこと、僕に聞くな」




　翌日、雄星は、練習場が開く午前六時に入った。次節のガーディアンズ戦は、前節の一週間後だ。

　一軍では、試合前日は本格的な練習をやらないから、今日を入れて，練習できるのはもう四日しかない。

　示し合わせたわけでもないのに、ロバートもやって来ていた。

「早はええな」

「君が来ると思ったから、わざわざ合わせたんだ」

　どちらから言い出すでもなく、ストレッチを二人で始めた。二軍時代よりも、力が強くなっている気がした。ロバートも、半年ほどで鍛きたえ上げてきたのだ。

　昨日もらったシミュレーション課題を、どういう順序で自主練習しようか相談を始めたとき、蜂蜜色の髪をポニーテールにした少女が、声をかけてきた。

「ユウセー、今日は、いっしょにやろっか？」

　アデーレ・コンテだった。

　アデーレが、ロバートを見つけて、嫌そうな顔をした。

「ロバートも、ひさしぶりー。そっかー、いるよねー」

　かつての二軍で腕を競った二人の再会なのに、ロバートもうれしくなさそうだった。

「モメてたのか？」

「ちがうちがう。性格が合わないだけ」

「この女は、好き嫌いが激しすぎて、特定の僚機がいなかったからな。ヒデがいる間は、僕らより一枚格下扱あつかいだったのさ」

　アデーレの笑顔が、剣けん呑のんな空気を帯びた。

「なに？　さっそく煽あおってるの？」

「君は相変わらず頭があったまるのが早いな。ちゃんと一軍でコミュニケーションとれてるかい？　いつものバーンとかスパーンとかいう擬音語は、指示じゃないぞ」

　実は、興奮すると今でも、アデーレの指示は天才にしかわからなくなる。だから、雄ゆう星せいは曖あい昧まいに、答えを濁す。

「いいんだよ！　ユウセーはわかってくれるし」

　雄星は、本当は適当にやっていると白状しないくらい、空気が読めるようになった。たぶん六割も正解していないが、一軍の平均正解率は確実にそれより低い。

　ロバートが邪険にアデーレを追い払う。

「練習のジャマになる。さっさと自分の課題をやれ」

「ジャマじゃないよ！　今日から、リーダー機は、様子を見て他のチームメイトといっしょに連れん携けい練習していいって、解禁されてるから」

「こいつは、連携よりも、新しい戦術の動きを体に叩たたき込むほうが先だ。お引き取り願う」

　天性の狩かり人うどが、瞳どう孔こうを興奮で大きく開いたまま、かわいらしく首をひねる。

「なに言ってんの？　ユウセーは実戦派なんだから、試合に近づくほど効率があがるに決まってるじゃん。リーサルって、かたちだけなぞっても、試合では理屈どおりに動けないシステムだよ？」

　アデーレには、雄星には摑つかめていない何かが、すでに見えている様子だった。

「シミュレーターをリンクしとくね。やってみたらわかるよ」

　彼女がシミュレーターにさっさと入ってしまった。

　雄星は、考えるより動くことにした。

「アデーレのセンスは信用していいだろ」

　ロバートが肩をすくめた。

　シミュレーターには、アデーレをリーダー機とした三人での訓練プログラムも入っていた。ヘルメットをかぶると、内蔵通信機からアデーレの声が聞こえた。

〈ユウセーたちは前衛フオワードだね〉

〈前衛？〉

　ロバートが聞きとがめた。ストライクフォールでは、慣かん性せい制御の登場前は、フォーメーションを組んだ大きな編隊で敵に最初に当たる面のことを、前衛と呼んでいたからだ。

〈あー。ほら、その言葉、従来型のフォーメーションはもう使うことないから、新しい意味に変えちゃお。敵のリーサルポイントに近い選手が前衛フオワード、自軍のバイタルに近いのが後衛バツクス。その間にいて、試合の状況でどっちにも加わる選手もいるけど、試合を決めるのは前衛と後衛だよ。新システムは、この役目がはっきりするおかげで、リーダー機が選手に指示ださなくても、自分の判断で動きやすいよ〉

　これまでの常識を、彼女がさらりと吹っ飛ばしていた。宇宙では、あらゆるものがそれぞれ軌き道どうを持って運動している。そのせいでめまぐるしく位置関係が変わるため、リーダー機がチームメイトに指示を出すことが不可欠だった。

「指示出しはリーダー機の仕事だろ」

〈ノンノン。このシステムだと、リーダー機との距離で仕事が決まるから。前衛は、リーダー機の指示がなくても、自分がリーサルに近ければ殺しちゃっていいの。で、敵がバイタルに迫せまってたら、言われなくても追い返す。リーサルもバイタルも航法ＡＩで全員に情報共有されてるから、指示がなくても、自然と動きが状況に合うんだよ。リーダー機との相対距離を常に意識してれば、自分が前衛の仕事をするか後衛の仕事をするのか、普通にわかるはずだよ〉

　雄ゆう星せいはシミュレーター内のガイドダンパーに体を預ける。頭を使うより、早く練習に入りたい。けれど、考えずにプレイしていては結果がついてこないことを、一軍での経験が彼に叩たたき込んでいた。

「うまくいくのか？　行き当たりばったりじゃ勝てねえだろ」

〈行き当たりばったりじゃなくて、正しい航法の使い方！　これって、慣かん性せい制御で軌き道どうを自由に選べるようになって、ようやく成立するようになった航法が前提だから。条件が整ったの今シーズンだし、強みを生かし切るために、編隊が小さくなる散兵が必要だった、進化の上にある戦術だから〉

　アデーレの言葉には、確信があった。

〈ぜったいうまくいく。目標がわかりやすくなって、選手の判断が速くなったもん。新システムの強みは、指示を出してないときでも、全員の動きの質が底上げされることだよ〉

　そして、シミュレーション課題が始まった。説明を重ねるよりも、まずやってみろということだ。

　シミュレーションプログラムが提示したのは、よりにもよって一昨日おとといの試合を分けた勝負どころだ。つまり、クリクリ・リビエルとピエル＝ルイスが、ガーディアンズのカレン・フェニックスを足止めしていた局面だ。

　カウントダウンがゼロになると同時に、眼前の《インドミタブル・アーミー》が激しく軌道を変えながら突っ込んできた。

　雄星のシミュレーションでの機体は《コントラクター・ブラックナイト》になっている。防御用チル・ウエポンを全種積んでいるため、制せい式しき機の《ホーリーグレイル・アサルト》よりもずっとムチャがきく。

〈僕がピエル＝ルイスの位置か！　こっちに寄せろ。僕は、彼ほどの射撃精度はない〉

「俺は盾たてかよ！　いいけど、間合いは、試合でやってたやつの半分まで詰めるぞ」

〈正気か!?　いや、君がいいなら、付き合ってやる〉

《コントラクター》を、ぐっとカレンに寄せる。牽けん制せい射撃の精度を確保できないと、足止めが成立しないからだ。ロバートは射撃もうまいが元のポジションはキラーだ。危険な間合いで戦うことは、得意だった。

　カレンの正確無比な射撃が、慣性制御で軌道を何度も切り返しているのに、追いかけてくる。その牽けん制せいだろう火線のギリギリを、あえてスラスター制御だけでかすめるように突入した。二発、三発と、ちいさく機体を振ってなんとかかわす。直撃しそうでしない雄ゆう星せいに意識を集中させただろう呼吸の裏をついて、慣かん性せい制御で大きくコースを変える。牽制射撃が大きくそれた。カレンが雄星を見失ったその隙すきに、更に軌き道どうを慣性制御で小刻みに屈曲させながら突っ込んだ。

　航法ＡＩがこれまでの試合データから算出したカレンのリーサルポイントは、狭い。だが、キラーの本領である近接距離では話が別だ。

〈雑にサンダーウィーブなんか使うな！　僚りよう機きが追いつけない〉

　カレンが離脱したがっていた。リーサルに近い位置に、規格外の耐久性を誇ほこる《コントラクター・ブラックナイト》がいるせいだ。

　ロバートが、それを牽制射撃で押しとどめる。雄星の《アンサラー》では、連射できないうえに射撃の瞬間に機動が停滞するので、こういう牽制は無理だ。

〈楽しそう。なんかヤだ〉

　一列後ろに下がっているアデーレが、ぶうたれていた。

　だが、シミュレーターが予測した架空のガーディアンズも、無策ではなかった。カレンとの距離は、試合でクリクリやピエル＝ルイスがいた位置よりも肉薄している。そのせいで、牽制に加わっているアデーレも、バイタルまで距離の余裕がない。

　そのアデーレの背後を狙ねらうように、リンカーが敵戦線を押し上げてきた。

　シミュレーターの計算したカレンは、試合よりも早い決戦を選んだのだ。

「ん？　おい、乱戦になるぞ！　これでいいのか？」

　アデーレが即座に返した。

〈いい！　わたしの指示よかったら前も勝ててたっぽくて、腹立つけど!!〉

　ガーディアンズが攻勢を強めて、押しとどめるシルバーハンズ側はじりじりと後退している。アデーレ機のバイタル近くをかすめる敵機が出始めていた。

　バイタルやリーサルは、あくまでも撃げき墜ついが出る確率が高いというものだ。バイタル外からの射撃も危ういものはいくらでもある。防御用チル・ウエポンの効果や回避力のスタッツから計算したバイタルより、武器の有効射程はずっと長いのだ。

　だが、乱戦はカレンにとっても危険なギャンブルだ。シルバーハンズからも質の高いチャレンジが出始め、互角に形勢が戻った。そして、密集して誰も逃げ場がない地獄の底で、カレン機が、ついに操縦槽コツクピツトに直撃を受けた。最後の撃墜スコアは、ジェシー・アインシュタインだった。

　もちろん、シミュレーターの仮想データは、これまでの試合のスコアから見たスタッツで作ったものだ。本当の試合では、カレンほどの名選手なら、もっとうまく立ち回る可能性は高い。だが、仮想であっても、勝ったのだ。

　雄ゆう星せいが感じたのは、状況判断が楽だったということだ。最終的に二十機以上のストライクシェルが入り乱れる中で、不思議なくらい、自分のやることを常に見失わなかった。

　ロバートも感心しているようだった。

〈全体のレベルが上がっていた。俺たちみんなに余力ができると、本当にチームの判断が速くなって、連れん携けいも高度にできるんだな〉

〈それだよ。新システムって、戦局を整理しやすくなって試合中にＡＩアシストを入れられるようになったわけじゃん。でも、ＡＩにやりやすいなら、人間だって状況判断を整理できるし、もっと戦術に幅を作れるんだよね〉

　アデーレの頭の中では、きっと世界は雄星のそれよりクリアに見えている。

　彼女は、新システムに、いち早く適応してその本質をあぶり出しつつある。思えば開幕戦で散兵戦術が世界初披露されたときも、アデーレだけが即座に対応できたのだ。

　雄星の二の腕に鳥肌が立っていた。

「アデーレって、わりとヤバい感じの天才だったんだな」

〈その感想スキ〉

　アデーレは褒められてうっきうきだ。天才の凄みは霧散した。

　彼女は、シミュレーターから出ても上機嫌だった。

「明日からは、すこしずつ人増やして、合わせてみよっか」

　ロバートは、アデーレが調子に乗っていると、冷ましたくなるようだった。

「そういうのはコーチが決めることだろ」

「そう言うと思って、さっき監かん督とくに申しん請せいしたよ。じゃじゃーん！　リーダー機がだいじょうぶだと思うなら、ＯＫだって！」




　翌日の練習には、朝からエイジェイ・ロジャースとカール・リンネが加わった。午後からメリッタ・イズメイリとユエン・コーが参加することになった。

「方針転換があって、リーダー機がチームメイト集めて集団練習してもいいって！　ガーディアンズ戦の前に、ペインの集めたチームと紅白戦できたらいいね」

　アデーレは、めずらしく薄型のコンピュータ端末を持ってきていた。新しいオモチャをプレゼントされた子どものような、わくわくしてしようがない笑顔だ。

「わたし、シミュレーションプログラム組んできたよ。ひさしぶりに夜更かししたー」

　シミュレーターに端末を繫つなごうとして、調整のため早出していた作業員に止められていた。情報セキュリティのため、厳重にチェックしてからでないと自前の端末を接続させてくれないのだ。

　エイジェイは、新しいシステムに興味津々だ。彼自身も個人的に研究してきたと、編集した動画を見せてくれた。

「一番いい教材は、勝ってるチームだろう。ホライズンズといえば《ヘルメス》の存在が目立つが、レオン・マクスウェルの決定率はたった〇・〇七六で、勝負を決めてるのは他のプレイヤーだ。つまり、前衛に結果を出させる、動きの参考にできるってことだ」

　わざわざ私的に作ってきた資料を持ってきてくれたのだ。アデーレのデータをもとにシミュレーターが課題プログラムを生成している間に、みんなで見ることにした。

　さすがに太陽系のスターを集めたホライズンズは、レベルが高かった。カールがさっそく弱音を吐いていた。

「これのマネは無理じゃねえか」

「ワンチャンいけるだろ」

　雄ゆう星せいから見ても高度すぎてどう再現できるかもわからない。だが、リンカーが戦場全体をコントロールしなければならなかったときより、まだ手が届きそうだ。

「参考にするなら、カヴァロはダメだ。リーサルポイントに三秒以下しか留まらずに仕留めてるじゃないか」

　ロバートの指摘はもっともだった。アデーレがまた新しく何か見つける。

「んー。ほら、カヴァロって、リーサルに入る直前に、空いたスペースに必ずいるのうまいよね。空いてるスペースで待って、味方がリーサルを狙ねらう動きを見せたとき、同時に動き出す。だから、気がついたらリーサルに入ってる」

　得点王の動きの合理性が、新システムを足場にして見ると、わかりやすくなっていた。エイジェイも、楽しそうに腕を組んでいる。

「そうだ。名手が警戒を振り切って致命的な間合いに入る動きを、全員が仕掛けられるようになったら、強いだろうな」

　おおと、みんなが盛り上がった。それができたら、本当に止めようがないチームになる。アデーレも、転げ回らんばかりにテンションが上がっていた。

「これもやりたい！　やる！　わたしの課題プログラムは、午前中で終わらせよっか。午後にメリッタとユエンが来るから、午後イチからエイジェイのやつで。……コーチに、エイジェイの動画で、午前のうちに課題プログラムに組んでもらお」

　カールが悲鳴をあげた。

「鬼かおめえ。何時間ぶっ通しで練習させるつもりだ！　コーチだって都合良く手が空いてねえよ」

　アデーレは即断即決で、今まさにコーチ陣に頼んでいた。有用性を認めてシミュレーション課題を組んでもらえることになった。ブラバッキー副監かん督とくの判断で、ジェシー・アインシュタインが午後から合流することになった。

　ここにいる者は、誰も、練習することをコストだとは思っていない。にもかかわらず、強い気持ちをもって練習し、勝利へ向かうビジョンを高いレベルで共有している。スポーツが楽しくて、時間も体力もつぎこまずにいられないからだ。

　午後になると、まっさきにジェシーがやってきた。

「おもしれえことを始めたってな」

　ジェシーも端末を持ってきていた。中身は、全部、今シーズンの全試合でのジェシーの機動データだった。ジェシー流の破天荒な機動と攻撃を、新システムに適応させようとしていたのだ。

　言葉を濁す若手たちのかわりに、エイジェイが言ってくれた。

「自分大好きかよ」

「おれが試合を決めらんなきゃ、どんなシステム作ったって勝てねえだろうよ」

　その強烈な自負は、まさしくスターだ。

　エイジェイが呆あきれた表情で頭を振る。

「おまえはチームの中心だ。だからこそ、せめて他のチームメイトと一緒に伸ばせるプランは、なかったのか」

「まずは、おれだ。おれが全力で輝かがやいて、その背中にチームがついてくる。まずトップスピードで先頭に立つのが、チームの柱ってことだ」

　それが、ジェシーというスターのコストの払い方だ。

　ジェシーが、作業員と肩を組んで、シミュレーターに入力するよう頼んでいた。

　アデーレが、ジェシーを放置してシミュレーターに入ろうとしたとき、けだるい挨あい拶さつをしてメリッタ・イズメイリとユエン・コーがやって来た。

　彼女たちは、トレーニングウェア姿で、手ぶらだった。雄ゆう星せいたちは、土産がないか注目してしまっていた。何度見ても、何も持ってきていない。

「なんだよ？　なにガッカリしてんの？　ちょっ、ハッキリ言いなって！」

　メリッタが、チームメイトのテンションが低いことに憤慨していた。

　ジェシーがそんな二人を鼻で笑った。

「気が利かねえな。おめえら、いい年してキャリアもあんだからよ」

　手の早いメリッタに、一秒後にジェシーが殴られていた。エイジェイが、チームの中軸の威厳などまるでない姿を前に、ぼやいていた。

「なんでうちのチームの女は、煽あおられるとすぐあったまるんだ？」

　ユエンが、スパッツのポケットから端末を出して操作した。

「そこまで手土産がほしいなら、休憩のおやつは、わたしたちが珠玉の品を手配してやろう」

　エイジェイがため息を漏もらす。

「……そっちじゃねえんだよなぁ。いや、もういい」

　一軍に合流したばかりのロバートが、先輩たちのありさまに驚いていた。

「同期くらいのメンバーだと、エイジェイが突っ込み役なんだな」

　ロバートが笑っていた。チームの中に、自然となじんでいた。

「驚くとこ、そこかよ」

「ユウセイ、そいつ、ロバート・アッシュだろ。ペア二機編隊か。おまえのほうが一軍長いんだ。めんどう見てやれ」

　ジェシーに声をかけられた。雄ゆう星せいは、自分がまかされる立場になっていたと知って、気持ちを引き締め直す。

「うっス」

「励みなよ」

　アデーレまで、ロバートに先輩風を吹かせる。マウントをとるのが大好物のカールものっかってきた。

「ま、一軍にゆっくり慣れろよ。二軍に落とされなきゃの話だがな」

「なるほど。まず君たちをぶち抜いて見下ろせるようになればいいのか」

　ロバートは笑顔のまま青筋を立て、戦闘態勢に入っていた。ジェシーたちの反応を見るに、それでＯＫなようだった。




　二日目の練習は、充実したものになった。

　メリッタとユエンの後にも、さらに選手が合流した。シミュレーターの調整と持ち込みデータの取り込みのため、作業員も五人以上常につきっきりだった。シミュレータールームには、練習中にあがった課題や新技術を検証するために、編隊機動コーチとリサーチ班も詰めるようになった。かつて雄星に厳しい現実を突きつけたアナリストの貝かい塚づか悠はる樹きも、ここで戦術を評価するスタッツ開発の議論をしていた。練習の最後の頃には、機体が耐えられるかを検証するため、面倒そうなロクサーヌ・ミャオ整備班長まで呼ばれてきた。

　驚くほど、たくさんの人々に支えてもらっていた。

　食事をして、選手宿舎の自室に帰った。シャワーを浴びても、まだ昂こう揚ようが収まらない。

　通信機の呼び出し音が鳴った。誰からだろうと思って、ビデオ通話をオンにすると、画面に懐なつかしい顔が映った。かつて同じユースでプレイしていたチームメイト、加か々が美み伸しん介すけだった。

〈ひさしぶりに会ったのに、意外そうなツラしてんじゃねえよ〉

「そりゃ驚くっつの。今、シルバーハンズは、チームメンバーと家族以外は、部屋に直通回線つながらねえんだぞ」

　だが、情報が古いとばかりに、加々美が鼻で笑った。

〈それな。おれ、今年高校卒業してから、シルバーハンズのサテライトのトライアウト受けて、合格したから〉

　シルバーハンズには、二軍であるコンフィダンツの他に、三軍にあたるサテライトチームがある。二軍登録枠を争う選手が集められたサテライトでは、アルバイト並みの年俸と合計五年までしか在籍できない厳しい条件で、多くの選手がしのぎを削っている。

「マジかよ？　スポーツ推薦で大学進学じゃなかったのかよ。おめでとうなのか？　ちゃんと言えよ」

〈アホ面さらしてんなよ。近接バカだったおまえでも、こんだけ活躍してんだぞ。おれにできねえって話があるか。待ってろよ。すぐに、一軍まで上がってやっからよ〉

　同じシルバーハンズのメンバーだから、宿舎に通信が繫つながったのだ。かつて、夢を目指したチームメイトが、追いかけてくれた。

　泣きたいほどうれしかった。

〈すぐに追いつくからな〉

　かつて、雄ゆう星せいが英ひで俊としの背中を捕まえると言ったように、加か々が美みが宣言する。今度は雄星が、高いところから、待っていると告げる番だ。

「早く来いよ」

　胸に詰まりそうになった。

〈バカが。一軍選手が、てめえにだったら追いつけるって、たかがサテライトに入りたての選手に言われてんだからよ。もっと怒れよ〉

「そうだな」

　懐なつかしい声を聞いた。大事なものが、繫がっていた。

　地球のストライクフォールを知っている加々美を、近くに感じることが、心強かった。彼らの故郷では、このスポーツに、軍事以外の重要な意味があった。地球は太陽系文明の中心であり、あらゆる人とモノが集まる場所だ。だから、出身地や文化の異なる人々が、連帯するための競技が必要だった。

「感謝してる。思い出した。地球のストライクフォールは、宇宙をひとつにつなぐスポーツだった」

　日本のユースは選手育成のために精神的なことをよく教えるから、加々美にとってもなじんだ話だ。

〈『宇宙をひとつにつなぐ』って、懐かしいな。シルバーハンズのやつだろ〉

　何年か前の、シルバーハンズのイメージＣＭのキャッチコピーだ。誇ほこりある白は、そんな意思と夢を共有できる文化に支えられている。

「宇宙をひとつにつなぐストライクフォールだ。負けられねえよな」

　世界が戦争に向かっていても、人生と命を勝つための道具にする者までいても、道を譲ることはない。雄星が夢を追いかけることは、シルヴィアの願いや火星のプライドにだって負けていない。

　今、生きている実感をこのうえなく感じた。捧げるものは努力だけとは限らない。なにがしかを支払うことが、選手としてのよろこびに繫がっている。支払うなかで、競技は人生になる。

　このコストをもはや支払うこともできない弟のことが、ふと頭をよぎる。この道は、環たまきに見守られながら、ヒデが先に走り出し、雄ゆう星せいが後に続いた道だった。雄星は、拳こぶしを強く握る。相手が何を背負っていようが、彼も譲れない。




　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊




　シルヴィアは、シミュレーターではないストライクシェルの実機の操縦槽コツクピツトで、ガイドダンパーに突っ伏していた。

　コンディションが崩くずれるぎりぎりまで攻めた練習だった。そうするしかなかった。薬物によって内臓機能を安定させているシルヴィアにとって、わずか四日の練習で新戦術に適応するのは、殺人的なスケジュールだったのだ。

「リンカーにとって、このシステムは、過酷すぎないか」

　荒い息をつく。腹が熱い。呼吸が整わない。

　新戦術では、リンカーは楽ができる。慣かん性せい制御による速度同調をリンカーにまかせるのではなく、価値のある場所に近い選手がやるシステムだからだ。これによって、リンカーを待たなくても、必要なとき戦術的に価値のある速攻をかけられる。だが、誰でも戦術のキーになりえるとは、リンカーであるシルヴィアの重要性が失われるということだ。

「……最悪だ。リンカーってのは、やるべきことをきちんとこなせば、活躍の場がなくならないポジションだったはずだろ。なんで、ひとつ間違ったら簡単に撃げき墜ついされる場所まで、切り込まなきゃならないんだ」

　つまり、他の選手に自分を使ってもらうには、戦術的に重要な位置までリスクを冒して移動しなければならなくなった。これまでは、最前線からすこし引いた安全な場所で守られて、確実に複雑な仕事をこなすことが重要だった。これからは、危険なところで、シンプルな仕事をする必要がある。

　だが、無茶でもやるしかなかった。研究所にいた頃、シミュレーターには数えきれないほど乗ったが、それはリンカーの訓練のためだ。危険に突っ込んで生き残る訓練など必要はないと省かれていた。実機での突入訓練は、シミュレーターとはまるで違う。チル・ウエポンで完全に消しきれていない慣性に振り回されて、想定外に体力を削られている。

　練習のパートナーをお願いしたジェシー・アインシュタインから、通信が入った。

〈もう切り上げるんだな。これ以上は、体がぶっ壊れるぞ〉

　ジェシーの《ホーリーグレイル・アサルト》は、すでに減速しながらダイモスへと進路をとっている。

　シルヴィアは、ダンパーから上体を起こす。

「やらせてほしい。新システム練習は、もう二日しかないんだ」

　ジェシーはスターだ。今日は、アデーレたちとの練習が終わってロッカールームに向かっているところを、たまたま摑つかまえられた。だが、明日以降も付き合ってくれるとは到底思えなかった。

〈残り二日で苦手を克服できるわけねえだろ。頭冷やせ〉

「できる！　やってみせる」

　わがままだとはわかっていた。けれど、せめてもう一時間、ジェシーと模擬戦をさせてほしかった。ペインたちとの練習では、新戦術の動きの確認で手一杯で、苦手の克服に時間を使えなかった。

〈甘く見んな。ユウセイが、おまえの何百倍も時間使って射撃が一軍レベルになってねえの、見てんだろ。二日で苦手を潰つぶせるやつなんかいるかよ〉

　このチームで初めてぶつけられた、真っ正面からの拒絶だった。彼女は言葉を失った。

〈切り上げるぞ。できねえって百パーわかる自滅には、付き合えねえな〉

　正しいのは一流選手であるジェシーだ。だが、間違っているが、今のまま試合に出たら、活躍は到底見込めない。

「待ってくれ。本当に必要なんだ」

　シルヴィアは、必死だった。

　ルナチャイルドが本質的にスポーツ選手とは違うことを、チームのメンバーはたぶんわかっていない。彼女は、たまたまチル・ウエポン耐性がＢあったため、十歳で親から研究所に売られた。そして、十七歳まで薬物投与や身体からだへの機器の埋め込み、暗示など、耐性を上げるさまざまな実験を受けた。彼女は耐性がＡまで上がったが、実験で体を文字通り壊した仲間も、結果が出ずに研究所を追われた者もいる。ルナチャイルドは、出荷先で必要な仕事を果たすように能力を数値で管理され強化された人間という、製造目的がある製品なのだ。

　彼女にとって、この職場は命を懸けるに値するチャンスだった。だから、リンカーとして仕上げるための、技術と知識の詰め込みにも耐えられた。だが、出荷先の求める能力がひとたび変わると、経験不足といびつさが露あらわになる。監かん督とくやコーチが、体調がぎりぎりの彼女に居残り練習を認めてくれたのは、新戦術でパフォーマンスを発揮できるか不安を抱いているからだ。彼女のメッキは、このままでは次の試合で必ず剝はがれる。信頼性の低い若手扱あつかいになり、チームの戦力構想から外されてしまう。

　ジェシーは、受け入れてはくれない。それでも、彼女を見捨てずに、自分で納得して戻るのを待ってくれている。

　これ以上は無理かと、あきらめかけたとき、近くに飛んできた一機のストライクシェルから通信が入った。

〈まだやってんの？　明日も朝から戦術練習でしょ。帰って体を休めないと倒れるよ〉

　アデーレ・コンテだった。鷹たか森もり雄ゆう星せいと親しい第二リーダーである彼女は、シルヴィアにとって潜在的な敵だ。だが、今はどんな相手にでもすがりたかった。

「自主練習に付き合ってほしい。今の自分の戦闘機動では、ガーディアンズ戦は不安がある」

〈へえ、わたしに、そんな素直にお願いするんだ〉

　アデーレが、興味を惹ひかれたように言った。そして、得心したように鼻で笑った。

〈死んでも役立たずにはなりたくないんだよね。いいよ。もうすこしだけなら付き合うよ〉

　ジェシーがそれを制止しようとする。

〈おい、嬢ちゃん！〉

〈知ってるよ。ルナチャイルドは、強化のせいで内臓が弱くて、チル・ウエポンを使い続けると体調を崩くずす。だから、研究所は、あんまり実機でチル・ウエポンを使わせなかったんだね。使うと減る消耗品だと思ってたのかな〉

「そうだろうね」

〈それでも、勝つためにやるってのは、キライじゃないかな。ジェシーは、新人が体をぶっ壊そうとしてるの見てらんないだろうけど、わたし的にはアリ〉

〈こいつの選手生命を、おまえが決めるな〉

〈選手生命とか、ナンセンスだよ。こいつは、次のシーズンなんて考えてない。いま勝たないとなにも始まらないやつってのはさ、本当に勝つ瞬間まであとの予定が真っ白なんだよ〉

　アデーレ・コンテの乗った《ホーリーグレイル・アサルト》が、接近している。模擬戦用武装のロックが外れている。ヒット・アンド・ウェイでこちらの撃げき墜ついを狙ねらった動きだ。

　シルヴィアは、自分が微ほほ笑えみを漏もらしていることを知った。こいつのことは嫌いだが、こいつはシルヴィアを理解している。

「お願いします！」

　ジェシーが、ため息を吐いた。

〈最後に三本だけ、付き合ってやる。それで終わりだ〉

　シルヴィアは、息を整えて、接触を待つ。狙われても、直線に飛ぶ射撃にそうそう当たるものではないと、自分に言い聞かせる。スラスターのタイミングを読まれないようにさえすれば、簡単に墜ちないはずなのだ。

　同じ《ホーリーグレイル・アサルト》でも、スラスターはシルヴィア機のほうが強化されている。

　有利なはずなのに、比較的当てにくいはずのレールガンで、胸部に直撃をもらった。

　ジェシーとアデーレの二人と勝負をすると、十秒もつかもたないかだった。

　ガイドダンパーに突っ伏して、あえぐ。無理を言ったのに、何の手応えも得られなかった。

「……タカモリは、なんで六人に囲まれて墜ちなかったんだ？」

　開幕戦のホライズンズ戦で、鷹たか森もり雄ゆう星せいは、トップ選手六人で落とせないどころか、二人返り討ちにした。

〈あれは、たぶんユウセーにしか無理〉

〈そこだけは、あいつと自分を比べんな〉

　リーグ最年少でリーダー機をつとめるアデーレと、チームの不動のエースが、鷹たか森もり雄ゆう星せいを高く評価していた。

「チル・ウエポン耐性と《コントラクター・ブラックナイト》か？」

〈そんな簡単かよ。ユウセイは、一番きついところに突っ込んでなんぼのキラーだったせいで、攻撃かわすのはマジでうめえ。自分のタフネスの使い方も、よく知ってる。タフネスと回復力が桁けた外れで、機体防御力も回避力も一級だから、総合力で誰も墜としきれねえ〉

〈そりゃみんな相手にしないよね〉

　ひどく寒かった。よりにもよって、シルヴィアがポジションを争うべき相手は、メッキでごまかした彼女には決して手が届かない、世界一の武器を持っている。

　訓練をいったん止めて、機体は減速しながらダイモスへ向かっている。インターバルをとって一度体温を上げる必要があった。

　ジェシーが、コンディションが落ちはじめているシルヴィアを気遣った。

〈まだやるのか？〉

「次の相手はカレン・フェニックスだ。こんな戦闘機動で近づいたら、片手間で墜とされる」

　腰の裏の右側が痛み始めていた。腎臓かもしれない。けれど、進歩の兆しだけでも摑つかみたかった。

　アデーレが、〈はい、終了〉と言い残して、シルバーハンズの割り当て宇宙港に備そなえ付けられたキャッチャーに飛び込んだ。機体とダイモスの相対速度がゼロになる。そして、さっさと着艦デッキからハンガーのほうへと向かってしまった。

　シルヴィアは、このアデーレの合理性が、キライだ。だが、勝ちにこだわりたいときは、アデーレこそが理解者になる。

〈ま、そだね。新戦術でのリンカーって、今のところ役目は二つだしね。ひとつは、味方の体温回復のあいだ同調して運ぶための、運搬役。で、二つ目は、敵のリーダー機に近い速度帯で接近して、前衛に慣かん性せい同調して勝負を決める、最後の発射台役。運搬役ならどんな速度でも試合時間じゅう飛び回れるユウセイがいるから、活躍したいなら敵リーダーに近づかなきゃなんない〉

　アデーレ機が言いながら着艦デッキに降り立ち、ダイモスの中に入ってしまった。気密ブロックに入ってヘルメットまで脱いでしまったのか、アデーレからの通信音量がちいさくなっていた。

〈新しい戦術って、全員が一軍レベルで戦闘機動できること前提で考えられてるから、敵のリーサルに近づけないリンカーじゃ価値低いよね。──運搬役は絶対嫌なんだよね？〉

「誰でもできる役では、ルナチャイルドの有用性をまったく示せない。ボクは、お金──金銭トレードで、研究所から買われた。そのコストに見合った価値を、仲間の代表なのに出せないなら、死んだほうがマシだ」

　シルヴィアは、自分の人生が長いとは考えていない。だから、その命の価値を、すこしでも高めたい。

　操縦槽コツクピツトが開く、空気の抜ける音がした。ハンガー内の金属がぶつかる環境音が聞こえる。

　アデーレの声は、そんな状況でもよく通る。

〈そっかー。それで、いっつもコストコスト言ってるんだ。だったら、ユウセーのことキライだよね？〉

　答えるのも嫌だったが、相手はリーダー機だ。リーダー機とコミュニケーションできなければ、自分の評価が落ちる。

　すでに衛星に入った相手に、冷たい宇宙から伝えた。

「好き嫌いじゃなくて、死んでも負けたくない」

　彼女が苦しい実験に耐えて手に入れたチル・ウエポン耐性も、守ってくれる味方も、努力を楽しめる動機も、鷹たか森もり雄ゆう星せいはぜんぶ持っていた。無理を重ねた作り物のシルヴィアは、天然のあの男に負けると、自分を支える人工の骨格を否定される気がする。

「チームは、ボクにコストを払った。ボクも勝つためなら、どんなコストだって払ってみせる」

　覚悟に押されて魂たましいからにじみ出た言葉だ。

　だが、シルヴィアのことを好きではないアデーレだからこそ、覚悟の強さに騙だまされなかった。

〈その理屈、コストを支払う人と返ってくる成果が、一組の関係ってつもりで言ってる？　世界せまいでしょ。誰かが払ったコストから成果をもらうのって、本人だけじゃないし。自分が手にした成果だって、他の誰かが払ったコストのおかげかもしんない〉

「ご立派。聞いたような説教だが、耐えがたい薄っぺらさだ」

　相手がリーダー機とはいえ、奪いに来た場所で、そこを深く考えたくはない。だが、天才は、そんな心情などくみとらない。

〈そっちの支払ったコストで、ユウセーも得したじゃん。それに、ユウセーが慣かん性せい制御戦術に貢こう献けんしてきたコストの恩恵、そっちもいっぱい受けてるよね〉

　練習はもう続けられない空気になっていた。シルヴィアのストライクシェルも、ダイモスへと流れてゆく。

　自然と眉まゆが寄った。

「嫌なことを言うもんだね。何をたくらんでいる」

〈そっかー。なるほどー。まだ気づいてないのかー〉

　いら立ちも限界だった。

「言いたいことがあるなら、はっきりしてくれ。はぐらかしは好きじゃない」

〈言いたいことはね。『チームってそういうもん』ってことだよ〉

　シルヴィア機を見守るように、ジェシー機が後ろを飛行している。ダイモスに帰るまでの航行時間を縮めたくて、スラスターを噴ふかした。
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　三日目、練習に合流する選手はさらに十人近く増えた。一軍登録選手の半分近い。連れん携けい練習を、アデーレとペインで、二つのグループにわけて行うことになったのだ。コーチ陣も二つのグループにそれぞれついたから、大所帯になった。

　アデーレは、シミュレータールームに集まってくれた皆に、今日の課題をまず伝えた。

「今日の午前中で、みんな基本的なことは一通り叩たたき込んでちょーだい。で、午後からは、クオリティを上げきれなかったとこを、コーチと一緒に個別練習しよ。あと、午前の練習で思いついたこととかアイデアあったら、午後の練習前に教えて！」

　彼女が、チームの皆からアイデアが返ってくると信じていたかのように、にこにこしてこちらを見た。そして、反応がないことに肩をすくめてから続きを言った。

「で、午後三時から、それを踏まえて、全体の合同練習。作っといた課題を全部こなしたら、試合で困らず動けるから、頑張ろうね！」

　訓練量を想像してか、そこかしこでうめきが漏もれた。

　カールなど、完全に腰がひけていた。

「……いくらなんでも、詰め込みすぎじゃねえかよぉ」

　だが、アデーレは最適の道筋を見抜くセンスがあるからこそ強硬だった。

「四日で仕上げるのは、新システムの最初からの大前提だよ。いい？　試合間隔を考えたら、準備期間は四日で、もう決まってる。で、戦術をフィットさせられないで中途半端な状態で試合やって負けたら、戦術にインパクトを与えられないの。勝つの。監かん督とくたちは高いハードルだってわかってて、わたしたち選手を信じて勝負をかけた。同じチームに連敗すると、リーグ優勝とか言っていられなくなる。自力優勝をちょっとでも考えてるなら、やるんだよ」

　たぶん、アデーレの推測は当たっている。太陽系一部リーグの一シーズンは、三十チームの総当たりで、全五十八試合しかない。同じチームとは二回しか当たらないから、二敗するともう星を取り返せない。つまり、同じチームに二敗するチームは沈み、二勝するチームは優勝に近づく。

　雄ゆう星せいが、気合いを入れようと、握った左拳こぶしで右の手のひらをパンチする。

「優勝しようぜ。ここを乗り越えたら、チャンスはあるんだろ？」

　アデーレが、乱世大好きガールになって、瞳を輝かがやかせている。

「そりゃそうだよ！　今のわたしたち、散兵戦術の発表前のホライズンズとだいたい同じだもん。まず新システムで一勝するでしょ。それで、勝つほどわたしたちも勝ち方を学習できるから、敵が対応の仕方わかんないあいだにばーんって上に行けるし！」

　今季不調のウェイロン・ヤンは、キラー受難のシーズンにあって、慎重になってしまっている。

「対応はすぐにとられようし、何より、ホライズンズが勝ち星を落とさなければ届かぬ」

「当然、シルバーハンズの編隊機動が新しくなったことなんて、すぐバレるよ。だから、このルールに乗るのが勝つ近道だって中位以下のチームに思わせて、環境を変えるんだよ。トップ層は、今のルールに全力で投資して結果を出しちゃってるから、すぐには乗ってこないでしょ。だから、新しい方法のほうが優秀だって痛い教訓もらうまで、出足が遅れる。ほら、それって乱世だよ！」

　雄ゆう星せいでも、その理屈はわかった。戦術には流行があって、流行から外れるとパタリと勝てなくなることがある。つまり、リーグの流行をホライズンズ式の散兵から奪うことで、上位チームが勝ち星を稼ぎにくい環境を作るのだ。

　アデーレではチームをまとめられなさそうなときは、エイジェイがフォローしてくれる。

「戦術の優秀さを喧けん伝でんするなら、初戦の勝利は必須条件だな。それも、奇策の勝ちじゃ足りない。勝つべくして勝ったとわかるように、真っ向から粉砕するのがベストだ」

　実際のところ、雄星にもわかった理屈だ。シルバーハンズの一軍が、理解できないはずもない。ただ、全員がいっせいに高いモティべーションで動き出せるわけではない。

　ジェシーが、なおも足取りの重いチームメイトを引きつれて進む。

「アデーレを信じろ。リーダー機らしくなってきてんじゃねえか」

　なにがきっかけか、スタープレイヤーが彼女をチームリーダーとして認めていた。

　雄星と同じように苦しんでいたアデーレが、着実に前に進んでいた。うらやましかった。だが、ここは自分で摑つかまなければ立ち位置などもらえない、太陽系で最高の舞台なのだ。

「ユウセーは、カレンにマンマーク一対一の練習ね！　必ず一対一でカレンを止めてもらわないといけない場面がくるから。一対一での《アンサラー》の使い方と、普通のディフェンスからマンマークに移るときと、マンマークから普通のディフェンスに移るときの練習。ゼッタイにムダにならないから」

「おぅよ」

　期待にこたえるためになら、何だってやる。




　三日目の午前中の練習が終わった。雄星は、練習をいっとき抜けて、ハンガーに向かった。ロクサーヌ・ミャオ整備班長に呼ばれたのだ。《アンサラー》に再調整の必要があった。

「新システムでは、アンタの試合中の戦闘機動速度を上げる運用らしいからね。それどころか、切り込みに備そなえて《アンサラー》の射撃間隔を縮めろって？　パイロットが下へ手たくそなのに補助輪をいじるとはねぇ……。射撃中は機動が自動だってのに、危ないだろう」

　ロクサーヌがぼやく。

　そのとき、ハンガーにサイレンが鳴った。一気にハンガー内が緊張した。宇宙に出たシルバーハンズの機体に、大きなトラブルが発生したサインだからだ。

「バカだね。ぶっ壊しちまいやがった。……回収しに行ってやんな！」

　ロクサーヌに指示されて、雄ゆう星せいは手近にあったフリーサイズの与圧服に袖を通す。つなぎのようなそれに体を入れて首元のボタンを押すと、服が急激に縮んで体にフィットする。最低限の準備を整えると、予備機の《クエスター・アサルト》に乗り込んだ。二軍時代以来、何度か乗ったきりのストライクシェルは、素直な反応で操縦にこたえてくれた。《クエスター・アサルト》で重いメディカルロボットを摑つかんで、リフトに載る。

　エンディミオン号のシルバーハンズのハンガーは、大戦期の軍用カタパルトと直接繫つながっている。カタパルトから射出してもらうと、ハザード非常用ビーコンに誘導されて飛行する。赤茶けた火星が、機体の左手側いっぱいに巨大なその身を横たえていた。右手側は、果ての無い宇宙の暗黒だ。

　スミレ色の《ホーリーグレイル・アサルト》、シルヴィア・ファラデー機は、エンディミオン号から二千キロメートル付近を漂ただよっていた。

「意識はあるか？　エンディミオン号から、ユウセイ・タカモリがランデブー。軌き道どうデータ送る。こっちに合わせてくれ！」

　通信で呼び出したが、反応はない。雄星は、慣かん性せい制御で進路方向を合わせて、スラスターでシルヴィア機に速度を近づけてゆく。

　雄星は、五百メートルまで接近すると、《クエスター・アサルト》からワイヤーを射出した。シルヴィア機の腕にからまったそれを引き寄せて、ようやく機体を捕獲する。エンディミオン号のロクサーヌ・ミャオに連絡して、操縦槽コツクピツトハッチのロックを遠隔で解除してもらった。雄星も、自機の操縦槽から空気をぬいて、ハッチを開いた。

　大気で減げん衰すいされない強い陽光が、操縦槽内に飛び込んできた。雄星は、サドルを蹴けって真空の宇宙に泳ぎ出す。

　ワイヤーを伝って、シルヴィア機へと取りつく。スミレ色の装甲の、スラスター部分だけが大きく変色して焼け付いていた。

「どんな噴ふかし方したら、スラスターがいかれるんだよ」

《コントラクター・ブラックナイト》では見たことがない損そん傷しよう状態だった。

〈強化スラスターの形状を、機体に合わせきれていないのさ。《ヘルメス》の成績で、リンカーの機動力は高いほうがいいって、わかってるからね。要望が来たからやったが、推力強化なんて突貫でやる仕事じゃないってことさ〉

　雄星の口から、「マジかよ」と驚きの声が漏もれていた。ストライクシェルのスラスターは、全開でぶっ通し二十分以上の噴ふん射しやが可能な、非常に頑丈なものだ。チル・ウエポンではないため、開発や改良が普通にできるが、人類科学で与えられる耐久性しか持たない。スラスター事故は、墜落や機体の空中分解など、セーフティシェルでも守り切れない死亡事故の大きな原因なのだ。

「スラスターのトラブルは、シャレになんねえぞ」

〈やってんのは、次世代制せい式しき機のテストモデルのスラスターを載せた改修だから、なんとか試合には間に合うさ。……その娘を、操縦槽コツクピツトから引っ張り出してやんな。今のバイタルじゃ、もう自分じゃハッチを非常開閉もできやしないよ〉

「ハッチ開ける前に、リモートで空気抜いといてくれよ。気圧差で、意識ないやつが宇宙にスポンと飛んでくのとか、絶対に勘弁だぞ」

　雄ゆう星せいは、熱を持っているスラスターを慎重に避けて、操縦槽ハッチにとりつく。〈誰にもの言ってんだい〉と、どやされた。ハッチの操作パネルで、内部気圧が宇宙と同じ真空になっているのを確認してから、それを開いた。

　操縦槽から、写真が流れてきた。太陽光の直射で焼かれないように、慌てて摑つかんだ。研究所らしい殺風景な建物を背景に、十人の子どもが並んでいた。これが、ファラデー研究所の、彼女の仲間たちなのだとわかった。

　彼女の孤こ独どくなコックピットに、大気に減げん衰すいされない強い陽光が差し込む。雄星は、ハッチのパネルで、搭とう乗じよう者の強制排出モードを作動させた。すぐに、ガイドダンパーごとサドルが上昇してきた。ダンパーに突っ伏して、シルヴィアがぐったりしている。機体と同じスミレ色のパイロットスーツとヘルメットをつけた彼女が、肩で息をしていた。

　雄星は、意識のない彼女を抱えて、《クエスター・アサルト》に戻った。彼女とメディカルロボットを、操縦槽に放り込んだ。そのまま雄星も戻ったものだから、操縦槽はぎちぎちだった。

　ハッチを閉めると、空気が内部に吹き込んできた。大気が満たされるまでは、おとなしく待つしかない。

　気圧が一気圧まで上昇すると、メディカルロボットが、アームでシルヴィアのヘルメットを外しはじめた。救急隊の仕事を素人しろうとが手伝えないのと同じで、雄星にできることはない。それでも、心配だった。ロボットに補助されて、彼女が床に横になった。

「だいじょうぶなのか」

　雄星の問いに、ロボットではなく、通信でこちらの状況を監視しているロクサーヌが答えた。

〈ルナチャイルドってのは、肝臓に負荷をかけながら、一定以下に体温が下がらないように体熱を強引に取り出してるのさ。だから、チル・ウエポンを連続使用すると、肝臓にそれだけ負荷がかかる。これまでだって、似たような状態になってたはずだ〉

　メディカルロボットが、シルヴィアの指にバンドを巻いた。血液情報から適性薬量を導出して、薬剤を調合するのだ。パイロットスーツの薬品投与用ゲートから薬剤の注射をロボットが打つと、シルヴィアの呼吸が整ってきた。彼女が、圧迫を嫌ったかスーツのファスナーを胸まで引き下ろした。仰向けに転がった彼女の、血の気が引いた唇くちびるが動いていた。

　それが何を言っているか、雄ゆう星せいもリンカーとして訓練を重ねたからわかった。チームメイトの名前と、機動速度だ。シルヴィアは、限界を突き抜けて倒れた今ですら、思考の中で練習しようとしているのだ。命の危険があったこの瞬間ですら、うまくなることしか考えていない。

　雄星は、思わず自分の手に視線を落とした。経験したことがない領域だった。

「練習に、こんなに苦労したことはなかったな」

　ストライクフォールが普通のスポーツなら、シルヴィアのコンディションではフィールドに立てなかった。だが、勝利の後ろに軍事競争があるこの競技では、勝てるならたいていのことは許容される。そこにしがみついて、這はい上がり、彼女は雄星を追い抜いたのだ。

　ロクサーヌの声が、やさしかった。

〈たいていの人間は、新開発の機体や装備の慣熟のときゃ、消耗する。その子ほどじゃないがね。ケロッとしてるあんたのほうが、異常なのさ〉

「俺は、シルヴィアのセンスと頭のよさがうらやましかったよ。こいつは、試合経験がないのに、ぶっつけで一軍のリンカーをやれる、常識の通用しねえ怪物だ」

〈怪物なんて呼ばないでやんな……。ルナチャイルドってのは、遅くても体ができあがってゆく思春期より前から実験に参加してる。年頃なのに、バイタルが研究所に完全に管理されて、ひとりの時間すら持ったことがない子たちさ。あんたたちとはまったく違う人生を歩んできた子だからこそ、別物だと片付けてやんなさんな〉

「そうだな。とんでもなく努力したからうめえんだよな」

　ルナチャイルドという特殊な人間だからできるのだと思っていた。だが、目の前で命を燃やして消耗しきった彼女を、それだけで片付けるのはもう無理だ。シルヴィアは「コスト」と言った。その言葉の通り、訓練ひとつにも命を削っている。そして、ルナチャイルドの仲間の居場所を作るため、まだ貪どん欲よくに進化しようと足あ搔がいている。

「それでも、シルヴィアが言ったことは、正しかった。俺は、だれよりもたくさん訓練できたはずだった」

　思えば、慣かん性せい制御も、リンカーも、散兵戦術も、ルールが変わった現場にいつも居合わせてきた。だれよりも早くスタートできた。肉体の限界があるシルヴィアとちがって、チル・ウエポンを使った実機訓練だっていくらでもできた。雄星には、チル・ウエポンの運用限界がほぼない。それは、雄星ほど短期間で濃密に訓練を積むことができる人間など存在しない、誰よりも努力することができるというギフトだ。

「俺は、何を勘違いしていたんだろうな」

　慣れないリンカーとして、結果を出せなかった。そのことは事実だ。だが、そうだとしても雄星は、今のシルヴィアを見ても恥はじない練習など、積めてはいなかった。ストライクフォールを好きですらない彼女に、努力で負けたのだ。

　雄ゆう星せいのポジションを奪った少女が、震える指を、まだ何かをつかむように動かす。彼のことなど、目にも入っていない。

「俺が泣き言を言っている場合か」

　まずは次節のガーディアンズ戦まで、全力で新戦術の訓練をする。努力を進歩へと正しく繫つなげてくれる、ブラバッキー副監かん督とくやコーチ、ロクサーヌたちスタッフ、そしてチームメイトがいるのだ。

　荒い息をついていたシルヴィアが、震えるまぶたを開いた。

「キミにだけは、負けない……」

　雄星は、目の奥が熱くなって涙が出そうになった。自分が悔くやしいのだと知った。

「勝つぞ。俺が、チームを優勝させる」

　シルヴィアと雄星は、何もかもがちがう。だが、彼らは、同じチームの勝利という、同じゴールを目指すことができる。
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　その頃、白しら咲さき環たまきは、エンディミオン号を代表する高級レストランの個室で、人を待っていた。室内は、骨こつ董とう品ひんの妥協のない正統派オーセンテイツクの調度品で彩られている。彼女の背後には、黒いスーツを着た、背の高い中性的な男性が控ひかえている。

「プレジデンテ、客が来た」

　髪を短く刈った黒色人種の男性は、警備セクションのスタッフで、スタンプというコードネームで呼ばれている。雇用主である環は本名を知っているが、その使用は推奨されていない。

　十人ほどの客が食事をできる大型のテーブルには、清潔な白いテーブルクロスが敷かれている。彼女の席を除けば、ナプキンと皿、食卓用金物カトラリーが置かれた客用の席は、二つだ。

　個室に、店のスタッフに案内された男たちがやって来た。ひとりはシルバーハンズのオーナー、アントニオ・コンテ翁おうだ。イタリア製のスーツに身を包んだ彼のすぐ後に、白髪交じりの長いもみあげが特徴的な五十代の男性が入ってきた。運輸会社《ブレイクボーダー》のマルティン・ホッドＣＥＯだ。

　ホッドが神経質に周囲を確認している。さっさと席についたコンテ翁が、壁面を振り返った。この個室の客だけが口にできる、秘蔵のヴィンテージワインコレクションが並んでいるからだ。

「セラールームとは気が利いている。ワインは用意してくれんのかね」

「後から店のかたが来ますよ」

　ホッドＣＥＯが着席する。スーツからハンカチを出して汗を拭いた。

「わたしが君らといっしょにいると知れたら、どう扱あつかわれることか」

「今の状況は、両論のどちらも力があるように見えていますが、売却先は結局ないので、最終的には《コントラクター》を維持する方向に進みます。ただ、このまま緊張が続くと、そう決まるまでに、血が流れることになってしまいます。ミスター・ホッドがこちらについてくださると、流れが穏当になると思います」

　環たまきとコンテ翁おうは、売却派のホッドＣＥＯに持ちかけて、維持派に鞍くら替えさせようとはたらきかけているのだ。

　ホッドＣＥＯは、店員に置いてもらった水差しから、コップに水をついだ。レモンウォーターを飲んで、勢いをつけて言った。

「《コントラクター》と鷹たか森もり雄ゆう星せいがセットの場合の、売却益の試算が出ている。日本のクレジットにして三京円だ。兆からさらに桁けたが上がった。売却したいメンバーは、もう止まらんだろう」

　スポンサー会議のメンバーは、競技のチームメイトとは違う。つまり、チームを優勝させることすら、目的のひとつでしかない。個々の利益を追求するためなら、チームをバラして売ることも選択肢に入っている。

　環は、置いておいてもらったティーポットから、自分で紅茶を注いだ。

「いいえ。それほど事態は単純ではありません。そうですね──たとえば、チームというのは、なぜ組まれると思いますか？」

「青臭いスポーツ論かね？」

「ビジネスの話だと思います」

　ホッドが、おかわりの水を自分で注いだ。一代で財を成しただけに、専門分野なら頭は切れる。

「チームビジネスか。スポーツ経験はないが、勝利にかかるコストをひとりで支払いきれないから、チームで分担して支払う、ということだろう。チームでコストを支払って、チームで報酬を受け取る。報酬は、勝利チームのメンバーの価値が底上げされることだろう。試合での勝利というゴールは、実体を持たない概念だから、チーム全員で目減りを気にせず分配できる。だから、集団内での不和はちいさく、まとまりがよい」

「わたしもスポーツ経験はないので、そういうことだと思います」

「だが、ビジネスではスポーツとちがって、『概念そのものをゴールにする』のは不可能だ。ユーザーは、サービスとして具体化されない概念に金を出さん。そして、ひとたび具体化して市場に出したサービスに、共通のゴールは存在しなくなる」

　観客がお金を出しているのは、スポーツの場合でも、観戦チケットやグッズといった具体的なサービスだ。これらは具体的だからこそ、選ばれれば栄えて、そうでなければ消える。パイは有限であり、共栄ではなく淘とう汰たのルールに支配されるのだ。巨大なストライクフォール権益の中で、勝利という概念そのものを直接換金できる者は、選手と監かん督とくたち首脳陣、アナリストといったごく一部だけなのだ。スポンサー側が選手や首脳陣と食い違うのは、試合の勝敗が直接換金できないためだ。

　環たまきも、勝利という概念への評価については、ホッドに近い。

「そうだと思います。目的意識が共通ではないから、スポンサー会議がまとまらない。ストライクフォールには、技術デモンストレーションの性格が強いことの弊害です。しかも、大昔のモータースポーツとはちがって、マシンの提供に関わる企業が多すぎて、チームへの責任感が育ちません」

「批判かね？」

「いいえ。まとまっていないから、太陽系じゅうの軍が個々のスポンサーに接近して《コントラクター》売却の打診をした結果、今の状況があるという、現状確認です」

「認めよう」

「けれど、その状況で、構造的に《コントラクター》の売却は無理ではありませんか」

　批判のときよりも、ホッドの表情が険けわしくなった。

「若造が、ビジネスのレクチャーかね」

「いいえ。どちらかというと、政治の話ですね。声が大きいから同じ方向を向いていると錯覚しますが、そのメンバーが戦いに使うコストを自弁していない集団は、チームになりえないという話です」

　挑発ととったのだろう、平静を装よそおったホッドの目だけが充血する。だが、ぐっと呑のみ込んで、慎重に言葉を選んだ。

「つまり、シルバーハンズを売却したい議員は、売却のためのコストを自弁していないせいで、意思を統一できない。だから、《コントラクター》の売却計画は実行できない──と？」

「そういうことです。資金注入や事業斡あつ旋せんなりのコストを供給してくれる後ろ盾だての力で、ボールを漠然と移動はさせられます。でも、《コントラクター》売却は、たったひとつのボールをゴールに入れれば、チームではなく得点したプレイヤーが一人勝ちします。これは、スポーツの寛容なゴールなどない、生き残りゲームです」

　環は、ホッドの威圧を正面から受け止めて、ゆっくりと言った。

「ここは、わたしたち全員が目をそらしたくなるところかもしれないので、強調させてください。──慣かん性せい制御が宇宙の多くの勢力にばらまかれたことで、人類はあやうく破滅を免れました。けれど、もしも一勢力だけが慣性制御を手に入れるシナリオだったら、どうなっていたか、想像してみてください。その集団は、軍事的に圧倒的なアドバンテージがあるうちに権益を獲得しようとして、大きな戦争を起こしたでしょう」

　ホッドが反論しようと口を開きかけて、拳こぶしを唇くちびるに押し当てた。ホッドにもわかっている。今、《コントラクター》と鷹たか森もり雄ゆう星せいを、どこかの軍が三京円で買うというなら、その巨大投資はなにかのかたちで回収される。軍である以上、手段はまず戦争だ。

　結局、環たまきがスポンサー会議の政争にまで関わっているのは、単純な理由だ。彼女は、幼なじみを、人類を破滅させた男にはしたくない。

「脅しじみたことを言う人間は、チル・ウエポンに関わると山ほどいた。すべて虚妄だな。《宇宙の王》が健在だった時代の、太陽系大戦ですら、人類は破滅しなかった」

「今度、人類文明を襲う地獄は、以前より確実に凄惨ですよ。だって、《宇宙の王》は、制御できずコミュニケーションも不可能でした。けれど、《コントラクター》は、あくまで人類がコントロール可能な道具なんです。世界に核エネルギーより大きい影響をもたらした《宇宙の王》の一番重要な力が、制御できる道具として、戦争に使われることになります。なのに、この人類の手に余る力が投じられた戦争について、持ったほうも止めるほうも、勝つためにどこまでやればいいか、誰も知らないんですよ？」

　環は、最悪、惑星を破壊するところまでエスカレートすると考えている。前回の太陽系大戦では、小惑星帯メインベルト唯一の貴重な準惑星ケレスを失っている。ただ、そう想像を巡らさない者もいる。

　ホッドが、他人事のような顔で、テーブルに視線をやった。環は、年若いせいで、内容で興味を引き続けないと、まともに聞き続けてもらえない。

「太陽系じゅうが《コントラクター》に興味をもっているのは、野心を抱く積極派と恐怖する慎重派がどちらも欲しがるからですよ。売却派の後ろにいるどの軍も、真剣です。だからこそ、ホッドＣＥＯも、協力関係にある軍から、スポンサー会議での動きに細かい注文を受けていますよね？　自力だけで意思決定できていないから、売却派のオーナーたちは柔軟に政治力を発揮できない。つまるところ、最後にボールを蹴けり入れる場所が全員違って妥協できないメンバーが集まっても、チームを組んで守られたゴールを獲るのは無理なんですよ」

「ハッハッハ！　烏う合ごうの衆ということだな」

　絶妙のタイミングで、コンテ翁おうが大笑いを入れた。挑発するにはこの上ないタイミングだった。

　ホッドが疲れた顔で、自分の両の拳こぶしをいらだたしげにカツカツ打ち合わせてる。実情が環の予測した通りなら、彼は相当難しい立場に立っているはずだ。

「君の言うとおりだから諦めて維持派につけというのは、状況を甘く見ていないかね。こちらをまとめるリーダーが出れば、すべてひっくり返る」

「万が一、そんなリーダーが出たとして、モリシー中将との衝しよう突とつは回避できるんですか。あのかたは、地球以外の勢力に《コントラクター》を決して渡さないために来ているんですよ」

　近軌き道どう統合軍の第五軍は、地球軌道の外を管轄する。星間戦争での役割も、地球防衛線を展開する他の軍とは違う、外洋に出て敵の艦隊、あるいは拠点を無力化する軍集団だ。その地球圏けんでもっとも攻撃的な第五軍で艦隊を率いる司令官が、スポンサー会議に乗り込んできた。コンテオーナーがチーム理念からスポンサー会議の議決権を与えることを拒否したため、オブザーバーにとどまっているが、このまま終わるはずはない。《コントラクター》を別勢力に売って、無事で済む可能性はもはやゼロだ。

　モリシー中将の存在を思い出させられて、ホッドが苦いものを呑のみ込んだ顔になる。

「売却に困難は多いかもしれない。だが、だからといって、売却処分できない《コントラクター》は、いつまた襲しゆう撃げきを招くとも知れない厄やつ介かい者だ。あれを維持することで事業に利益がある企業はいいが、我々はちがう。維持派と共栄できないなら、結局、流れは止まらない」

「みんなで共栄はできますよ」

「どうやって？」

　環たまきは検討を重ねて合理的な答えを見つけた。だが、純粋で単純な答えは、ときに狂気に近い。

「頂点まで勝ち上がればいいんです。スポンサー会議が共栄の方向でまとまれていないのは、チームの勝利によって生み出される価値が足りていないからです。ですが、プロスポーツにおける勝利の経済価値は、順位が頂点に近づくほど上がります」

　ホッドの額に、脂汗がにじんでいた。シルバーハンズは過去二十三シーズンで最高順位が三位だ。だが、大半のシーズンでは十一位から二十位テイア２に甘んじている。高すぎるハードルだった。

「優勝できるとでも？」

「やり遂とげてもらいます」

　環の答えは、オーナーたちが想像の枠外に置いていたほど非現実的かもしれない。だが、理にはかなっている。

「今は借金ひとつを抱えて、十一位だが？」

　コンテ翁おうには、ストライクフォール大好きお爺じいさんとして聞き逃せないところだった。

「まだシーズンは折り返しにもきておらん！　もっと悪いところから逆転優勝した例もある。第十一シーズンで優勝した木星のヒーローズは、シーズン半分の折り返しで十六位だった！　伝説のシーズンだ」

　ホッドが青ざめて首を振る。

「……正気ではない」

　環は、今シーズンの勝利が難しいと知っている。頂点を狙ねらって勝負し続けるコストは莫ばく大だいになると知っている。だが、それに見合った価値が、この勝利にはある。

「太陽系は、第二次太陽系大戦の開戦へ向かって動いています。今の政治経済のパワーバランスが、慣かん性せい制御で激動した新しい地政学的条件と合わなくなるためです。けれど、想像してみてください──」

　環は、雄ゆう星せいがその夢を叶えるところをイメージする。鷹たか森もり兄弟の夢の行き着くところを見たとき、宇宙がどんな物語で満ちるかを考える。

「シルバーハンズが宇宙で一番困難な栄冠を握れば、お祭りムードの中で、慣性制御をわれわれが太陽系各地に提供したことも、美談として振り返られます。われわれが勝つことは、宇宙のどの勢力にとっても軍事的脅威になりません。この勝利は、軍事ではなく、民生利用について人々の目を向けさせます。慣かん性せい制御はすでに民間でも宇宙を大きく変えて、人類の五十パーセント以上は直接間接にその恩恵に浴しているんです。不測の事態が起こっても、民主的な勢力が重石になれば、参戦の連鎖が起こって大戦へ向かうのは国民の支持を得にくいでしょう」

《コントラクター》が、前任のヒデが非ひ業ごうの死を遂とげて、兄の雄ゆう星せいに受け継がれた機体であることも、厭えん戦せんの空気を作る。

　環たまきが、話しながら感情が膨らみすぎて触れられなかった非情な部分を、コンテ翁おうが補足した。

「知っての通り、ストライクフォールで地球圏けんのチームの成績が悪いのは、経済では優位なわれらに、他の星の勢力がシフトを組んで常に最大戦力をぶつけているからだ。優勝は、その地球圏のチームであるシルバーハンズが、新しい慣性制御戦術でもっとも優れていると宇宙に証明することになる。どの軍も、戦争計画は見直しだろうさ」

　ホッドが、気分を変えたいかのように、スーツの内ポケットから電子タバコを引っ張り出した。緊張で電子タバコを取り落としそうになっている。問う声すらも、震えていた。

「本気で、スポーツで、戦争を止めるつもりか？」

　環は、彼女の幼なじみが大きな敵にぶつかるときにするように、すこし口角を上げた。

「当然です。売却の話は、せめてシルバーハンズの優勝が不可能になってからにしてください」







インターミッション　─愚か者の船─







　シルヴィアをエンディミオン号に連れて戻った後、雄星は、夜まで練習を続けた。そうせずにいられなかったのだ。

　だが、試合前日は、コンディション調整のために午前中で練習は終わりだ。まだ続けたいという選手たちに、監かん督とくから全員休養が命じられた。

「雄星、昨日は、ものすごいふらふらで帰ってきてたから、びっくりしたよ」

　ダイモスの街路を歩く環は、カジュアルなパステルカラーのワンピース姿だ。最近は、タカモリ・エージェンシーの社長としてのフォーマルな装よそおいか、雄星の部屋に来てくれたときの楽な姿だったから、お出かけ用のファッションが新鮮だった。

「走り込みだけでもしたかったんだけどな」

「休むときは、ちゃんとゆっくりする」

　環は、雄星たちがストライクフォールを始めた頃から、休ませることには熱心だった。

　今日は、練習場のケータリングばかりだった彼を、環が食事に誘ってくれたのだ。場所は、ダイモス居住区上層の高級住宅街のレストランだ。

　ダイモスはガーディアンズのホームで、前節が完勝だったせいで街の空気も浮うわついていた。

　現地メディアは、試合のことに興味があるようだった。噓うそか本当か、街路に浮かんだ映像広告の合間に入るニュースで、次の試合の結果次第で、アルバ監かん督とくが更こう迭てつされて首脳陣が刷新されると報道されていた。

　雄ゆう星せいは、馬鹿馬鹿しいと鼻で笑うことはできなかった。ただ、腹の底が怒りで熱くなった。

「もう勝ったつもりかよ。俺たちが勝ったら意味ねえ話だろ」

　体を動かしたくてしかたない雄星を、彼女が笑って見守ってくれている。

　おかげで、気恥はずかしくなった。スクープとして流れるシルバーハンズの人事の報道を見たくなくて、街角の人の流れに目をやった。通りが広い住宅街のそこかしこに、黒服のボディガードが立っている。

「エージェンシーの警備部門って、本格的だな」

　周囲に、見ただけで十人いた。その動きには、視線を動かす目的、位置取りの意味、どこを警戒しているかまで一体になった合理性を感じさせられる。よく訓練された護衛だ。その配置には、ストライクフォールのフォーメーションにも通じるものがあった。

「あの通りから敵が寄せてきたら、あの脇のメンバーが、カバーに来るのか。中央で、チーム全体のフォローをしてる人は、さすがに風格あるし相当なベテランだな」

　リンカー経験のおかげで、雄星の陣形に対する感覚は磨かれた。環たまきも感心していた。

「そういう感覚も、ストライクフォールで鍛きたえられたんだ？」

「なんとなくだな。あそこに停車してる車両が、なんかあったら逃げ込んで移動する車でいいのか」

　環が軽く拍手する。

「すごい。正解」

「フォーメーション薄いな。牽けん制せい射撃うまいやつがいないと、戦線に最大三人だと、圧力に耐えられなさそうだ。ってことは、通りを見通せるビルに、長射程武器で待機してるんだな。それだと、予約した店は、出入り口を監視できるあの店か」

　目的地とおぼしきレストランは、白い古びた壁の一階建ての建物だ。玄関前は丁寧に整えられた芝しば生ふと、ダイモスから切り出された岩石が飾られている。

「ストライクフォールの選手って、さすがだね」

「一部リーグのコーチはクソ厳しいんだよ。目の付け所もわかるし視野も広くなる」

　環がまた「へぇ」と感心してくれる。だが、雄星にとっては、彼女の成長こそが驚きだ。まだ環の社長業は一年にもならないのに、人を使うことが板に付いている。成長した彼には、現場スタッフだけではなく、腕がいいバックアップチームまでいる環の組織の優秀さを、察することができた。なにせ、試合直前のダイモスの警備状況の中、堂々と武装したチームを配置できているのだ。どれほどの力を持っていれば、現地の政府にこんなことを呑のませられるのか、見当もつかない。雄星も世界一の舞台で揉もまれたはずなのに、まるで追いついた気がしない。

　レストランに入ると、中はさまざまな色や素材感のタイルが敷き詰められた、居心地のいい空間だった。タイルには空中に浮かんでいるものもあり、それらが集まってテーブルを構築している。ブロック細工のような店内は、席を区切るパーテーションもタイルの組み合わせでできている。仕切りの角度のせいで、誰が店にいるかはまったく見えない。その壁の奥で、何かが揺らめいた。

　──たぶん、環たまきには起こっていることの詳細はわからなかったはずだ。

　瞬間、雄ゆう星せいの体が動いていた。壁の奥から、目に見えない何かが飛び出してきた。〝それ〟と環の間に、雄星は体を滑すべり込ませる。移動と同時に、手近なテーブルに飾ってあった花瓶を引っつかんでノーモーションでぶん投げた。

　透明な〝それ〟が、花瓶の水と花をかぶった。水の影響でちいさなノイズが発生し、プロテクターで全身を覆った兵士が姿を現す。光学迷彩で身を隠した兵士が、配置されていたのだ。

　そのタイミングと合わせて、背の高い黒色人種の男性が前に出た。後ろに控ひかえていた護衛のひとりだ。拳銃型の熱榴弾銃ヒートスマツシヤーを構えている。

　環が慌てて制止した。

「スタンプ、撃うたないで！　近軌き道どう軍です」

　雄星はというと、テーブルから引っぺがしたテーブルクロスを、フォーメーションで見て別の敵が配置されていそうな場所に、放り投げていた。予想通り、絹のクロスが透明な兵士にかぶさって、その無骨な輪りん郭かくが露あらわになった。

　当たったことに気を良くして、雄星は店の奥を指さした。

「あとは、そこにもか」

　いると確信していたが、姿を現してくれるサービス心はないようだった。

　スタンプと呼ばれた男が、撃ち合いになりかけた熱榴弾銃を構えたまま、軽く口笛を吹いた。汗まみれの顔のまま呼吸を整えて、片手だけで上着の乱れを直す。

「ストライクフォールの一流どころは、生身でもこんな動けるのか。自信なくすぜ」

　雄星は警護部門のスタッフに褒められたようだった。

「ストライクシェルは脳波コントロールだから、イメージエンハンサ補助輪なしじゃ、搭乗者パイロツトの脳が理解できるようにしか動かねえんだ。ガキの頃から訓練してっから、そのへんの兵隊よりも、延べ訓練時間はよっぽど長えっての」

　銃じゆう口こうを突きつけ合い、本職の傭よう兵へいが汗をかいているのに、自分が落ち着いていることに気づいた。試合で、大半が軍人である一流選手たちに兵器を向けられ殺気を浴びすぎて、慣れてしまったのかもしれない。

　店の奥から、拍手の音が聞こえた。殺さつ伐ばつとした空気の店内に、空々しい音が響く。

　現れたのは五十代ほどの体格のいい男性だ。

「見事だ。ストライクフォールは軍事教練として極めて有効だと、感心している」

　環たまきが、硬い表情で、その男を咎とがめた。

「モリシー中将。ここは火星防衛圏けんの中核、ダイモスですよ。悪戯いたずらにしても、武装した兵士を使ってやるのは大問題です」

　スタンプが、中将を守る兵士へ銃を下ろすように「ゆっくりだ」と声をかけながらジェスチャーする。スタンプと兵士たちが、お互いの呼吸をはかりながら、慎重に銃じゆう口こうを下ろしてゆく。

「勘弁してほしいぜ。うちのチームが、光学迷彩で身を隠したあんたの護衛を感知して、双方手出しなしで話を通してたはずだ。きちんと段取りが通ってるのに、気まぐれで乱されちゃ困るんだよ」

　スタンプの抗議を、中将が軽く流してしまった。

「恐怖をあえて煽あおった。行儀のいい付き合いでは、本当に知りたいことは見えてこない。安全保障では、力は持つことではなく、運用できてこそ抑止力になる。白しら咲さき氏は警備部門を雇って万全と言ったが、軍人としては納得しがたかった」

　環は、目の前で銃器と暴力を見せつけられて、真っ青になっていた。そんな彼女に、モリシー中将が問いかける。

「兵力の運用は、企業経営とはちがう。資金を出すだけのリーダーに扱あつかえるほどＰＭＳＣは簡単ではない。適切に使えるか、たとえばこんな状況なら、君は兵力をどう使う？」

　雄ゆう星せいは、モリシーの目に傲ごう慢まんと侮あなどりを見た。自分の大事な人間を、こんなふうに舐なめさせてはならないと憤った。

　だから、足を踏み出した。三ステップでするりと距離を詰めたその姿勢が、右構えの完成形になっている。ほぼ同時に、固めた拳こぶしで、思いのままにモリシーの顎あごをぶん殴った。

「野蛮なものが見たいんだって？」

　雄星自身にとっても完かん璧ぺきな、背筋が震える一撃だった。中将の護衛全員が、一瞬反応を忘れた。次の瞬間、雄星に一斉に銃口が向けられた。

　スタンプが、罵ば声せいを上げて熱榴弾銃を突きつけ返す。そのまま目を見開いて、断末魔のような呪のろいの声を絞しぼり出した。

「頭のネジはまってんのか!?　統合軍の中将殴りやがった。外洋機動艦隊の司令官だぞ！　二百隻せきの戦艦のボスだぞ！」

　雄星は、椅い子すに尻しり餅もちをついたモリシー中将を見下ろす。

「知るか。もしも環に銃を向けたやつがスポーツ選手だったら、俺は殴る。なら、中将だろうがやんなきゃ噓うそだろ」

　モリシー中将が、顎を押さえたまま、部下たちに銃を下げさせた。

「拘こう束そくする必要はない。……《コントラクター》を扱う人間が、常人離れして苛烈なことは、地球のためにはプラスだ」

「俺の野蛮さは合格か？」
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　中将が、首を振りながら立ち上がる。アデーレの祖父のアントニオ・コンテほどではないが、モリシー中将も五十代後半と体力が落ちている年代だ。だが、この場で雄ゆう星せいを射殺するどころか、神経質そうな顔で、にちゃりとした笑みを浮かべた。

「なるほど。《コントラクター》の搭とう乗じよう者のパラメーターは、並外れて精神力が高いのか。軍に脅されて何もできない男であるよりは、無鉄砲な英雄のほうがいい」

　護衛の兵士たちは、殺してやると無言で威圧してきている。だが、モリシーは、芸のできるサルではなく、人間を見る目を雄星に向けるようになった。馬鹿馬鹿しい世界だ。言葉を尽くして話し合うよりも、愚おろかに暴力を振るったほうが信用されてしまうことがある。

　雄星がプロとして受けている訓練は、軍事訓練に近い。それによって刻まれた本能が、一個艦隊の指揮者に楯突くことを忌き避ひさせている。だが、互いに背負った立場ではなく一対一の人間関係の話でいたかったから、そう意思表示した。

「あやまらねえぞ」

　モリシー中将が、倒れたときに乱れた軍服を直す。

「すまなかった。君が何に本気で怒るかをわかっていながら、甘く見てしまった。君は、パートナーを命の危険にさらせば、相手が大統領でもパンチをくれてやる男だということだろう」

　何十万人という部下を統べる将官に、先に謝られてしまった。さすがに悪いことをした気分になった。

「……調子くるうな。こっちも、ぶん殴って悪かったな」

「太陽系の命運を握る《コントラクター》の搭とう乗じよう者が、正気を疑うガッツの持ち主であることを、以後、考慮に入れよう。──よければ食事をどうかね」

　スタンプが、自分の見ている現実を疑うように、首を振っていた。改めて雄ゆう星せいを凝視する。

「……ストライクフォールのスターって、こんなかよ。マジモンの伝説の場面になんか、いたかなかったぜ。どうすんだよこれ」

　血の気が引いていた黒い頰ほおを叩たたいて、スタンプが気合いを入れる。その気持ちは、雄星にもわからないではなかった。モリシーが本気で怒っていたら、警備部門どころかタカモリ・エージェンシーが会社ごと吹っ飛んでいた。それでも、ぎりぎりの生死の境では、自分の目的を通せるかで決断し、リスクを選ぶケースがある。雄星は、モリシーに格付けをつけられかけていた今が、そうだと直感しただけだ。

　そのモリシーが、こちらを観察している。雄星も、殴ってしまった手前、テーブルをともにする誘いを断りにくかった。それでも、言った。

「俺は、好きにやる。大変なことになるかもしんねえけど、信じたようにやる」

　まだ顔をこわばらせている幼なじみに、堂々と自分の答えで立ち向かって欲しかった。

「環たまきも、遠慮して、我慢するこたねえぞ。どうなったって、俺はうまくやるし絶対死なねえ」

　彼女が、信頼のこもった視線を雄星に返す。

「中将。食事をごいっしょしましょう。多少の行き違いはありましたが、ランチを台無しにされて、わたしも手ぶらで帰るわけにはいきません」

　中将の予約したテーブルは、四人掛けだった。食事をするには十分な広さだが、暴力の後では距離が近い。

　軽くつまめるアミューズ最初のお楽しみのメニューが提供されて、雄星はふと思いだした。

「軍の人と、メシくうのはめずらしいな。シルバーハンズは、軍のチームじゃねえからな」

　モリシー中将が、腫はれた下唇くちびるのあたりを気にしながら、ワインに口をつけた。

「会食の誘いは、選手にも首脳陣にも出しているんだがね。誰も応じてくれない」

「そうなるかもな。シルバーハンズは、軍事とちがう道を行ってんのがプライドだかんな」

　雄星は、きまりわるかった。モリシーが、環よりも、初対面の彼のほうに語りかけてくるからだ。つまり、何かあれば殴る人間の意志をまず確認するということだ。

「忘れてた。最近、近軌き道どう統合軍がスポンサーに入ったんだってな。スポンサー殴って悪かったな」

「スポンサーと言っても、議決権をもらえないオブザーバー止まりだがね。ところで、さっきのことは、お互い水に流すのはどうだろう。こちらとしても君と接触を持ちたかったから、面倒さえなければ、一番早く話が進んだと歓迎できる展開なのだがね」

「……モリシーさんの話は、難しいな。細かいことは環にまかせる。……そういや、チームメイトにルナチャイルドが入ってきたけど、それも軍の影響か。いや、顔見てるかんじ、そうなんだな。試合と練習のことでこっちは手一杯だけど、外じゃいろいろやってんだな」

「仕事に追われて、火星に来るのも大変だった。機密で話せないのが残念だが」

　雄ゆう星せいには、環たまきが会話しているような頭のよい相手とどう接してよいか、よくわからない。なので、向こうに話してもらおうとした。

「軍のえらい人に、聞いてみてえと思ってたんだ。軍は、慣かん性せい制御どころか、《コントラクター》まで使って戦争とか、マジでやるのか。今度こそ本気で人類が滅んじまうぞ」

　戦争の気配を、雄星ですら感じていた。研究所に協力することをいまだに求められているのもそうだ。何が世界で起こっているのかを教えてくれそうな人間が目の前にいるのは、ありがたいことでもあった。

「やりたくてやるわけではない。だが、慣性制御の登場で、太陽系はせまくなってしまった。宇宙交通が高速化したせいで、一大消費地の地球の経済圏けんと、木星や火星の地場経済圏の間で強烈な摩擦が起こっている」

「それだけで戦争になるかよ」

「なる。人口移動や新産業を受け入れる余地が圧倒的に大きいのは地球であり、激変に合理的に対処すれば、交通量が増えるほど地球にすべてが集中する。当然、各惑星の政府は認めない。だから、国民を守るために、より強力なパワーが必要だ、というのが、地球連合各国の安全保障セクションの共通見解と言っていい」

　モリシー中将が、言葉を止めた。その無言の圧力に、試されている気がした。試されたら全力でやり返すのが、雄星の流儀だ。

「慣性制御は、ただのきっかけだろ。せまいとこで火力をぶちかましたら、それこそ全滅すんだからよ。軍を小さくするとか、平和的なのはねえのかって話だ。《太陽系大障壁》を越えられねえのに、軍ばっかデカくしてりゃ、衝しよう突とつするに決まってる」

　かつて太陽系大戦の末期に、太陽系を外の宇宙と遮断する謎のチル・ウエポン、《太陽系大障壁》が現れた。その出現の衝しよう撃げきによって、人類は大戦を打ち切った。それと時を同じくして《宇宙の王》は完全に消え去り、その後いまだに《障壁》のことも《宇宙の王》のことも解決していない。かつて大戦を始めた理由は残っていて、やめた理由もそのままだ。

「ふむ。誤解されがちだが、大きな不安を抱える社会で、軍が成長することは自然なことだ。たとえるなら、軍とは巨大な船だ。富める者も貧しき者も、賢いものも愚おろかなものも、強者も弱者も、あらゆる職業、あらゆるものを乗せる。そして、この軍という船には、人々の命と財産と文化と尊厳を守るという、大きさに見合った役目がある」

「わかんねえな。そんな話なら、スポーツだってデカい船だ。チームでだって、アデーレは金持ちの子どもだし、カールは貧乏な家の生まれらしい。エイジェイは賢くて、俺の頭はたいしてよくない。たいていのものは、デカい船だろ」

　ストライクフォールでは、マシンに搭とう乗じようするため、筋力や身長といった多くのスポーツで求められるタイプの身体的素養を問われない。シルバーハンズも、選手の背景は様々なのだ。

「スポーツでは規模が足りない。ストライクフォールは、現に小舟だから揺れている。スポンサー、メディア、マシン関連産業、選手の裾野──そんなサイズでは、戦争へ向かう宇宙で、人類の未来を担になうにはちいさすぎる。スポーツの興行も、社会の中で、戦争や伝染病といった非常時には停止されてきた。ストライクフォールという船は、人類の命運を託せるほどのものなのかな」

　環たまきの澄んだ声は、静かな店内に、大きく響いた。

「──託せますよ」

　静かに会話を聞いていた彼女が、はっきりと言い切った。

「ストライクフォールの競技運営や興行だけを見れば、太陽系人類のほんの一部しか乗らない、ちいさいものです。けど、スポーツは、人間の可能性への信頼は、夢は、宇宙のすべてを乗せられます」

「若いな」

　環はとても頭がいい。きっと彼女には、雄ゆう星せいには思考停止して信じるしかない勝利を、具体的に引き寄せる道が見えている。

「けれど、わたしたちが頂点を摑つかめば、そうも言っていられなくなります」

　彼女が軽く目を閉じて、切り出した。

「今シーズンは、各勢力の軍が、多額の予算を軍チームに配分しています。これは、大戦が近いと考えて、慣かん性せい制御の新戦術に信頼性コンバツトプルーフを与えるためですよね。それによって、優秀さを宇宙に見せることで先制攻撃を抑止して、自国の開戦時期をコントロールする役も担っている」

　今シーズンは、まさに軍チームが強い。雄星は、それにあらがうため《アンサラー》を受け入れ、敵の成長を必死の努力で乗り越えようとしている。だが、環の争点はちがった。

「軍の能力を万人にわかりやすく見せる物差しメジヤーになる指標値は、機密の壁があるので、社会に共有されていません。ですが、今シーズンは、チーム順位から、市民が投入予算と成果を比べることができてしまいます。今年のストライクフォールでの敗北は、とてつもなく重たいですよ」

「たかが一競技の成績で、軍全体を評価するなど不可能だ。競技で負けても、それはストライクシェルでの局地戦という、軍事行動のごく一部での立ち後れでしかない」

「専門家だから、そうおっしゃるのはわかります。軍事は、装備を使う事象インシデントが起こらない限り、コスト評価の成績が短期間では出ません。なので、専門外の指標が持つ危険が盲点になっているんですね」

「盲点かね？」

「経済と、中将がよって立つ軍事では、コストが適切だったかを判定するタイミングがちがうということです。軍事では、防衛計画も装備の調達計画も、何年かおきの中期で立てられますよね。けど、リーグ戦は、経済活動と同じで、年度の終了のとき決算が回ってきます。つまり、チーム順位のことです。年次スケジュールのある戦いに予算を配分したんですから、それが軍事本来の評価スパンより短かろうが、年次評価のタイミングで評価が確定して、コスト対効果の検証と、責任追及がくるんですよ」

　環たまきの話は、雄ゆう星せいにはわからないところもあるが、その中心だけは摑つかめる。最強の軍隊を知る方法はない。だが、今年の投資に見合った成果は最終順位でわかってしまうし、その能力を持つのがどこかも知れてしまう。なにしろ、慣かん性せい制御が現れたことで、今期は全チームが制せい式しき機を慣性制御機に換えた。軍チームも、当然、全力で巨大予算を投入したのだ。

　モリシーが渋い顔になった。

「財務官僚のような物言いだ。確かに、万が一シルバーハンズが優勝できたなら、大戦が始まる前に、宇宙のすべての軍は戦争コストの見直しを迫せまられることだろう」

「そうなりますよ。この第二十四シーズンは、太陽系の全軍事勢力で全力の投資が行われ、その結果が順位という数値で表れる、人類初の状況です。念のため補足しますが、今一位のホライズンズは軍チームではありませんが、あそこが優勝しても、そういう動きは起こりませんよ。中将もよくご存じでしょう？」

　環が、指で机を軽く叩たたく。言葉を選ぼうとしているときの、彼女のくせだ。中将が、興が乗ったようにテーブルに身を乗り出す。

「思ったよりも、よく事態を把握している。《コントラクター》は、意志の強い搭とう乗じよう者と、ポリシーと戦略のある運営スタッフに支えられていると、考えてよいということか」

「そう認識して、これからよろしくお付き合いください。軍の高官のかたには、一度、見解を伝えておく必要があると思っていました。鷹たか森もり雄星と《コントラクター》に対して、わたしは個人的な思い入れがあります。けれど、それを除外しても、《コントラクター》は、スポーツという〝太陽系じゅうの人々の目にふれるショウケース〟に入れておくのがベストですよ」

　環が《コントラクター》のことをどう認識しているか、耳にしたのはたぶん初めてだった。ここまで危険視されていることは衝しよう撃げきだったが、腑ふに落ちるところもあった。彼女が、タカモリ・エージェンシーでここまで献身してくれているのは、幼なじみだからだけではなく、使命感もあった。

「《コントラクター》は、ストライクフォールというケースに封印されるか、世界を滅ぼすかの、二つにひとつしかない機体です。《コントラクター》は、スポーツの中に封印しておくべきなのです」

　モリシーが深く思考に沈むように目を細める。そして、ひとつ、軽くうなずいた。

「わかった。鷹森選手と白しら咲さき氏に、ひとまず預けよう」

　緊張していた空気がゆるんだ。雄星の体に、今さら冷たい汗が一気に湧わいてきた。近軌き道どう統合軍の艦隊司令官が、護衛の兵士を何人も引きつれて雄ゆう星せいたちを待ち伏せした意味を、ようやくしっかり考えられるようになってきたのだ。

　──つまり、雄星と環たまきの人物評価次第では、彼らを拉ら致ちして《コントラクター》を接収する可能性すらあったのだ。

　雄星は、今さら心臓の鼓こ動どうが破裂しそうなほど大きくなって、深呼吸する。外洋機動艦隊の司令官が、敵地であるダイモスを訪れている。きっと地球統合軍にとって大きな決断だったろうし、軍艦を動かすことに多額の予算を投入しているはずだ。それに見合った目的といえば《コントラクター》の回収しかなく、それを引き金に大戦が始まる可能性もあった。そんな中将を殴ったことは、あるいは奇蹟の一手だったのかもしれない。

　この一角の重苦しい雰囲気が変わったのをとらえたのか、ウェイターが前菜オードブルを運んできた。

　環が、途中から聞き役に回っていた雄星に、笑顔でたずねた。

「話が複雑になっちゃったけど、わかった？」

　雄星は、恐れを握りつぶして、不敵な笑みを返す。

「スポーツが戦争に勝てるってことを、見せればいいんだろ？　まかせろよ。明日の試合で、ガーディアンズを正面から叩たたき潰つぶしてやる」

　そして、モリシー中将に尋ねた。

「この答えで、野蛮さは足りてるか？」

　中将が、事情を察してみれば底冷えのする笑みで、応じた。

「期待して観戦しよう。ひとつ伝えておくが、ダイモスでスクープされた、『明日の試合結果でチームの幹部人事が刷新される』という報道は、事実だ」

　雄星たちの新しい挑戦が、明日、試される。そして、《誇ほこりある白》を背負い、軍事から距離をとってきたシルバーハンズが勝つことには、特別な意味がある。

　それをなすのは、チームの一員である雄星たちなのだ。

「俺はな。自分がシルバーハンズのメンバーなことが誇らしいんだ。シルバーハンズは、スポーツが戦争より強いって、宇宙じゅうに見せつけてやるためのチームだ」

　たぶん、それが、環ふうに言うなら、シルバーハンズというチームがコストに対して出すべき成果だ。

「俺たちがスポーツを背負うってのは、甘えじゃねえんだ。スポーツだから、戦う前より後のほうが、強くなってるし、たくさん持ってる。次の試合で、見せてやるよ」

　雄星が思うところをうまく言えたかは、わからなかった。

　ただ、確信していた。フィールドには、本当に大事で尊いものが確かにある。それは、雄星にとっての真実なのだ。







第三章







　決戦の日、エンディミオン号はダイモスの宇宙港に朝から停泊していた。

　ガーディアンズ戦は、ダイモス時間の夕方六時から開始だ。ダイモスは火星を六時間十七分で公転してしまう。この速さのため、試合のフィールドは火星を基準点にして区切られた。

　今日の試合は、ベンチシップからではなく、その衛星ダイモスから両チームの選手を射出する。ダイモスでは、ストライクフォールは防衛訓練としても住民に親しまれている。ガーディアンズは、ダイモス軍を母体としているため地元選手が多く、周辺宙域での試合は勝率が高い。

　まさにホームゲームだ。

　ユウキ・ブラバッキー副監かん督とくが、地元出身のジェシー・アインシュタインに注意点を話させた。試合前のブリーフィングで、ジェシーが注意点を話すのは珍しい。

「ダイモスから射出する試合じゃ、防衛戦を想定した、火星圏けんの独自レギュが有効になる。ベテランは今さら忘れてねえだろうが、デブリにマジで気をつけろ。衛星の近くなんてデブリが飛んでるもんだが、ダイモスは実戦に近づけるためにゴミ取りしてねえからな」

　競技連盟も、実戦で遭遇しそうなシチュエーションでプレイさせることを認めている。

　ブリーフィングルームの選手たちが、うめき声をあげる。

　秒速二十キロ以上で飛行する試合中にデブリと衝しよう突とつするのは、レールガンのような質量兵器の直撃を受けるのと変わりがないからだ。

　雄ゆう星せいも頭を抱えそうになった。

「デブリ掃除しねえのは、やべえだろ」

　選手が超高速で飛び回れるのは、軌き道どう上に障害物がないというフィールドへの信頼があるからなのだ。

　ジェシーが監かん督とくたちのほうを確認した。ブラバッキー副監督が、選手たちの不安を即座に解消してくれた。

「セーフティシェルと同じ反応型のキャッチャーを、全機に装備した。だが、一発しかセットできないお守りだ。二発目で墜ちる。気を抜くな」

　雄星たちは、今日にそなえて新戦術の練習だけに没頭してきた。

　フォックス・アルバ監督が、試合前の檄げきを飛ばす。

「今シーズン、シルバーハンズのまわりは、なにかと騒がしい。いろいろな話を聞いている者もいるだろう。だが、おれから言うことはひとつだ」

　シルバーハンズのベンチ入りした全選手が、その言葉で心をひとつにした。

「──そんな余計なものは、フィールドで全部、吹き飛ばせ！」




　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊




　同時刻、ガーディアンズの第一リンカー、スリ・ソロッサは、長く伸ばした黒い髪を覆った黒い布チヤドルをほどいた。試合前の儀式だった。管制官に髪が見えないように、イスラム法学者に認められた黒いスキンキャップをかわりにかぶり、ヘルメットをかぶる。

　ロッカールームのモニターで、デブリを清掃していない試合フィールドを見る。

　今年三十五歳のソロッサは、スポーツ選手としては年齢がいっている。だが、軍人としては、まだキャリアの途上だ。彼女はダイモス軍の外惑星側の航路で輸送を担当するＯ[image: ]ＳＣ[image: ]１０３セクションを指揮する少佐でもある。実はチームでもっとも階級が高いのは、彼女なのだ。

　だから、カレン・フェニックスですら、彼女には心から敬意を払う。

「少佐、いよいよだな」

　ソロッサは、パイロットスーツに極めて大柄な肉体を包んだ、ダイモス軍最強のエースを見上げた。生物として憧あこがれを抱かずにいられない、強くしなやかな女だ。ソロッサは、軍人として秩序に従いながら、個として完成した、カレン・フェニックスという矛む盾じゆんした完成美を尊敬する。

「チームでいるときは、階級はいい。あなたがチームの中心で、スターだ。宇宙じゅうの軍で、憧れられている」

　彼女の賛辞に、カレンが肩をすくめて微ほほ笑えむ。そんな姿も、絵になった。

　カレン・フェニックスとスリ・ソロッサは、同志だった。ダイモス軍の内部で、二人は、散兵戦術の登場後すぐに複数リンカー戦術を構想し、軍からチル・ウエポン耐性の高い兵士のチーム配属をもぎ取った。第二リンカーのベティ・ホーデン、第三リンカーのキャサリン・アギレラ、第四リンカーのアマネ・リー、第五リンカーのラインハルト・レーヴ。全員がカレンとソロッサの教え子なのだ。

　カレンもまた、これから戦うフィールドの映像を見た。

「今日の勝利を確信している。シルバーハンズは、この敗北で十五位まで落ちて成績下位が見え始める。落ち目の連中を喰くらおうと、木星シリーズで現地軍ぐん閥ばつの暴発が起これば、今シーズンは途中で中断することだろうな」

　フィールドには、大小さまざまなデブリが浮いている。ソロッサには、この光景がひどく懐なつかしいものだった。

「デブリを見ると、戦中のまだ貧しかったダイモスを思い出す。まわりは軍用機や民間機だったデブリだらけだった。ここは火星の防衛線の中核で、どこもかしこも焼け焦こげたスクラップみたいな衛星だった。どん底だったから、ガーディアンズがこの小さな星の軍から旗揚はたあげしたとき、ダイモスは豊かになると誇ほこらしかった」

　大戦から二十五年で、火星圏けんの経済は膨張し、ダイモスもその恩恵を受けた。ダイモスは、かつては居住区のついた軍事拠点でしかなかった。だから、軍事上の管理区域名から「マーズ２Mars2」と呼ばれることが多かったが、今では住民たちも自みずからを「ダイモス人」だと考えている。だが、そんな歩みの中で貧富の差は広がった。火星圏けんは、戦争で権益を拡大して豊かになった古くからの住人と、コロニーを戦火で失って火星にやってきた戦後移住者で、二つに割れようとしている。カレンが治安出動ですでに五十機もの撃げき墜ついを記録しているのは、ストライクシェルを装備した宇宙海賊が山ほどいるということなのだ。

　火星圏をひとつにするには、今、勝利が必要だった。そして、ガーディアンズが優勝すれば、最強の軍をもつダイモスの立場は上がる。

　ソロッサは、ストライクシェルのパイロットたちが、軍の一部から鼻持ちならない精鋭主義者扱あつかいされていると、知っている。だが、それも軍とダイモスを守るための必要コストだ。

「勝って、戦友たちを楽にしてやろう」

　スポーツ選手ではないから、彼女たちの間に、過度の感情のやり取りはない。彼女たちは、組織の中で同じコストの支払い方を選び、そのために命を懸ける同志だ。

「当然だ」




　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊




　そして、運命の第十四節、開始時間の午後六時──。

　ダイモスの重力カタパルトのうち、真逆方向に伸びた二基がこの試合に使われる。ダイモスは軽いため、重力カタパルトが公転速度に与える影響が大きく、反動での減速が積み重なると火星に落下し始めるおそれがあるからだ。

　雄ゆう星せいの《コントラクター・ブラックナイト》は、十五機の最後に射出されることになった。だから、パイロットスーツとヘルメットを身につけて、操縦槽コツクピツトで長く待っている。

　周囲にチームメイトの機影はない。腰部の左右一対のユニット、《アンサラー》が巨大なせいで、一機だけ大型機用のカタパルトレーンに回されたためだ。衛星の重力カタパルトは、外から攻撃を受けたとき衛星内部にダメージが入らないよう、カタパルトレーンとハンガースペースの間に厳重な隔壁区画がある。チームメイトは別レーンで、整備スタッフもみんな分厚い隔壁の向こうだ。

《コントラクター・ブラックナイト》専任の管制官が、通信で機体チェックシークエンスを開始する。

〈《アンサラー》セット。管制システムチェックＯＫ。シークエンス調整。《セーフティ・シェル》セットを確認。反応リアクシヨンブースター、左、右、チェックスタート。粒りゆう子し加速サイクル、左、右、出力調整チェックスタート。チル・ウエポン・カスケード作動してください……ＯＫ。──《王の御手ハンズ・オブ・ア・モナーク》、封印ロック確認。第一から第六までＯＫ。《コーデックス》リンクの遮断を確認。封印審査会への通信回線を確認。《コントラクター・ブラックナイト》、機体使用の許諾を最終要求しました。使用用途、ストライクフォール太陽系一部リーグ第十四節、ガーディアンズ戦。最大使用時間は百二十分を想定。審査員一番から十番までの許諾を確認しました〉

《アンサラー》の反動を相そう殺さいするブースターが、自動チェックルーチンで複雑に噴ふん射しや方向を変えてその動作を確認する。《コントラクター・ブラックナイト》の機体チェックシークエンスは、シルバーハンズの機体ではもっとも複雑だ。雄ゆう星せいは、ヘルメット内ディスプレイに表示された機体側チェック画面を確認する。

「機体側チェック、すべてＯＫオールグリーン。統合戦術システムへのリンクを確認。レーンの隔壁、カタパルトまで開けてくれ」

　ストライクシェルを載せたリフトが、重々しい軋きしみをあげて動き出す。太陽系大戦からの焦こげや傷が残る重い金属隔壁が開く。ダイモスで戦死したパイロットたちの名前が刻まれたプレートが、カタパルトレーンを埋め尽くすように貼られている。

　戦士たちが誇ほこりを抱き歴史を託した道を、スポーツの勝利を摑つかむための機体が、ゆっくりと進んでゆく。

　その重みが迫せまってくるようで、深呼吸する。そのとき、通信が入った。

〈力が入りすぎだ。一軍デビューの僕より緊張してどうするんだ〉

　ロバートは、一足先にフィールドを飛んでいた。

　雄星は、ガイドダンパーから手を離して、サドルの上で体を起こす。これから試合中、ダンパーを握りっぱなしになる手を開く。

「シーズンの山場の試合で、緊張しないわけねえだろ。そっちも、緊張隠してたって、いいこたねえぞ」

〈僕がサポートしてやる。半分寝ながら飛んでたって、活躍させてやるよ〉

　新しい僚りよう機きをつとめてくれる男を、心強く感じた。この試合に負けたらという、脳裏から消えない不安が、すこし軽くなった。

「頼むぞ」

〈それでいい〉

　カタパルトレーンを通過して、機体が重力カタパルトにセットされる。管制員のカウントダウンが始まる。

〈五フアイブ、四フオー、三スリー、二ツー、一ワン、落下フオールダウン──〉

　金属で組まれた骨組みの内側を、人工重力に引かれた《コントラクター・ブラックナイト》が落下する。まっすぐに落ち行く先は、星の海だ。

　宇宙を、二十九ものスラスターの噴射光の群れが、流星のように切り裂いている。雄星はその一群れの輝かがやきに合流するべく、軌き道どうを変える。

　新戦術が実戦でも通用するか、これから試される。そう思うと、わくわくした。自分のミスでしくじらないよう、ロバートとチェックした。

「デブリ飛んでるな。試合スタートまで、カウントすぐに始まるぞ」

〈焦るなよ。二軍でも開始手順は変わらない。お互い、自分の仕事を完かん璧ぺきにこなせばいいだけだ〉

　完璧が目標だという、ロバートらしい物言いに、思わずうれしくなる。

　第一セットのリーダー機は、堅実な指揮のアンドリュー・ペインだ。

〈タカモリたちは、合図を出したら、カレン・フェニックスの進路正面を塞げ。連れん携けいのスタンバイができたら、こっちの攻撃の精度に戸惑っているうちに一セットもぎ取るぞ〉

　カレンの正面は、もっとも危険なポジションだ。太陽系一部リーグの名手たちでも、カレンに対して一対一のマークはほとんどない。撃げき墜ついされるだけに終わる可能性が高いからだ。だが、墜ちないことになら、雄ゆう星せいは自信がある。あのパーティの日の宣言通り、フィールドで雄星という選手の価値を見せつけてやる。操縦槽コツクピツトの中で、ガイドダンパーを強く握った。

　ヘルメット内ディスプレイの中、試合開始までのカウントが進んでゆく。このチームの、あるいは太陽系の命運すらかかった勝負が始まる。

　そして第十四節、ガーディアンズ戦の、開始ブザーが鳴った。

　開始と同時に、いっせいに両チームが散開する。雄星は、敵リーダー機の位置を確かめる。その危険な相手の武装は、物体の軌き道どうを強制同調させるキャッチャーの盾たてと、初めて見る特殊なランチャーだ。

「カレン・フェニックスでも、キャッチャー装備か。事故ったら試合が終わるから、当然か」

　すると、カレン機の武装が、ヘルメット内ディスプレイに大写しになった。ロバートが、注意点を示してくれたのだ。

〈ランチャーに警戒だ。武装コーチの分析だと、レールガンの加速システムで特殊な弾頭を叩たたき込むらしい。あれと似た武器が、大戦期に使われていて、五十メガトンの熱核爆弾を射出できたそうだ〉

「ああ。《ヘルメス》の重力砲の役目をさせんだな。俺たちがリンカーに寄ってったら、範囲で落とすのか」

　ストライクフォールでは、宇宙戦闘で用いられる武装はほぼ何でも使えるが、熱核兵器は例外的に使用禁止だ。爆心地にいると放射線で機体が汚染されてしまい、六十秒しかもたないセーフティシェルでは選手を守り切れないためだ。競技用の模擬弾頭は、兵器と同じ重量である必要があるが、爆心地から半径五キロメートルの範囲に問答無用の撃墜判定を出す。

　それを脅威と感じたか、ペインからリンカーへの合流タイミングに注意するよう指示が来た。シルヴィアは、他の選手が秒速二十キロメートルで飛行する中、秒速四十キロメートルを維持している。彼女のスミレ色のストライクシェルは、スラスター強化型だ。

　雄星のヘルメット内ディスプレイに、フィールドの選手配置が表示される。リーダー機のペインは、自分が高い確率で撃げき墜ついされてしまうバイタル周辺に、味方を厚く配置していた。じっくり腰を落ち着けて、しっかり守ってから、カウンターでガーディアンズのリーサルを狙ねらう腹づもりなのだ。

　ペインから、カレン機を抑えるよう指示が出た。雄ゆう星せいはおおまかな軌き道どうを視線で入力する。ロバートが、視線入力で追随すると返してきた。

「っしゃぁっ！」

　気合いを入れて、雄星はまず秒速四十キロメートルのガーディアンズ編隊へ、進路を向ける。カレンの近くにいる高速度帯の敵機を削るつもりだった。

　ロバートが、悪い顔をして言った。

〈一発かましとくか？〉

　ガーディアンズのリンカーは、赤黒い《インドミタブル・アーミー》だ。今日のリンカーは三人、そのうち第二リンカーのベティ・ホーデン機が、雄星のすぐ近くにいた。敵チームで最高速のリンカーを墜とすことは、戦術的に重要だ。ある速度域の選手が全滅すると、他の選手が苦労して速度を合わせるまで、その速度域に入れなくなってしまうからだ。

「ホーデンを追い払ってから、カレンに行く。リンカー使って逃げ回られたら、一対一が成立しねえからな」

《コントラクター・ブラックナイト》を、最短の航路で突入させた。敵編隊は、リンカーとその護衛で三機だったが、さっさと撤退を始めた。《コントラクター》の不死身ぶりは太陽系じゅうに知れ渡っているからだ。

〈どうする？　このホーデンの軌道なら、壁際で墜とせそうだな〉

　ロバートがちいさな隙すきに気づいた。ホーデン編隊の位置取りが悪い。

　リーダー機のペインから返答がきた。

〈潰つぶせ！　ホーデンを食えたら、後が楽になる〉

　雄星は笑った。

「野蛮にやっていいってよ！　このまま追い込む」

　ホーデン機は、追う《コントラクター・ブラックナイト》から一定の距離を保って逃げる。近距離でなければ、雄星の射撃の腕ではあたらない。こうして時間を稼いで、仲間と合流を待って雄星の僚りよう機きを撃げき破はするか、最少人数で逃げ続けるかが、いつものパターンだった。

　だが、今日からは、もう通用しない。

　雄星は、タイミングをはかる。この試合のフィールドは、一辺が六千キロメートルの立方体だ。フィールドの端はしのキャッチャーの壁にぶつかると速度を失って死んだも同然なので、必ずおおきく方向転換しなければならないときがくる。その軌道を曲げる瞬間を狙う。

　敵リンカー編隊が、細かく軌道をスラスターで調整しながら、慣かん性せい制御のタイミングをうかがっている。今日のガーディアンズは、リンカー陣だけは、慣性同調用に片手を空けておくため、デブリ対策のキャッチャーの盾たてを背中から伸びる副腕シールドバインダーで支えている。その盾は、雄ゆう星せいの僚りよう機きのロバートを警戒していた。軌き道どうを単調にしすぎなければ、雄星からの命中はないとタカをくくっているのだ。

　ホーデン機が軌道を曲げるタイミングで狙撃されないよう、ガーディアンズ編隊機が牽けん制せい射撃を開始する。慣かん性せい制御のタイミングをずらして、一番リスクの高い瞬間、交互に僚機に援護してもらうテクニックだ。

　そのレーザーの集中射が、ロバートに叩たたきつけられる。雄星にカバーさせて、結果として接近戦に入るチャンスを潰つぶすことが狙ねらいだ。

　だが、今日から雄星の中距離は、安全圏けんではない。

「《アンサラー》！」

　雄星の音声コードで、腰部二連装汎はん用よう粒りゆう子し砲ほう──《アンサラー》が射撃シークエンスに入る。砲身が自動で敵機に向くと同時に姿勢制御スラスターが噴ふん射しやされて、射撃姿勢が整えられる。射撃──その強烈な反動を自動スラスターが相そう殺さいしている間に、出力六十パーセントの粒子砲が宇宙に輝線を引いて、赤黒い《インドミタブル・アーミー》に直撃していた。敵機胸部でジェネレーターの大爆発が起こり、セーフティシェルが作動する。

　開始一分足らずで、第二リンカーを撃げき墜ついした。着弾の衝しよう撃げきで大量のデブリをばら撒まきながら飛行軌道をねじ曲げられて、セーフティシェルを作動させたストライクシェルが、外壁キャッチャーに衝しよう突とつした。

「まだフルパワーじゃねえんだぞ。なんだこの威力」

《アンサラー》の性能を観戦チェックしていたロクサーヌから、通信が入った。

〈自動化チル・ウエポンチル・ウエポン・カスケードのせいで連射が難しいんだ。一撃必殺の威力がいるだろうさ。フルパワーも実戦で試しといで〉

《コントラクター・ブラックナイト》を、外壁キャッチャーにぶつけないよう軌道を曲げる。

　圧倒的な力の感覚に、頭がふわふわした。自分を取り戻そうと、ガイドダンパーを強く握る。

　だが、その浮かれた気分を、ロバートの鋭するどい警告が一気に冷ました。

〈リーダー機の援護に回るぞ。推力最大だ！〉

　反射的にヘルメット内ディスプレイで、状況を確認する。

　リーダー機のペインのバイタルに、なぜか敵機が三機もいた。しかも護衛が、編隊僚機のメリッタとユエンだけだ。バイタルに入られるとは、数秒間でここから敵を追い払わなければ、勝負に負けているかもしれないということだ。

　最悪なことに、バイタルの敵の一機が、カレン・フェニックスだった。

　血の気が引いた。

　雄星は即座に軌道をペイン機へ向ける。ロバートも慣性制御を惜おしまずに最短経路でペインの救援に向かう。

　シルバーハンズの全選手が、カレン機をバイタルから追い出すために急行する。ガーディアンズも、ここが勝負どころと全力攻撃に入る。ペインが墜ちれば、一セット目が終わってしまう。

　守ろうとするものと妨害しようとするものの間に、砲火が嵐あらしのように吹き荒れる。

　今、ペインをかばったユエン・コーの機体が撃げき墜ついされた。

　恐怖で叫び出しそうだった。試合開始からたった三分だ。自分たちは強いはずだった。新しい戦術は、すぐれているはずだった。だが、戦術画面では、ペインのバイタルの白い点のエリアに居座ったカレンを引き剝はがせない。手痛い敗北が予測されている。

　三千キロ以上離れたペインのところに雄ゆう星せいがたどり着くまで、八十秒かかる。一対一でカレンと対決マツチアツプして、八十秒もたせるのは至難だ。後衛で防御にあたるシルバーハンズ編隊は二つあった。だが、敵の第一リンカー、スリ・ソロッサが立て続けに軌き道どうに送り込んだ敵編隊に妨害されている。

　ペインとメリッタが牽けん制せいのレーザーを撃うちまくる。カレンの戦闘機動は芸術だ。スラスターワークで、まるで幽霊に攻撃しているように、すべてすり抜けてしまう。しかも、激しく回避機動をとっても、ペインのバイタルから一瞬たりとも離れない。

　新戦術の航行補助ＡＩは、速くペインを助けろと示している。バイタルからカレンを追い払えれば安全になると、皆が理解していた。だが、それがフィールドではあまりにも難しい。

　バイタルに入られて二十二秒後、左腕を失いながら奮戦していたペインが、戦場の死神についに屈した。

　試合開始三分三十五秒、一セット目が終わった。




　二十分間のインターバルに入った。

　ダイモスのハンガースペースに戻ったシルバーハンズの面々は、呆ぼう然ぜんとしていた。

　あらゆる努力、あらゆる企みや前準備を、なにひとつ活いかせずに負けた。

　不完全燃焼のチームメイトたちは、わだかまりをぶつける場所を見つけられず、互いの様子をうかがっていた。

　そこに、よく通る男の声が響いた。

「なぜ、どうしていいかわからないというツラをしている。おまえたちは負けた。だったら、せめて下を向け。負けたことを認めなければ、這はい上がることもできん」

　フォックス・アルバ監かん督とくだった。

　ヘルメットを外しただけのパイロットスーツ姿で、動けずにいた面々が、ようやくひとつの方向を向けた。アルバ監督の統率力だった。

　最初に口を開いたのは、一セット目を落としたペインだ。黒褐かつ色しよくの額に深いしわを刻んで、言葉を絞しぼり出した。

「すまねえ。フェニックスに詰め寄られて、形勢を立て直せなかった。おれの責任だ」

　ハンガーに待機していたブラバッキー副監かん督とくが、戦術についてコメントした。

「ペインに大きな判断ミスは、確実にあった。だが、それは運用して初めてわかることがあるという、新戦術にはよくあるトラブルだ」

　だが、大失敗のあとでフォローされたことに、ペインが戸惑っていた。ブラバッキー副監督は、失敗を容よう赦しやなく[image: ]しつ責せきすると思われていたからだ。

「よくあるトラブルなんて、片付けねえでくれ。次セットも同じじゃ、マジで終わりだ」

　アルバ監督はチームの精神が揺らいだときに方向を示してくれる。

「プレッシャーを感じすぎるな。戦争なら、総崩くずれになって全滅もありえた戦況だろう。だが、幸運なことにこれはスポーツだ。ここから挽ばん回かいできる。……おまえたちに、その気概があればの話だがな」

　そして、チームの戦術の要である副監督が、選手たちに檄げきを飛ばした。

「他にさっきのセットでのプレイに不安があるやつはいるか！　フェニックスは成功したパターンを次のセットでも繰り返すことが多い。インターバルの間に、立ち上がりの速攻に適応するパターンを打ち合わせておけ」

　チームメイトが、了解の声をあげる。

　第一セットの作戦がすべて不発になったので、第二セットの作戦ミーティングは、それ以上はとられなかった。

　第一セットのクラッシュは二機だけだ。近くにいた仲間が帰還時に回収していた。ここでいったん解散になれば、第二セット開始までの時間は個々にまかせられる。

　だが、散ろうとしたチームメイトを、アデーレが呼び止めた。

「次のセットのプラン、もう組んだよ。今日はユウセーの調子がいいっぽいから、カレンはユウセーに拘こう束そくさせ続ける」

　次セットのリーダー機をつとめるアデーレの声に、皆の視線が集まった。

　アデーレに厳しいメリッタが、アルバ監督にたずねた。

「ほっとくと、こいつ、思いつきで絵図面ぜんぶ描いちまうけど、いいのかい？」

「かまわん。その思いつきが宇宙一に至ると期待して、リーダー機をまかせた」

　アルバ監督が、アデーレに確認した。

「勝算はあるんだろうな」

　答える彼女は、猫が獲ってきた獲物を自慢するように、空中に浮かんだディスプレイにまとめたアイデアを表示した。

「第一セットで、ユウセーがホーデンをキャッチャーに貼り付けたじゃん。あいつ、たぶんインターバルで回収できないよ。第二セットは十四機スタートだ。監督、十四機スタートのときの、ガーディアンズの編隊構成って、データあるよね」

　ブラバッキー副監かん督とくが手に持っていた紙状端末を操作した。空中に、第二セットの編隊構成のＡＩ予測データが表示される。

　九十五パーセントの確率で、カレン・フェニックスのリーダー機編隊が三機になる。残った十一機から、まずリンカー編隊を二機編成と三機編成で一つずつ作る。だから、余った六機が、その手足になって攻防どちらにも参加する機動戦力になり、二機編成の三個編隊だ。

　ブラバッキー副監督が、その編隊構成を見て、キャップのつばを指先でトントンと叩たたく。

「──敵は、速攻を仕掛けてくるか」

　なぜそう判断できるのか考えていると、アデーレと目が合った。

「この編成だよ。見て。リーダー編隊を抜いたら十一機で奇数だから、たぶん三機編成を一個編隊だけ作るんだけど、他の編隊と接触しやすいリンカー編隊をそれにあててるでしょ？　こうしとけば、一機墜ちたとき、予備戦力を抽出しやすいもんね。でもさ、そっからさらにもう一機墜ちて十二機になっちゃった場合、選手交代までどうすると思う？」

「フィールド上でやりくりしようがねえな。リンカーは薄くできねえけど、かといって二機編成してる三個編隊は機動戦力だ。シルバーハンズのほうは、機動戦力が四個編隊あっから、これ以上差がついたら押し負ける」

　散兵戦術は、チャンスに戦力を集中して決定的な被害を与えるまでが早いから強いのだ。ガーディアンズはこの機動戦力を削ると、シルバーハンズの二機編成四個小隊に対して、打撃力が足りなくなる。攻撃から味方を救出することも、逃げる敵に回り込んでとどめを刺すことも難しくなる。チームから怖さがなくなるのは完全に負けパターンだ。

　アデーレが、獲物を見つけた猛獣のように瞳どう孔こうを大きく開いたまま、微ほほ笑えむ。

「機動戦力を削れないけど、リンカー編隊を薄くもしたくない。機動戦力が減るのは、複数リンカー編成の欠点だよね。だから、さっさと数的劣勢を挽ばん回かいするために、開幕で速攻したい。ガーディアンズだって、カレンのこと、撃げき墜ついできないユウセーにマークされるの、わかってるしね。だから、複数リンカーの強みを活いかすため、リンカーを前に出す。ガーディアンズの今日のベンチ入り選手に、リンカーは四人。で、ユウセーが墜としたから、残り三人だ」

　クリクリ・リビエルが、紙コップで紅茶を飲みながら、人の悪い笑みを浮かべた。

「なるほどねえ。リンカーがあと二機墜ちると、戦術がかなり窮屈になるね。今日のユウセーはいい仕事したね」

　エイジェイ・ロジャースは、慎重な意見をはさむ役だ。

「ガーディアンズもバカじゃない。じっくり進めてこっちを一機墜として、同数にしてから仕掛ける狙ねらいもありえるぞ。……いや、だから、まず初しよっ端ぱなからタカモリで、動きの起点になるカレンを徹底的に拘こう束そくすりゃいいのか」

　そのエイジェイすら、アデーレの案にうなずいた。アデーレが、集中しきって表情の抜けていた目を閉じる。

「第一セットのペインのミスは、バイタルがこの瞬間安全だからって、カレンのマークからユウセーを外したことだよ。新戦術で、安全を見切る精度が高くなったからこその、油断だよね。だから、ユウセーは一瞬一秒も、カレンから目を離さないで。カレンに集団戦で能力をフルに発揮させなきゃ、ガーディアンズの攻撃力って、だいぶショボくなる。で、試合が長引いたら、カレンの体力は削れる。疲労で運動量を落としてから、しとめよ」

　クリクリが、紅茶をぐいと飲みきって、心を決めたとばかりに、ストレッチで肩けん甲こう骨こつの筋肉をほぐしはじめる。

「性格悪いなあ。ボクは乗ってもいいよ。僕がフェニックスの立場でも、このシチュエーションでタカモリに拘こう束そくされたら、無理攻めでもアデーレを狙ねらうよ。……前掛かりになったカレンに、カウンター狙うんだよね？」

　雄ゆう星せいにも、アデーレの構想がわかってきた。

「そうか。こっちは速攻一点読みで、罠わなを張るんだな。速攻したいのに俺が張り付いたら、短時間で墜とせなくて離脱したいカレン・フェニックスは、行動が誘導されるのか。相手がカレンだろうが、考えが読めりゃ待ち伏せも簡単だ。逆に、向こうが慎重になった場合は、俺がマジで食らいついて、あいつの体力を削ってけばいい、か」

　ロバートが、軽く手を上げて発言の機会を求めた。

「僕の動きはどうする？　タカモリと同じ突っ込み方をしたら、僕から墜とされて数的有利がなくなるぞ」

「ユウセーはひとりだよ。ロバートは、シルヴィアの護衛に加わって！　カレンにリンカー使って逃げられないように、シルヴィアはいつでもユウセーに接触できる軌き道どうで。速度は秒速四十でキープ。わたしが秒速三十で出たら、ゼッタイにカレンは秒速四十で上から押さえ込みにくるから、その速度でばーんって待ち伏せして包囲だよ！」

　天性の狩かり人うどが、オーバーアクションで一息にまくし立てる。リーグを代表する名選手レジエンド、カレン・フェニックスの動きが、二セット目開始前から見えているかのようだ。

「ユウセーは、かならず最後にカタパルト使って初速をカレンに合わせて！　第一セット勝ったガーディアンズが、カタパルトの射出は先だもんね。一セット目負けてなきゃ、ここまで整えられなかったよ。ペインありがと」

　落ち込んでいたペインが、さすがに切れた。

「てめえ、いい加減にしろよ」

　話をだまって聞いていたシルヴィアが、ぽつりと言った。

「ほんとに、キミが言うとおりにすすむのか？」

「たぶん」と、アデーレが返す。

　その言葉の足りない天才の思考を補足してくれたのは、ブラバッキー副監かん督とくだった。

「三機編成の編隊を好むカレン・フェニックスの、チーム内での発言力が大きすぎる弊害だな。ガーディアンズは一セット目で第二リンカーを失い、しかも外壁キャッチャーに捕獲されて救助困難だ。普通のチームなら、この局面ではカレンの編隊を二機にして、二機編成七個編隊にする。リンカーを複数使うのは、数多くの編隊にすばやく慣かん性せい同調を行うのが目的で、編隊数を減らすと意味が薄れるからな」

　副監かん督とくが、前節のガーディアンズ戦、第一セット、カレンがアデーレを撃げき墜ついしたときの映像を空中に映す。三人のリンカーがそれぞれ仲間の編隊を慣性同調することで、あるときはシルバーハンズと同速度帯でランデブーし、あるときは優速で突入イントルードを仕掛けて揺さぶりをかけている。これが速度コントロールで相手を詰ませる、複数リンカー戦術の理想的な波状攻撃だ。

「だが、ガーディアンズはカレン・フェニックスのチームだ。カレンはリーダーであり、敵を破砕する最強のフォワードだ。だから、自分たちの戦術と矛む盾じゆんしても、カレンをもり立てようとする。正確には、カレン・フェニックスという最強の戦術と、組織的な複数リンカー戦術が衝しよう突とつして、致命的な不具合を起こす」

　そして、ブラバッキー副監督がキャップの縁をつまんで、いつもより深く引き下げた。

「勝っている間は、目の前にある致命的な陥かん穽せいに気付かない。名手、名将とほめそやされる人間でも、そうなる」

　今、次セットの、勝利へのイメージは共有された。

　勝負の再開時間はせまりつつある。明確になった目的へ向けて、それぞれ一流のプロたちが動き始める。自分のコンディションを整える者もあれば、編隊行動の確認を始める者もある。

　ロバートが、握った拳こぶしを雄ゆう星せいに軽く向けた。雄星も、拳をあげる。無言のあいさつだが、彼らの中で想いは共有されていた。チームの勝利に貢こう献けんするのだ。

　だが、ロバートに話しかけられたシルヴィアは、無言のままだ。それどころか、背を向けて歩み去ろうとしていた。

　チームメイトがおのおののベストを求めて集中力を高めてゆく。その肌も切れるような緊張の中では、誰も彼女のことを気にかけない。

　カークマンヘッドコーチが、シルヴィアの行く手に立った。

「ファラデー。今日は動きが悪いな。今すぐメディカルスタッフのところへ行け。第二セットの出場の可否は、その結果で判断する」

　ヘッドコーチの指示は、ことにコンディションに関わることでは絶対だ。

　付き添おうとするロバートを押しのけて、ハンガースペースからシルヴィアが出る。その去り際に、彼女が雄星のほうを振り向いた。強烈な情念に、人形じみたその顔が歪ゆがんでいた。それは、きっと重要な役を割り振られた彼への、怒りと嫉妬だ。

　今、自分のことだけ考えて、見逃すこともできた。たぶん、そうするのが当たり前だった。

　だが、カッと腹の底で熱が宿った。これから逆転しようというのに、試合以外のことにとらわれているのが、許せなかったのだ。

　雄ゆう星せいは、シルヴィアを追いかけた。

「おい、待てよ」

　白い顔に汗を浮かべたシルヴィアが、刺し殺しそうな視線で見上げてきた。

「キミからの心配なんか、いらない。メディカルチェックでＯＫさえ出れば、ボクがキミなんかに負けるはずがない」

「俺じゃねえ。敵を見ろ。ガーディアンズを舐なめるな」

　だが、怒りを押し殺して無表情になった彼女が、吐き捨てた。

「舐めるわけがない。ボクは、手持ちのものをみんな使って、ここまでたどり着いた。これだけ払って届かないなら、ボクはそれまでということだ」

　シルヴィアは、雄星に対して、大きな感情を抱えている。それは、いら立ちや恨みや、あるときは優越感の間を行きつ戻りつしつつ、さまざまな色を見せるのだ。

　今、彼女の目は強かった。

「キミみたいなすべてに恵まれたやつを、二度とヒーローにしてやらないために、ボクはここにいる」

　直感した。これが、本当のシルヴィア・ファラデーなのだ。

　敵意を向けられているのに、おのずと腹の底から笑いがこみあげてきた。初めて、彼女のことが理解できた気がしたのだ。

「そうか。おまえ、ヒーローになりたかったのか」

　つらそうだったシルヴィアの表情が、その瞬間、仮面が剝はがれたようにあどけなくなった。そして、素の表情が一瞬だけ覗のぞいた。

「ち、ちがう！　そうじゃない！　本当にキミはバカだな」





[image: ]






　第二セット開始のカウントダウンが始まった。

　アデーレの予想通り、ガーディアンズはホーデン機をインターバルで回収できなかった。この試合の、フィールド内のデブリを除去しないレギュレーションのせいで、作業が間に合わなかったのだ。

　シルヴィアは、メディカルチェックの結果、出場を認められた。だが、身体からだへの負荷を考慮して、体温低下を極力避けるよう指示を受けている。第二セットは、序盤はリンカーとして働くのを抑えて、様子を見ながら役目を重くしてゆくという。

　雄ゆう星せいは全プレイヤー中、最後にフィールドに侵入した。重力カタパルトによる加速は、カレン・フェニックスに合わせて秒速三十キロメートル。カレンは、体力を温存するため、僚りよう機きと手を繫つないで、開始時間を待っている。

「四十じゃねえぞ。初しよっ端ぱなから、予想外れてんじゃねえか」

　アデーレより優速で開始する予想だったのに、実際は、カレンは秒速三十キロを初速に選んだ。だが、慌てるどころか、アデーレが、開戦ブザーを待つ仲間に、檄げきを飛ばした。

〈わぁお、敵が予想よりアホだったよ！　カレンはコンディションに自信持ててない。せっかく二人も僚機つけたんだから、慣かん性せい同調してもらえば、秒速四十キロでも問題ないのにね。速攻編成なのにトップがびびってるワンマンチームなんて、負ける要素ある？〉

　今回の作戦が気に入っているクリクリが、めずらしくアデーレに乗った。

〈向こうのクイーンは、勝ち目を捨てちゃったね。新戦術の防御に慣れてないうちだけが、勝機だったのにね〉

　クリクリはそう言うが、カレンの慎重策も一理あるものだ。決定的なチャンスに低体温に陥って攻めきれないということがないよう、体熱を節約した。ただし、速攻編成を読み当てたシルバーハンズにとって、一番嫌な展開は、一セット目をさらに超えた、速攻全振りの全力攻撃で押し切られることだった。なにしろ、チームは新戦術で、まだ一試合もバイタルの防御に成功した実績がないのだ。

　開始まで、カウントが十秒を切った。

　両チームで唯一、僚機のいない雄星は、カレンとアデーレを結ぶ中間から、突撃コースに入る。

　カレン編隊が、雄星の動きを嫌がって進路を変える。だが、ガーディアンズ側のリンカーはカレンから離れていて、カレンの速度を変える配置ではない。速攻で一機墜として、今の数的劣勢をタイに戻そうとしているという読みは、たぶん正しい。

　カウント五フアイブ──。

　雄ゆう星せいは、慣かん性せい制御をひとつ挟めば、十三秒でカレン編隊に接触する。

　カウント四フオー──。

　雄星が速攻に対応できる位置取りを続けたためか、カレン編隊が変更したコースを切り返した。カレン編隊は、ガーディアンズの陣形で、アデーレを突く最前衛だ。切っ先を担になう主要打撃部隊が進路を大きく変えると、それに合わせて攻撃をしかける味方の予定が狂う。

　カウント三スリー──。

　カレンが最後に選んだのは、雄星をぶち抜いてアデーレを狙ねらうコースだった。右手の多目的ランチャーの砲口が《コントラクター・ブラックナイト》に向いた。

　カウント二ツー──。

　今の軌き道どうで、八秒後にカレン編隊と接触する。息ができない。カレンが雄星との正面衝しよう突とつを選んだのは、武器の初速の遅さを相対速度でカバーするためだ。使われるのは、弾頭がデリケートで暴発に気を遣う、模擬熱核弾頭だ。

　カウント一ワン──。

　雄星は、腹に力を入れて、ヘルメット内ディスプレイにズームしたカレン機をにらむ。核を撃うたれる恐怖を嚙かみ潰つぶして、スラスターを全開にした。

　──カウント〇ゼロ。

　第二セット開始のブザーと同時に、カレンが多目的ランチャーを発射する。《コントラクター・ブラックナイト》といえど、模擬核弾頭の爆心地、直径五キロメートル以内にいれば、無条件に撃げき墜つい判定を受ける。だが、雄星はスラスターを全開にしたまま突っ込む。この時点でカレンとの接触まで六秒まで迫せまっている。だが、軌道を曲げると、行き先に二発、三発と核弾頭の偏差射撃を受けて、カレンにアデーレを直撃できる航路を開けてしまう。

　核兵器に正面から突っ込む、頭のおかしくなりそうなチキンレースだった。カレンが軌道を曲げて、核の閃せん光こうに突っ込まない位置に入る。ランチャーはまだ《コントラクター》を狙っている。二発目が来るのだ。

　その砲口をにらみながら、一秒、二秒とカウントして、三秒目に入ると同時に慣性制御で避ける。姿勢制御スラスターまで使っての、全力でのコース離脱だ。雄星のすぐ背後で、模擬核弾頭が、太陽が発生したようなまばゆい爆心地のホログラムを投影する。

　その回避した先に、さらに核弾頭が撃ち出される。今度は三秒で着弾する。《コントラクター・ブラックナイト》が滑すべり込もうとしたスペースに、敵編隊からの牽けん制せい射撃が始まった。雄星は、それがレーザーだったから、致命傷にならないと突っ込んだ。同時に、全長がストライクシェルの二倍という長すぎる剣の形をした、特殊な武装を振り上げる。中距離で相手に圧力をかけるための大型武器、ワイド・ポイントレーザーだ。

「何度も、思い通りにならねえよ！」

　剣型兵装の先端が割れる。開いた間には、二千個を超えるレーザー発信器が植えつけられている。その発信器から、一千の微弱な照準用レーザーが照射される。レーザー照射が物体にあたって反応した、〝その一点と周辺〟へと、ワイド・ポイントレーザーは一千本の攻撃用レーザーを瞬時に収束させる。照準可能な空間は、二百キロメートル先で直径一キロメートルという円形の範囲に絞しぼられている。だが、狭さと引き換えに、二百キロメートル先の標的に本命の収束レーザーが着弾するまで、わずか二百分の一秒の超反応──。

　レーザーが宇宙を切り裂いた。ワイド・ポイントレーザーが、ランチャーから射出された模擬核弾頭を撃うち抜く。繊せん細さいな模擬弾頭が爆発し、爆炎と破片をまき散らす。

　雄ゆう星せいの接近戦は、一軍でも正キラー以外には見劣りしない。火球の向こうで緊急回避機動を行うカレン編隊を、切り返しの一振りで襲う。それを当てるのは、二百キロメートルある剣を、標的に正確に当てることに似ている。尖った剣尖でやるのは神かみ業わざだが、ぶつけるのが直径一キロメートルのレーザー照準エリアなら、雄星と《コントラクター》にはできる。

　高出力レーザーが、カレンが左手に持ったキャッチャーの盾たてを薙ないだ。キャッチャー表面はチル・ウエポンで頑丈だが、超高熱が伝導して、盾の裏の機構が火花を散らして爆発する。

「やっぱりキャッチャーにまで、レーザークロークはつけてなかったな！」

　電磁波を吸収するレーザークロークは、もっとも基本的な防御用チル・ウエポンだ。それに照準用レーザーを吸収されてしまったせいで、機体のほうは無傷だ。だが、手持ちの盾までは高価な複合チル・ウエポンではなかった。

　カレンが、デブリや物体の衝しよう突とつから身を守るキャッチャーを失った。

　となれば、次の展開は読めた。リーダー機であるカレンに、僚りよう機きが盾を投げわたした。そのパスを読んで、雄星はワイド・ポイントレーザーをなぎ払った。交換の盾も、鮮あざやかな炎をあげて爆散する。

　アデーレからの通信は、歓声だった。

〈速攻のゲームプラン、潰つぶれたよ!!　そのまま壁やってカレン拘こう束そくして〉

　敵の速攻を、戦術を読み切ったことで、シルバーハンズが危なげなく受け止めたのだ。

　今、敵に不本意な展開を押し付けることに、成功していた。ガーディアンズはカレンを中心にしたチームだ。だから、カレンが雄星にわずらわされているあいだ、チーム力そのものが低下する。しかも、雄星一人で三人を拘束しているから、セット開始からの人数差をあわせると、フィールドのここ以外では三人差だ。

　シルバーハンズは、敵の二人出場しているリンカーを狙ねらう。赤黒い《インドミタブル・アーミー》が、カレンを中心に波状攻撃をかけるために二機、前線に出ていた。

「ハッ、ちんたらしてたら先に墜としちまうぞ！」

　雄星は、カレンの多目的ランチャーを狙う。核弾頭の脅威を排除できれば、後の展開が楽になる。

　ジェシー・アインシュタインが、軽口を叩たたく。

〈ヒーロー目指すってなら、そのくらいやってもらわねえとな〉

　ヘルメット内ディスプレイに、ジェシーの編隊が映った。ジェシーとロバートがリンカーのシルヴィアを守るリンカー編隊だ。明らかにジェシーは攻撃に出るチャンスをうかがっている。

「もう一発だ！」

　その、ワイド・ポイントレーザーによる斬撃を、カレンが機体で受け止めた。レーザークロークが照準用レーザーを拡散し、攻撃用レーザーも不発になる。

　雄ゆう星せいは思わず舌打ちした。ワイド・ポイントレーザーは、射撃の苦手な雄星でも、武器を振り回して強引に当てられる武器だ。だが、弱い照準レーザーと強力な収束レーザーの二工程が射撃に必要で、特に照準レーザーがレーザークロークに極端に弱い。せっかくの新兵器がたった二十秒で弱点を見切られていた。

　そして、接近戦に入ろうにも、カレン編隊は慢心せずに距離を維持している。

「ちょっとは舐なめてかかれよ」

　だが、愉快だった。文句なしの宇宙の超一流が、雄星を警戒している。《コントラクター》のスラスターを全開にする。カレン編隊が、軌き道どうを同調させて接近を拒否する。

　プランが崩くずれて、心が揺れただろう。焦れろ。ミスをしろ。そう、念じた。

　カレン編隊の僚りよう機き二機が、雄星に猛射をくわえてくる。牽けん制せいに反応して、慣かん性せい制御でスペースから強引に抜ける。──嫌な予感がして、さらに軌道を曲げる。直後、模擬核弾頭が激烈な光を放って炸裂する。雄星も、ワイド・ポイントレーザーでカレン機をなぎ払う。射撃したばかりのランチャーを守るため、カレンの僚機がボディを盾たてにした。

「こっちで核を無駄撃うちさせる！　弾たま切れまで粘れば、ランチャーをぶっ壊したのと同じだ」

　さらなる集中攻撃が襲う。アデーレは、雄星を盾にしてカレンの攻撃が届かない位置取りを続けている。雄星は、今、ガーディアンズにとって、墜とすか追い払うかしなければならない障害物だ。何発かは《コントラクター》に命中する。だが、《コントラクター》は防御用チル・ウエポンで頑強に守られている。そして、チル・ウエポン耐性が極めて高い雄星は、体熱負荷の低いレーザークロークで低体温になることはほぼない。

　核の弾切れを狙ねらっていることすら、すでに読まれていた。撃つそぶりをみせながら、レーザーだけで本命がこない。

　カレンの撃げき墜つい可能性が高いリーサルを示す白い点は、今の距離にはない。それほど防御が固いのだ。リーサルに入るには、雄星では《アンサラー》があっても最低二十キロまで近づかねばならない。だが、その距離が遠い。

　カレンから集中をそらす余裕がない。戦況がわからなかった。

　雄星の焦燥を察して、ダイモスにいるブラバッキー副監かん督とくが、状況を教えてくれた。

〈チームは、カレンを待ちながら、第三リンカーのキャサリン・アギレラを狙ねらっているが、防御に回られてまだ落ちない。気をつけろ。ガーディアンズがひとり選手交代した。フィールドに新しい選手が入るタイミングで仕掛けてくるぞ〉

　無策で時間を使ってくれるほど甘くなかった。なおも、核の牽けん制せいで雄ゆう星せいを振り回しながら、射撃を嵐あらしのようにたたきつけてくる。敵側が回避運動に目が慣れてしまい、狙いが正確になりつつある。雄星ほどの耐性がなければ、とっくに低体温でチル・ウエポンを使えなくなって撃げき墜ついされている。

　この試合まで被撃墜ゼロの雄星は、カレン・フェニックスをもってしても容易に墜とせない。だが、三対一ではリーサルに近づくこともできない。

　危ないタイミングで撃うたれた模擬核弾頭の爆心地ホログラムが、《コントラクター》の足を巻きこみかけた。模擬核は、本物がその距離で炸裂すると搭とう乗じよう者は五十パーセント以上の確率で死ぬため、ボディに一部でもホロがかかると撃墜扱あつかいになる。

　冷や汗が出た。攻撃は激しさを増す。慣かん性せい制御で大きく位置を変えても、それを先読みした執拗な偏差射撃が追ってくる。操縦槽コツクピツトが射線に入ったら必ず狙われる。レーザーに殺意を感じた。恐怖に呼吸が止まりそうになる。呼吸は、体熱を生み出し続け、集中力を維持するための土台だ。おびえに耐えて、それでも大きく息を吸い、震える唇くちびるから押し出すように吐く。

　ワイド・ポイントレーザーで、ランチャーと僚りよう機きのキャッチャーをなぎ払う。

　長物を振る動作の起こりを見切って、カレンはすでに回避行動に入っている。悠々とかわされた。

　モーションを見切られたせいで、プレッシャーが弱まっていた。だが、《アンサラー》を使うなら、一発で確実に決められる距離まで近づきたかった。あと十五キロ近づけば、カレンのリーサルなのだ。

「《王の御手ハンズ・オブ・ア・モナーク》を開放させてくれ！　予備の武器を作る」

　だが、連盟から派遣された《王の御手》の管制官ミレーユ・ヒルトンから、冷たい回答が戻ってきた。

〈まだ開戦直後であり、開封後の試合時間が長びくと、後の影響を予測できないという理由で、封印解放は拒否されました〉

「待てよ。前のセット見たろ！　ミスひとつで、即死させてくるバケモンだぞ」

　第一セットがわずか三分で終わると、フィールドの選手は、決定的な状況になるまで本当に予想もしなかった。理解したときはもう手遅れなほど、決定力が図抜けているのだ。

　ブラバッキー副監かん督とくから警告が入った。

〈タカモリ。ウエポンキャリアがフェニックスと接触する。潰つぶせ〉

　光学カメラ像では、巨大なミサイルのようなものが、カレンと八十キロの距離まで飛んできていた。それが二つに割れて、格納されていた武器が露あらわになる。交代した選手が、自動航行機能付きのウエポンキャリアを持ち込んでいたのだ。

　合流させじと、雄ゆう星せいはワイド・ポイントレーザーで交換武器の破壊を狙ねらう。だが、それを読み切っていたカレンの僚りよう機きが、ストライクシェルを射線に割り込ませる。

　カレンが、マルチランチャーを僚機に投げ渡す。そして、送られてきた武装と軌き道どうの方向を合わせた。武装が正確に摑つかまれる。その動作と連動したスラスターワークで最短時間でこちらを振り向いたときには、金属の骨格で組み立てた巨大な砲口が、正確に《コントラクター》を照準していた。

　隠れなき死の予感から逃げるため、全力でかわす。その瞬間、《コントラクター》の胴部に、細長い杭くいがぴたりと静止していた。

「っうあぁぁっ！」

　完全に死んだと思った。反射的に受け止めようとしたワイド・ポイントレーザーの柄が、真っ二つに砕けていた。この杭に、《コントラクター・ブラックナイト》は串刺しにされていたはずだった。デブリ対策にセットされていた一発だけの内蔵型キャッチャーが、命を救ってくれたのだ。

「そあぁァッ！」

　恐怖を呑のみ込んで、スラスターを全開にする。

　化学エネルギーのプラズマも、電磁力で射出した加熱もなかった。今の杭は、超小型の重力カタパルトで、二百キロを一瞬で飛ぶ超高速で打ち出されたのだ。その反動で、カレンが大きく後ろにすっ飛んでいた。しかも、前方はどこもデブリだらけだ。巨大な重力式の重杭投射器ステークシユーター自体が、超高速を瞬間的にかけた反動を直接カレンにかけないように自壊したせいだ。

　秒速三十キロ以上で突っ込む《コントラクター・ブラックナイト》の前に、金属片の雲が迫せまってくる。だが、雄星は、そこを突っ切ってカレンを追おうとしているのではない。隙すきが見えていた。反動でカレンが流されたなら、三人編隊が二つに割れて僚機が孤立したということなのだ。

　吠ほえた。

　壊れたレーザーを捨て、ストライクシェルの手で頑丈なだけの金属の杭を引っつかんだ。今、ガーディアンズの二機の僚機がカレンと合流するには、危険なデブリの雲を越えねばならない。だから、キャッチャーの盾たてでは全身までは守れない二機が、背後から殴られることだけは避けようと、雄星を迎げい撃げきした。理にかなっていたが、こちらにとってはまたとない好機だ。

　わずか三十キロからの、全力の突撃だ。二機が回避のため軌道を曲げながら、レーザーを腰の裏のウエポンマウントにセットして、接近戦用の電磁リニアショットガンに持ち換えた。雄星は、呼吸を乱さないよう息を止める。これから何が起こるか、透すき通るように勘が働いていた。つまり、射撃の反動で押されて加速したカレン・フェニックスが、慣かん性せい制御でこちらの後ろに回り込んで奇襲をしかけてくるのだ。

　ガーディアンズの二機が、雄ゆう星せいの背後をカレンにとらせるために、射撃で意識を引きつけようとする。電磁ショットガンは、電磁気力でレールガンの弾たまより遙はるかに大口径のショットシェルを射出してくる。このシェルがばらけて散弾になった。散弾のグルーピングは、《コントラクター》の腰部を狙ねらっていた。的が大きい《アンサラー》を潰つぶしにきたのだ。だが、すでに雄星はそこにいない。その引き金と同時に、雄星は全開にしていた左右スラスターの噴ふん射しやのバランスを崩くずして、強引に進路を曲げていたからだ。慣かん性せい制御以前、接近戦の王者だったキラーたちが腕を競ったベクタースライドだ。ショットシェルの有効範囲をギリギリでかすめて突撃する。

　接近戦でキャッチャーの盾たてを構えてはならないというのが、散兵戦術以前は定石だった。これはキャッチャーに接触された場合、敵キラーとの相対速度がゼロになって逃げられなくなるからだ。

　──敵前で鋭するどく宙返りした《コントラクター・ブラックナイト》が、《インドミタブル・アーミー》のキャッチャーの盾に着地する。三機の軌き道どうが、接触距離で完全に同調した。広大な宇宙で、奇跡的にクロスレンジ──格闘戦が行えるシチュエーションが成立していた。敵の反応より速く、雄星は右手に握っていた杭くいを、キャッチャーの盾の裏側を握る腕に引っかけて、てこの働きでぐいとひねる。機体の指を保護する安全装置を作動させて盾を離させ、胸の前をこじ空けた瞬間、スラスターの反動で擬似的な足場を作って杭をぶん投げた。単分子加工されていた杭が、《インドミタブル・アーミー》のボディを一撃で貫通する。

　操縦槽コツクピツトまで杭先が到達し、セーフティシェルが作動した。それと同時に、雄星は宙に浮かんでいるキャッチャーをかっさらった。チル・ウエポンのコネクタは、もともと同じ《宇宙の王》由来であるため、火星軍のものと共通だ。生き残った一機に散弾を撃うたれる。それを盾で受ける。キャッチャーが、衝しよう突とつした物体の相対速度を例外なくゼロにし、弾丸を完全に停止させた。

　散弾を冷静に連射しながら、生き残ったもう一機が後退する。この選手は、キャッチャーを利用されないよう、盾を雄星に向けていない。流れるようにスムーズな、まったく無駄のない動きだ。だが、鷹たか森もり雄星は射撃ができないプレイヤーだというイメージにとらわれすぎていた。

　背後から、カレン・フェニックスがマルチランチャーを撃った。僚りよう機きが離れた絶妙のタイミングを狙った核攻撃だ。慣性制御で軌道を曲げて頭上に出る。距離が離れたと同時に、僚機が背中を向けて撤退にかかる。勝てるタイミングだと確信した。

「その距離は、もう届くぞ！」

　視線コマンドで、《アンサラー》が複雑な回避機動をとる《インドミタブル・アーミー》を照準する。視界から簡単に外れてしまう至近距離よりも、ＡＩ制御の《アンサラー》では、中距離こそが狙いやすい。

《アンサラー》を、荷電粒りゆう子しを最高速まで加速して射撃する。一撃で、文字通りストライクシェルが吹き飛んだ。

　雄ゆう星せいは、息を止めていた肺から、長く息を吐き出す。成果を確かめて、次に移ろうとしたその瞬間、カレンが目の前を通り過ぎた。

　攻撃ではなかった。殺意も感じなかった。その行動の意味を知ったときには、すべて手遅れになっていた。

　さっき粒りゆう子し砲ほうでバラバラにした一機の《インドミタブル・アーミー》が、消えていた。デブリの雲中にカレンが突っ込んで、チームメイトを一瞬で回収したのだ。カレンの去った先を視線で追った。彼女が、まだセーフティシェルが作動したままの僚りよう機きを、慣かん性せい同調でダイモスに送り出したところだった。クラッシュした機体への攻撃はもちろん両チーム禁止だ。せっかく撃げき墜ついしたのに、これではダイモスまでたどりついて選手交代されてしまう。最短で傷口を塞がれてしまったのだ。

「マジかよ」

　あの一瞬で、攻撃から味方の選手交代に目的を切り替えた。カレン・フェニックスは強く、しぶとく、リーダーシップと戦術眼を兼備し、視界も広くてクレバーだ。そして、それは、シルバーハンズの予測を裏切る動きだった。

「マズった！　カレンの動きが変わった。そっちに抜けずに、味方を回収して後退した」

　カレンに無理な突入をさせて、討ち取る予定だった。一番肝心な目的が、未達成になってしまった。

　距離も離れてしまった。速度はカレンのほうが速く、彼女がここに残る理由もない。

　追い詰めるための次の一手をアデーレに聞こうとしたとき、逆にそのチャンネルから悲鳴のような指示が届いた。

〈クリクリが墜ちた！　ユウセー、そのキャッチャー持って今すぐ来て！〉
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　シルバーハンズを応援するファンは、その数分間で天国と地獄を見た。

　天国は、鮮せん烈れつな開幕戦から期待されながら結果が出なかった鷹たか森もり雄星が、ついに苦手の射撃を克服して、二機を撃げき破はしたことだ。

　地獄は、今、リーダー機のアデーレ・コンテの周辺に現出していた。

　運命の分水嶺は、カレンを分断する策がはまって、第二セット開始と同時に始まったガーディアンズの速攻を受けきったときに現れた。シルバーハンズが予想以上に堅固だったことで、敵側の連れん携けいが乱れたのだ。チームの主柱たるカレンを、雄星が拘こう束そくしているタイミングだった。それは、アデーレのプランをぶち壊しにする、完かん璧ぺきなカウンターの機会だった。つまり、シルバーハンズが誰の目にもわかるこの絶好機に仕掛けなければ、狙ねらいであるカレンに罠わながバレてしまうからだ。もはや、最初のプランを捨ててカウンターを仕掛けるしかなかった。アデーレは、目的を敵チームにさらなる出血を強いることに切り替えた。

　それが、重杭投射器ステークシユーターの発生させたデブリが僚りよう機きとカレンを分断した、二分ほど前のことだった。

〈二機の数的有利を背負ったうえでのカウンターです。試合の趨すう勢せいは決まりましたかね。……いや、守るガーディアンズ。デブリ対策のキャッチャーの盾たての裏から、グレネードランチャーを取り出しました。これは砲身が短いですね。シーズンで初めて使われる武装ではないでしょうか？〉

　実況のアナウンサーも困惑する中、秒速五百メートルにも満たない低速のグレネードが、ガーディアンズの三つの編隊からいっせいに発射された。リンカーのキャサリン・アギレラを狙ねらうシルバーハンズの攻撃ルートすべてに、先回りするかたちだった。

　そのグレネードが、いっせいに花火のように大量のきらめくものを散らした。

〈これは……軍チームだからこその戦術ですね。これは、大戦期に、デブリを撒まくために開発されたグレネードです〉

　解説者が、映像についてコメントする。

　火星出身の若いアナウンサーが問いを投げた。

〈それはまた……。なんのためにそんな迷惑なものが作られたんです？〉

　デブリは宇宙交通の大敵だ。宇宙空間では、航行中の宇宙船にスプーン大の物体が衝しよう突とつするだけで、最悪轟ごう沈ちんの大事故になる。

〈キャッチャーが登場したのは、太陽系大戦の後期でした。その頃は、全勢力が経済的に疲ひ弊へいしていたため、デブリが、安価に撒ける地雷や有刺鉄線がわりに使われたんですよ。末期になると、キャッチャーで掃除すればいいという計画で、このポップコーンメーカーと呼ばれるグレネードが、作戦区域に大量にデブリを撒きました。防御陣地の乏しい宇宙で、デブリで野戦築城したんです〉

　デブリに阻まれたシルバーハンズが、慣かん性せい制御で軌き道どうを曲げ、攻撃を中断する。デブリの雲を壁にしたガーディアンズがグレネードを投げるたびに、その壁が連結して迷路になってゆく。攻め手が途切れ、攻勢が続かなくなる。さっきまでの勢いが失われていた。

　解説者がそのシルバーハンズの動きを的確に説明した。

〈やはり、アデーレ・コンテ、デブリに戸惑っていますね。デブリにうるさい地球圏けんでは、ポップコーンメーカーなんて大戦中も使いませんでしたからね〉

　グレネードから散ったデブリは、設定された場所に留まり、散らばりすぎて薄くなってくれない。宇宙に組み立てられた三次元迷路は、キャッチャーを内蔵型の一発使い切りしか持っていないシルバーハンズには、手を出せない防壁だった。

　つまるところ、戦術で相手を嵌はめようとしていたのはアデーレだけではなかった。シルバーハンズのリーダー機は、堅実なペインと、リスクのある勝負手を好むアデーレだ。つまり、どちらかが落ちた次のセットは、残ったほうが来るので、対抗策をとりやすい。だからこそ、ガーディアンズは、速攻で仕留められればよしで、受けきられてもカウンターを狙ねらわせる、二段構えの仕掛けをした。

　だが、陣形を故意に崩くずして待つのは、おそろしく危険なうえ、罠わなにかかった相手に打撃を与える力も弱くなる愚策のはずだった。二つの課題を解決する、読み切れなかった隠し球が、このデブリの野戦築城だ。

〈これはよくない。シルヴィア・ファラデー、デブリを迂う回かいしていますね。リンカーの控ひかえる位置は、リンカーを必要とするチームメイトのそばです……いや、ガーディアンズのリンカー二個編隊と機動編隊の三個編隊が、まるごとフリーになってますよ。これはいけない！〉

　そして、シルヴィアの経験不足が、最悪のタイミングで出た。試合前の予定では、彼女は雄ゆう星せいを必要なとき慣かん性せい同調で高速度帯に引き上げる役割だった。それが、アドリブで、カウンター攻撃の支援に回された。シミュレーターですら経験のないデブリの壁に対して、彼女には、適切な位置どりをイメージできていなかった。

　そして、ちいさな隙すきを、ガーディアンズはおそらく訓練どおりに押し広げる。

　シルバーハンズは、ガーディアンズ編隊を迅速に一機でも多く仕留めるために、三方向に分離していた。だが、デブリの壁を前にして、攻撃を中断して慣性制御で軌き道どうを曲げた。シルバーハンズは、体勢を立て直すために距離と時間の余力が必要になった。だが、壁は無計画に置かれたのではない。ガーディアンズはデブリの砦とりでを、攻め手を逆に討ち取れるように野戦築城したのだ。

　逆に、デブリの壁に虎口出入口として開けられた隙すき間まから飛び出したガーディアンズが、距離の近いシルバーハンズ編隊に食らいつく。

　運が悪かったのは、クリクリ・リビエルだった。散兵の二機編隊は、集中攻撃を受けると脆もろい。今、唯一、編隊を救い出せるのは、秒速四十キロを維持しているリンカーのシルヴィアだけだ。だが、シルヴィアはデブリと衝しよう突とつするリスクを嫌って、最前列から退いていた。

　六機に三方向から襲われたクリクリが、撃げき墜ついされるまで、ほとんど一瞬だった。
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　カレンに合わせて秒速三十キロに速度を抑えていた雄星は、編隊間の連れん携けいがバラバラになっているチームの救援に、まったく間に合わなかった。

　キャッチャーの盾たてが欲しいほど、アデーレにとってデブリが邪魔だという。今となっては、ワイド・ポイントレーザーが重杭投射器でスクラップにされていたのが、痛恨だった。あれこそ、壁をなぎ払うには格好の武装だった。

　クリクリ撃墜後、修しゆ羅ら場ばの外から援軍がほしいアデーレが、通信で指示を出してくる。

〈シルヴィアがびびってる！　速度を変えられないから、敵が作った壁の前で、だらだら前線が下がりだしてる。ユウセー、ぎゅんって切り込んで目を覚まさせて〉

　指示に擬音が増えている。興奮しているのだ。

「細かい状況は？」

〈もう中継のほうがわかるよ！〉

　シルバーハンズでは、自分たちがしているのが戦争だと錯覚しないよう、メンタルヘルスのため、試合中に中継チャンネルを流すことが許可されている。集中するためカレンに仕掛ける間は切っていた中継を、オンにした。

　まず聞こえてきたのは、前節の試合でもシルバーハンズに厳しい評価だった解説者の声だ。

〈ファラデー、これは経験の浅さですね。新人のメッキが剝はがれるのはしかたないが、ここからですよ。ポジションが前線から離れすぎて、リンカーが繫つなげなければいけない連絡線が切れています。こんな後ろにいるのでは、ジェシー・アインシュタインを僚りよう機きにつけた意味がありません〉

　デブリの壁は、それを撃うち出したときの慣かん性せい力で流れてゆくから、隙すき間まができる。アデーレの言う〈ぎゅんって切り込め〉は、この空間を切り開いて敵の反攻を中断させたいという意味だ。

　こういうときこそリンカーで速度帯を切り替えて敵を攪かく乱らんしたいが、肝心のシルヴィアが遠すぎる。

　雄ゆう星せいは、アデーレのバイタルに敵がいないことを確認する。カレン・フェニックスも、クラッシュした味方をダイモス軌き道どうに乗せた後、勝負を決めるそこに、一足先に向かっている。《コントラクター・ブラックナイト》は、今、秒速三十一キロだ。

「今の軌道と速度で、合流まで四十五秒だ。スラスター全開で四十秒だぞ」

〈わかった、全開で。カレンが合流するタイミングで、ガーディアンズ仕掛けてくるね。マルチランチャー、残弾まだあるね。核はめんどくさいなぁ！〉

　スラスターを全開にしてカレンを追う。スラスター推力は《コントラクター・ブラックナイト》のほうが高い。ガーディアンズがデブリの壁を築いたそこが、勝負の分かれ目だ。

　カレンもずっとスラスター全開だ。今、両チームは互いに決定打をくわえる隙を狙ねらっている。つまり、援軍がたどりついたチームが、圧倒的に有利になる。

　ジェシーが、シルヴィアをカレンから守るポジションについた。前線から中途半端に離れたシルヴィアは、カレンが行きがけに狙いやすい位置にいる。

　アデーレが通信チャンネルを開いた。だが、葛藤するように、一瞬、息を呑のみ込む音がした。なにも言わずに、通話が終わる。その沈黙の意味に、雄星は気づいた。彼女は、僚機だからシルヴィアと同じ秒速四十キロで航行しているロバートを、ワンポイントだけ、臨時リンカーとして使おうとしたのだ。だが、ぐっとこらえた。今、シルヴィアから役目を奪ったら、もうこの試合では使い物にならなくなるかもしれない。

　雄ゆう星せいは、チームの勝利のために、〝合わない〟と明言したシルヴィアを信じたアデーレに、何かしてやりたかった。

「どこに当たれば一番衝しよう撃げき強い？　どこでも言え。ぶち抜いてやる！」

　ブラバッキー副監かん督とくから、指示が飛んだ。

〈あのデブリの壁は、太陽系大戦でも使われたものだ。だから、戦中に使われた対抗策を利用してやり返す。おまえが突っ込むべきターゲットに印をつける〉

「カレンはいいのか？」

〈そっちより重要だよ!!　キャッチャーかまえてユウセーが突っ込んだら、デブリの壁に穴あくから！　副監督が印をつけたとこをぶち抜いて〉

　雄星のヘルメット内ディスプレイに、レーダー画面が表示される。

「こりゃ城を潰つぶしたら、全面衝しよう突とつしかねえな！」

　デブリの壁は密度が薄い。雄星にガーディアンズの動きが見えるように、向こうからもこちらが丸見えだ。キャッチャーの盾たてを《コントラクター・ブラックナイト》が奪って急行しているから、それを使って壁を攻略することも読まれている。だから、ガーディアンズは、カレンの突撃とタイミングを合わせて、デブリの壁から打って出ようとしていた。しかも、カレンの到達のほうが一足早い。

　つまり、砦とりでを利用して体力を回復したガーディアンズが、シルバーハンズをカレンと挟撃するのが、即席築城によるクロスカウンターの完成形だ。それに対して、さらにシルバーハンズがカウンターを狙ねらう。狂気のカウンター合戦だ。

　シルヴィアが退いていた後方が、カレンの挟撃によって最前線になる。彼女がそこから退避しようとしたとき、アデーレがチーム全体向けチャンネルで言った。

〈シルヴィア、今、そこから逃げるって、自分は墜ちないけど仲間が挟撃くらうってことよ？　わかる？　ここでしくじったら、わたしたちは負けるし、今日負けたら、新戦術そのものがコケるよ〉

　シルヴィアが、生なま唾つばを呑のんだ音が、聞こえた気がした。きっとアデーレは、消極的になったプレイヤーに、戦場の中心を任せない。

〈……やるさ〉

　試合に関して、アデーレの嗅きゆう覚かくは鋭するどい。

〈そんな腹から声が出ないコンディションじゃ無理。ジェシーはシルヴィアの陰かげに入って！　シルヴィア使ってカレンをおびきよせる〉

　だが、その冷徹な狩かり人うどの論理を、スーパースター、ジェシー・アインシュタインは呑まない。

〈おれがカレンを一対一で受け止める。ユウセイにできて、おれができねえって？　舐なめんな！〉

　ジェシーが、カレンからの突撃の衝しよう撃げき力を受け止める位置に移動した。ジェシーがカレンの突撃を受け止めさえすれば、戦況は一変する。ガーディアンズは十対十二と数で勝るシルバーハンズに、地の利を捨てて突っ込んできただけに終わるからだ。

　カレンが、すでに核ランチャーを背中のラックに戻して、ショットガンに換装している。シルバーハンズの編隊の意図を正確に読んでいるのだ。

　カレンの《インドミタブル・アーミー》が、スラスターを全開にしたままシルヴィア編隊に突入する。スラスターの噴ふん射しや炎が、反応しにくい頭上からスミレ色の《ホーリーグレイル・アサルト》に襲いかかろうとしている。戦闘機動にすぐれているとは言えないシルヴィアでは、一撃目を耐えられるかも怪しい。

　だが、雷が落ちるような鋭するどい突入は、シルヴィアに届かなかった。

　コースを読み切った機動で、ジェシーが割って入ったのだ。

〈ジェシー！〉

　一発きりの使い切りキャッチャーで、散弾は止められない。キャッチャーの効果時間が一瞬で切れた後に、遅れて到達した散弾が命中するからだ。

　数発の散弾を受けて装甲が損そん傷しようしたストライクシェルで、ジェシーがカレンを撃うつ。シルヴィアをかばって、戦い続けるという意思表示だ。

〈わかってねえな。おれが、ルーキーをオトリにして見捨てるって？　スターってのは、厳しい局面をぶち破るから、スターなんだよ！〉

　すでに、カレンの突入にタイミングを合わせて、ガーディアンズが攻撃を開始している。カレンと挟撃が成立しかけているここを勝負どころとみて、本気の総攻撃だ。シルバーハンズもその対応で手一杯だ。

〈ファラデー、おびえるな。動け！〉

　ロバートの鋭い声が、通信越しに聞こえる。

　だが、シルヴィアの動き出しは冴えない。第一セットで、シルヴィアと信頼関係を築いたペインが撃げき墜ついされた後、きっとこの新人リンカーにはメンタルケアが必要だった。

　ジェシーと交戦に入ったカレンが、隙すきを見て撃ったショットシェルが、シルヴィア機の左膝から下を吹き飛ばした。あれがマルチランチャーの核爆弾なら、爆心地にとらえられていた。

　アデーレは、天性の勘で残酷な事実にあっさりたどり着いてしまう。

〈数字で見えてるよりコンディション悪いでしょ。もう、選手交代だね〉

〈やれます……〉

　荒い息の下から、シルヴィアが言った。

〈ボクは、コストがかかるだけの役立たずじゃない……。ボクはやれる！〉

　自信に満ちていたシルヴィアの声が、まるですがりつくようだった。

　雄ゆう星せいは、彼女の堂々とした態度が新しい環境に負けないための鎧よろいだと、知っている。倒れるほど努力していた姿を目にしたからだ。

　弱気を、笑えなかった。彼女の姿が、かつて弟になりすまして試合にまぎれこんだ、雄ゆう星せい自身の必死さと重なった。

　小破して流されるシルヴィアの機体を、全開の加速で急行している《コントラクター・ブラックナイト》では助けられない。

　だが、フィールドでしか叶えられない望みを抱いて、かつて救われた雄星だから、彼女を見捨てられない。

「シルヴィアはよ。今日、チャンスを与えられるべきなんじゃねえか」

　アデーレが、すぐに嚙かみついてきた。

〈ユウセー、正気？〉

　シルヴィアの命を懸けた努力が、報われて欲しかった。それに、今、彼女を切り捨てることは、頭に血が上り始めているアデーレのためにもならない。アデーレは、リンカーの役割が激変したこの試合に向けて、自分と合わないスタメンリンカーと合同練習をしていないのだ。このまま終わると、監かん督とくたちからみれば、経験不足のリンカーを放置したアデーレもチームリーダーとして問題がある評価になってしまう。

「俺は、初めてプロの試合にまぎれこんだとき、クソへたくそなド素人しろうとだった。それでも、活躍できるようにジェシーに合わせてもらった。ルーキーだからだ」

　理屈で通じる気がしなかったから、一番心にあることを、言葉にした。

　大スターのジェシーは、雄星が直接恩返しすることなど望んでいない。だから、雄星は、同じチームメイトとして、チームに返すのだ。

「ルーキーは、期待されてフィールドに立たなきゃなんねえ。俺は、シルヴィアが結果を出すって期待する。ヒーローになるって、期待してる」

　通信画面の中で、悔くやしそうなシルヴィアが、輪りん郭かくが変わるほど歯を食いしばってる。

　そうしている間にも、カレン・フェニックスが、ジェシーが手て強ごわいと見て素早く方向転換する。シルバーハンズ編隊の背後をとって、挟撃を完成させようというのだ。それを妨害するため、ジェシーが食らいついて、背後からカレン機を撃うつ。その脅威を無視はできず、応戦しながら、一度、二度と交こう叉さする。それを、ロバートがサポートする。ロバートは一軍デビュー戦で器用さを見せつけていた。

　激しい戦闘の中、ジェシーが、ぴりぴりとした空気の新リーダーに言い聞かせる。

〈人生かかってますってツラしたやつの前で、コスト勘定は抜きだ〉

　シルヴィアが息を細めた。

　チームの全選手にあてて、通信が届いた。さっき撃げき墜ついされたクリクリ・リビエルだった。

〈ミスっちゃったけど、ルーキーにはよくあることさ。こんなの、タカモリのに比べたら迷惑のうちに入らないよ〉

　たぶん、雄ゆう星せいのデビューのときを思い出したのだろう。ガーディアンズに押し込まれているのに、みんなが笑った。去年の試合に潜り込んだときには、こんなふうに笑い話にしてもらえる日がくるなんて想像もしなかった。

　そして、カレンを追った雄星が、戦場の中心にたどり着いた。ジェシーからかつてもらったバトンを渡すように、シルヴィアへと叫ぶ。

「ルーキー！　これから一撃する。ややこしいことは、何も考えなくていい。やりきれよ」

　ジェシーの妨害が、挟撃の顎あごが完全に閉じられることを防いでくれた。そのおかげで、クロスカウンターが完成する前に、雄星は間に合った。

　ヘルメット内ディスプレイに表示された、《コントラクター・ブラックナイト》が狙ねらうべき最終目的が変更された。雄星の意思をくんで、デブリの壁に穴を開けた後、そのまま反転して味方を攻撃するガーディアンズ編隊に突貫するコースだ。

　ブラバッキー副監かん督とくが、攻撃計画を手短に説明する。

〈城や砦とりでというのは巧妙に作っても、中に戦力がいなければ張りぼてだ。ガーディアンズがデブリの砦に戻れないように、一撃で壁を砕け〉

　カレンの牽けん制せい射撃が、その瞬間、《コントラクター》を襲った。だが、スラスターを全開にした黒騎士がそれをすり抜ける。

　デブリの壁を構成するちいさい金属片が、きら星のように光を照り返す。その輝かがやきの壁に、キャッチャーの盾たてをかまえて突っ込んだ。デブリの嵐あらしが盾の陰かげからはみ出た装甲を削る、嫌な音と振動が操縦槽コツクピツトに響く。だが、触れたものの軌き道どうを盾と同じに整えてしまうキャッチャーが、微少な金属片をすべてかき集めてしまう。衝しよう突とつすれば頑丈なストライクシェルも破壊しかねないデブリが、キャッチャーの上に雪のように積もってゆく。

　壁を突破して、その内側に侵入した。ついすこし前までガーディアンズが陣取っていたスペースで、雄星は標的を探す。

　最前線にいつでも駆け込める位置に、第一リンカーのスリ・ソロッサがいた。カレンが前線にいない間、集団戦術をコントロールしていたのは、順当に考えると彼女だ。雄星は、慣かん性せい制御で軌道を折り曲げて、その重要ターゲットへ突っ込んだ。ソロッサの速度は秒速四十キロ、まだ雄星のほうが遅い。だが、ストライクフォールが軌道と速度のスポーツだとは、タイミングと場所を奪い合う陣取りだということでもある。撃げき墜ついできない黒騎士が迫せまってくる圧力が、敵の布陣をわずかに歪ゆがめた。

　シルバーハンズが、せめぎ合う敵を押しはじめた。敵側が、リンカーが雄星によって追い払われたため、息切れ前に転身しようとしているのだ。

　アデーレが、今、クロスカウンターに、企んだ通りにさらなるカウンターを加えられるとみた。

〈みんな追撃だよ！　向こうはかなり体温下がってる。今、体力削って!!〉

　カレンとジェシーたちの激戦のそばにいるシルヴィアから、反論がきた。

〈このタイミングで、カレンを墜とさないのか！〉

　ガーディアンズが離れれば、シルバーハンズの陣形の裏に回っていたカレン・フェニックスが、孤立する。彼女を囲んで墜とせれば、控ひかえリーダーの質が落ちるガーディアンズは次セットも脅威ではない。

〈カレンは、計算して、オトリでそこに残ったんだよ！　普通に囲んでもそうそう落ちないし、リンカー使って連続攻撃を狙ねらったら核ランチャーでまとめてボンだかんね！〉

　いくらなんでもと、雄ゆう星せいは疑いながらカレン機を機体カメラで映す。ジェシーとロバートを相手にして、実戦のスーパーエースであるカレンはいまだかすり傷だけだ。

　追撃にくわわっていたカール・リンネが、吐き捨てた。

〈噓うそだろ。リーダー機の自分をマトにして、次のカウンター狙いとか、戦闘マシーンかよ。ミスんのが怖くねえのか……〉

　レーダー画面は、敵リーダー機のリーサルと味方リーダー機のバイタルが表示されている。

　アデーレのバイタルに、敵は侵入していない。カレンのリーサルは、ほぼ十キロメートル以内の近距離にしかない。散兵戦術以前から決定力があった突進中の攻撃以外では、データ上ほとんど致命打のチャンスもなかったのだ。ジェシーですら、いまだ届かない。

　シルバーハンズは、今、確実に有利な展開を作っている。だが、もう一押しが、とてつもなく遠い。前節では、似たような優勢から、決めきれずに試合をひっくり返されたのだ。

　アデーレが、深く呼吸した。そして、次の一手を決めた。

〈今度は正面からオーソドックスに押そっか。ようやく、新戦術を安全にスタートできる環境が作れたんだし〉

　天性の狩かり人うどが、リスキーな奇策ではなく、基本戦術を選んだ。なにか悪辣な策をもってくると構えていた雄星もチームメイトも、拍子抜けした。

〈なんでそんな顔すんの？　奇襲で最後までやると思ってた？　わたしたちがようやく手に入れた〝シルバーハンズの散兵戦術〟があるじゃん〉

　さっきまでの攻防で、緊張が高まっていたからこそ、メリッタ・イズメイリが聞きとがめた。

〈『最後までやると思ったか』だと？　ここまで全部、新戦術の布石だと!?〉

〈相手が速攻って読めてたから、受けるより、潰つぶしたかったんだよね。ほら、シルバーハンズって元々クラッシュが多いチームだし、ペインのあれ見たら、慣れてない新戦術で、事故るかもしんないのにバカ正直に受けないよ。今みたいな、正面からぶつかったら勝てるつもりにさせた相手をカモったほうが、確実に勝てるじゃん！〉

　アデーレが、いい顔でド外道なことを言い出した。カモフラージュで犠牲になったクリクリが〈覚えていろ〉と、恨みの言葉をかける。

　だが、こういう奇策が出尽くした後に、正攻法で押し負けるのが、シルバーハンズの負けパターンだった。小さな優位を足がかりに戦力のぶつけ合いで押し勝つことこそが、シルバーハンズに欠けていた、まっとうな勝ちパターンだ。彼らの摑つかみたかった、ようやく手に入れたチーム独自の散兵戦術なのだ。




　だが、敵もまた超一流だ。

「俺が正面を引き受ける！　ロバートはシルヴィアをカバーしろ」

《コントラクター・ブラックナイト》を、シルヴィアの前に割り込ませた。新戦術で正面から押すにも、カレン・フェニックスをマークする役は必要だった。カレンの武器は、選手交代でウエポンコンテナが持ち込まれ、雄ゆう星せいにも有効な粒りゆう子し砲ほうに交換されている。勘も読みもおそろしくいい射撃が、《コントラクター》をかすめる。粒子砲の火力を軽減するイオン・サプレッサーは、体熱消費が大きい防御用チル・ウエポンだ。何度も当たれば、雄星も低体温で意識を失う。

　カレンは、雄星のマークを受けながら、シルバーハンズを勢いに乗せないため、起点になるリンカーを潰つぶしに来ていた。アデーレも、カレンの狙ねらいがシルヴィアと見るや、ジェシーをカウンター攻撃に回らせた。

　だが、今回は、雄星のマンマークがつきながらも、カレンは自由に動いている。特定選手を徹底マークする戦術の有効性は、相手側の目標によるからだ。相手側が難しい目標を達成するのを妨害するためには大きな力を発揮するが、今の時間稼ぎのようにシンプルな目標まで失敗させる力はない。

　さっきまでの戦闘で消耗しているロバートが、叫ぶ。

「下がれ、死ぬぞ！」

　狙われた当のシルヴィアが、まだ射程内から離れられない。雄星がカレンの前に出ても、カウンターを素直に食いたくない敵側が連れん携けいしてリンカーを狙ってくる。回避機動が上手くないと、すでに見抜かれていた。わざわざフォローにいかねばならず、一気に新戦術で押しつぶすつもりだったその出足を止められていた。

　シルヴィアが、位置取りを変えて回避しようとする。だが、動きを読まれていた。雄星に背中を預けずにひとりの力で脱出できるコースを選ぼうとするせいだ。

「俺を嫌うのは好きにしろ！　けどな、スポーツもチームも、競技も舐なめんな。ルーキーの面倒みねえほど、ここはショボくねえんだよ」

〈……きれいごとだ……。ルナチャイルドのボクの存在感を、消してしまいたいはずだ。世界は、そんな甘くできてなんていない〉

　彼女が多くの実験や手術に耐えてここにいると、ロクサーヌも言っていた。彼女が抱えているものは重い。

　ポジションがない雄星がきれいごとを言っているというのは、その通りだ。雄星の胸はうずく。だが、試合中継のチャンネルから押し寄せる、勝利を願って押し寄せる声の波を浴びていると、もっと大事なことがある気がする。

「クソ悔くやしいし、明日からどうなるかだって、わかんねえよ。でも、こんだけの人間が応援してくれてんだ。勝つとこ、見せてやろうぜ」

　彼女が答えるよりも先に、ジェシーの吹いた口笛が通信越しに聞こえた。

〈ファラデー、試合中継のチャンネル入れろ。おまえがプレイしてる、ストライクフォールってもんを知っとけ〉

　生き真ま面じ目めなシルヴィアは、明確な指示を無視まではしなかった。そして、太陽系じゅうに百以上ある観戦チャンネルからの、何億という人々の反応に、戸惑っていた。

〈なに……これ……〉

　呆ぼう然ぜんとしているシルヴィアの、菫色の《ホーリーグレイル・アサルト》の腕に、突然、射出されたワイヤーが巻きついた。そのまま、慣かん性せい制御で危険域から運び去る。チーム最高のオールラウンダー、エイジェイ・ロジャースが、カールを引き連れて、すぐそばまで救援に来てくれていた。

「エイジェイ……」

〈ルーキーが入ってきたら、自分がしてもらったことを、返してやる。それができれば、一人前だろう〉

　世話になった人に、背中を押された気がした。ひっついてきたカールも黙ってはいない。

〈そいつより、まずおれに恩返しだろうよォ〉

　臆面も無く、カールが後輩にたかろうとしていた。

　シルヴィア機が、エイジェイたちに守られて後退する。

　スミレ色の機体がもう追撃されない位置に入ったのを確認すると、雄ゆう星せいは機体のスラスターを全開にした。

　カレンが大きく進路を曲げて離脱するのと、食らいつく雄星の、スラスターのタイミングはほぼ同時だった。

　試合中継のアナウンサーもカレンが逃げの一手を打ったことに疑問の声をあげる。

〈カレン・フェニックス、牽けん制せいも撃うたずに、完全に退きますね。シルバーハンズの追撃こそ止めましたが、ちょっと消極的ではないですか〉

　答えるのは、前節でシルバーハンズに厳しいコメントをつけた解説者だった。

〈《コントラクター・ブラックナイト》の新型粒りゆう子し砲ほうの射程に、入りたくなかったんでしょう。リーグに五人といない、フェニックスの正面にどれだけ立ち続けても墜ちない選手が、中距離以遠でも危険になったわけですからね。ガーディアンズは、明らかに対応に苦慮していますね〉

〈タカモリは、そこまで警戒される選手になりましたか〉

　雄星は、カレンを追う。

〈射撃さえ当たれば、戦術の核になるポテンシャルはあったんですよ。これまでも接近戦を仕掛けるタカモリに対して、どのチームも慣かん性せい制御で距離をあけていました。要するに、ずっと相手に圧力をかけてはいたんです。ただ、この圧力が有効なエリアが一キロメートル以内の超至近距離だったから、そんな距離でプレイする選手はキラーだけなので、置物でした。これが、今日は十キロ以上の中距離に広がりました。こうなると、十キロは普通の交戦距離ですから、脅威ですよ〉

〈そこまで変わりますか？〉

　雄ゆう星せいは、腹の底からこみあげる笑いをおさえる。現実は中継のなかではなくフィールドにある。だが、頭のよい解説者がかわりに考えてくれるのも、悪くない。

〈昨日までのタカモリは、頑丈さだけは怪物でしたが、距離さえとれば置物でした。けれど、《アンサラー》が当たる今では、一般的な交戦距離より短めとはいえ威力は即死で、集中砲火を受けても墜ちないタフネスも慣性制御を使い放題の機動力もある。タカモリはようやく二流とはいえ、二流の怪物です。普通じゃ手に負えませんよ〉

　カレンのさらに向こうには、ガーディアンズ編隊のスラスター光が見える。まるで星座のようだ。これからカレンが合流して、ふたたび両チームの正面衝しよう突とつになる。

　アデーレはハイリスクハイリターンが大好きだ。

〈せっかく警戒してもらってるし、ユウセーは、裏に回って、ソロッサ墜として。あいつが、カレンに隠れた司令塔だよ〉

「期待してろ。行くぞ！」

　雄星に遅れて、エイジェイたちとシルヴィア、ロバートも戦線になだれ込む。突撃して戦線に衝しよう撃げき力を与える破は城じよう槌つい役の雄星と違って、他の皆は動きに打ち合わせが必要だ。アデーレは、頭の回転が速い前線指揮官だ。

「ロバートは、シルヴィアの護衛。シルヴィアはめいっぱい加速する。エイジェイ編隊は、雄星の一発で崩くずれたトコ叩たたいて！」

　カレンがガーディアンズの中心に帰還する。

　雄星はスラスターを全開にして、それを追う。

　カレンの合流と同時に、ガーディアンズが慣性制御で軌き道どうをねじ曲げて迎げい撃げきする。完全に雄星を墜とすつもりの総攻撃だ。

　だが、雄星は勘で慣性制御を連発して、レーザーのほとんどをかわした。連射が難しい粒りゆう子し砲ほうや弾速の遅いレールガンは、慣性制御で回避したタイミングが適切なら、当たらなくなる。

　狙ねらいを振り切ったタイミングで、《アンサラー》でスリ・ソロッサを撃うつ。こちらも慣性制御で避けられた。

　緊張がかきたてられる、実況アナウンサー好みの展開だったようだった。

〈ガーディアンズも困っているでしょう。この変化をいきなり見せられて対応しろというのは酷です。まさか、一部リーグで一番下へ手ただっただろう、お粗末な射撃を、今シーズン中に改善できるとは思いませんでした〉

　アデーレが号令した。

〈押し込むよ！〉

　そして、雄ゆう星せいの突撃でわずかに乱れたガーディアンズ編隊群へと突入した。

〈──どうやらシルバーハンズ、タカモリが裏に回ったチャンスに総攻撃をかけますよ〉

　ガーディアンズは、複数リンカーを活いかして消耗を抑えるため、ほとんどが秒速三十キロ近くに揃そろえていた。今回の攻撃では、エイジェイが臨時リンカーになって慣かん性せい同調で秒速四十キロに揃えていたシルバーハンズが、速度差で有利だ。

　雄星は、ガーディアンズ編隊集団の裏側から、秒速四十キロを維持している第一リンカーのスリ・ソロッサをしつこく狙ねらう。カレンは、選手交代で入ってきた三人目のリンカー、ラインハルト・レーヴに四十キロの速度を渡した後、周囲のチームメイトの慣性制御を受けて三十キロまで落として体力回復の時間を稼いでいる。

〈切り込むよ。シャフィークとニキで、レーヴが四十キロ帯の選手増やす前に叩たたいて！　高速のリンカーが潰つぶされそうになって、リーサルを守るプレイヤーが動揺したら、そこから削って。選択肢が狭まったら、ガーディアンズはカレンに頼るから。ぎゅって締め上げるよ！〉

　新戦術は、複雑な戦況を整理することに、威力を発揮する。相手リーダー機のリーサルに味方を送り込み、そこに留まって攻撃すればよいという、シンプルな目標を与えてくれるからだ。

　シルヴィアが、チームメイトたちの速度を慣性同調で揃える。これまでのスラスターワークで微妙な速度差ができているガーディアンズに対して、速度を揃えて先手をとることで、連れん携けいの精度の差で勝とうというのだ。

　慣性制御で一気に低速に切り替えるスイッチ役として、秒速三十キロの速度担当に選ばれたのは、カール・リンネだった。

〈休みたくなったら、おれの腕の中に来ていいんだぜ〉

〈うざっ〉

　アデーレが一蹴した。

　ムバラク・シャフィークとニキ・ストーンが、レーヴ編隊を叩きに向かう。今年の補強でチームにきた、堅実な仕事ができるふたりが、編隊の間かん隙げきを縫ぬう。

　レーヴが、ガーディアンズの味方の援護がもらえる軌き道どうへと退いた。

　アデーレが、即座にそこに食いついた。

〈やた。フリーなスペース空いた！　シルヴィア、あそこに編隊二つ！〉

　おそらくこの流れを読んで、指示を受けないうちから、シルヴィアが加速を続けていた。推進力を増強されたリンカー用の《ホーリーグレイル・アサルト》が、秒速四十一キロで味方との交こう叉さ軌道に入った。ピエル＝ルイス編隊とファーデナント・ウッド編隊が、空きスペースに送り込まれる。

　射撃の名手ピエル＝ルイスと、ベテランのファーデナント・ウッドは、送られた先で弾幕を張って近づく敵を追い払う。それは、期待にこたえる仕事だった。

　解説者もその働きを絶賛する。

〈シディ・モンテとウッドの二個編隊は、うまく軌き道どうに栓をしましたね。タカモリに追い回されているソロッサを除けば、ガーディアンズのリンカーはレーヴとアギレラです。このふたりを、ガーディアンズの編隊群を二つに割る壁を作って、片方に押し込めてしまいました。前節が初出場の新人リンカーのレーヴ。ここはリスクをとるべきでした。ストライクフォールは陣取りです。この空けてしまったスペースを、ガーディアンズが奪回するのは大変ですよ〉

　中継画面に、現在のシルバーハンズとガーディアンズの位置関係が表示された。シルバーハンズがカバーしている範囲を真っ二つに割っていた。

〈奪回できないと、どうなりますか？〉

〈普通なら、ガーディアンズが陥っているような状況になると、大きく撤退することで戦線を整理します。ですが、今はスリ・ソロッサをタカモリに拘こう束そくされているので、離脱すると墜とされてしまうんですよ。第一リンカーを失いたくない。けれど、このままだと、分断されたリンカーがいないほうのガーディアンズ集団に、万全のシルバーハンズが突っ込んできます。ガーディアンズにとっては危険ですよ〉

　まさにその通りに、シルバーハンズが殺到する。解説者の言った「リンカーのいない集団」に、カレン・フェニックスがいるのだ。

　ピエル＝ルイスとファーデナント・ウッドたち、射撃の名手が合流を防ぎ止めている。

　合流のため二人を迂う回かいしたガーディアンズを横から殴りつけるように、エイジェイたちが突入した。すさまじいレーザーの嵐あらしが乱れ飛ぶ。

　押していた。

　ピエル＝ルイスの貴族的な品のよい顔が、通信画面に映る。

〈リンカーの通行だけは妨害するが、突破を止めるのは難しい。抜けるものは抜けるぞ〉

　アデーレからの通信の声は弾んでいた。

〈みんな！　もうしばらく圧力上げさせて。勝つから！〉

　新しいチームリーダーに、ジェシーが返す。

〈やれよ。ケイトリンがリーダー機を託したのはおまえだ〉

　あらゆることが、同時に起こっている。だが、その中で、シルバーハンズは、必要なときその場所に、ほしい量の戦力を送り込めていた。宇宙空間では短時間で組織的に集まることは難しい。その最も重要なことに、超高速のプレイの流れの中で、安定して成功している。リーサルとバイタルが視覚化されて共有されることで、チームが抱えている問題が可視化されているからだ。それによって、組織的な攻撃、防御のレベルが一回り高度になる。

　ついに、カレン・フェニックスを守っていた選手をひとり撃げき墜ついした。

〈いや。これは強い。真っ向からぶつかって勝つべくして勝つような、こんな強い勝ち方をできるチームだったとは！　それも、相手は格上のガーディアンズですよ。どうしましょう、これ！〉

　解説者も立ち上がらんばかりに興奮していた。

　集団機動の核心となる組織力のレベルが高い。それは地力が高くなったということで、正面から相手を押し潰つぶせるということだ。

〈カレン・フェニックスも戸惑っています！　なんででしょうね。このレベルの急上昇は。前節とまるっきり別のチームですよ〉
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　激しい試合を、地球近軌き道どう統合軍のハーキュリーズ・モリシー中将は、巡洋艦《リュウグウ》から観戦していた。大型の戦闘艦は、ストライクシェルには搭とう載さいできない電子機器の塊かたまりであり、試合の様子をモニタすることはたやすい。

　まさかブリッジクルーが働く艦橋で見るとはいかなかった。観戦場所は、艦隊旗艦よりは手狭な司令官執務室だ。

「これはこれは。予想をはるかに超える収穫だ」

　モリシー中将は、かつてユウセイ・タカモリに殴られた顎あごをなでる。

　あのとき、レストランで向き合った当事者全員が、銃ははったりブラフだと読んでいた。モリシーもそう想定して、兵力を見せた。大戦では身近になる圧倒的な暴力の気配を体験させることで、現実が理り不ふ尽じんだと、タマキ・シラサキという才女に思い知ってもらう予定だった。

　読めなかったのは、ユウセイ・タカモリが、引き金に指がかかった銃に照準されたまま軍高官を殴れる、異い形ぎようの感性の持ち主だったことだ。軍という場所では、多くの人間が、兵や下士官として、士官として、暴力を扱あつかうセンスを厳しい訓練で日々磨いている。だが、暴力で状況を変える最初の一撃を、正確に放てる者は稀き少しようだ。同じ状況設定でタカモリと同じ選択ができる者など、太陽系広しといえどもそう多くないはずだ。

「すさまじい人材が集まっているものだ」

　フィールドでは、シルバーハンズがガーディアンズを追いつめつつあった。リーダー機のアデーレが前衛にいるが、きわどかった防御すら試合の中で大きく進歩している。何を防げばいいかをチーム全員が理解している。新戦術の威力だった。

　諜報員が持ち出してきた新戦術の管制ＡＩが、一瞬ごとに新しい戦術を提案している。試合映像の立体軌道図を、このＡＩが選手に送っているリーサルとバイタルのデータが作っているのだ。スポンサー権限を利用してチームに潜り込ませた諜報員から入手したこの情報は、極めて重要だ。かけたコストは、これで元をとったと言えた。

「慣かん性せい制御のカンブリア紀は、これを生み出すために生まれたと。そう、後世、評価されるかも知れないな」

　人払いした執務室に、彼の声を聞く者はいない。ダイモス訪問の名目は、チームのスポンサー会議に参加することで、第五軍の参謀団を連れてこなかったためだ。試合分析はＡＩスクリプターが論文としてまとめて、モリシーがそれを修正して一週間後には提出する。重要機密となるこの論文は、地球近軌き道どう統合軍を激震させる。その内容が伝われば、太陽系すべてがひっくり返るだろう。

　スクリプターが立てるキータイプの合成音を聞きながら、モリシーはゆっくりと紅茶を味わう。

「ルナチャイルドを導入させたことは、成功したとは言いがたかった」

　そもそも近軌道総合軍がシルバーハンズに大きな投資をしたのは、モリシーの発案だった。コンテ翁おうの抵抗で議決権のないオブザーバーとしての参加になったが、スポンサー会議を通して、彼がチームとファラデー研究所を結び合わせた。ルナチャイルドという「高耐性の選手を供出できるが、ランニングコストがおそろしく高い」技術を抱えた研究所と、選手補強に失敗したシルバーハンズは、利益が一致した。

　シルヴィアが一定の成果を出して、ルナチャイルドの大量導入論が出ることが、彼の狙ねらいだった。ルナチャイルドは繊せん細さいな技術で、そのランニングコストはチーム運営予算を大きく圧迫する。安易に導入できる戦力の魅力を知り、だが、資金に限界があると認識したスポンサー会議に、近軌道統合軍の軍人を売り込むための踏み台だった。

「それで、こんな成果が飛び出てくるのだから、面白い時代だ」

　試合中継では、シルバーハンズがリーダー機を攻められて防戦している。これまでなら、防御が不得手なアデーレが致命的な損そん傷しようを受けていてもおかしくない戦況だ。だが、常になく、安定して猛攻をさばいている。チームの防御が、窮地でもよく統制されているからだ。シルバーハンズのゆるみがちだった防御戦闘が、驚くほど粘り強いものになっていた。各員が譲ってはならない一線をよく把握している動きだ。

　参謀出身の司令官であるモリシーを、シルバーハンズは本気で驚かせた。

「軍組織と関係が極めて薄いチームだからこそ、軍から生まれないものを生み出せたのだろう。私が今、見ているのは、戦史の一ページだ」

　モリシーは、論文の草案を口述する。

「これまで、宇宙戦闘では、宇宙航行のための航法の延長で戦闘をしていた。だから、これは、完全に、戦闘のためだけの航法だ」

　軍にとって、慣性制御の衝しよう撃げきは、この新戦術をもって完成する。宇宙を航行する宇宙機を、戦闘時にどう運用するかが、根本的に変わるからだ。

　従来の宇宙戦闘では、特定のポイントへ航行する〝途中〟で戦闘を行っていた。つまり、基地や宇宙港から発進した宇宙船が、敵基地なりのチェックポイントを通過して戻ってくるまでのコースの途中で戦闘が行われた。ストライクフォールの試合も、ベンチシップから射出されてインターバルや試合終了で戻ってくるまでの、コースの途中に存在した。宇宙は人類が絶対に生身で生存できない環境だから、まず出発から帰還までの安全な宇宙航行を確保して、航行途中で戦闘を行うしかなかったのだ。

　だが、シルバーハンズの新戦術では、リーサルという敵の〝最重要標的がゴール〟になる。つまり、慣かん性せい制御が宇宙航法をシンプルで安全なものにしたから、戦闘を、航法のついで仕事ではなく、それ自体を目的にできる。すべての土台をひっくり返す巨大なパラダイムシフトの準備が整ったのだ。

「慣性制御の宇宙戦闘における価値は、このシステムによって定まった。目的地が曖あい昧まいでも途中で修正しても拠点に帰還できる今、宇宙戦闘は、初めて航法という枠から自由を得た」

　ＡＩスクリプターが、モリシーの述懐を拾って、生成途中の論文を修正する。

　慣性制御という突然もたらされた革新は、慣性制御機という新たな兵器システムを生み出した。それが、今シーズン、散兵戦術という運用上の革新を生み、太陽系の戦闘ドクトリンは刷新された。そして、今、リーサルとバイタルという新概念が、宇宙戦闘の根本を変容させる。

「リーサルとバイタルの真価は、宇宙戦闘の常識を覆くつがえすほど〝目的設定をゆるくとれる〟ことだ。精度の緩和によって、投下リソース量とチャレンジ時間の積に対して、確率で目的を達成できることを数式化した。この変化の本質は、現場の人間の裁量が大きくなりすぎた戦闘に、自動化による指揮統制の道がふたたび生まれたことにある」

　つまり、リーサルとバイタルは〝コンピューターによる指揮統制Ｃ＆Ｃがしやすく、戦場で兵士に課される課題を易しくできる〟のだ。だから、これからの軍は、慣性制御兵器を自動化によって組織的に扱あつかう運用に向かうだろう。これまで、チル・ウエポンという強大な兵器は、人への依存が大きすぎたため個人の英雄を誕生させてきた。だが、次の変化の先にあるのは、多くの軍が待望していたものだ。多数の兵士による数の優位が復活する可能性だ。あらゆる軍が、この革新にフィットした体制に再編される。世界は変わるのだ。

「今後すべての宇宙戦闘ドクトリンは、この戦術を土台に進化してゆく。この戦術が陳腐化しても、後継戦術はこれを祖とした進化の系統樹にある。チル・ウエポンによって訪れた、極端な精鋭志向の時代は終わるということだ」

　軍では、何をするにも組織内部のしがらみと利権関係がついて回る。パイロットやそれを支えるスタッフも役職を持ち、功績をあげれば出世し、政治をするからだ。ストライクフォールという競技は、莫ばく大だいなコストをかけても優秀な兵員を確保したい、チル・ウエポンに適応した軍内の政治パワーの上にあった。つまり、この戦術概念は、ストライクフォールがよって立つ前提を破壊する。その可能性に、シルバーハンズ首脳陣も気づいたはずだった。

　それでもなお、勝利を純粋に追いかけた。スポーツだから、自分たちの立つ足場を吹っ飛ばしかねないそのゴールに、最短でたどり着いた。そのスポーツマンの精神──目的へ邁まい進しんする一途さ、変化を恐れない勇気に、モリシーは心から敬服する。

　論文のタイトルは、一存で決めた。

　──『空間自由機動ドクトリンSpace Free Mobility Doctrine』。

　慣かん性せい制御以前のすべての宇宙空間戦術は、これによって完全に陳腐化する。今度こそ、新技術に適合した真の軍事技術革命が訪れたのだ。

　パンドラの箱は開いた。

　太陽系は戦争への流れを加速させるだろう。わずか一年足らずでの旧技術の大絶滅に適応できるのは、地力のある共同体だけだ。軍事の不均衡は、国際関係の再編成と領土問題の再燃に直結する。そのダイナミズムは、共同体に存立の危機を自覚させ、早ければ今年じゅうにも過激な行動を誘発させるだろう。

「憎しみ合いすらするものを、同じ船に乗せて、進められるのか？　軍にはできる。スポーツはどうだ？」

　ＡＩスクリプターは、宇宙に激動をもたらす論文を綴つづり続ける。

　試合は、大きく動こうとしていた。
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　リンカーから切り離され、常に数的劣勢を背負い、データ的に自分の苦手なコースから高度な連れん携けい攻撃を受け続ければ、どんな名手でも長くもたない。ただ、カレン・フェニックスという、開戦すれば戦史に残るだろうトップ・エースが、異常すぎるだけだ。

　カレンをめぐって、激しく攻防が入れ替わる試合の中心から、雄ゆう星せいは遠い。一秒でも早くそこへ行くために、役目を果たすべく目の前のソロッサを追う。ソロッサは、明らかに雄星をカレンから引き剝はがすため時間を稼いでいる。

　シルバーハンズ側も、シルヴィアの、体温を失いながらの自分の価値を証明するための献身が、限界を迎えつつある。

　シルヴィアの荒い息が、通信で聞こえた。

〈……もうすこしなんだ。なんなんだよ……。もうすこし耐えるだけだ。もうすこしで、ボクは摑つかめるんだ〉

　インターバルでも悪そうだった彼女のコンディションが、さらに落ち込んでいた。低体温になりかかっている。ここまでくると、もうすぐ声が震え始める。

　それでも、シルバーハンズの大攻勢のすぐ後ろで、チームの機動をサポートしている。機体の左脚は失ったまま、歓声に動揺しながらも、鬼気迫せまる活躍だった。

　そのとき、雄ゆう星せいに、待ち続けていた通信が入った。

〈《王の御手ハンズ・オブ・ア・モナーク》の封印、許可がおりました！　使用承認によりカウントダウンに入ります〉

　これが、最後の一押しになると信じた。

「始めてくれ！　カレンだけのチームじゃない。精鋭はしぶてえな！」

《アンサラー》を設置した《コントラクター》には、腰部を自動兵装に占拠されているため、ウエポンラックがない。手に持った重力式重杭投射器ステークシユーターの頑丈なだけの杭くいしか、武器がないのだ。間合いを見切って時間稼ぎを決め込んだ敵をつかまえるには、新しい武器が必要だった。

《王の御手》の管制官が、カウントダウンを開始した。

〈封印ロックを開放パージします。カウント二十トウエンテイからチル・ウエポンをチェック、十七セブンテイーン、十六シツクステイーン、拘こう束そく具開放コード発信──〉

　黄金の右手を開けるため、役目を終えた長い杭をぶん投げる。雄星が《コントラクター》の手を虚こ空くうに突き出す。

〈──十二トウエルブ、十一イレブン、拘束具開放〉

《コントラクター》の黄金の右手を封じていた厳重なロックが、接合ボルトを爆発させて自壊する。バラバラになった枷かせが暗黒の宇宙に流れてゆく。左手にまとわりついていたカウンターウェイトが、同時に脱落する。

〝それ〟が何を意味するか、今や宇宙に知らない者はいない。世界を変えた〝手〟の発動を妨害するべく、ソロッサが慌てて牽けん制せい射撃を叩たたき込んでくる。

〈──八エイト、七セブン、六シツクス、チル・ウエポン発動準備完了〉

　だが、粒りゆう子し砲ほうの弾道が、空間の歪ゆがみに乗り上げたように歪曲する。カウントは、新たな運命の始まりを告げるように、着実に進んでゆく。

〈──三スリー、二ツー、一ワン、ゼロ。《王の御手》、封印解放を確認。──節度ある使用をお願いします〉

　今、虹のように淡い光の輪を広げて、《王の御手》の外部装甲が展開する。

「……摑つかめ、《コントラクター》ッ！」

　黄金の手が、虚空を摑む。《王の御手》から、光があふれる。

　重い手応えとともに、脇の下がぞわりとした。雄星は、それが〝長いもの〟だと直感して、引き抜いた。《王の御手》は、《コントラクター・ブラックナイト》の全高よりも長い、砲身が十メートル以上ある大型の粒子砲を握っていた。

　雄星が初めて見る武器だ。だが、これをどう使えばよいかは知っていた。彼が望んだものだからだ。

　黒い大型の砲を、右腰の《アンサラー》にかぶせるように接続する。まるで最初からそう設計されていたかのように、大型砲が《アンサラー》のそれに融合して延長する。新しい粒子砲機関部からケーブルが生物のようにうねりながら伸びて、《コントラクター》の大型武装用コネクタに自動で接続された。

　ヘルメット内ディスプレイに、〈接続完了〉〈エネルギーライン構築〉の文字が現れる。この武装は、《アンサラー》の強化ユニットだ。機体の自動診断機能が、その性能を計算する。フィールドの端はしから端まで届いていた有効射程が三倍になり、もとから過剰だった威力がさらに十倍に上がっていた。それは、巨大なエンディミオン号でも当たりどころ次第では航行不能に陥る、宇宙戦艦の主砲に匹敵する威力だ。

　だが、その砲身自体もエネルギーも巨大すぎて、思いつきで扱あつかってよいのか、さすがに疑問を覚えた。《アンサラー》は、機体に直結して本体ジェネレーターから直接エネルギーをとる武装なのだ。

「これは、今すぐ使っていいやつなのか？」

　ロクサーヌにどやしつけられた。

〈阿あ呆ほうかい！　こっちで射撃管制プログラムを更新するから、終わるまで絶対に使うんじゃないよ。こんなもんこのまま撃うったら、エネルギーラインが断線するよ〉

　ロクサーヌが、新しくなった大砲の特性に合わせて、制御プログラムの修正をはじめていた。

　その間に、敵の第一リンカーが危険を感じて大きく離脱しようとしている。慣かん性せい制御で方向を修正する。スラスターでさらに加速して、追跡しようとしたそのとき、ロクサーヌから警告がきた。

〈気をつけな。今、スラスター制御、リセットするよ！〉

　直後、スラスター出力が自動調整されて、チェック用に噴ふかした姿勢制御スラスターで体勢が一瞬崩くずれる。右側の《アンサラー》だけが非対称に増強されて、重心の位置が大きく狂っていたからだ。

　雄ゆう星せいは、追撃のため、スラスターを全開にするよう操作する。だが、飛行軌き道どうを安定させるため、出力が最大推力の八割までしか上がらない。速度差を埋められずに、《インドミタブル・アーミー》からじりじり離されてゆく。

「速度が上がらない！　ソロッサがそっちに向かう」

　アデーレがすぐに対応した。

〈メリッタ、今すぐ！〉

〈こんな乱戦であたしを直ちよく掩えんから離す気か!?　……いや、勝負どころか。墜ちんなよ！　墜ちたら殺すかんな！〉

　アデーレを守っていたメリッタ・イズメイリが、ソロッサを味方に合流させないため妨害に向かう。

　シルバーハンズは、ガーディアンズの編隊群の中心を切り裂いて、おおむね真っ二つに分断している。新戦術によって、どのチームも実際には従っているリーサルとバイタルのルールを、シルバーハンズだけが論理的かつ精せい緻ちに把握している。ガーディアンズが動き出した瞬間から狙ねらいをアデーレが読み取って、ピエル＝ルイスたちを中心にしたグループに、徹底的にブロックさせているから、広大なエリアを支配できているのだ。

〈その読みと注意力には感心するが、そろそろ仕留めてくれたまえ！〉

　ピエル＝ルイスの声にも疲れが見える。

　カレンのリーサルは、接近戦の距離以外では、流れる雲のような薄いわずかな点しかない。だから、シルバーハンズは、カレンを守る味方をすこしずつ引き剝はがしているのだ。だが、戦場で出会えば死神だろう撃げき墜つい王は、全周囲を把握しているかのような超人的な集中力で、嵐あらしのような攻撃をさばきつづけている。

　そんな攻め手側が無理を重ねている戦況だから、ここにリンカーがひとりでも入ると、攻守がひっくり返ってしまう。カレンの守りから追い払われて遊兵になった選手が、息を吹き返すからだ。このセットのガーディアンズは防御的な立ち回りだったおかげで、激戦のわりに被撃墜がすくない。選手交代も、キャッチャーに引っかかった第二リンカー以外は滞りがない。リンカーを待って逆襲するために、戦力を温存しているのだ。

　だから、ソロッサの合流を決して成功させてはならない。

　だが、遠ざかってゆく機影に追いつけない。

　そんな雄ゆう星せいに、《アンサラー》の強化ユニットをパラメータ調整していたロクサーヌから、ようやく待ちわびた知らせが入った。

〈《アンサラー・ロングホーン》の射撃管理システムを組み直した。もう、ぶっぱなしても自爆にゃならないはずさ！〉

　雄星は、機体より長い《アンサラー・ロングホーン》の砲身を、ソロッサ機に向ける。その射撃姿勢は、右の増強砲身を可動限界である五十度まで開き、左の《アンサラー》を同様に大きく開く、独特のものだ。

〈《ロングホーン》の射撃の反動で機体が右旋せん回かいするのを抑えるために、機体右サイドの全スラスターを全開にして左の《アンサラー》も同時射撃する。衝しよう撃げき緩和チル・ウエポンを総動員してもそれだけ反動制御に必要だ。せいぜい気をつけるんだね〉

　雄星の脳波に反応して、砲の使い方がヘルメット内ディスプレイに表示される。《ロングホーン》で増強された出力域の使用には、音声コマンドが必要だった。

「リミット解除、出力最大！　ターゲット、スリ・ソロッサ」

　姿勢制御のスラスターが、重心が変わった砲身に合わせて小刻みに噴ふん射しやする。

　見たこともない高効率の粒りゆう子し加速によって生じたノイズの向こうから、メリッタの苦情が入った。

〈試し打ちもしてねえ武器、雑にぶっ放すんじゃないよ。カウントしな！〉

「わかった。カウントダウン共有だ！」

　カウント五フアイブからスタートした。着弾予想は〇・五ミリ秒だ。射線に近いシルバーハンズ全機が、メリッタとぴたりとタイミングを合わせて退避した。

　ゼロカウントと同時に、《アンサラー・ロングホーン》の砲身から、超高出力の荷電粒りゆう子しが射出された。秒速二十万キロ近い粒子の嵐あらしが、宇宙を切り裂いた。ストライクシェルで本来扱あつかうものではない大砲の反動を相そう殺さいしきれず、ソロッサ機をほんのわずかに外れる。だが、その熱で《インドミタブル・アーミー》の装甲が溶解し、その左腕がキャッチャーの盾たてとともに内部から爆発した。左胴体のフレームが露あらわになるほどの損そん傷しようで、撃げき墜つい判定にならなかったのは、機体が生存性重視でダメージコントロールが完かん璧ぺきだったからだ。だが、左側のメインスラスターから間欠泉のようにプラズマが断続的に噴ふき出している。明らかな作動不良だ、推力は性能の五パーセントも出ればいいところだ。ほぼ無力化したと言っていい。

《コントラクター・ブラックナイト》はといえば、射撃の反動で機体がねじ切れるかと思うほど揺れて以降、姿勢制御スタスターの噴ふん射しやが止まらない。物々しい警告ブザーが鳴り、ヘルメット内ディスプレイに警告表示が灯ともっている。
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「こいつは、なんの警告だ？」

　ロクサーヌの声が、悔やむように沈んでいた。

〈エネルギーラインが、機体フレームに歪ゆがみが生じて一部損傷した。……《ロングホーン》はもう使用禁止だ。《王の御手ハンズ・オブ・ア・モナーク》のチル・ウエポンだからイケるのか、興味が出ちまったあたしの不覚だ。試合に使ってきた機体のコンディション低下を考えに入れてなかった〉

　雄ゆう星せいも過信していた。《コントラクター》には限界がないと、どこかで思っていた。

〈……監かん督とくが、言いたいことがあるとさ〉

　ロクサーヌとのやりとりに割って入ったアルバ監督の声は、いつになく硬い。

〈ミャオ整備班長は、三十分程度でガタが来ることはないと言っている。だが、おれは《コントラクター》を下げることを考えている。これは、ブラバッキー副監督とも意見が一致している〉

　たったひとつの気のゆるみでと、目の前が真っ暗になった気がした。勝利が、きっとこのひと転がりで指の間をすり抜けてしまう。

「……やらせてくれ。今日は、絶対に勝たなきゃなんねえ。監督は、スポーツだから次があるって、インターバルで言ったけどよ。この試合に次はねえ。考え直してくれ」

　負けたら首脳陣の体制が変更になるという話が、すこしは頭をよぎった。だが、雄星は、そのために命をかけるほど殊勝ではない。ただ、彼自身が兄弟の夢を摑つかみたい。優勝したいのだ。

〈エネルギーラインの事故は、選手の最大の死亡原因だ。何度も機体が爆発するが、セーフティシェルではそのうち一発しか耐えられん。おれもそういう事故を見てきた〉

　名選手だった監督の言葉だからこそ、リアルな想像が浮かんでしてしまって寒気がした。事故が本当に起こったら、雄星に繫つながるたくさんの人々が悲しむ。ヒデに続いて自分までもとなったら、環たまきのことを考えると胸が痛んだ。

　けれど、答えはひとつだった。

「それでも、俺は、やる」

　アルバ監かん督とくが、重苦しい、長い息をついた。

〈おれは、やめろと命令できない、欲深い指揮官だ。だが、必ず生きて還ると約束しろ。ジェネレーター出力を五十パーセント以上にすることを禁じる〉

　続いて、奥歯を嚙かみ締めていたようなうなり声の後で、ブラバッキー副監督から指導がきた。

〈……ガーディアンズは甘い相手じゃない。わたしは反対だ。……だが、それでも戦いたいならリンカーを頼れ〉

　ストライクフォールは危険なスポーツだ。こういう命を懸けた決断は、頂点を争う戦いでは、どこかで現れるのだ。

「リンカーね……そうか」

　雄ゆう星せいはガイドダンパーを握り直す。彼はチームのリンカーだった。それでも、自分からリンカーのポジションを奪ったシルヴィアに、頼るのだ。

「おまえがリンカーだ。頼む」

　ポジションを争うライバルだったから、強烈な摩擦が常に二人の間にはある。そして、引き出しのすくないプレイヤーが、試合中に学んだことまですべて、何も残らないほど絞しぼり尽くしているからこそ、彼女の答えは現実的だ。

〈……いまのボクは、攻撃の最前線を支えている。……その機体……いけるのか？　《アンサラー》……もう使えないっていうんじゃ、こまる〉

　雄星のかわりに、ロクサーヌが真剣な声で、専門家としてコメントした。

〈右の《ロングホーン》は封印だ。左腰の《アンサラー》は出力五十パーセントまでだが、イオンサプレッサーを積んでいない《インドミタブル・アーミー》なら即死だ。ただ、反動で機体が左回転するから、射撃のたび姿勢制御に四秒かかる。聞きたい情報は充分かい？〉

　シルヴィアが、苦しい息の下で言った。

〈それなら、仕事はできるか……。ボクを……、コストに見合ったものにする役に立つなら、……キミのことは……嫌いだが……使ってやる……〉

　そして、機体が半死半生の雄星に、本人が限界のシルヴィアが、勝つために指示を出す。

　シルバーハンズの新戦術は、炙あぶるようにじりじり敵にダメージを与えている。だが、攻め手が尽きる攻勢限界は近い。それはまさにリンカーの限界のことだ。勝負は、自分の価値を示すため限界を超えつつある、シルヴィアにかかっている。

〈ジェシー！　がしゃーって!!〉

　アデーレが叫ぶ。アデーレの指示が意味不明になるのは、試合が決まる勝負どころだ。

〈何言ってっかわかんねえけど、おめえのイメージの十倍を見せてやる〉

　雄星たちの脇を、ジェシー・アインシュタインが通り過ぎていった。

　進路は、ガーディアンズを分断する役を担になったピエル＝ルイスと、ファーデナント・ウッドのところだ。激戦で右半身に大穴を三つも開けているメリッタ機が、アデーレの護衛に戻らず、それを追う。

　ピエル＝ルイスたちは、疲ひ弊へいしきっていた。射撃の名手だろうがベテランだろうが、二機で六機を押しとどめるのは無理なのだ。

　そのもっとも過酷な戦域に、ジェシーは笑って飛び込んだ。

〈しばらく替わってやる。下がって立て直せ！〉

　敵の二個編隊のうち片方を追い散らし、二人を集中砲火から救い出した。ピエル＝ルイスの判断は速かった。

〈恩に着よう〉

　ウッドの理解力もまた高い。

〈体温が戻るまでは、休ませてもらいながらシルヴィアを守ってるさ〉

　チームは、勝利のためにコストを出し合っていた。コストを払うのがつらくなった仲間のカバーをし、仲間はその間に再び立て直して、勝利のために支払いを再開する。そして、ガーディアンズ側も同じようにし、その適切さと投下量で戦況が傾いてゆくのだ。

　今、速度の上がらない雄ゆう星せいへと、早くも追いついて来たピエル＝ルイス機がワイヤーアンカーを射出した。

〈つかまりたまえ！〉

　ワイヤーが機体の左腕にからまる。同時に、ピエル＝ルイスが慣かん性せい同調で軌き道どうを同調させて加速する。

「今日は頼む」

〈リンカーに言ってやりたまえ。悪いが、ファラデーは、君のリンカーよりもずっと安心できる〉

　ピエル＝ルイスは言葉を飾らない。すでに雄星よりもシルヴィアのほうがチームの信用を得ているのだ。

　曳えい航こうされて、シルヴィアのところまでたどり着いた。ピエル＝ルイスのワイヤーが切断され、スミレ色の《ホーリーグレイル・アサルト》が、雄星のほうへ手を伸ばした。

「頼んだ」

　雄星とシルヴィアは、利害が相反している。

　今の二人の間には、共有できる言葉も信頼も、まだ育っていない。だが、二機がしっかりと手を握る。速度と軌道を同調させたと同時に、シルヴィアが瞬間的に加速して、雄星を送り出した。その先には、カレン・フェニックスがいる。勝負の最前線だ。

　雄星は、笑う。

「──文句なし。完かんっ璧ぺきじゃねえかよ」

　ただ接触して、慣性同調で送り出されただけだ。だが、アデーレが計画した、カレンのリーサルを突く軌き道どうに正確に乗せている。シンプルなこのプレイに、彼は今シーズンずっと練習を重ねて届かなかった。味方にとって〝いてほしい場所で合流〟して、〝行きたい場所に送り出す〟、理想的なリンカーの動きだ。

　操縦槽コツクピツトに、試合中継の解説が流れている。

〈それにしても、すばらしいのはシルバーハンズの意思統一ですよ！　明確に、カレン・フェニックスを詰ませるために、攻撃陣すべてが意思統一している。無駄なプレイがない〉

　そして、それを支えているのが、リンカーだ。

〈宇宙戦闘というのは、本当にむずかしいんです。あらゆる機体がとてつもなく高速で、しかも慣かん性せい力があるから、常に何十秒か先を予見しながらプレイして、それでようやく普通に機動できる。試合中に見えているより、選手に課せられた課題はずっとむずかしい。それがストライクフォールの面白さでもあるんですが。でも、今日のシルバーハンズの動きには、迷いやミスを驚くほど感じない。生き生きしてますよ！〉

　同じ中継を流していたのだろう。切れ切れの声で、シルヴィアが自嘲する。

〈……リーサルと……バイタルで……宇宙戦闘が……簡単になった、だけだ。ボクの力じゃない〉

　彼女の言うことは正しい。他のチームが計算式をひとつ間違えればバツになる難解な記述問題を解いているとしたら、シルバーハンズだけは、ＡＩが絞しぼり込んだ選択肢を選んでいる。

　そのシルヴィアから慣性速度を受け取り、雄ゆう星せいは出力を絞ったスラスターでさらなる加速を続けていた。カレンのリーサルが、近づいている。スラスターはこころもとないから、軌道変更はジェネレーターに依存しない慣性制御で行うと、割り切った。姿勢制御スラスターが今の推力でも瞬発力を維持していることだけが、救いだった。

「そんだけなワケあるかよ。おまえが勝つために献身してくれてるから、チームもおまえに報われて欲しいんだ」

　シルヴィア機は右脚を失ったまま戦っている。彼女の言うコストだって、この試合で肉体が壊れたら、見合わないものになるだろう。

　シルヴィアが、力を振り絞るように声をあげ、ソフィア・エイズナとザッカリー・ヴィネットを立て続けに攻撃の軌道に乗せる。

　最前線では、エイジェイが奮闘している。カールすら、これまでのシルバーハンズではなかった高度に組織的な攻撃に参加していた。

　雄星は、距離が五十キロになったと同時に、慣性制御で軌道をカレンと同調させた。

「俺が、正面に張り付いて注意を引く。隙すきをつくのはまかせたぞ！」

　今、雄星とカレンの相対速度はゼロだ。お互いが互いにとって静止している。カレンと雄星の《アンサラー》、二門の粒りゆう子し砲ほうがほぼ同時に発射された。《コントラクター・ブラックナイト》を、加速した荷電粒子の嵐あらしがかすめる。《アンサラー》の砲ほう撃げきが、カレンの盾たてを炙あぶる。

　そして、そのときするりと、カレンの背後のリーサルに、さきほど送り込まれたエイズナとヴィネットが入り込んだ。

　頭上からのレーザー射撃は、惜おしくも当たらなかった。だが、カレンも反撃の余裕がない。いいチャレンジだった。

　試合中継の解説者が、プレイに興奮していた。

〈こういう裏に回る動きですよ。ホライズンズのダリオ・エ・カヴァロみたいなスーパースターが見せるプレイを、組織的に行っている。個人技ではさすがに届かなくても、二機がフリーで絶好機に入れば、それに劣らない働きができる。シルバーハンズは、どうなったんでしょうね〉

　雄ゆう星せいは、エネルギー系の損そん傷しようした機体で、そうと悟らせないよう正面から圧力をかける。カレンの動きを制限する。その隙すきにチームメイトがリーサルを狙ねらう。

「後ろに抜けられたらチギられる。牽けん制せい頼む！」

　カレンはというと、《アンサラー》の射撃後の姿勢制御の間に、振り切ろうとしている。スラスターの限界出力差で引き離しながら、カレンが軌き道どうを曲げる。雄星も反応して追う。二度、三度と、さらに軌道が変化する。人体の反応速度の限界で、見てからでは追い切れない。予想するしかない。

　──十キロという至近距離ですれ違い、四発の粒りゆう子し砲ほうが放たれた。すべてカレン・フェニックスからのものだ。最初の一発は、宙を灼やく高威力の射撃だった。すれ違うまで、すべて低加速粒子で神かみ業わざの三連射が叩たたきつけられる。

　雄星は、そのすべてを、防御用チル・ウエポンに体熱を奪われながら受けきった。そして、行き違った直後のカレンに、振り向きざまに《アンサラー》を撃うち込んだ。完全に背中を向けていたカレンが、実戦のエースの勘か、上体だけをひねって盾たてで防御した。威力二十五パーセントの《アンサラー》が、それでも盾を吹き飛ばす。

　姿勢制御スラスターの立ち上がりが思った以上に弱くて、逆時計回りに一回転した。ようやく立て直して、追撃に入ろうとしたときには、カレンはもう距離を離していた。

「一分か！　よく稼いだ」

　ピエル＝ルイスが、めずらしく雄星をほめた。奮闘していたピエル＝ルイスとファーデナント・ウッドは、彼が稼いだ一分間、シルヴィアに慣かん性せい同調して、貴重な体温をわずかに回復させたのだ。

　ソフィア・エイズナとザッカリー・ヴィネットが、カレンを追いかけていた。エイジェイとカールが、キャサリン・アギレラの赤黒いリンカー機を追い払う。

　カレンに逃げられた雄星は、即座にカレンからアデーレへの軌道をブロックする位置に入った。機動力は大幅に落ちたが、リーダー機への攻撃コースを狭めることで防御に参加する。前節の出場できなかった試合をくさらず見ていたことが、チームメイトが敵をどう防いだかを知る、最良の教科書だった。彼の地味な仕事は、カレンに数十秒間、慎重に立ち回らせることに、たぶん貢こう献けんした。

　だが、彼らが順調に有利を積み重ねた勝負の天秤が、そのとき、無情に傾いた。

　スミレ色の《ホーリーグレイル・アサルト》が、突然、右腕を吹き飛ばされたのだ。どこから撃うたれたのかも、まったくわからなかった。

「何にやられた？」

　雄ゆう星せいも、ガーディアンズの切り札かと、周囲を警戒する。だが、試合監視画像に映ったどの機体も、シルヴィア機に武器を向けていない。アデーレが最初に気づいた。

〈ちがう！　デブリだよ。全員、シルヴィアのまわりから退避！〉

　今回の試合では、実戦に近づけるため、危険なフィールド内のデブリを掃除していない。シルヴィアは、一発きりの自動キャッチャーを、とっくに使い切っていた。

　だが、このトラブルを予見していたかのように、周囲に散っていたガーディアンズが、アデーレへといっせいに迫せまってくる。再三、カレンとの合流を狙ねらっていた二人のリンカー、ラインハルト・レーヴとキャサリン・アギレラが、ガーディアンズ編隊群を高速に揃そろえた。最悪のタイミングでの、カウンターだった。

〈あいつら！　くそ、シディ・モンテ、ウッド、たっぷり休んだだろ。もう一個を追え〉

　メリッタが、怒号を上げる。シルバーハンズはすでに消耗して、リンカーは今、機能を失っている。メリッタ・イズメイリが、アデーレに殺到する編隊を、なんとかひとつだけ捕ほ捉そくした。

　体力を回復していたピエル＝ルイスたちが、ガーディアンズを拘こう束そくに向かった。

　雄星の前から、スラスターを全開にしたカレンが、慣かん性せい制御を連発して距離を離す。出力を上げられない彼では、もはやそれを追いかけ切れない。

　最悪のタイミングで最低のクズ運を引き当てて、シルヴィアが呆ぼう然ぜんとしている。

〈ボクは、ボクは……〉

　味方も彼女に近づけない。機体をえぐられた箇所から、まだ、ちいさなデブリが出血するように剝落しているのだ。

　デブリに衝しよう突とつしたのは最悪だが、それで機体が撃げき墜つい判定にならなかったのは幸運だった。機体スラスターの自動チェックルーチンが走り、シルヴィア機が姿勢を立て直した。

　だが、すぐに動き出せはしなかった。すべてを出し切って限界を超えていた彼女の、集中力を断ち切るだけの衝しよう撃げきが、この不運にはあった。

　アデーレの判断は、たぶん正確だ。

〈おつかれさまだね。そっちは、もうコストにあった価値を示した。いつ意識を失うかわかんないし、機体もデブリまだ剝はがれてるし。監かん督とく、シルヴィアさげて。撃墜判定になってないだけラッキーだったよ。でも、機体もだけど今の状態で、リンカーの仕事はムリだよ〉

　シルヴィアは涙まじりの荒い息であえぎ、抗議する声も弱々しい。

〈……ボクは、……まだ……〉

　試合中の選手交代は、監かん督とくの専権事項だが、リーダー機の判断の影響は大きい。

　雄ゆう星せいは、今、機体出力が上がらずコンディション最悪だから、アデーレの指示が必要だった。だが、それを要求したら、シルヴィアがいないフィールドを前提にして戦術を動かし始めるのは、わかりきっていた。

　フィールドを把握できるリンカーに、いてほしかった。シルヴィアになら、できると信じた。

　だから、指示を求めるかわりに、異論をはさんだ。

「待て。今、シルヴィアを下げるな。たぶん、今日は、こいつがヒーローになる日なんだ」

　アデーレが、〈はぁ!?〉と、強く反発する。

　何も信じられないという声で、シルヴィアが叫ぶ。

〈いい加減なことを言うな！　なんでこうなんだ!?〉

　彼女にとっては、命を削って新戦術に合わせたのに、中盤まですべてが嚙かみ合わず、果てはどうしようもない不運に打ちのめされて、チームは大ピンチだ。理り不ふ尽じん極まるという想いだろう。だが、それでも、雄星は、彼女にここでうずくまっていてほしくなかった。

「立てよ。自分がどうなっても、仲間に明るい未来を与えたいんだろ。そんな願いで本当に戦うやつは、立派にヒーローじゃねえか。こんなことで折れてる場合かよ。おまえは、ずっと前からヒーローだっただろ！」

　チームの通信チャンネルが緊張に包まれたそのとき、ロバートが、大きく息を吸って、言った。

〈僕も、僚りよう機きに賛成する。今日の試合は、シルヴィアをヒーローにする〉

　シルヴィアが息を呑のんだ。

　ロバートが穏やかにチームメイトに語りかける。

〈僕は、ケイトリンが自分のキャリアを棚上げして、二軍コーチをやってくれたから、今ここでプレイしている。だから、僕もチームメイトのためにコストを払う。今日、シルヴィア・ファラデーを、こんな終わりにさせたくない〉

　弟とかつて組んだ相棒は、誇ほこり高い男だった。

〈だが、シルヴィアのコンディションは悪い。この選択がチームの勝利に近いかは、わからない。だから、意見があったら、言ってくれ〉

　最悪のときにこそ、集団の性質は問われる。シルバーハンズは、今まさにガーディアンズのカウンターにさらされ、体力の限界が迫せまる中、激戦を繰り広げているのだ。

　それでも、ガーディアンズの射撃を丁寧にさばきながら、エイジェイが言った。

〈おまえは正しい〉

〈チームの柱が繫つないだバトンなら、尊重するね〉

　と、新参の仕事人、ニキ・ストーンが、ラインハルト・レーヴと慣かん性せい同調しようとする敵を追い払いながら、認めてくれた。

　ザッカリー・ヴィネットとソフィア・エイズナは、カレンを自由にさせないよう、厳しい駆け引きを続けていて、返事を返す余裕もない。

〈話が難しいんだよ。もっと簡単にしろ〉と、カールが聞き返す。

　ピエル＝ルイスと、ファーデナント・ウッドは、押し寄せるガーディアンズ編隊の波状攻撃からアデーレを死守してくれていた。通信で防戦のプランを打ち合わせながら、視線入力で〈ＯＫ〉のサインを送ってくれていた。

〈ここはそういうチームだろう〉と、控ひかえリンカーのムバラク・シャフィークはチーム文化に従う。

　シルヴィアを最初から評価していたアンドリュー・ペインが、ハンガースペースから通信で背中を押す。

〈おまえが努力している姿を、おれはずっと見てきた。自信を持て〉

　たったひとりでキャサリン・アギレラのリンカー編隊に猛攻をくわえながら、不平をこぼすのはメリッタだ。

〈チームメイトの気持ちを受け取んのも、チームワークのうちだろうよ。研究所ってトコも、スポーツ選手の基本くらい教えとけ！〉

　そして、同じくひとりで編隊ひとつを攪かく乱らんして、ジェシーがチームを煽あおる。

〈ルーキーを盛り上げてやる試合で負けたら、格好つかねえよな！〉

　スポーツは残酷だ。努力は結果で返ってくるとか、頑張ったものは報われて欲しいとか。そんな気持ちを現実にしようとするのは、かけたコストに対してリターンを得るコスト論としては失格だ。

　だが、スポーツは、この世界にかくあってほしいという、願いを体現する。何度も失敗と挫ざ折せつを積み重ねても、自分の選択に価値があると信じて、摑つかもうとする。スポーツとは、軍とは違う〝世界中の人々をそうやって掬い上げて乗せる船〟なのだ。

　シルヴィアの壮絶な努力を目撃したのは、きっと雄ゆう星せいだけではない。練習だけで体を壊しそうなほど負荷がかかるのは、スポーツ選手として問題はある。だが、そんな人間でも、能力があれば受け入れるのがストライクフォールだ。

　アデーレが、ついにぶち切れた。

〈ああああああ！　わかった!!　みんなギャンブル好きだね！　リーダー機の判断をひっくり返すんだから、これで負けたら、めっちゃ根に持つかんね〉

　そして、決めると彼女の動きは速い。次の一手を、たぶん一種のひらめきで組み立てた。

〈監かん督とく。この新戦術用に、新しい指標値スタツツ、開発してるよね？　ここまで練習と試合見てきて、新しいスタッツで、一番リンカーに向いてるやつ、教えて〉

　その選択がフィールドの空気を無視して合理的すぎて、首脳陣もすぐには対応できなかった。アデーレは、シルヴィアが復帰するまでの代理リンカーとして、リンカーとして出場経験のある雄ゆう星せいとムバラク・シャフィークを選ばなかった。新戦術に合わせた指標値がもう開発されたのなら、その数値が最高の選手が、今選べる最高のリンカーである可能性はあった。

　五秒後、ブラバッキー副監かん督とくから返答がきた。

〈ロバート・アッシュだ。指標値はＶＣＡＬValue Created After Link10──リンカーと接触してから後の十秒間で、選手がどのくらいチームにとって価値あるアクションをしたかだ〉

　雄星にとって、僚りよう機きのリンカー適性は驚きだった。だが、心当たりはあった。強力なチル・ウエポンを使いまくるパワー型プレイヤーである雄星は、チームの誰とも要求されるプレイが違った。だから、単独練習をしている間、ロバートは別メニューだった。

〈ロバート、ユウセーをカレンにぶつけて。ユウセーのスラスター、いまポンコツだから、そっちで思いっきり加速して！〉

　ロバートは、本当に何でもできる男だ。

〈わかった。シディ・モンテとウッドで、アデーレの防御を頼む。僕は、タカモリでカレンをぶん殴る。ファラデー、機体からのデブリの剝離が一段落したら、リンカーに戻ってくれ。僕は、リーサルを狙ねらう最前線に位置取りする〉

　雄星には、聞き流せない表現があった。

「俺で、カレンを、殴る？」

〈君は、カレンを殴る棍こん棒ぼうだ。パワー型の前衛の発射台を、リンカーがつきっきりでやってチームに貢こう献けんするなら、こんなところだろう。ろくにリンカーの訓練をできてない僕でも、シンプルな仕事を最低限合わせられるパートナーとやるくらいなら、なんとかなる。ただし、僕も、速度のコントロールをしながら、攻撃に参加する〉

〈採用！　今から複数リンカーするよ。最前線はロバート、そこ以外はシルヴィアが担当〉

　ロバート機が、スラスターを全開にしてやってくる。

　今、撃うちまくられているアデーレから、雄星の飛行コースの提案が送られてきた。雄星がブロックしている軌き道どうを、あえて開けるプランだ。それによって、カレンの動きを誘発し、雄星をぶつけるつもりだ。

「いいのか？　こいつは攻撃コースを開けて、カレンを呼び込むってことだぞ」

　だが、アデーレは、一撃で頓とん死しするかもしれない恐怖など感じていないかのように、クソ度胸で笑う。

〈そのためのプランだよ！　シルヴィア、いつまでも寝てると、試合終わっちゃうよ〉

　通信越しに、洟はなをすする音が聞こえた。再び立ち上がった彼女は、強さとプライドを取り戻していた。

〈……バカだな。だから、シルバーハンズは優勝できないチームなんだ〉

　シルヴィアは、泣きそうな声だった。

「ちげえだろ。おまえの言いたいことはよ」

　雄ゆう星せいは、こんなときにも減らず口が出てくる彼女に、呆あきれた。だが、彼にはうまく言えなかったことを、インテリのエイジェイが言語化してくれた。

〈コストの負担のしかたと、リターンの分配が、「共同体が何者なのか」を決める。おれたちは、こういうとき人を信じてリスクをとれるチームとして、宇宙一になりたいのさ〉

　それが、戦争の延長で運営されたチームとは根本的に違う、スポーツとしてストライクフォールに挑むチームだ。

　そう言う間にも、ロバートはスラスターを全開にして、加速を続ける。雄星は、そのコンタクト軌き道どうに乗った。

　カウントダウンをとらなくても、その瞬間が始まりなのだとわかった。

　だから、アデーレの号令で、いっせいにすべてが動き出した。

〈勝つよ！〉

　体も心も機体までも、限界まで絞しぼり尽くしたシルヴィアが、スラスターに火を入れた。エイジェイが、カールを連れて、そのエスコートに入る。

　カレンが、慣かん性せい制御で大きく回り込みながら、アデーレを狙ねらっている。

　フィールドの位置関係表示には、カレン・フェニックスのリーサルポイントが表示されている。結局のところ、リーサルとは、ＡＩが計算した〝ここに一定時間留まって攻撃できれば撃げき墜ついが期待できる〟位置だ。つまり、敵が完かん璧ぺきな防御能力をもっていたら、理論上、リーサルが表示されない。カレンのリーサルは、まるで薄く白い霧だ。色の薄さは確率の低さを示す。今日の仕上がりを計算して、リーサルは時とともに狭く、雲がちぎれるように飛び飛びになってゆく。

　これが最後の衝しよう突とつだと、観客にも伝わっていた。実況のアナウンサーが、両チームの陣形の大きな動きに注目していた。

〈両軍、素晴らしいパフォーマンスです。シルヴィアの不幸な事故から始まったガーディアンズの攻勢が終わり、両チームが決戦の準備に入ったと考えてよいでしょうか？〉

〈そう言ってよいでしょう。カレン・フェニックスのチャージを牽けん制せいし続けたタカモリも、守備に貢こう献けんしました。何より、コンテが、シディ・モンテとウッドを本当にうまく使いました。防御の固いチームではなかったはずですが、今日のシルバーハンズ、歯車が嚙かみ合っています〉

　解説者も、危険なカウンター合戦を、最小の被害で生き残っているシルバーハンズを賞賛していた。

　状況の変化を、実況のアナウンサーもとらえた。

〈今度はフェニックスからの仕掛けになるでしょうか？　本当にタフですね。第一セットから最前線でチームをリードしています。第二セットは、何回、シルバーハンズの攻撃をはじき返しましたか？〉

〈実戦経験豊富なトップ・エースは、とてつもなく生存力が高いんです。しかも、脇を固めるガーディアンズもエース揃ぞろいで地力が高い。優秀な味方と高度な連れん携けいを取り、万全なコンディションの最高のエースから、撃げき墜つい判定をもぎとらなければ勝てないんです。逆に言えば、ガーディアンズに勝利したチームは、太陽系最強クラスのエースを撃墜できる力があるんです〉

　前節の試合は冷静にコメントしていた解説者が、興奮で早口になるほど、この試合はレベルが高い。出場するすべての選手が、それほどのクオリティでプレイしているのだ。

　ロバートが、雄ゆう星せいと合流するや、慣かん性せい同調で速度を与えた。

〈リンカーのかわりに、この試合から一軍に合流したロバート・アッシュが、タカモリをカレン・フェニックスへ向けて送り出す。カレン・フェニックス、コースを変えない。チームメイトと合流して、コンテを撃墜するのか!?　それとも、《ブラックナイト》の浮沈神話の終焉か！〉

　雄星は、祈るような気持ちで、カレンとの距離が詰まってゆくのを待つ。

　その間に、シルヴィアは、ムバラク・シャフィークとニキ・ストーンの編隊に、カレンの背後に大きく回り込む軌き道どうをとらせた。堅実な仕事を買われてトレードで入団したストーンは、シルバーハンズでは雄星を除けば有数にタフな選手だ。

　シャフィークと雄星にカレンが挟まれる配置は、ガーディアンズにとって放置できない危険なものだ。カレンの背後を守るため、秒速四十キロ以上を維持していたラインハルト・レーヴが、シャフィークを迎げい撃げきする軌道に味方を送り込む。完全に挟まれる前に、カレンと挟撃して潰つぶしてしまおうというのだ。

　リーサルはリアルタイムに計算されている。カレンのそれは、三機に囲まれようとしているのに、ほとんど増えない。

「はっ！　三人じゃ足りねえって？」

　安定して色が濃い有望なリーサルは、カレンの周囲一キロメートルの接近戦エリアにしかない。つまり、戦術ＡＩは、カレンを墜とすには接近戦で崩くずすのが一番効果的だと判断している。

　おそらくフィールドを見守る観客たちも、ここが決着なのだと、きっとわかっている。試合中継も、ヒートアップしている。

〈コンテが位置を変える。これで再び、フェニックスを迎え撃うつ最前衛は、不沈の《コントラクター・ブラックナイト》！　この試合では頻出した一対一ですが、ガーディアンズにとっては本当にきつい。ガーディアンズは……距離が近い。決着を選択する！　──ここからの一分は凄すさまじいものになりますよ〉

　だが、その一分の撃墜ショーで最初の被害は、シルバーハンズからだった。中継アナウンサーの声が、それを伝えた。

〈シディ・モンテ撃墜クラツシユ！　これは双方いつ崩壊してもおかしくないですよ〉

　なにが起こったかと、戦力配置を再度確認する。アデーレを守っていたピエル＝ルイスたちが、撃げき墜つい判定ではなかった瀕死のスリ・ソロッサに送り出されたガーディアンズ編隊群に、囲まれて削られたのだ。

　落穂拾いは割とうまいカールからの長距離射撃で、ソロッサがトドメを刺される。

　だが、今、アデーレの守りが半壊していた。

〈機体のあいだ閉めろ！　正面突破されるぞ〉

　アギレラに振り切られたメリッタが、リーダー機の防御に加わってレーザーを撃うちまくる。ここが要所と、ダメージもかまわず敵が突破してくる。

　アデーレが目を見開いた凶相で号令する。

〈ガーディアンズのラストアタックだよ！　しのいで〉

　今、ガーディアンズの突撃の衝しよう撃げき力で、カレンを正面から受け止める雄ゆう星せいの背後はぼろぼろだ。だが、両チームが互いを追い詰めあう中で、雄星たちは冷静さを保って、有効な機動を続けられた。

　新戦術のおかげだ。乱戦の中でも、アデーレのバイタルから敵はまだ遠い。それどころか、シルバーハンズの防御に加わる選手が、カレンのリーサルを、牽けん制せいのため確実に何度も横切っている。シルバーハンズにとって、この乱戦は混迷していない。要所が常にわかっているのだ。

　雄星にとっては、いつかのパーティで宣言した通りのシチュエーションだった。

「正面からぶっつぶしてやるって言ったよな！」

　カレンは、遠距離からシャフィークとストーンを狙撃している。百キロを切った。二秒とすこしで、コンタクトする──。

　ロバートが、加速して、雄星が慣かん性せい制御で戻ってきたらすぐ再射出できる位置をとる。カレンの《インドミタブル・アーミー》が、こちらを向いた。同時に、蜂はちのような細い腰から、黄色い翼状のデバイス──イナーシア・フラップが展開される。フラップを展開すると同時に、カレンの正面のリーサルが消失した。航法ＡＩは、雄星に正面からでは勝ち目がないと計算したのだ。

　カレンの姿が、目の前から消えた。連続慣性制御だと見切って、雄星も慣性制御を発動する。粒りゆう子し砲ほうの射撃が、軌き道どうを曲げた雄星を追いかけて二連射される。低速の粒子砲ならチル・ウエポンで受け止めればいいと、三射目のタイミングでそちらに向き直る。だが、正面にカレンはいない。

《イナーシア・フラップ》は、宇宙を滑空するように、ちいさな慣性制御を積み重ねることを可能にする。つまり、長時間効果時間があるため、一瞬しか作動せず一点で折れる普通の慣性制御とは比較にならない、複雑な軌道で飛べる。干渉光が作る虹色の航跡を追いかけて、雄星は旋せん回かいする。──いや、干渉光で位置が把握されるとわかっていて、《コントラクター・ブラックナイト》の周囲を飛ぶ理由はなんだ？　その自問への答えにたどり着いたとき、頭皮の毛穴がいっせいに開いたと思うほどの、怒りが突き上げた。

　雄ゆう星せいは、《アンサラー》ではなく、開いた右手を、振り向きざまに勘だけで突き出す。右手が、《コントラクター》の首を貫つらぬかんとしていた輝かがやくプラズマの束を、寸前で阻止した。カレンは、軍でも最後の武器や工具として使う、プラズマナイフを使った。《インドミタブル・アーミー》と、にらみ合う。カレン・フェニックスは、確実に雄星を仕留めるために、接近戦を仕掛けてきたのだ。

「キラーなめてんじゃねえぞ！」

　吠ほえると同時に、左腰の《アンサラー》でカレンの腹をぶち抜きにかかる。だが、加速時間をとらずに撃うった粒りゆう子し砲ほうを、カレンはスラスターで機体をスライドさせてかわした。そのまま幻惑するようなスラスターワークで宙を漂ただよわせていた粒子砲を摑つかんで、雄星を撃つ。

《アンサラー》は、砲身の動きで、射撃のタイミングと狙ねらいを見切られていた。雄星も粒子砲の威力は《イオンサプレッサー》で減げん衰すいできると読んで、突っ込んだ。宇宙を蹴けって、大きく踏み込む。スラスターの加速と全身運動の連動で擬似的な足場を作り、武術を扱あつかう。《アンサラー》を見切られても、接近戦専門のキラーとして磨いた、地球生まれの総合近接機動術ＴＣＭがあった。

　予備の武器は、作っていない。だが、《インドミタブル・アーミー》の装甲が《ホーリーグレイル・アサルト》と同程度なら、脆ぜい弱じやくな場所に当たれば拳こぶしで破壊できる。カレンが右手のプラズマナイフを投とう擲てきする。

「スラスターが足りなくても、やりようがあんだよ」

　さらに踏み込みに合わせて、慣かん性せい制御で軌き道どうを斜ななめにそらす。慣性制御を利用した総合近接機動術ＴＣＭが可能にした、秒速四十キロを超える神速の入り身だ。足を完全に踏み下ろしたとき、カレンが反応していなかった。人類の反応速度の限界を遙はるかに超えていて、雄星の姿を視界にとらえるのは不可能だ。

　次の一歩を踏み込みながら、再び軌道を折り曲げる。まるで達人が練り上げた縮地の歩法のように、目的地のほうが足の先におのずから飛び込んでくる。慣性制御ではスラスター噴ふん射しやと違って音や光が漏もれないため、気配を摑みにくい。腕が届く。反動で擬似的な地面を作りだす一瞬のスラスター──機体重量をのせた、右の掌しよう底ていを叩たたきつける場所は、当たれば必ずセーフティシェルが作動するカレン機の操縦槽コツクピツトだ。

　──爆発音が操縦槽を貫いた。

　ヘルメット内ディスプレイに、左腰の《アンサラー》が破壊されたことが表示された。認識外からの不可視かつ神速の攻撃に対して、超反応でカレンが撃った粒子砲が、《アンサラー》を直撃した。荷電粒子を溜め込んでいた自動兵器が、すさまじい爆発を起こす。

　それで撃げき墜つい判定にならなかったのは、運がよかったとしか言いようがない。だが、機体ジェネレーターと直結した粒子砲が吹っ飛ばされ、エネルギー系が一時的にチェックのため停止した。予備電源に切り替わる。スラスター出力がわずか五パーセントまで低下した致命的なタイミングを、カレン・フェニックスが逃すはずがなかった。スラスターで後退しながら、カレン機が狙ねらい澄ました粒りゆう子し砲ほうを撃うった。

　一撃当たれば姿勢を崩くずし、強引に立て直すだけ推力を得られないまま、とどめまで蜂はちの巣にされるはずだった。運命をわける最初の一撃を、ほとんど本能で出力の上がらないスラスターを噴ふかして、紙一重でかわす。大砲に対して斜め前方に入り身でかわす、正気のネジが飛んだ回避だ。

　たびかさなる防御用チル・ウエポンの使用で体温が低下したか、寒気がした。雄ゆう星せいは、顎あごが鳴りそうになるのを、奥歯を嚙かみしめて止める。

　一瞬、意識がもうろうとした。そのとき、雄星の視界に、ストライクシェルではない巨人の姿が重なった。ずっと前に見た、どこか懐なつかしい記憶だ。

　目の前をレーザーの光が横切る。ビジョンが過ぎ去り意識が正常に戻るまでの、隙すきだらけだった一瞬を、ロバートが牽けん制せい射撃でカバーしてくれた。

　今見た光景がどういうことかは理解できなかったが、いつの間にか知っていた。数日前にロクサーヌから聞いた、「チル・ウエポンは体熱にのせて人間と情報をやりとりしている」という話が、頭によぎった。だから、《王の御手ハンズ・オブ・ア・モナーク》に語りかける。

「聞こえてるんだろ。だったら、俺に、こたえてみせろ！」

　答えるように、脳裏に映像が浮かんだ。漆しつ黒こくの宇宙に浮かぶ黄金の《扉》だ。脳裏に、膨大なイメージが流れてゆく。それは、爆発や粉々になる施設、おそらく戦争の光景だ。黄金の《扉》がゆっくりと開いてゆく。

《王の御手》が、強烈な輝かがやきを放ちだす。まるで太陽の欠片かけらを叩たたいて鍛きたえたような、圧倒的な光量だ。

　まるで機体が自己修復したかのように、ヘルメット内ディスプレイに表示されていたエネルギーラインの損そん傷しよう表示が消えた。同時に、雄星は、スラスターを全開にして突っ込む。

「つかめぇッ！」

《コントラクター・ブラックナイト》のジェネレーターの異常を見切っていたからこそ、カレンはスラスターの復活に反応しきれなかった。
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《コントラクター・ブラックナイト》の輝く右の掌しよう底ていが、カレン機の胴部をとらえた。

　ユウキ・ブラバッキー副監かん督とくは、その光景を前に、腕を組んでいたその手で二の腕の筋肉を強くつかんだ。

「行け！　未来は、おまえたちが摑つかめ」




　機体が損そん傷しようしたカレンに、シルバーハンズが一斉攻撃を仕掛ける。

　運輸会社《ブレイクボーダー》社のＣＥＯ、マルティン・ホッドは、ダイモスを代表する高級ホテルのバーで、それを観戦していた。

「やってくれた。まだまだ金になるぞ！」

　神経質そうに震える指で、ハイボールのグラスを摑つかんで一気に飲み干した。

　目を中継から離せないでいた。いつの間にか、あいつらに勝って欲しいと思っていた。




　フランク重工のＣＥＯオマール・コーエンは、地球行きの貨客宇宙船の一等船室で、雄ゆう星せいの一撃から形勢が変わった中継映像を、信じられない思いで凝視していた。必死に回避するスーパーエースに、シルバーハンズが確実にダメージを積んでいる。

「勝てるのか。……本当に夢物語ではないというのか」

　太陽系一部リーグの上位陣の壁は、シルバーハンズを何度となく跳ね返した高いものだ。だが、これほどのレベルの接戦で、正面から押しつぶすような勝利を、今、摑もうとしている。

　コーエンは部下に連絡をする。この名試合には、《コントラクター》売却派のスポンサーたちに、未来予想を修正させる力があった。

　要点だけに絞しぼった通信を終えた後、コーエンはソファに体を預けて観戦に集中する。ビジネスに時間を使うべきだと頭では理解していたが、それでも歴史に残る決着を見届けずにいられなかった。




　だが、盛り上がる試合をまったく見る余裕がない者もいた。

　競技連盟が《王の御手ハンズ・オブ・ア・モナーク》につけた管制官ミレーユ・ヒルトンは、発動の瞬間に送られてきたチル・ウエポンの監視データに絶句した。知ってはならなかった秘密を目にして、全身に脂汗をにじませ、手で口を覆う。

「……こんなの、まるで」




　そして、ダイモスからシルバーハンズに貸し出されたハンガースペースで、ロクサーヌ・ミャオは、ヒルトンと同じデータに歓喜していた。

「摑み取るがいい！　その手はきっと、宇宙の核心に届くぞ」

　今、チル・ウエポンの常識は根本から吹っ飛ばされた。

　今日と同じ明日は、もう来ない。
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　──《王の御手》が、カレン機の腰をとらえた瞬間、雄星は勝ちを確信した。だが、とどめを刺そうとした瞬間、わずかな隙すきを逃さず、カレン機が、密着距離から姿勢制御スラスターを噴ふん射しやした。《コントラクター》がその反動で押し返された。

「あれで、浅かったのかッ!?」

　仕留め損ねた。だが、雄ゆう星せいが作った突破口が、状況を変えた。機動力を喪そう失しつさせるダメージが入ったおかげで、カレンの周囲のそこかしこに、新しくリーサルが表示されるようになった。

　カレンが後退する。だが、すぐ背後にいたシャフィークとストーンが、それを許さない。カレンは、損そん傷しようしたのか《イナーシア・フラップ》を展開せず、囲みを振り切れない。

　ガーディアンズが指をくわえて見ているわけがない。ガーディアンズが、スラスターを全開にして超高速の二個編隊で突入した。ひとりでもカレンのところに通せば、慣かん性せい同調で逃げられてしまう。

　もう声をあげる余力もないシルヴィアが、それでも敵からは限界だとわからないほど精力的にチームメイトをアシストしている。

　臨時リンカーとして、ロバートが短い間隔でカレンを攻めるチームメイトを送り出す。彼が優れている新しい指標は、ＶＣＡＬValue Created After Link10──リンカーと接触してからせいぜい三アクションしかできない時間で、チームをどれだけ有利にするかだ。従来のＰ　Ａ　Ｌ　[image: ]リンカーと接触後３０秒間のプレイ指標の、カウントする単位時間が三分の一しかない。ロバートは、それを信じて、十秒に一回というハイペースで慣性同調で手を打ってゆく。

　それは、従来の散兵に比べて、格段に速いテンポの攻撃だ。

　そのとき、雄星は、ヘルメット内ディスプレイに思わぬ表示があるのに気づいた。スラスター出力の制限表示が消えていた。

「スラスター、チェック。エネルギーラインが、回復してる。編隊ひとつはまかせろ！」

　ロバートが、雄星に指示を出した。

〈ガーディアンズにフェニックスを救出させるな！〉

　仲間がすこしずつコストを出し合い、ひとりでは無理な大きな目的を達成する。カレンのリーサルへと殺到する。

　そして、ジェシーが、カレンのリーサルを狙ねらう軌き道どうに帰ってきた。

〈盛り上がってるぜ。試合の歓声、聞いてみろよ〉

　ジェシーが観客の応援チャンネルに、勝手にチーム回線を繫つないだ。

　今、シルバーハンズのファンたちは、第一セットの完敗の後、地力で押し返して格上に完勝しようとしている推しチームを見ていた。そんな最高に盛り上がる展開に、熱狂しないはずがない。

　その結果が、すべてが肯定されたように感じる、圧倒的なエールだ。同時接続している何百万という人の声が、うねっていた。

　それは、人を打ちのめし心をさらってしまうほどの、強烈な体験だ。

〈シルバーハンズ……〉

　シルヴィアが声をあげる。夢見るように、心が花開くように。

　雄ゆう星せいにとっては、ここは兄弟の夢のフィールドだった。歓声を浴びている間、雄星は永遠に叶わない夢と約束と、繫つながっている気がするのだ。

　観客たちから、自然に手拍子が起こっていた。

　みんな見たいのだ。

　ヒーローが見たいのだ。

　スポーツが自分のちいさな世界を変えるところと、そんなヒーローが見たいのだ。

「俺は、ここにいるぞ！　ここで戦っているぞ！」

　笑っていた。自然と、こみ上げていた。

　戦争とは違う。ストライクフォールには、ファンがいる。

　動画は宇宙じゅうで見ることができるのに、客席を埋め尽くすほどの人々がスタジアムに足を運ぶ。

　手拍子を鳴らすことで、応援歌チヤントに参加することで、この戦いに参加できるからだ。

　世界を変える瞬間、ここに自分がいるのだと、感じることができるからだ。

　歓呼に背中を押されるように、雄星はプレイしている。スラスターは謎の復調からずっと全開にしたままだ。

　シルバーハンズのチームメイトたちが、凄すさまじいキレで相手チームを封殺している。

　ここにいると、皆が吠ほえ猛っていた。

　ジェシーを、満まん身しん創そう痍いのスミレ色の機体が送り出す。

〈行けぇぇっ！〉

　シルヴィアが、叫んだ。利益もなく、計算もなく、自分はここにいると声を響かせるように。

　再度のガーディアンズの突入をやり過ごしたのと、ついにカレンに致命打が与えられたのは、ほぼ同時だった。

　カレン機が、泡のようなセーフティシェルを操縦槽コツクピツトから作動させていた。

　雄星も、たぶんフィールドのほとんどの選手が見逃したほどの、意識の外からの完かん璧ぺきな一撃だった。

〈ジェシー・アインシュタイン、フィニッシュだ！　カレン・フェニックスの足下から突き上げるコースで、わずか五十メートルほどの位置をかすめての一撃ですよ。これは見事だ〉

　解説者が興奮して大声をあげた。実況のアナウンサーが、決定的瞬間の映像を再生していた。

〈これは、ファラデーのコンタクトから、スラスターの調整なしでこの軌き道どうに入ってきたってことですか？〉

〈神かみ業わざですよ！　開幕戦のホライズンズ戦でのダリオ・エ・カヴァロのフィニッシュを思いだしますね。いや、そんなことをイメージしてしまうくらい、このセットのシルバーハンズは強かった。本当に強い……。〉

　第二セットが終わった。

　これでセットカウントは一対一。スコアとしてはこれでタイに戻っただけだ。だが、観客たちの歓声が、告げていた。ガーディアンズはカレンが撃げき墜ついされた後の勝率が大きく落ちる。チームの中心はあくまでカレンだったのだ。

　第二セット終了後のインターバルが始まる。二十分後には第三セットが始まってしまうから、はやくハンガーに戻らなければならない。

〈まだ次があるよ！　最後まで勝ちきろっ〉

　アデーレはもう次の勝負のことしか考えていない。みんなが、余裕のある者はひとりで、体力に不安のある者は慣かん性せい同調で連れていってもらっている。

　誰かを運んでいこうかと、雄ゆう星せいが周囲をうかがっていると、エイジェイが限界のシルヴィアを曳えい航こうしていた。

　そして、二分そこそこのラッシュで疲労困こん憊ぱいして、ロバート機がストーン機に引っ張られている。この試合では、結局思うままに突っ走ったのを、ロバートがカバーしてくれた。

「ありがとうな」

　その礼に、新しい僚りよう機きが、真剣な顔で返した。

〈君は、一軍選手なのにいまだに下へ手たくそで、連れん携けいの勘も悪い。だが、その直感だけはリスペクトしている〉

「ほめられたのか？」

〈リスペクトできるところがゼロなら、価値観が違う君の僚機は、引き受けない〉

　胸に熱いものがこみ上げた。ロバート機が、ストーン機と別れて、みずからのスラスターで帰ってゆく。

　シルヴィアから、個別回線で通信が入った。

〈ボクは、ここにいたい。ここで生きたい……。それだけだ〉

　まだ涙で潤んだ声で、精一杯に肩肘ひじを張っていた。

　きっとシルヴィアも、ロバートも、アデーレも、雄星も、最後にカレンを打ち倒した頃のプレイなど、このセットが始まった頃にはできなかった。スポーツが人を育てるのは、きっとそういう場だからだ。

　今日の殊勲者ヒーローになったジェシーが、通信越しに言った。

〈ユウセイ、おまえが、今日のヒーローだ。おれは、ヒーローってのは、まわりのヤツをヒーローにするやつのことだと思ってる……〉

　そう言ってジェシー機が悠々と観客に手を振りながら帰還する。ジェシーは、いつも、自分もヒーローになりたいと思わせてくれる。

　これが、シルバーハンズだ。




　試合は、最終的に、シルバーハンズがセットカウント二対一で勝利した。

　機体検査のため、第三セット開始時に鷹たか森もり雄ゆう星せいは選手交代となった。
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　巡洋艦《リュウグウ》の司令官執務室で、地球近軌き道どう統合軍第五軍の外洋機動艦隊司令官、ハーキュリーズ・モリシー中将は、試合終了のブザーを聞いた。

　軍の精鋭主義の精華である最強のスーパーエースを墜とし、勝負を決めたのは、宇宙にただひとつの力たる《コントラクター》ではなかった。統御された集団戦という、誰もが手が届く可能性のある力だ。

　スポーツという同じ船に乗った、その中でもちいさなチームという集まり、その力が、実戦の英雄を打ち倒したのだ。地球勢力が人類圏けん全体の安定を守ると主張する、統合軍右派の重鎮である彼にとって、これは待ち望んでいた光景だった。空間自由機動ドクトリンでなら、地球の戦力はどの星の軍にも勝てる。

　モリシーは、執務用の椅い子すに深く体を預ける。

　彼のもとには、試合のさまざまな情報が集まった。そして、そこに世界を揺るがすデータを発見して、戦略ＡＩに今後起こることの予測を立てさせた。

「ここまでの事態になるなら、参謀団を連れてくるべきだったな。──まさか、チル・ウエポンを変質させるとは」

　タカモリは三セット目、出場停止となった。理由は、インターバル中に発覚し、即座に競技連盟が公開を当面差し止めると決めた事実だ。カレン・フェニックスに《王の御手ハンズ・オブ・ア・モナーク》の一撃が命中した。あの後、《イナーシア・フラップ》を起動できなくなったことで、ガーディアンズがカレン機のチル・ウエポンを調べた。その結果、チル・ウエポンがリセットされて《泥》に戻っていることが確認されたのだ。

　競技連盟が、即座にユウセイ・タカモリの出場停止を決めたことは、正しい。選手の生命を守る《セーフティシェル》が変質すると、死亡事故に直結するからだ。

　だが、選手の生き死にというレベルを超越して、今日のニュースは世界を変える。その力が、《太陽系大障壁》──人類を太陽系に閉じ込めてこの時代を作ったチル・ウエポンに、干渉できる可能性があるからだ。あらゆる攻撃や中和手段を無効化するこの壁を突破できれば、人類は、封鎖された太陽系の外へ、再び生存領域を広げられるようになる。太陽系人類すべてに明白なかたちで、世界はターニングポイントを迎える。

　モリシーの手元の端末に、太陽系総会の最高会議が地球で開かれることが決まったと量子通信が入った。大戦終結の条約を締結し、戦争を再開しないために作られた太陽系総会が、ここまで素早く動き始めたのは初のことだ。

　戦略ＡＩは、シルバーハンズが特別試合日程を組まれることになると、予測している。目的地は木星だ。そこで船団を組んで、太陽系大障壁へ接近することを、一部の国家が求めている。ただし、《コントラクター・ブラックナイト》は、チル・ウエポン変質についての研究が進むまでは、おそらく無期限の出場停止になる。この決定に、シルバーハンズは拒否することを許されない。

　スポーツに力があると、若いタカモリとシラサキは言い切った。

　モリシーも、行き違いこそあれ、予想もしなかった経験をさせてもらった。

　これから彼らは、初めて敵地で殺意に取り囲まれる体験をすることになるだろう。木星は、《太陽系大障壁》ができる前、外宇宙と太陽系を結ぶ港として整備されていた。それが、太陽系大戦を経て、《大障壁》に外洋航路が閉ざされたせいで、未来のない僻へき地ちの資源生産地になった。

　太陽系大戦終結から二十五年、木星は、長い戦国時代にある。大戦前から、木星圏けんは、地球の木星統治府から軍ぐん閥ばつが独立する歴史の流れにあった。そして、大戦でこうした軍閥が統治府を陥落させて木星連合を名乗り、地球圏と激しい戦いを繰り広げた。そして、《大障壁》の発生で、地域すべてが貧困へと転がり落ちる中で、復活となった木星統治府は目も当てられないほど力を失っていた。今では、宇宙海賊が増えすぎて、もはや抑止をしようがない。かつてシルバーハンズに選手として入り込み、試合を襲しゆう撃げきしたレイカ・フランクリンも、木星圏のテロリストだった。そこは、太陽系で唯一、宇宙海賊や腕自慢の荒くれ者による物騒な見世物として、草ストライクフォールが行われている地域でもある。

　木星圏は《太陽系大障壁》がなくなる可能性があると知れば、激震する。貧困と混乱と格差が渦巻くこの地域に、ふたたび外宇宙との港になれる夢を見せて、無事で済むはずがない。

「凍こおりついた歴史の地平線の、踏破を目指す連中が、戦国の木星に太陽系じゅうから集まるわけだ」

　大戦当時、若手参謀だったモリシーたちは、ケレス決戦のためにあらゆる可能性を検討する中、木星地域について徹底的に調査を行なった。そして、故郷や文化といった人々が大事するものが戦争に転化してゆく、落としどころがわからない地獄に出会った。木星圏の、自みずからが不公平や理り不ふ尽じんに虐げられているという想いは、必ずふたたび泥沼を作り出す。

　それは、自分が自分であるための戦いでは、コストが無視されるからだ。タカモリとシラサキの二人は、おたがいが守るべき大事なものだった。だから、タカモリは幼なじみのために、無む謀ぼうなアクションをした。シルヴィア・ファラデーは、コスト計算してチームからすこしでも多く奪う方向から、「ここにいる自分」を認めたことで、新しい環境と共存しようとし始めている。だが、その理屈を踏み越える力が、かつてコストを意識する集団である軍を大戦に突入させた。これから第二次太陽系大戦は、そうして正当なつもりの選択から始まる。

　小国家が乱立し、講和条約すら結べていない国も多い木星諸国家に、木星圏けんの立場を激変させる《コントラクター》を持ち込む。もはや、ガソリンに火を近づけに行くようなものだ。確実に爆発する。だが、エンジンは、ガソリンに点火しなければ回らない。《大障壁》に封じられた人類は、《コントラクター》に夢を見ていた。

　黎れい明めいの地獄が、幕を開ける。

　スポーツがそれに勝てるのか、耐えきれるのか、知るものは誰もいない。




〈to be continued〉








あとがき







　ずいぶんとお久しぶりになってしまいました。長は谷せ敏さと司しです。

　前巻から三年半ほど時間が空いてしまいましたね。お待ちいただいていた皆様、本当に申し訳ありませんでした。その間、私事ですが、父が認知症になって同居親族の自分がひとりで介護をしていたり、父が亡くなったり、結婚して新しく家族をスタートしたりと、いろいろありました。父の手周りの品を整理していたとき、この『ストライクフォール』のシリーズも、いつも座っていたあたりに置かれていたことを、あとがきを書いていて、ふと思い出しました。しばらく単巻の小説が多かった自分にとって、父の存命中から書き継いでいるシリーズは、そういえば本作だけでした。

　空白の時期の話を続けましょう。他の版元さんのお話になってしまいますが、角川書店で刊行いただいた『BEATLESS』をアニメ化いただいた後、さらに中国の企業さまの開発でスマートフォン向けゲームになるということで、シナリオを書いたり一部監修をしたりしていました。『空匣人型』というタイトルで、二〇二一年七月にリリース予定です。ゲームのお仕事は、特にリリースまでに時間がかかると表に出るキャリアがその間なくなるので、進めるのに覚悟がいりますね。

　ともあれ、このストライクフォールは、五巻以降も続いてゆく予定ですので、気長にお付き合いいただけますとさいわいです。

　三巻と四巻との間のお知らせとしては、実は『ストライクフォール』一巻が、audibleさんでオーディオブックになりました。音声になると、よい感じに格好良いと思います。

　そろそろ、この巻のお話に進みましょう。

　ストライクフォールは、実は巻を追うごとに描写がたいへんになっているシリーズだったりします。特に、三巻で架空の宇宙スポーツの試合を最初から最後まできちんと書いたら、四巻でも省略するとしっくりこなくなったのは、予想外でした。シリーズものというのは、だいたい物語が前回より気持ちいいインフレを求めます。ですが、試合の「おもしろさのインフレ」は、次の試合を描いてゆく中にあるんですね。

　本作は、シリーズ自体が「宇宙戦を小説でどう描くと面白いのか」という実験的なところがあって、試合描写では自分なりに視点位置やカメラ位置、駆け引きなどの「物語をおもしろくするための噓うそのつき方」を編集しています。この四巻は、この噓のつきかたにも、変化をいれています。一巻の頃は、作中の宇宙戦闘では、軌き道どうを大きく曲げることすら難しいため大きなフォーメーションを組む戦術でした。これが、二巻では、慣かん性せい制御を技術として戦術に組み込む話になりました。三巻は慣性制御で小回りがきくようになり、編隊構成が大幅に小さくなった、変革の時期のお話です。この四巻では、勝負どころで一発ギャンブルを外すと試合終了だった一巻の頃の戦闘とは、速度と軌き道どうというキーワードをめぐって、リスク管理など、ずいぶん違う風景が描き出されているはずです。

　雄ゆう星せいたち登場人物が直面している時代の激変を、おもしろインフレとして楽しんでいただけますと、とてもうれしく思います。

　あと、本作は、スポーツと戦争が正面からせめぎ合うところをドラマとして書きたい小説です。そのおかげで、スポーツものとしては相当に会議シーンの多い作品になっています。というのも、「ロボットものだしＳＦ的な超兵器をやりたい」という、ボンクラな欲求はあるわけです。けれど、それが世界に及ぼした影響もないとしっくりこない。だったら、超兵器がもたらした技術的変革がスポーツを飛び越えて世界を一変させたところを、国家間のパワーバランスが激変するところまで描けば、戦争へ向かう背景にも感情移入できて一石二鳥。となると、偉い人たちの話が多くなるんですね。つまるところ、偉い人たちが何をしているかというと、ものすごい数の会議なので、会議シーンが増えるのです。『ストライクフォール』は、難しく見ようとするといろんなトピックを豊かに拾えるし、シンプルに見ようとすれば、わりあいサラッと読めるように書いているつもりです。テーマがテーマだけに、軽く読めればよいと結論づけられないところが、単純明快活劇になりきらないところではありますが、この作品ならではの面白さを突き詰めてゆきますので、今後もおつきあいいただければと！

　続巻以降では、一巻から見え隠れしていた謎や、エンディミオン号でしばしば語られたケレス決戦など太陽系大戦の激戦、《宇宙の王》のことなど、さまざまなことがらが明らかになってゆきます。世界を揺るがす変化の大波が、《太陽系大障壁》に封じられた太陽系の中で跳ね返り、五巻ではさらに大きな問題に激突します。雄星と環たまき、アデーレが、シルバーハンズのスタッフたちがそこで何を摑つかんでゆくのか、楽しみにお待ちください。

　今年は火星のニュースがたくさんあったので、四巻にも関わる火星話などしたかったのですが、字数も尽きてきましたし、そろそろ謝辞を。

　まずは、デビューからずっと本ができあがるたび、出版社からいただいた著者献本を最初に渡していた、父に。いつも「エスエフは難しい」と言っていたので、最後まで読んでくれていたかは微妙ですが、かならず一冊目は父に渡していました。いろいろ至らないことはありましたが、自分なりに貴方の最期に向き合ったと思います。この本が、最初に渡す相手が父ではなくなった、一冊目です。そして、今回から最初の一冊を受け取っていただくことになる、新しい家族に。長い間待ってくださった小学館の岩いわ浅あさ氏に。三年半ぶりの本に、すばらしいイラストをくださった筑つく波ばマサヒロさんに。いろいろと相談や愚ぐ痴ちを聞いてくれた、友人たちに。そして、何よりも、ずいぶん刊行が空いてしまった本書を手に取っていただいた、皆様に。本当にありがとうございました。

　五巻からも、よろしくお願いします！
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長谷敏司

Satoshi Hase




第６回スニーカー大賞にて金賞を受賞してデビュー。２０１５年『My Humanity』にて日本ＳＦ大賞受賞。２０２１年７月から、『BEATLESS』スマートフォン向けゲームが中国でリリース予定。いろいろあって前巻から長くかかってしまいすみません！
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